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序

埼玉県深谷市と本県の前橋市を結ぶ一般国道17号線のバイパスである上武道

路は、既に、新田郡尾島町の国道354号線から前橋市今井町の国道50号線まで

の区間が開通・共用されており、通過市町村の産業経済の発展に大きく貢献し

ています。

上武逍路の通過する地域は、本県でも有数の埋蔵文化財が分布しています。

このため、道路建設工事に先立って、埋蔵文化財の記録を後世に残すための発

掘調査が昭和48年度より群馬県教育委員会及び当事業団により行われていま

す。

本書は、昭和60年度に発掘調査しました飯土井二本松遺跡の報告書ですが、

縄文時代早期の遺物を始めとする貴菫な調在成果が報告されています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事事

務所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者等から種々、ご指導

ご協力を賜わりました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様

に衷心より感謝の意を表し、併せて、本書が群馬県の歴史を解明する上で、広

く活用されることを願い序とします。

平成 2 年10月

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例日

1.この報告書は、一般国道17号（上武道路）改築工事に伴い実施された飯土井二本松遺跡および下江田前遺

跡の発掘調査の記録である。

2. 上武道路は建設省関東地方事務局が事業主体であり、発掘調査は群馬県教育委員会が当初実施し、 1978年

度以降は群馬県埋蔵文化財調査事業団が担当している。

遺跡名 飯土井二本松遺跡 下江田前遺跡

所在地 群馬県前橋市飯土井町 新田郡新田町

調査主体 群馬県埋蔵文化財調査事業団 群馬県教育委員会

調査期間 1985年 4 月 1 日～ 1986年 3 月 31 日 1974年 3 月 4 日～ 15 日

調査担当
原雅信 小島敦子 岩崎泰一 井上唯雄 清水和夫
金井武 小林裕＝ 新井順二 下城正

3. 資料整理および報告書の作成は群馬県埋蔵文化財調査事業団が行い、体制、期間は次の通りである。

事務担当 邊見長雄・松本浩一・神保侑史・桜場一寿・能登健•田口紀雄・住谷進・岩丸大作

国定 均・笠原秀樹・須田朋子・小林昌嗣•吉田有光・柳岡良宏・野島のぶ江・今井もと子

松井美智子・角田みづほ

整理担当 原雅信・岩崎泰一

坂庭常磐•青木静江・石倉和美・市田武子・大川明子・神谷みや子・鈴木紀子•関 正江

高橋千代子・高橋裕美・田中暁美・南雲富子・新平美津子・萩原由美子・蜂巣綾子・松岡陽子

整理期間 1989年 4 月 1 日～ 1990年 1 月 31 日

4. 遺構・遺物実測図、及び、都市計画図は、（株測研・（採技研にトレースを業務委託した。

5. 関東ローム層の観察については、新井房夫氏（群馬大学）の分析所見を得ている。

6. 石材の鑑定は、飯島静雄氏（群馬地質研究会）に依頼している。

7. 縄文土器の展開写真 (PL62) は、小川博忠氏に撮影依頼している。

8. 遺構名称は発掘調査時の番号を用いている。なお、遺構と認定できないものは整理過程で除外したため、

遺構番号に欠番が生じている。

9. 報告写真については、遺構をはじめとして発掘調査に伴う撮影は調査担当者がそれぞれ行い、遺物写頁に

ついては佐藤元彦（埋蔵文化財調査事業団技師）が一括して行った。

10. この報告書を作成するにあたり、次の方々の指揮・助言を得ている。改めて感謝の意を表したい。

石橋宏克・斎藤弘道

11.実測図中のスクリーントーンは次のことを表示している。また、この例に拠らないものについてはそれぞ

れ図中に凡例を示してあるので参照願いたい。

口砂壌土
置置薗暗色帯
巳 B·P

巳竺豆 H·P

焼土
~ • • ~ • • • 

ロニ］炭化物
二土器断面（練維）

窮り面

内患

二灰釉
冒瓢ヵクラン
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飯土井二本松遺跡

(1 : 200,000 地勢図宇都宮）





I 発掘調査の経過
\>’

ヽ

. 

1. 調査までの経過

建設省は、一般国道17号の交通混雑緩和のため、

東京～大宮～前橋間に大規模バイパスの建設を進め

ている。上武道路はその一環として計画されたもの

で、深谷バイパスの上武インターチェンジ（深谷市

東方）を起点とし、利根川を渡河して群馬県に入り、

前橋市北側を迂回して、前橋市田口町で現道に取り

つく全長41. 4kmの道路である。

昭和41年度に大宮国道工事々務所で調査が開始さ

れ、昭和44年度に高崎工事々務所に引き継がれた。

都市計画は昭和46年 3 月に尾島町～伊勢崎市内、昭

和58年 3 月に国道50号までの決定がおこなわれた。

これに伴い県教育委員会は、昭和45年度に開発諸

事業との調整をはかる資料として、計画路線を中心

に巾 2 kmの区域の埋蔵文化財分布調査を実施した結

果、遺跡総数は472 ヶ所にのぱった。

発掘調査は諸準備を整え、昭和49年 1 月から実施

された。当初 l 班で進められたが、工事の進捗に対

応して昭和59年からは 3 班、 60年からは 4 班編成と

なり、昭和63年度で国道50号までの調査を完了した。

一方、県教育委員会は埋蔵文化財の調査部門として

昭和53年に閲群馬県埋蔵文化財調査事業団が設立さ

れ、同年以降の上武道路建設に伴う発掘調査は本事

業団が実施し、今に至っている。

今回報告する飯上井二本松遺跡は分布調査で縄文

包蔵地とされた前橋市のNo.146遺跡に近接する遺跡

である。また、本調査に先立ち、昭和59年度に試掘

調査を実施し、ステーション No.921~942の範囲を

遺跡として確定した。対象面積は18,000m'である。

本調在は 4 班体制の初年の調査であり、神沢川西

岸のNo.921~942に至る延長420m を全面調査した。

以後、上武道路関連の調査は多忙をきわめた。

なお、上武道路は平成元年 3 月 3 日に国道354号

から国道50号までが開通した。

゜ 1 : 2000 500m 

第 1 図 上武道路路線図（前橋市域）
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2. 遺跡の位置と周辺のおもな遺跡

飯土井二本松遺跡は、群馬県前橋市飯土井町字二

本松に所在する。飯土井町は前橋市の東南部にあた

り、本遺跡の東側は神沢）II を隔てて伊勢崎市と接し

ている。周辺は前橋市市街地から 11kmほど東方の農

村地帯であるが、年々開発が進み、工業団地や住宅

地が造成されている。

発掘調査時の現況は水田であったが、遺跡の立地

する地点は微高地状になっている。遺跡の西側は井

出上神社のあるローム台地につらなっており、さら

にその西側は飯土井沼を谷頭とする細長い沖積地が

形成されている。一方遺跡の東側は神沢川の現河道

に接している。神沢川に伴う沖積地はさらにその東

側の神沢川左岸に形成されている。

本逍跡が位置するのは、広く裾野を広げた赤城山

の南麓、標高90m 前後の地点である。赤城山は第三

紀の複合成層火山で、山体にのるローム層中には板

昴黄色軽石層 (YP)、板恥褐色軽石層（ BP)、八崎軽

石層 (HP) などが堆積しており、裾野では安定した

ローム台地を形成している。ローム台地は山麓を流

下する中小河川や湧水から流出する小河川の浸食に

よって開析され、帯状の沖梢地が刻まれている。遺

跡の東側を流れる神沢川もそのひとつである。

赤城山の南麓や西麓のローム台地には旧石器時代

の遺跡が多く分布し、調査も進んできている。日本

初の旧石器発見で著名な岩宿遺跡も本遺跡から北東

10km余りのところにある。また、本遺跡の東側、神

沢川左岸のローム台地上でも下触牛伏遺跡が調査さ

れ、 AT 直下と BP 上層で 2 枚の文化層が確認され

ている。また、赤城山南麓地域には、河川作用によ

る砂壌土性の微高地がローム台地に付随して形成さ

れている地点が多い。これらの微高地は、赤城山の

山体崩壊上砂が山麓端部に再堆桔することにより形

成されたと考えられている。この微高地の存在は周

辺の発掘調査で数地点が確眩されている。

本遺跡が立地するのもこうした砂壌士性の微高地

上である。本遺跡ではこの砂壌土の堆積が発達して

おり、砂壌土下に縄文時代早期の遺物包含層とロー

ム昂が検出された。また発掘区内の一部では砂壌土

層中に間層があり、縄文時代前期・中期の遺物包含

層が検出され、砂壌土の堆積が縄文時代までさかの

ぽることが判明した。完新世の厚い土壌下での遺構

や遺物の検出は周辺ではほとんどなく、本調査は遺

跡立地を考える際に重要な視点を提示している。

縄文時代の遺跡は、本遺跡から400m 南方の荒砥

二之堰遺跡で、縄文時代中期から後期の住居が調査

されている。称名寺式期の柄鏡形住居が多数検出さ

れており注目される。また、先述した下触牛伏遺跡

では、縄文時代前期の住居と時期不明の縄文時代の

陥穴が調査されている。

弥生時代の遺跡は周辺での調究例がほとんどな

い。本遺跡や荒砥二之堰遺跡では弥生時代終末期の

土器が検出されている。本追跡から 2 km西方の宮川

流域には弥生時代中期後半の住居が確認されている。

古培時代の遺跡は周辺に数多く分布し、調査も行

われている。本遺跡の南にある荒砥二之堰遺跡では

古坑時代前期の住居群と方形周溝墓群が隣接して調

査され、本遺跡で 1 軒検出された当該期の住居はこ

の集落の北端とも考えられる。また、北西1. 5km に

ある江竜川流域の荒砥荒子逍跡では 5 世紀代の方形

区画遺構が検出され注目されている。二之堰遺跡や

神沢川左岸の下触牛伏遺跡・波志江今宮遺跡では、

古培時代後期の住居や群躾用が確腔、されている。

奈良•平安時代の遺跡は本遺跡周辺での調査例は

ほとんどないが、遺跡の分布踏査では数多く分布す

ることがわかっている。本逍跡北西 2 km にある上西

原辿跡では大規模な掘立柱建物跡などや郷名を示唆

する墨書土器が出土している。

中世の遺構としては、本追跡の北方600m ほどの

ところにある女堀が調査されている。女堀は1108年

の浅間 B テフラ降下後に掘られた用水堀であり、本

地域の荘園開発を考える上で重要な逍構である。

3
 



3. 調査の方法

遺跡の調査対象範囲は、神沢川以西約420m 、飯

土井中央遺跡に接する約18,000m'である。この部分

は桑園および水田に利用されていたが、上武道路建

設用地となって以降は一部牧草地として利用されて

いた他は未耕地であった。ただ、上武道路が東西に

横切ることから現農道が数本存在し、調査中につい

ても生活道として常に確保する必要があった。

調査に際して、調査区の設定は国家座標を基準に

実施している。グリッドは 4X4m を 1 単位とし、

南北に 1 • 2 • 3 …25、東西に a • b • c … z を付

し、 100m を大区画として西から A 区・ B 区・ C 区・

D 区• E 区に分割している。グリッドの呼称は北西

隅を基点とし、 Aa-01 • Ba-01等と示している。

今回の調査を実施するにあたり遺跡の範囲、遺構、

遺物のあり方を把握することを目的として1985年度

に試掘調査を行っている。この段階で D 区を中心に

奈良•平安時代の住居群が存在すること、縄文時代

の土器、石器類が豊富に散布すること等が確認され

ている。なお試掘調査は幅 2 m のトレンチを路線に

沿って 3~9 本設定し実施している。

本調査はこれらの情報をもとに着手したが、上武

道路建設計画との関係から神沢川に接する部分であ

る D·E 区から開始している。表土除去は重機を使

用し、引き続き C·B·A 区へと進んでいる。

調査区内に存在する農道については、路線に平行

するものについては調査区内に付け替え道を作り極

力調査に努めたが、路線を横断する南北方向の農道

については付け替えが困難な状態であったため未調

査となってしまった。

遺構については縮尺1/20で実測図を作成してい

る。包含層の遺物類は縮尺1/40でドットマップを記

録している。写真は各担当者が撮影しており、カメ

ラは35 ミリモノクロ、同リバーサルおよび 6 X 9 版

モノクロの 3 機種を使用している。

なお調査グリッドに伴う国家座標測贔について

20 10 

゜
15 5 

I c::::::,,.. | 
\ / 

`̀-- Ak 

... ... ... p 

... ... ... i u ... I ... 
Y=58100 / Ba 

I: I. 
... 
.. :I .. f 

L.. こ—•— k 
F 

I: ... .:] 
p 

/ :.: 
... I ... 

u 

/... .. ] .. 
Y= -58000 

/... Ca 

I 
... .. 

f 

/. : 
... 

k 

乃・・ ... I 
... 

... •.. I p 

I 
... . :. : I 

u 

し ... ゾ
Y= -57900 / 

一
Da 

/•: 
... ! f 

I 
... .../ 

.. ••I .. k 

/: ... 
• : :J 

p 

V: ｷ. ... 
ｷ ｷ • I 

？・・ u 

V... ... ! Y=-578~. •. Ea 

/: ... ... I 

•• ｷ1 .f 

ヽ
ミ口X X X 

II II II 

中三

' 
喜よー

さ

し
第 3 図 グリッド設定図

5O rn 

4
 



は、（樹測研に委託業務としている。

4. 調査の経過

発掘調介は 1985 （昭和60) 年 4 月 1 日～ 1986 （昭

和61) 年 3 月 31 日までの期間で終了している。

調査工程については遺跡東側に存在する神沢川高

架工事との関係から同部分、調査区 D 区から着手し

ている。

発掘調査の経過については調査日誌に記録してあ

るが、ここではこの日誌をもとに着手から終了に至

る経過を示しておきたい。

4 月

年度当初は、調査事務所設営等発掘調査の準備期

間となっている。合わせて調査工程に沿って D 区・

E 区の表土掘削を行うとともに遺構確認作業を実施

している。

5 月

E 区において溝状遺構を検出し、調査を進める。

D 区では住居群が検出されはじめる。確認段階で 1

号住居については古墳時代に属す遺構であることが

認められたため、まず 2 号住居以下の奈良•平安時

代住居から着手するものとした。

6 月

引きつづき D 区住居の調査を行う。この段階で住

居掘り方調査に伴う床面が複数認められる住居が存

在し注目された。合わせて D 区溝群の調査を行う。

また A~C 区の表土掘削、遺構確認作業を行い、 A

区17号溝の調査も着手した。

7 月

1 号住居調査。炭化材多数出土し火災住居と考え

られた。他住居についても調査終了のため D 区全景

写真撮影。半ばより D 区砂壌土層下の試掘を行い、

同層下黒色土層より縄文土器（早期）が出土する。

引きつづき砂壌土層の掘削、除去を実施し、縄文時

代早期面の調査に着手する。

8 月

D 区砂壌土層下の調査を継続する。縄文時代の調

査終了後、 2X4m を甚本とした旧石器時代の試掘

を行う。地下水が豊富に流出し調査は困難な状態が

続く。

9 月

D 区調査継続。 C 区溝群の調在着手。 B 区調査を

行い縄文時代遺物の取り上げ。 A 区は17号溝継続す

るが湧出水多く調査は断続的となる。

10月

D 区調査終了後埋め戻し。 A~C 区の砂壌土層上

面の調査継続。 17号溝調査終了。 B 区41号溝調査し

17号溝との関係が注目された。

11 月

A~C 区の調査継続。縄文土器、石器等遺物取り

上げを行う。 C 区53号土坑（陥穴）スライス調査実

施。

12月

A~C 区砂壌土層上面の調査終了後、砂壌上層下

の調査実施。 A 区において中期前半の包含層検出。

c 区砂壌土層下縄文時代早期面調査を行うが、遺物

は出土しない。

1 月

各区砂壌土層下の調査継続。 A~B 区間に旧河川

が存在し、その東側に縄文時代陥穴群が確認される。

c 区については旧石器時代試掘調査終了後埋め戻

し。

2 月

陥穴群については半戟調査を行い、下部施設の確

認をする。半ばに積雪（前橋市域26cm) がある。各

区とも旧石器時代の試掘調査実施。 A 区において石

器の出土を確認し拡張を行う。

3 月

A·B 区調査継続。旧石器時代調査は主として A

区で行う。

3 月 31 日（月）をもって全調査が終了する。
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""- 発掘調査の成果

1. 遺跡の概要

(1) 遺跡の概要

飯土井二本松遺跡は神沢川右岸、砂壌土性台地上

に主として立地する。今回の発掘調査によって認め

られた最も注目されることは、台地上に厚く堆積す

る砂壌土層中に縄文時代各期の複数の文化層が確認

出来た点である。

砂壌土は関東ローム層上に二次堆積し、現状では

標高92m 程度でほぼ平坦面を形成し、神沢川に向っ

て傾斜する。本遺跡に西接する飯土井中央遺跡では

ローム台地が広がり、砂壌土の堆積は認められない。

本遺跡におけるローム層は、赤城山南麓における標

準的堆積状態と一致するが、その地形的状態は一様

ではなく、かなり起伏をもつことが認められている。

このローム面の起伏は最大2.5 m の比高差があり、

当然のことながら砂壌土はローム面の低位部に原＜

堆積する結果となっている。調査区内で最もローム

面が高位となる B 区においては、砂壌土が極めて希

薄もしくは認められていない。ローム面は、この B

区付近を最高位とし、東西それぞれに向って傾斜す

る。この部分に砂壌土の堆積が存在し、さらにその

層中に縄文時代早期・前期・中期前半の文化層（旧

表土）が埋没していることが確認されたのである。

ただ、調査において、全域に各時代の文化層を確

認しているわけではない。砂壌土に直接覆われた各

期文化層が分布を異にして存在したもので、このこ

とは当時の上地利用、その環境および砂壌土の堆積

状況と関連するのであろうが、やや複雑な様相を

もっている。

その分布は次のような範囲である。早期は神沢川

寄りの D 区に土器・石器が集中分布する。この確認

面は、ローム層上に形成された黒色土層（腐植土層）

であり、同層面に各遺物が出土する他、炉状遺構も

認められている。この面は C 区へ続き途中で旧流路

8 

により分断され、また起伏を生じながらも B 区に

向ってゆるやかに高くなる。 C 区には早期遺物は全

く出土せず、その分布域は、 D 区に限定される。

前期および中期前半の文化層については、 A·B

区の接する部分に存在する埋没河川の旧流路両岸に

それぞれ認められている。

前期については、遺物量が少なく範囲も狭いため、

その広がりは不明瞭であるが埋没河川左岸に接して

分布する。土器型式では黒浜式および諸磯 b 式土器

が出土している。少なくとも、この時期の生活面が

存在し、さらにその後砂壌土が堆積したことは確認

できたものといえる。

中期前半は埋没河川右岸に認められるが、台地端

部からやや離れた平坦部に特に遺物が集中する。土

器型式では、小破片も多く含まれるもののそのほと

んどが阿玉台 1 b 式土器に該当するもので、時間的

には極めて限定されるものといえる。

なお、この埋没河川両岸部では前期・中期前半お

よび後半期の土器片が一部混在する状態もみられて

いる。このことは、各時期における砂壌土層の堆積

状態を否定するものではなく、この部分では埋没河

川による影評を受けつつ砂壌土の堆積も進行した結

果とみられる。細かな地形の変化、旧河川との関係

など、部分的な影響を受けながら早期以降、中期中

葉の間に堆積が終了したものといえる。

今回の調査では少なくとも 3 時期（早•前・中期）

の埋没面が確認されたが、更に周辺の調査が進む中

で、この砂壌土の形成および埋没面の確認、検討が

行われるものと考えられる。この面をさらに砂壌土

が覆い、その上面に中期後半（加曽利 E 3 • E 4 式

期）以降の縄文時代をはじめとする古墳・奈良•平

安時代から中・近世に至る遺構・遺物が存在するの

である。

中期後半期では、 B 区において逍物の集中部およ

び住居状の遺構が認められた。それぞれ性格を確定

し得ていないため、両者を縄文遺構として報告して

いる。これ以外には陥穴が認められたのみで明確な

遺構は存在せず、遺物が調査区全域にわたり粗密は



あるものの分布している。少なくとも、同期の集落

の一環を担っていたであろうが、居住域としては利

用されていない。

古墳時代では火災住居が一軒確認された。その他、

周辺から特殊器台、紡錘車型石製品など破片ながら

注目される遺物も出土している。

奈良•平安時代については、 D 区において住居が

24軒確認されている。時期的には出土土器から 8 世

紀後半から 9 世紀後半にわたるもので、住居および

出土遺物とも良好な資料が得られている。なお同期

に伴う生産域としての水田については確認されてい

ない。

中・近世については特に注目される遺構は、 A

区• B 区にわたり存在する方形区画を示すと考えら

れる溝の存在である。調査区内では溝の屈曲部は確

認できていないが、検出された17号溝および41号溝

を延長するとほぽ方形の区画をもつことが推定され

る。出土遺物はほとんどなく、関連遺構も不明であ

り時期、その性格に確証は得られていない。

旧石器時代については、全域について試掘調査を

行った結果、 A 区およびD 区において散発的ながら

石器の出土をみている。

以上がこの遺跡の概要となるが、詳細については

以下の報告を参照願いたい。

(2) 基本土層（第 5 • 6 図）

遺跡は赤城山麓末端の台地に位置している。台地

の幅は800m に及び、平坦な台地地形を呈している。

今回の調査範囲は台地の東端から中央まで約400m

である。その標高差は約1.6m で、既に、周辺地域

では圃場整備が済んでいることもあり、ほとんど傾

斜があることを感じさせない。遺跡周辺は一見平坦

だが、実際には、旧河道の検出を含む凹凸に富む地

形を呈していた。即ち、氾濫性堆積物（砂壌土）の堆

積以前と以後では旧地形は極めて大きく相違してい

たのである。近年、赤城山麓の一帯では同様な事例

が認識され、その形成時期も特定されつつあり、浸

食と堆積を繰り返す地形の変遷を生々しく伝えてい

1 2 3 4 5 6 7 8 , 10 

純 純煎鉱物組成 石 火山ガラス 屈 折 率 粒径

試 料 度 相対益比 絶対屈 英 タイプ 絶対祉 対象物（晶数） 範囲 主範囲 最頻値 (cm) 色 記 事

Du-7 ① C 縄文早期包含培 アカホヤ火山灰 (Ah)

（黒土） 不明（降下前？）

,, ② B hy >au> ml r pm m hy (30) r 1 704 px y- 白糸軽石（ As-Sp)一致

（上部軽石質） (ho 士） ~l 708 0.8 wh 対比確実(14~15kyrBp')

,, ⑤ B hy ce au> mt r hy (30) r I. 702 0.2 y 板恥褐色軽石 (As-Bp)

（下部砂質軽石） ~I. 707 一致対比 0 K 

ク⑥（ 17cm) C （以下 AT チェック） clear ++ gl m 1.499 1.500 0 05 
（粘土質ローム） bw ~1 501 (glass) I AT glass 含有極大

AT 降下培率(21~ZZky r

ク⑦(10cm) C ', tttt gl 1 499 I 500 0 05 BP) (photo アリ）

（粘土竹ページュ） ~I 501 

ク⑧（!Ocm) C ,, ++ gl 1 499 I 500 0 04 
ク ー地下水面ー ('85 8. 9) ~I 501 

ヶ⑨（!Ocm) C やや暗色 ,, 十一 gl l 499 I 500 0.04 暗色帯（岩宿 I)
ク ~I 501 対比可

ク⑩(10cm) C 
', 

凡例 !. A （非常に良い） B I 狩通） C （悪い） 2. gl I ガラス） hy I 斜力籍{i) ho I Iり 1刈石） au （許通籍l i) at I 磁鉄鉱） 3,, I 多い） m I 許通） p （少ない）
v （非常に） 4, ++（多くある） + （ある） ー（ない） 5, pm J\'!（浮石竹板状） bw （パプル） 6. 記号は 3 と同じ

第 1 表火山灰分析結果表
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調査の結果、一見平坦に見えた台地には現在遺跡

の東側を流れる神沢川の旧流路が台地内部にも確認

され、砂壌土の堆積以前と以後の地形は、大きく異

なることが判明した。そのため、各地点毎に土層の

堆積状態は微妙に相違している。第 5 • 6 図に各地

点の土層図を示しておく。現在なお、確実に各々の

土層を対比するのは困難だが、テフラの同定結果・

出土した土器の型式分析から、土層の対比も可能な

状況が生まれつつある。ここでは、 C 区東側の地点

（第 5 図Cw) の土層の堆積状態を遺跡の基本土層と

し、説明していきたい。

Ila·Ilb 層は、圃場整備以前の旧表土・耕作土

である。 As-B(m 層）． As-C(N層）は、若干地形

の低い地点で部分的に確認したのにすぎない。古墳

時代以後の遺構は II 層を除去した段階(VI層の上面）
紫
# で確認している。 VI層• VIII層は河川の氾濫に由来す
乏
要 る氾濫性堆積物（砂壌土）である。 VI層の上位部分よ
< 
1 り縄文中期後半段階の土器が出土する。当初、この
ロ

二層は一括して把握していたものだが、 A 区• B 区
区
o の調査が進展するのにつれ、圃層に相当する層序か
踪

ら縄文前期後半と中期前半の遺構・遺物が確認さ

れ、また、氾濫性堆積物（砂壌土）の堆積した時期が

縄文早期以後(IX層）、中期後半(VI層上面）以前に推

定され、上記二点を根拠に堆積時期を含め、間層の

存在を認定した0 Vil層は砂質だが、やや黒味が強く、

上下二層の砂壌土と比べ、その土質は著しく異なる。

IX層は黒褐色土で、この層序から縄文早期の上器や

石器が出土した。層厚は約15cm を測る。以下、ロー

ムの堆積状態は第 1 表の通り、赤城南麓一幣のロー

ムの堆積の在り方と一致している。

口］ u
」

゜
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2. 旧石器時代

試掘調査の結果、 A 区およびD 区に当該期石器群

の存在を確認した。両地点ともに石器は集中地点を

形成することなく、ほぽ単独の状態で出土している。

A 区に比べD 区は土層の堆積状態が良好だが、水の

影響でロームが粘土化している。 A 区出土の石器は

暗色帯(XVI層）から、 D 区出土の石器はAs-BPの直

上 (XII 層）から出土しており、 A·D 両地点では石

器の出土層位が相違している。

D 区出土の石器(8 図 l) は、遺跡の東端部分から

出土している (Dk-05G) 。 D 区では石器の出土地点

の周辺や他の地点からも石器が出土せず、また、下

層からも石器が検出されないため、これ以上の調査

は断念した。

石器（ l）は、左右の側縁が平行する小形の剥片で、 90.00m 

調整加工を施す。前者の加工は浅く平坦で、打面調

整に伴う頭部調整とは確実に相違する。後者の加工

は石器の基部に近い部分では裏面から表面に、先端

では表面から裏面に調整加工を施す。石器の先端を

欠損している。黒色安山岩製。

2 は幅広の剥片で、平坦な礫面を打面に剥離して

いる。背面を構成する剥離の方向は剥片の剥離方向

に概ね一致する。ただ、剥片端部には90゜方向の違

市K.-05

黒味の強い黒曜石を素材に用いている。背面を構成

する剥離の方向は、剥片の剥離方向に一致しており、

剥片端部には礫面を残す。打面は切断され、その形

状は明確ではない。残存部分の状態から頭部調整の

存在は確認できない。使用痕などは観察されない。

A 区出土の石器（ 10図 1 ~3) は、遺跡の西側部分

から出土している (Aj -llG • AI-lOG • Ao-llG) 。

石器が出土した地点は、 A·B 区の境界付近に確認

した神沢川の旧流路から30m ほど西側の地点で、台

地の東側斜面に相当する。調査区内には、これ以上

の石器の分布は存在しないものの、周辺の地形から

するなら、この周辺には石器を製作した地点や礫

群・配石が展開する集落が存在している可能性があ

る。石器の分布状態は、東側の地点に砕片や礫が近

接して出土する傾向が、この周辺にナイフ形石器や

調整剥片、形状の良好な剥片が出土する傾向が指摘

されよう。出土した石器の内訳は、ナイフ形石器 1

点・剥片 2 点・砕片 2 点・礫 1 点である。

1 は横長剥片を縦位に用いたナイフ形石器であ

る。左右の側縁に調整加工を施し、石器を作出して

いる。左側縁では剥片を剥離する段階で使用した打

面から、右側縁では剥片の表裏両面から、それぞれ

12 
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6a 6b 8 9 ~m 

] 暗灰褐色土 ローム粒子・白色パミス混入 早期遺物包含培

2 暗灰褐色土 ローム粒子・白色パミスを多く混入

3 明褐色ローム層 As_YP の純培

4 黄褐色軟質ローム居

5 黄褐色硬質ローム層 As_SP を含む（基本土層XI]培）

6a 灰黄色ローム層 As-BP 混入

6b 青灰色ローム層 As-BP の純層（基本土層XI]層）

7 暗黄褐色硬質ローム培

8 灰白色ローム層 粘性に富む

9 暗褐色ローム層 上位部分に AT を含む

第 7 図 石器の分布と出土層位 (D 区）

乙 ゜ 4cm 

第 8 図 D 区出土の石器



う広い剥離面が存在しており、板状の石核から剥離

している可能性が強い。黒色安山岩製。

3 は幅広の横長剥片で、剥片端部を一部欠損して

いる。剥片の打面付近には「潰れ」が額著で、その状

態は打製石斧に特徴的な「潰れ」に一致する可能性が

強い。黒色頁岩製。

゜ ゜

♦ l 
ヤplO

ロ

. 2 

●ナイフ形石器

●剥片

o 砕片

ロ礫

゜ 5m 

第 9 図石器の分布 (A 区）

こ
乙

゜ 4cm 

第10図 A 区出土の石器
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3. 縄文時代

(1) 早期

a 調査の方法

発掘調査については、上武道路建設に伴う神沢川

橋梁工事計画とも関連し、同河川に接する部分から

着手している。調査区でいえばD 区の調査を先行さ

せ、引き続き A 区まで実施する調査工程となった。

D 区では表土下にあたる砂壌土上面に奈良•平安

時代を中心とする住居群が存在し、さらに溝群・土

坑などが確認され、縄文土器・石器類も多く出土し

ている。ここで得られた縄文土器は中期加曽利 E 式

後半期のものが目立ち、この遺跡南側に位置する荒

砥二之堰遺跡との関連から同期の遺構の検出を想定

し調査を進めたが、遺構の確認はなかった。この砂

壌土上面における調査が終了した段階で砂壌土下、

縄文早期面の調査に移行している。

堆積する砂壌土層は厚く、約 2 m 前後の層厚をも

っため菫機により同層の掘削を行なっている。砂壌

土層はその層中に細砂層・粗砂層・砂礫層などが水

平堆積する互層状態がみられ、一気に形成されたも

のではなく、複数回にわたり堆積したものと観察さ

れた。このことはその後 A 区・ B 区における砂壌土

層の調査により確認された前期および中期前半の埋

没面の存在を想定させるが、この段階での調査所見

ではその事実は得られていなかった。

縄文時代早期の文化層にあたる黒色土層（第 1X層）

はこのような砂壌土層により埋没しているが、その

直上面は層厚10cm程度のシルト質の細砂層が一様に

覆っている。

調査に際しては湧出水が多く、自然流出の状態に

しておくと調査面が冠水してしまうほどの水量であ

り、連続的な排水を必要とする状態であった。調査

当初、すでに一部において早期遺物が出土したため、

その分布状況をある程度把握した段階で排水溝の設

置を考えていたが、先行して排水を行なわなければ

調査進行に支障を生じる状況となった。このような

事情から D 区北壁側に平行して主排水溝を設け、調

14 

査区内にも状況に応じて排水溝を作ることになっ

た。このことにより湧水対策は講じられ、調査を進

められたものの、遺物の集中する部分にも排水溝を

作る結果となり、おそらくこの部分の遺物について

は失なってしまったものとみられる。この点は調査

時にも担当者間で留意していたことであり、検出面

に極力影響がないように排水を行うよう努力した

が、今回についてはこのような調査方法となったこ

とをあわせて報告しておかなければならない。

この面で出土した遺物類は全て位置・標高を記録

している。その出土状況は第11図に示す通りであり、

数ヶ所に集中地点が認められると共に、焼土遺構も

4 ヶ所存在する。これ以外に遺構はみられない。

このような逍物分布をみると、調査区北側へは確

実に広がりをもつものとみられるが、西および東側

については地形的にも限定され、南側については地

形がゆるやかに傾斜すると共に、遺物分布も希薄と

なる傾向が認められる。

また、この面の埋没状態であるが、直接被毅する

シルト質の細砂層の存在、その上を水平堆積する砂

壌土層のあり方からみて、継続的な堆積が行なわれ

ながらも早期文化層を大きく破壊するような営力は

加わらなかったように観察された。このことは、遺

物類が調査区内の高位部に集中する点、および焼土

遺構の検出状態も含めて、旧地表面が比較的ゆるや

かに毅われ埋没した結果とみられ、当時の生活面が

良好な状態で保存されているものと考えておきたい。

出土遺物は土器片314点・石器類365点が出土記録

された。土器片はほとんどが小破片であり、器形の

復元し得た個体は 1 個体のみである。また、形式の

特定できる文様をもつ資料も少なく、押型文土器・

沈線文系土器等の土器片が含まれている。

調査中は同文化層の埋没状態とも関連し、単一時

期（単一形式）の生活面との印象が強かったが、逍

物整理を経過する中で土器については複数の型式が

含まれるものと判断された。ただ、時期的にみれば

早期沈線文系土器群の中に位置づけることができる

資料といえよう。



以下、土器・石器の分布状況および遺物の概要に

ついて報告していきたい。

b 遺物分布

D 区砂壌上層下における縄文時代早期の遺物分布

の状況は第11図に示す通りである。

遺物確認面は北西から南東方向にむけゆるやかに

傾斜し、東方の神沢川に接する部分は急傾斜となっ

ている。遺物は標高90.00m から90.30m にかかるこ

の緩傾斜面に分布する。この部分は地形的に微妙な

変化をもち、遺物分布と密接な関係が認められる。

土器の分布状態をみると大きく □つの集中域が存

在 (Dg~Dk ライン、 Dk~Dyライン）するが、両分

布域とも調査区内では高位部平坦面にあたってい

る。両分布域の間は地形的にはわずかに低くなり、

分布域をより明瞭にしている。

土器分布の中心はこのうちDk~Dyラインにあた

る分布域であり、台地縁辺部に広範囲に認められ、

さらに北側調究区外へ広がりをもっている。この部

分には主として条痕文を施す土器が分布し、沈線文、

および押型文土器も含まれている。分布域はこれら

各種土器によって構成されるが、沈線文および押型

文土器は同分布域内でもより東側に偏在する傾向が

認められる。出土する土器片は小破片が大半を占め、

器形を復元し得るような資料はない。またこの部分

には炉跡状の焼土痕が 2 ヶ所、炭化物の集中散布が

1 ヶ所存在する。

Dg~Dk ラインにおける土器の分布域には、さら

に 2 ヶ所の集中部が含まれる。 Di -04G を中心とし

た密集する分布域と、 Dg-OZG周辺のやや散漫な分

布域である。 Di -04G付近の密集分布はおよそ50cm

程度の範囲に土器片80数点が集中出土するもので、

これは資料整理の結果 1 個体分の上器（第18図 1)

が一括出土したことが確認された。他種土器をほと

んど含まないが、近接して撚糸文系土器が 1 点出土

している。 Dg-OZG周辺は沈線文をもつ土器、無文

土器等を主として、条痕文をもつ土器も含まれる。

この部分には焼土痕が 2 ヶ所認められる。

石器の分布は上述した土器の分布傾向に概ね一致

する。その傾向とは D 区中央付近に存在した浅い凹

地を境に、分布域が分断されるという傾向であり、

また、西側の微高地および東側の微高地には、それ

ぞれ土器や石器が集中して出上する地点と、散漫に

出土する地点の両者が確認される傾向である。そし

てさらに、石器の分布域と土器の分布域が相互に重

複分布する傾向が指摘され、また一方では、土器と

石器の集中地点は各々の分布域を避け、分布する傾

向が同時に指摘されよう。石器は氾濫性の堆積物で

ある砂壌土の直下• IX層に面的に出土している。 IX

層自体の層原が薄く、そのため、石器が面的に検出

されるのかもしれない。とはいえ、焼土遺構が存在

し、それぞれ土層は整合して堆積していること、ま

た、接合資料も豊富に存在することから、旧地形を

砂壌士が直接そのままパックしている、と断定して

おきたい。以上の理由から、ここでは石器分布を積

極的に評価し、各々の石器が集中出土する地点を「集

中地点」と把らえ、記述していきたい。

西側分布域 D 区中央の凹地を境に、これより西側

の斜面に分布する。その分布状態は、 Dk-08G を中

心に石器が集中する地点 1 ヶ所（集中地点No. 8) と、

Dh • Di • Dj -04 • 05 • 06G （集中地点No. 9)、およ

びDI • Om -07 • 08G（集中地点No.10)付近に石器が

散漫に分布する地点 2 ヶ所からなる。西側分布域に

は、約80点の石器が出土している。前者の渠中地点

(No. 8) には剥片や砕片が多い。後者の地点には石

鏃や削器など完成した状態の石器が多く出土してお

り、特に、集中地点No. 9 の分布は尖底縄文の分布

に一致する。凹地から西側の分布域では、集石遺構

は検出されていない。

東側分布域 D 区中央の凹地を境に、これより東側

の尾根上に分布している。その分布は調査区外へ確

実に延び、石器の分布は連綿と続き、現状では弧状

に分布しているようにみえる。当初、この地点で試

掘調査を開始したため、また当時、夏季で水位も高

く、排水作業と平行して調査した。そのため、一部

遺物を遺失している可能性が高い。

15 
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第12図 石器の分布（東側集中区）

: 石鏃 石槍 削器
加工痕 使用痕

石核
打製 片刃

剥片 砕片 敲石 磨石
台石

合計
有石器 有石器 石斧 石器 （含礫）

1 2 7 12 2 23 

2 1 1 5 8 15 

3 2 1 31 64 3 3 104 

4 I 10 15 26 

5 7 2 , 
6 I 5 I 7 

7 2 1 1 4 

外 4 1 I 2 2 I 13 21 2 2 12 61 

合 計 4 1 3 3 3 3 2 1 75 128 3 5 18 249 

第 2 表 石器の組成 (D 区東側出土石器）
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第13図 石器の分布（西側集中区）

ペ石鏃 石槍 削器
加］痕 使川痕

石核
打製 片刃

剥片 砕片 敲石 ，＃石
台石

合計
有石器 有石器 石斧 石器 （含礫）

8 I 16 37 54 

, I I I 4 1 8 

10 I I 2 4 

外 2 2 I I 5 1 1 13 

合 計 3 4 2 1 1 26 39 1 2 79 

第 3 表 石器の組成（ D 区西側出土石器）
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石器の分布状態は南側ではより散漫な分布状態を

示し、石器の集中地点は認定できない。一方、北側

では連綿と石器が分布しており、 7 ヶ所の石器集中

地点(No. 1~No. 7) を認定した。東側集中地点には、

約250点の石器が出上している。どの集中地点にも

剥片や砕片を主体に出土しており、接合資料も多く、

定形石器の出土は慨して少ない。全般に石器製作の

様相を示す一方で、焼上や炭化物の分布域も存在し、

また、台石や磨石も多く、居住空間に似た様相を同

時に持つ。凹地から東側では集石遺構は検出されて

いない。

なお、 Ds-05G を中心に出土した磨石（第29図 3 、

接合資料ー33) は、割れ面の状態が通常礫群を構成

する割れ礫と同様な割れ面を示しており、さらに、

周辺で焼土が存在していることから、熱で破損した

可能性が強い。また、 Dv-05G に出土した台石（第

29図 6 、接合資料ー 34) は、割れ面の状態は上述の

磨石とは違い、かつ、形状も通常礫群を構成する礫

と比べ著しく大きく、自然要因で破損した可能性が

強い。

集中地点No. 1 （第 14図）

Dq • Dr-04 • 05G に位置する。東側の分布域の

最も西側に検出され、長径 5 m ·短径 3 m の範囲に

分布している。集中地点No. 2 とは約 2 m の距離を

隔て隣接している。石器の分布密度は低く、集中性

を欠き、散漫な分布状態を示している。石器は砂壌

土（氾濫性の堆積物）直下• IX層から出土しており、

約15cmの高低差がある。

総計23点の石器が出土している。打製石斧 2 点・

剥片 7 点・砕片12点の他に礫 2 点が組成する。石器

石材は細粒安山岩 2 点（打製石斧）．粗粒安山岩 2 点

（礫）を除き、象1J片や砕片は黒色頁岩を使用している。

接合資料 3 例が確認され、このうち l 例（接合資料

-15、第31図参照）には打製石斧の調整加工に類似

した特徴を示す接合例がある。

集中地点No. 2 （第 14図）

Drｷ Ds-05G を主体に分布し、 Dr· Ds-06G にも

少最分布している。集中地点No. 1 と No. 3 の中間に

位置する。径 3m の範囲に分布するほか、周辺に散

漫な状態で石器が分布している。石器の分布密度は

低く、集中性を欠く。石器は 1X層に出土しており、

約10cmの高低差がある。

総計15点の石器が出土しており、石槍および石核

が各 1 点の他に剥片 5 点・砕片 8 点が組成する。定

形石器の組成する割合は低い。石器石材は黒色頁岩

が14点と主体を占め、このほかには細粒安山岩が 1

点出土しただけである。接合資料 3 例が確認され、

集中地点内部で接合するもの 1 例（接合資料ー26) 、

他の集中地点と接合するもの 2 例（接合資料ー 2.

11)が存在する。

集中地点No. 3 （第 14図）

Dt -06G を中心に、 Ds~Du-05~07Gに位置する。

東側集中地点の中央付近に検出され、最も広範囲に

分布域を持つ。石器は 7mX7m の範囲に分布して

おり、分布密度も高く、石器の集中性もある。石器

は砂壌土（氾濫性の堆積物）の直下• IX層下位に出土

しており、約25cmの高低差がある。試掘調査の段階

で、排水処理の溝を設定したため、その全容は不明

確である。

総計104点の石器が出上しており、加工痕のある

剥片 2 点・使用痕のある剥片 l 点・剥片31点・砕片

64点の他に、磨石や礫が組成している。石器石材は

黒色頁岩が主体で全体の80％を占め、このほか細粒

安山岩や粗粒安 l」1岩を使用している。接合資料は 13

例が確認され、周辺の集中地点と頻繁な接合関係を

持つ。

集中地点No. 4 （第 15図）

Dv-06G を中心に分布し、集中地点No. 3 の東側

に位置する。排水処理の溝で全容は不明だが、長径

3m ・短径 2 m の範囲に分布している。その分布密

度は高く、良く集中出士している。石器は 1X層に出
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土しており、約15cmの高低差を持つ。

総計26点が出土しており、削器 1 点の他に、剥片

10点・砕片15点が組成する。石器石材は黒色頁岩を

主体に、砂岩 4 点・細粒安山岩 l 点からなる。接合

資料は 4 例が確認され、他の集中地点と接合関係を

有す。

集中地点No. 5 （第 15図）

Dw-06G に位置する。東側の集中地点の最も東

に検出され、径1. 5m ほどの範囲に分布している。

石器の分布状態は集中性に欠け、やや散漫に分布す
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る傾向が指摘されよう。石器は 1X層に出土しており、

約15cmの高低差がある。

総計 9 点が出土しており、剥片 7 点・砕片 2 点が

組成する。石材は黒色頁岩を主体に、黒色安山岩・

砂岩が各 1 点からなる。接合資料は 3 例が確認され、

他の集中地点と接合関係を有す。

集中地点No. 6 （第 15図）

Dv-05Gに分布し、集中地点No. 4 • No. 5 の北側

に位置する。排水処理の溝で全容は不明だが、径1. 5

m ほどの範囲に分布している。石器の分布密度は低
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く、集中性を欠く。石器は 1X層に出土しており、約

15cmの高低差がある。

総計 7 点の石器が出土しており、削器や台石（各

1 点）の他に砕片 5 点が組成する。石器石材は黒色

頁岩が主体で、台石には粗粒安山岩を使用している。

接合資料は 1 例（接合資料ー25)のみ確認され、この

接合資料は57m の距離を隔て、西側集中地点に出上

した石器に接合する。

集中地点No. 7 （第 15図）

Dt • Du-09Gに位置する。東側集中地点の中では、

最も南側に検出され、径 3m ほどの範囲に分布して

いる。集中地点No. 1~No. 6 が隣接して位置するの

に対し、独立的である。石器の分布密度は低く、集

中性を欠く。石器は 1X層に出土しており、約15cmの

高低差がある。

総計 4 点が出土しており、敲石 l 点の他に、剥片

2 点・砕片 1 点が組成する。粗粒安山岩を敲石に、

変質玄武岩を剥片に、黒色頁岩を砕片に使用する。

接合資料は確認されない。

集中地点No. 8 （第 15図）

Dk-08Gを中心に分布するほか、周辺にも若干の

石器が分布している。西側の集中域で、最も明確に

石器が集中しており、散漫に分布する他の集中地点

(No. 9 • No.10) とは対照的である。 2m の距離を

隔て集中地点No.10 に、 8 m の距離を隔て集中地点

No. 9 に隣接している。出土資料は打製石斧の調整

剥片を主体に、剥片や砕片を多く組成する特徴が指

摘されよう。「廃棄か、遺棄か」ということであれば、

同一の母岩が他の地点にはほとんどなく、石器製作

段階の姿が明確でもあることから、「遺棄」の状態に

近い。石器は 1X層に出土しており、約15cmの高低差

がある。

総計54点が出土しており、象lj片(16点）や砕片 (37

点）の他に、削器 l 点が組成する。石器石材は黒色

頁岩（ 25点）や、打製石斧に使用する頓度の高い細粒

安 l」」岩 (23点）や変質玄武岩などからなる。接合資料

22 

は、総て集中地点の内部で接合（接合資料ー 3 ~6. 

9)する。

集中地点No. 9 （第 13図）

Dh~Dj -04~06Gに位置する。尖底縄文の分布の

周辺に分布しており、その分布範囲は広く、直径11

m の範囲に及ぶ。石器の分布密度は低く、集中した

状態にはない。石器は IX層に出土しており、約15cm

の高低差がある。石器は散漫な状態で広範囲に分布

するため、ここでは、個別の図面を用意していない。

第13図を参照されたい。

総計 8 点が出土しており、削器や加工痕ある剥

片・使用痕ある剥片（各 l 点出土）など、完成した状

態の石器が多く出土する傾向が指摘されよう。石器

石材は黒色頁岩(4 点）を最も多く使用している。石

器の接合は確認されていない。

集中地点No. 10（第 13図）

DIｷ Dm -08G に位置する。西側の集中地点で最

も東側に検出され、径 5 m の範囲に分布している。

石器の分布密度は低く、集中性を欠く。石器は 1X層

に出土しており、約15cmの高低差がある。石器は散

漫な状態で広範囲に分布するため、ここでは、個別

の図面を用意していない。第13図を参照されたい。

総計 4 点が出土しており、石鏃 1 点・剥片 1 点・

砕片 2 点が組成する。石器石材は石鏃が黒色頁岩を、

剥片が頁岩を使用している。なお、剥片に使用した

頁岩と同一母岩は存在しないようで、遺跡外部から

搬入した可能性が強い。石器の組成内容や出土状態

は、集中地点No. 9 に類似している。



c 遺構（第16 • 17 図）

遺構の確認調査を行った結果、焼土遺構（炉状遺

構） 4 ヶ所、炭化物分布地点 l ヶ所が認められた。

いずれも砂壌上層下の黒色土層面で検出されたもの

であり、早期の遺物出土層と同一面であることから、

同期に伴う遺構と考えられる。また位置も遺物の分

布域と一致しており、当時の生活域の一端を担って

いたものとみられる。

No. 1 焼土遺構 径60cm程度の不整形プランを呈し、

深さ 4 cmで焼土ブロックが堆積する。周辺には炭化

物の散布が認められる。

No. 2 焼土遺構 75 X45cmの楕円形プランを呈し、

深さ 15cmの土坑で底部には灰、炭化物がみられ、そ

の上層に焼土が堆積する。

No. 3 焼土遺構径80cm、深さ 7 cm の浅い土坑で、

焼土ブロックを多鼠に含んでいる。

Df k
 

p
 

Ea 

00 

●焼土の分布

〇炭化物の分布

0 20m 

第16図 D 区縄文早期焼土及び炭化物の分布

、一—

L=90.20m 

゜
2m 

第17図焼士及び炭化物

3 

D 区焼土遺構（早期） No.2 

] 灰褐色土 焼土粒子を多紐に混入する。

2 II音灰褐色土 焼土粒子を少虻混入する。

3 灰褐色土 白色パミス (As-SP) を混人。

払本土層 VI 培に類似。
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d 縄文土器（第18 • 19図 PL58 • 59) 

D 区砂壌土下の調査により総数679点の遺物類を

取り上げている。この内土器は314点を数えていた

が、調査後もしくは遺物整理の段階で縄文土器とし

て認定し得たのは228点となった。これ以外につい

ては土塊のほか極小片および遺失が含まれている。

ここで報告する土器類はこの228点を対象とした

ものであることを付記しておきたい。

ここに含まれる土器群は全て第 1 群早期に含まれ

るが、以下文様を主として分類していきたい。

得られた土器類は少片がほとんどであるため、分

類に際しては文様をはじめとして器厚、胎土等によ

り行っている。分類された土器は次の通りである。

第 1 類（第19図 1)

1 点のみ出土している。口唇部は外側に面をもち、

やや肥厚する。撚糸文は R が巻かれるが、条間隔が

開きぎみである。稲荷原式段階に位置づけられよう。

第 2 類（第18図 1)

器形復元し得る唯一の土器である。水平口縁の尖

底深鉢であり、 1 ヶ所に集中して出土している。破

片点数は 100点近くに及ぶ。口縁部はわずかに内湾

ぎみで、頸部付近に低い段が認められる。胴部はふ

くらみぎみで尖底部へ続く。器厚は 1 cm程度で尖底

部も特に庫くならない。整形は良好で、内面は平滑

面を形成している。文様は縄文、絡条体が器全面に

施される。文様構成は模式因にも示したが、口縁部

および底部は無文帯となり、縄文、絡条体は交互に

横位施文され、 5 段構成となっている。施される縄

文は不明瞭であり、原体も判別しにくいものである

が、 LR が用いられている。沈線状に斜行する文様

はおそらく絡条体を原体にしたものと見られる。節

が観察される部分と沈線状に連続する部分が認めら

れることから、絡条体を引きずりぎみに施文したこ

とが考えられる。この種の土器はこの 1 個体のみで

ある。頷例が少なく時期が問題となろうが、器形か

ら判断して三戸式段階が考えられる。

第 3 類（第19図）

沈線文の施される土器を本類とする。次の 5 種が

24 

認められる。

a 種（ 2) 口唇部は外削ぎ状で、横位沈線文が施

される。沈線文は深く明瞭である。 1 点のみ出土。

b 種（ 3) 口縁部はやや内湾ぎみで口唇部は尖る。

沈線文は細く幅 1 mmで施文は明瞭。格子状の構成を

加える。器摩は 5 mm。 1 点のみ出土。

c 種 (9) 幅 3 ~4 mmの太沈線が縦位に加えられ

る。器厚も 1 cm と厚手である。 1 点のみ出土。

d 種（ 4 • 5) 不明瞭な沈線が横位に観察される。

器厚 7 mm程度で、整形は良好。 10点出土している。

e 種 (6~8 • 10) 沈線はやや太めで幅 3 ~4 mm 

で格子状構成もみられる。器厚はやや庫手で 7 mm~ 

1 cmで胎土に裁維を含む可能性がある。 5 点出土。

第 4 類（第19図）

条痕の施される土器を本類とする。次の10種が認

められる。本類が出土土器の主体を占める。

a 種（ 13·14·16·17) 器厚 4 mm程度で胎土は緻

密。条痕の間隔は狭い。 33点出土している。

b 種（ 20) 器厚 6 mm程度で胎土は緻密。条痕は細

くやや不明瞭。 20点出土。

c 種 (21) 器厚 6 mm程度で胎土は緻密で硬質。条

痕は細く浅い。輝石粒が目立つ。 1 点出土。

d 種（ 18 • 22~25) 器厚 8 mm前後。器壁に空洞が

認められ含絨維の可能性。条痕は深く明瞭。 5 点。

e 種 (27) 器厚 8 mm程度。器壁に空洞が認められ

含繊維の可能性がある。条痕は細く浅い。 3 点出土。

f種（28 • 29) 器厚 1 cm程度。器壁に空洞が認め

られ含繊維の可能性。条痕はやや太目。 2 点出土。

g種（30 • 31) 器厚 1 cm程度。器壁に空洞があり

含繊維の可能性。条痕は浅く不明瞭。 2 点出土。

h 種（ 11 • 12 • 15) 器厚 5 mm前後で胎土は緻密。

条痕の間隔は狭く明瞭。 32点出土。

1 種（ 18 • 19) 器厚 8 mm程度。器壁に空洞があり

含繊維の可能性。条痕は細く明瞭。 17点出土。

j種 (26) 器厚 8 mm程度で輝石粒が目立つ。条痕

は浅く不明瞭。 1 点出土。

第 5 類（第18図 2~6)

押型文土器である。 2 • 3 は楕円押型文。 4~ 6 



は楕円、山形の交互横位施文が認められる。 2 はロ

縁部で横位、縦位施文がみられる。 4~6 は文様、

胎土が類似し同一個体とみられる。押型文は楕円、

山形とも 2 cm を 1 単位とし直径6.4mm程度の棒状工

具に 1 周 4 刻目を加えたものと考えられる。 5 点。

第 6 類（第19図32~34)

無文土器を本類とする。計 4 点出土している。器

厚は 7 mm前後で胎上は緻密。器面は平滑で整形痕が

残る。
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第 1 類 •5 類• 6 類土器の分布（第20図）

第 1 類撚糸文土器、第 5 類押型文土器、第 6 類無

文土器の分布を示している。

第 1 類は 1 点のみであり D 区西側Di -04Gに分布

する。

第 5 類は D 区東側に主として分布する。分布地点

をみると Dv-05G • Du-07GおよびDx-05G付近と

3 ヶ所に分布が認められるが、この 3 ヶ所はそれぞ

れ個体を異にした押型文土器が出土している。 Dv

-05G は第 18因 3 、 Du-07G は同図 2 、 Dx-05G付

近は同図 4 ~ 6 が該当する。

第 6 類は D 区西側に主として分布し、第 3 類 d 種

と共合した分布を示す。他地点では東側Dt-05G に

1 点認められるのみであり、分布はやはり偏在して

いる。
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第20図第 1 • 5 • 6 類土器の分布

第 2 類土器の分布（第21 図）

第 2 類土器は器形復元し得た 1 個体のみが該当す

る。

出土地点は D 区西側にあたる Di -04G を主として

密集出土している。破片総数は100点近くを数え、

ほぼ完形もしくは完形に近い状態の土器であったと

考えられる。出上状態はかなり細かく破砕しており

小破片が大半を占め、この土器が本来どのような状

態でこの地点に遺存していたかは把らえられていな

い。しかし、他地点では集中部分から30m 東側に 1

点出土しているのみで、集中分布域についてはほと

んど攪乱を受けておらず、当初の位置を保っている

ものと考えられる。この集中部分には他種土器はほ

とんど含まないが、 1 点のみ出土した第 1 類撚糸文

土器がこの部分から出土している。
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第 3 類 b • d • e 種土器の分布（第22図）

3 類沈線文を施す土器の分布を示している。なお、

a 種、 c 種については分布地点が確定できなかった

ため除外している。

d 種はDh-02G付近に集中して分布が確認され、

他地点には認められない。このような分布状態をみ

ると、破片間の接合関係は認められていないが同一

個体がかなり含まれている可能性もあろう。また、

この分布域には、第20図に示すように第 6 類とした

無文土器もまとまった分布をしている。分布からみ

る限り両種は密接な関連をもつように考えられる。

e 種はDv • w -05 • 06G付近に分布する。他地点

には認められず、益は少ないが分布の偏差性は認め

られる。 b 種は 1 点のみであるが、 e 種に近接した

地点に分布している。
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第 4 類 a • b • c 種土器の分布（第23図）

第 4 類条痕文を施す土器の分布を示している。

a 種は D 区東側に主として分布する。分布状態を

みると Dr-04G付近およびDt -06G付近の 2 ヶ所に

集中域が認められ、その周辺に数片点在している。

他地点では D 区西側に 1 点認められるのみである。

b 種も D 区東側に主として分布域をもつ。特に集

中する部分はなくやや散漫な分布状態を示している

が、他地点には D 区西側に 1 点分布するのみであり

分布の偏差性は明瞭である。

c 種は 1 点のみ認められているが、 D 区東側にあ

たる E 区斜面部に分布している。
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第22図第 3 類土器の分布 第23図第 4 類 a~c 種の分布
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第 4 類 d • e • f種土器の分布（第24図）

第 4 類条痕文を施す土器の分布を示している。こ

れら各種土器は出士量も少なく、分布もやや散漫な

傾向を示すが、主として D 区東側に分布している。

d 種は 5 点出土しているが、東側分布域に点在し、

D 区中央付近の低位部にも 1 点出土している。

e 種は 3 点出土し、やはり東側分布域に点在して

いるが d 種よりやや東側に広がりをもっている。ま

た、中央付近の低位部にも 1 点 d 種に接して出上し

ている。

f種は 1 点のみの出土であり、東側Dw-05G に

分布する。
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第 4 類g・ h • i種土器の分布（第25図）

g種は 2 点のみ出土している。 D 区東側に分布し

点在している。

h 種は土器自体は a 種と類似した点も認められた

が、器厚において本種のほうがやや厚手である点を

もって分類している。 D 区東側に主として分布する

が 3 ヶ所に集中地点が認められる。 Dr-04G付近、

Dt-06G付近、 Dt -07G付近に集中する傾向があり、

第 4 類 a 種と類似する分布状態を示している。他地

点では D 区西側に 1 点分布が認められる。

i種も東側に主として分布するが、 h 種をはじめ

として他種とは分布域を異にしている。集中分布域

が Dp -07G付近、 Dt-09G付近の 2 ヶ所に認められ

るが、両地点は他種の分布が全くみられない。その

他は東側に点在するのみである。
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e 石器

出土した石器は合計328点で、石鏃や石棺などの

狩猟具が 8 点、打製石斧が 2 点（接合資料）、削器や

加工痕ある剥片・使用痕ある剥片が16点、片刃石器

が 2 点出土している。このほか、磨石や敲石など 9

点が組成しており、全般に良好な石器組成を示す。

石器石材は黒色頁岩が主体で、全体の 6 割を占め

る。このほかには黒色安山岩や細粒安山岩も多く用

いる傾向が指摘されよう（第 4 表）。また、石器器種

と石材の関係では、石鏃には黒曜石などの珪化の類

著な石材を多用する傾向、打製石斧や片刃石器など

には黒色頁岩や細粒安山岩や変質玄武岩の「粘り」の

強い性質を持つ石材を使用する傾向が指摘され、最

も選択されることが多い石材が、黒色頁岩であると

いうことも含め、赤城山南麓や赤城山西麓の遺跡と

同様な傾向にあることがここでも指摘されよう（第

5 • 6 表 1 • 2)。石器石材と器種の間の上述した

傾向は、すでに、勝保沢中ノ山遺跡 I の報告の中で

指摘している。

石器組成 (328点）

| ① 剥 片 砕 片 ② | 30.8% 50.9% 

①•石 鏃 2.1% •石 槍 0.3% 

・打製石斧 0.6% •片刃石器 0.6% 

・削 器 2.1% •加工痕ある剥片 1.5% 

・使用痕ある剥片 1.2% •石 核 0.9% 

②•敲 石 1.2% ・磨 石 1.5% 

•台 石 3.0% ・礫・礫片 3.0% 

石材

黒色頁岩
62.5% 

①•細粒安山岩 11.3% 

②・粗粒安山岩 9.5% 

③•頁 石しU 5.2% 

④•チャート 2.7% 

⑤•変質玄武岩 2.4% 

⑥•砂 石山 1.8% 

•黒曜石 0.9% 

•石英閃緑岩 0.6% 

•その他 0.6% 

冒

•黒色安山岩 1.5% 

・珪質頁岩 0.6% 

・ホルンフェルス 0.3% 

第 4 表 石器の組成と石材

石鎌

黒曜石
42.9% 

(7.', 、I,)

チ 2｀卜 I繋冒賢I~碍

石槍 （］点）

黒色頁岩
100% 

打製石斧 (2点） 削器

細粒安山石
100% 

黒色頁岩
71.4 % 

、
＇
．二

粒
靡
認

細
安
1
4

色
岩
％

山
3

黒
安
1
4

加工痕ある剥片
(5点） 使用痕ある剥片 (4 点）

IJ厚。塁岩に鳥喜岩「門璧讐＇岩に雙訊計＇｛；「呵農lJ岩 黒色頁岩
75% 

チャート
25% 

片刃石器

開色頁宕
100% 

、
_
~点2

 

,9~ 石核 (3点）

黒色頁岩
100% 

第 5 表種別石材構成（ 1)
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剥片 (101点） 砕片 (167点）

黒色頁岩

` 
黒色頁岩 細粒頁岩

75.2% 67. 7% 安14山.4 岩% 9.6% 

①・粗粒安山岩 8.9% ①・チャート 2.4% 

②•変質玄武岩 5.0% ②•変質玄武岩 1.8% 

③•砂 岩 3.0% •砂 岩 1.8% 

④・チャート •黒色安山岩 各 2.0% ・粗粒安山岩 1.2% 

・珪質頁岩 ・頁 岩 ・ホルンフェルス

・粗粒安山岩 各1.0%

敲石

粗粒安山岩
50% 

,
9
,
 

占
~4

 

,
9
,
 

岩緑晶英石

磨石 (5点）

机粒安山岩
100% 

台石 (J O点） 礫．礫片 (J O点）

粗粒安山岩
100% 

粗粒安山岩
100% 

第 6 表種別石材構成(2)

石鏃（第26図 1 ~7 PL73) 

7 点が出土している。形態の内訳は凹基無茎鏃 5

点•平基有茎鏃 1 点・形態不明の石鏃 l 点からな

る。欠損資料は、石器の先端を欠損するもの 1 例

(2). 「返し」のみ残存するもの 1 例（ 3) ・下半を欠

損するもの 1 例（ 4 ）と 3 点ある。石器石材は 3 例が

黒曜石と最も多く、チャートも多く用いている。黒

色頁岩を除く他の石材は量的に貧弱で、剥片や砕片

も石鏃の製作段階に作出するものではなく、ここで

石鏃を製作したとはいえない。恐らく、石鏃は完成

した状態での搬入と推察しておく。

l ~3 は黒曜石を用いて製作した石鏃で、 1 が西

側の集中地点、他は東側集中地点からの出土である。

この 3 点には基部の形態に若干の相違が指摘され、

1 の基部形態は 5 • 6 の基部形態に類似する。 3 は

器体の半分以上を欠損しており、器体の形状は不明

だが、復元状態を図示してみた。復元状態から推定

するなら、 3 の「扶り」は深く、円脚鏃であることが

推定されよう。 4 は器体の下半を欠損しており、全

体の形状は不明だが、側縁形状から判断して、器体

の形状は 5 • 6 に頚似するといえるだろう。 5 • 6 

は、ここではやや大形の部類に属し、「扶り」は広く、

浅い。側縁形状は 6 が直線的で、 5 は弧状を呈す。

7 は台形に近い茎を持ち、やや内湾する側縁形状を

呈す。茎の作出が側縁の作出に先行する。

石槍（第26図 8 PL73) 

1 点が東側集中地点(Dr-05G) に出上している。

石器表面の調整加工は丁寧だが、石器先端の作出も

充分ではなく、完成した状態にはない。裏面の調整

加工が表面の調整加工に先行する。裏面には礫面を

部分的に残す。使用痕のある剥片（第27図 9) や接合

資料ー 15 • 16 • 17など、類似した低岩が存在してお

り、遺跡の内部で製作された可能性が強い。器体の

形状は木葉形状を、断面形状は D 字状を呈す。

削器（第27図 1 ~3 • 5 • 7 PL 73 • 7 4) 

接合資料を含む 7 点が出土している。東側の集中

地点から 3 点、西側の集中地点から 3 点、東西梨中

地点で接合するもの 1 例で、量的に均質な出士傾向
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第26図 D 区出土の石器 1 （縄文早期）

を示す。なお、複数の象IJ片と接合する削器は、実測

図中（接合資料ー 3 • 12) に掲載した。

1 は、約60m の距離を隔て東西の集中地点で接合

する。加工が全面に及び、素材剥片の形状は不明確

である。微細な加工を加え、刃部を石器下端に作出

しており、角度ある弧状の刃部形状を呈す。広く礫

面を残す。器体の中央よりやや下端で欠損する。 2

は、側縁を加工して刃部を作出している。調整加工

は左側縁で浅く、右側縁で厚い。石器の下端を欠損

する。東側集中地点に出土。 3 は、縦長剥片を素材

に用い、裏面側の左側縁に粗い調整加工を施す。器

体の下半を欠損している。 5 は、縦長剥片を用い、

左右の側縁に加工を加え、刃部を作出している。石

32 

器の上下両端を欠損する。 7 は、側縁に礫面を残す

横長剥片を素材に、ほぼ全周する調整加工を加え、

石器を作出している。刃部作出の加工を石器下端に

施す。刃部角度は45゜に近い。東側集中地点に出土。

加工痕ある剥片（第26図 9 第27図 4 PL73) 

2 点が西側の集中地点から出土している。第26図

9 の石器は、平面形態と側縁の調整加工の特徴から

ナイフ形石器と判断され、欠損した部分から浅い加

工を加えている。加工の意味や混入なのかどうか、

判断できない。珪質頁岩。第27図 4 の石器は、左右

の側縁に浅い調整加工を加え、刃部を作出している。

石器の上下両端を欠損する。粗粒安山岩。



こ

`“ こ

負
6

: 
ロ

5
 

乙

宝

I ー］
゜

10cm 

第27図 D 区出土の石器 2 （縄文早期）
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゜ 10cm 

第28図 D 区出士の石器 3 （縄文早期）

使用痕ある剥片（第27図 6 • 9 PL 73 • 7 4) 

西側の集中地点と東側の梨中地点から各々 1 点が

出土している。 6 は縦長剥片の右側縁に使用痕が、

9 は横長剥片の剥片端部に使用痕が存在する。 6 は

西側集中地点からの出土で石材はチャート。 9 は東

側集中地点から出土で石材は頁岩である。

石核（第27図 8 PL74) 

接合資料を含む 2 点が東側集中地点から出土して

いる。 2 点とも黒色頁岩を使用している。図示した

l 点(8) は板状の剥片を使用している。石核の短軸

部分の表裏両面で剥離作業を行い、横長剥片数枚を

34 

象lj離しており、この作業段階で石核は二分している。

打製石斧（第28図 1 PL74) 

1 点（接合ー 1) が東側集中地点から出土してい

る。素材剥片の形状は不明だが、裏面は広く礫面が

覆う。側縁調整は左側縁に比べ右側縁で丁寧で、加

工の進捗状態から判断して石器は製作過程での欠損

と推察されよう。細粒安山岩。

片刃石器（第28図 2 • 3 PL74) 

東西の集中地点から、それぞれ 1 点ずつ出上して

いる。両者とも円礫を素材に石器を製作している。
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第29図 D 区出土の石器 4 （縄文早期）
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2 は柱状の円礫を用い、小口の一端に加工を加え、

刃部を作出している。刃部は 2 度の剥離で作出され、

刃部角は45゜に近い。この部分に連続的に使用痕が

存在する。 3 は円礫の側縁を裏面から粗く打ち欠き、

刃部を作出している。刃縁には使用した結果、微細

な使用痕が生じている。

敲石・磨石（第29図 l ~4 PL74) 

1 点を除き、東側の集中地点から出土している。

敲石は 3 点が出土しており、このうち 2 点(1 • 2) 

を図示した。

西側集中地点から出土した敲石（ 1 ）は大形で、通

常、敲石は掌に入る程度の礫を選択する傾向に反す。

石器形状は石器表面の中央付近に稜線を持ち、三角

形状の断面形態を示す。集合打痕を中央付近の稜線

と左側縁に有す。 2 は左右の側縁と小口部分に打痕

を有す。石器下端を欠損する。 1 は粗粒安山岩を、

2 は石英閃緑岩を使用している。 3 • 4 は磨石で、

遺存部分は顕著に摩耗している。 3 は熱で破損した

破片 4 点が接合している（接合ー33) 。 3 • 4 とも粗

粒安山岩を使用。

台石（第29図 5 • 6 PL74) 

2 点が東側集中地点から隣接して出土している。

2 点とも粗粒安山岩を使用している。

5 は三角形状の断面形状を呈し、平坦な礫面を上

に出土した。 6 は表裏両面に平坦な礫面を持ち、一

部を欠損している。表面は顕著に摩耗しており、ま

た、打痕も存在することから台石と判断した。周辺

から出土した 9 点が接合しているほかにも、同様な

破片が周辺から出土している。割れ面の状態は、通

常、粗粒安山岩を使用した礫群を構成する礫の割れ

面の状態とは違い、周辺が剥落したようにみえる。

石器が破損した背景は不明だが、割れ面の状態は急

激な冷却作用で破損した可能性を示している。
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f -1 接合資料

出土石器には34例 119点（礫の接合 2 例 13点を含

む）が確認され、全体の約36％が接合した。接合資

料は打製石斧や石槍の調整段階を示す事例が多く、

剥片の作出を目的にするような接合資料は存在しな

いようで、全体に石器製作総体の一部を反映してい

るのにすぎない。また、数点の剥片からなる接合資

料(20例程度）も多く、接合資料だけでは断定してそ

の性格を判断できない場合も多い。ただ、剥片形状

や打面の形状など、掲載した接合資料に類似してお

り、石器群を評価する上で一応の判断材料と考えた。

ここでは、接合点数の多い資料に限定して実測図

を掲載した。

接合資料ー 2 （第30図 PL75) 

1 • 2 • 3 • 4 • 5 

横長剥片 6 点が接合している。接合した状態での

平面形態および調整状態は同一の層位から出土した

打製石斧（第28図 l) に類似しており、特に接合資料

の下端と左側縁が類似している。剥離の手順は接合

資料の側縁（ 1 ）から下端(2 • 3 • 4)へと進行し、

再び、側縁から 5 を象lj離している。このことから、

接合した剥片は総て打製石斧の調整剥片と判断され

よう。なお、点状打面を呈す象lj片 1 点(5) を除く他

の剥片 4 点は広い平坦打面を持ち、整形最終段階の

剥片とは相違することから、打製石斧の大幅な再生

段階を想定しておきたい。細粒安山岩。

接合資料ー 3 （第30図 PL75) 

1 • 2 • 3 • 0 • 0 • 4 • 5 

横長剥片 7 点が接合している。接合状態での平面

形態および調整加工は、接合資料ー 2 と同様に打製

石斧（第28図 l) に類似している。また、使用石材も

接合資料ー 2 に類似した細粒安山岩で、この点でも

両者には強い類似性がある。剥離の手順は接合資料

の下端から 1 ~3 の剥片を剥離し、なお数枚の剥片

を同一打面から剥離した後に、打面を転じ、礫面を

剥離している。再び、打面を転じ 4 • 5 の剥片 2 枚
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を剥離する。以上、剥片は総て打製石斧の調整剥片

と判断され、接合資料ー 2 と同様に剥片の打面形状

から判断して打製石斧を大幅に再生する段階の剥片

といえよう。

接合資料ー11 （第31 図 PL75) 

l • 2 • 3 

やや幅広の縦長剥片 4 点が接合している。剥離の

手順は、同一打面から打点を横位に移動して剥片を

剥離している。最初に剥離した剥片（ 1 ）は剥片端部

がヒンジ状を呈す。また、 2 の剥片は横位に、 3 の

剥片は縦位に、それぞれ折断している。剥片の打面

形状は、 1 が点状打面を呈す他は広い剥離面を有し、

打角は鈍角である。接合資料が素材剥片の剥離を目

的に剥離した剥片なのか、調整段階の剥片なのか、

接合資料だけでは不明だが、剥片の背面を構成する

剥離の方向は同一の方向を示しており、あながち、

素材剥片の剥離を否定することもできないだろう。

黒色頁岩を用いている。

接合資料ー15（第31図 PL75) 

1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 0 • 6 • 7 • 8 

• 0 • 9 • 10 

横長剥片12点が接合している。接合状態での平面

形態および調整加工は接合資料ー 2 • 3 に類似す

る。剥離の手順は、接合資料の下端から 1 • 2 の剥

片を剥離し、徐々に打点を右側縁に移動して 3 • 4 

の剥片を、そしてさらに、左側縁の剥離を行い、 6.

7 • 8 の剥片を剥離する。以上の剥離作業が終了し

た後、再び、打点を接合資料の下端に移動して 2 枚

の剥片(9 • 10) を剥離する。接合した剥片の打面形

状は、点状打面を呈す資料が多く、剃片形状も石器

の整形段階を示す典型的なものであることから、接

合した剥片は調整剥片と判断されよう。ただ、接合

資料ー 2 • 3 の比較してより「ポイント・フレイク」

に近く、直接接合しないものの、隣接して出土した

石槍（第26図 8) と同一の母岩に分類される可能性も

あり、打製石斧だけではなく、遺跡内で石槍を製作

40 

していた可能性を強く指摘しておきたい。黒色頁岩

を用いている。

接合資料ー30（第32図 PL75) 

1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9 

横長剥片 9 点が接合している。接合状態での平面

形態や礫面の遺存状態から判断するなら、打製石斧

の調整剥片の可能性が強い。剥離の手順は正面から

見て、左側の礫面を石器表面に残す剥片（ 1 ）が剥離

され、徐々に右側へ打点を移動していき、再び、左

側へ打点を移動して剥片(3~ 9) を剥離して、剥離

作業が終了する。 1 • 2 • 4 • 7 の剥片端部には、

広い平坦面を有し、厚さ 2.5cm程度の板状石核を素

材に用いている。黒色頁岩。

接合資料ー10（第32図 PL75) 

l • 2 • 3 • 4 • 5 + 6 • 7 

横長剥片 8 点が接合している。 8 点とも同一打面

より剥離しており、打点を左右に移動させ、徐々に

剥離作業が進行する。打点の振幅は狭い。 1 • 2 • 

(5 + 6)の剥片端部には広い平坦面を共有し、厚さ

2 cm程度の板状石核を素材に用いている。接合した

剥片形状は幅広で、打面形状は点状の打面に近い。

黒色頁岩を用いている。

接合資料ー12（第33図 PL 75) 

l • 2 • 3 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9 

• 10• 11• 12 • 13 

大小様々な形状の剥片15点が接合している。一方

に礫面を持つ厚さ 3 cm程度の板状剥片を素材に剥離

作業が展開している。剥離手順は、まず上端（図示

した状態で）から打点を左右に振り、 3 枚の条1J片

(1 • 2 • 3) を剥離する。この段階での打点の移動

は小さく、打面形状は点状打点に近い。次いで、打

面を下端に移動して 2 枚の剥片を剥離する。打面形

状は 4 が調整打面で、 5 が点状打面で、打点の移動

の振幅は狭い。以上の剥離作業が終了してから、再

び、打面を接合資料上端に移動して、作業面を裏面
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第33図 D 区出土の接合資料 4 （縄文早期）

側に移し、剥離を行う。この段階では平坦な剥離面

を打面に 3 枚の剥片(6~ 8) を剥離している。以上

の剥離で石核素材の幅が減少、限定され、これ以後

の剥片は概して小さく、加工段階の相違を示してい

る。剥離段階で破損した剥片（ 9 ）を接合資料の上端

から剥離した後、下端から小形の剥片(lo) を剥離し、

再び、 9 と同一打面に移動している。以上が剥片剥

離の実態で、剥離作業が進行するのにともない剥片

が徐々に小形化し、裏面に接合する条l片の接合状態

を考慮するなら、本資料は石槍の調整段階の一端を

示す可能性が強い。
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f -2 接合資料と同一母岩の分布

出土資料を検討した結果、 34例の接合資料（礫の

接合資料 2 例を含む）を確認した。接合資料は東側

の分布域に多く存在しており、しかも、複数の集中

地点を跨ぎ、接合する傾向が強い。西側では、接合

資料は単一の集中地点に分布しており、他の地点と

接合関係にはなく、対照的な在り方を示す。東西の

分布域で接合する資料は 1 例（接合資料ー25) を除き

確認されていない。

一方、出土石器には類似する石材が多く、また、

接合資料には原石の状態、ないし、素材剥片の状態

まで復元されるものがないため、確実性を持つ母岩

の分類は困難なのが実態であり、不明な点も多い。

このため、ここでは接合資料の分布状態を示し、遺

跡の構造や石器製作の実態を分析考察するうえでの

データとなるように意図して因化した。

まず、接合資料の分布状態をみていくと、複数の

地点に分布する接合資料の場合、その接合主体は一

定の範囲に分布する一方で、数点が他の集中地点に

分布するようである。また、その周辺には接合資料

と同一の母岩に分類される可能性の強い剥片も分布

しており、特に接合資料― 1 • 11 • 12 • 13 • 14（同一

母岩に近い）、接合資料ー 20 • 21 • 22 • 23 （同一母

岩？）、接合資料ー 26 • 27 （同一の母岩？）、接合資

料ー30 • 31 （同一母岩？）の資料には、そうした傾向

を指摘することができる。また、約50m の距離を隔

て接合した接合資料ー 25 も No. 8 の地点に類似した

剥片が多量に存在している。以上の傾向を総合して

判断するなら、接合資料に類似する剥片が集中出土

することから、石器製作を中心とするような場の在

り方が想定されよう。

黒色頁岩の分布（第34図） 類似する石材が多く、

母岩の分類は困難だが、 10種類程度の母岩を想定す

ることができる。複数の集中地点で接合する資料も

多く、製作過程で作出した剥片が石器素材に採用さ

れ、移動している（接合ー 10 • 15)可能性もあり、ま

た、二次的要因で移動した可能性も考慮すべきだろ
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う。ただ、接合資料（接合ー 2 • 3 • 11 • 12 • 30 など）

の分布状態から推定するなら、接合資料が集中する

地点で石器を製作した可能性が強い。

接合資料ー11 の分布（第35区） 接合資料（第31 図）

は 4 点からなり、集中地点No. 1 （第31 図 3) • No. 2 

(2) • No. 4 (1) • No. 5 (2) に 1 点づつ分布してい

ふ類似する母岩はNo. 3 を中心に多く存在し、また、

資料の性格から判断してこの地点で剥離しているの

は確実だが、剥離作業の地点は特定できない。

接合資料ー15の分布（第35図） 接合資料（第31 図）

は 12点からなり、集中地点No. 1 を主体に分布して

いる。このほかにも、集中地点No. 1 の周辺に 2 点

の剥片が、 No. 3 や No. 6 の周辺にも各 1 点が出土す

る。前者の 2 点は小形剥片で、分布の主体から遠い

後者の 2 点が比較的大形で、使用痕のある条1J片 l 点

（第31図 3) を含んでおり、この点では石器が移動す

るのに充分な必然性をもつ。

接合資料＿30の分布（第35図） 接合資料（第32図）

は 9 点からなり、集中地点No. 3 を主体に分布して

いる。このほかにも、 Du-08G • Dw-06G に各 1

点が出土しており、その 2 点とも剥離の初期段階に

剥離している。 No. 3 の地点には同一母岩も多く分

布しており、この地点で剥離した可能性が強い。

接合資料ー10の分布（第35図） 接合資料（第32図）

は 8 点からなり、集中地点No. 3 • No. 4 に分布して

いる。第32図 2 ~4 • 6 がNo. 3 に、第32図 1 • 5 • 

7 がNo. 4 に、それぞれ分布している (5 • 6 は横位

に折断しており、接合する）。 No. 3 に出上した剥片

より No. 4 に出土した象1J片の方が、より大形で、か

つ剥片形状も良好で、石器素材に使用可能ともいえ

るだろう。

接合資料ー12の分布（第35図） 接合資料（第33図）

は 15点からなり、集中地点No. 3 • No. 4 に分布して



いる。第33図 6 を除き、総てNo. 3 から出土している。

No. 4 の地点に 1 点だけ象lj片が出土した理由は不明

だが、接合資料の分布状態から判断して、 No. 3 の

地点で石器を製作したと推察されよう。

細粒安山岩の分布（第36図） 細粒安山岩には 3 個

体の母岩が存在している。細粒安山岩ー 1 （第28図

1)が集中地点No. 1 に、細粒安山岩ー 2 （接合資料

-2)がNo. 3 を中心に、細粒安山岩ー 3 （接合資料

-3)がNo. 8 に分布している。母岩の 1 ~ 3 は、糸lj

片形状や接合状態などから判断して、打製石斧関連

の資料である可能性が強い。

接合資料ー 2 の分布（第36図） 接合資料（第30図）

は 6 点からなり、集中地点No. 3 を分布の主体に、

集中地点No. 2 に 1 点（第30図 1)が分布している。

No. 3 の地点で集中性が高く、この地点で剥離した

可能性が指摘されよう。

接合資料ー 3 の分布（第36図） 接合資料（第30図）

は 7 点からなり、集中地点No. 8 に分布している。

直接接合しないものの、周辺には同一の母岩（細粒

安山岩ー 3)が出土しており、この地点で石器を製

作した可能性が強い。なお、 No. 3 の地点に出土し

た数点の剥片も同一の母岩の可能性があり、石器群

の同時存在を検討するうえで、留意すべきである。

砂岩の分布（第36図） 母岩 2 個を確認した。うち、

1 個（砂岩ー 1) は集中地点No. 4 に象lj片 5 点が、 No.

5 に象lj片 l 点が出土しており、 No. 4 が石器の製作

地点であることを示している。剥片形状や使用石材

から打製石斧関連の資料である可能性が強い。他の

1 個（砂岩ー 2) は象lj片 1 個がNo. 4 に出士しただけ

である。砂岩ー 1 のみ図示した。

変質玄武岩の分布（第36図） 3 ヶ所（集中地点No.

3 • 7 • 8) に総計 8 点が分布している。 8 点とも

礫面を残す横長剥片で、同一母岩である可能性が強

い。 No. 3 の 2 点は、もともと 1 枚の剥片（接合資料

- 7)で、横位に切断してから石器に使用している。

No. 7 では横長剥片 2 点が接合（接合資料ー 8)する。

No. 8 には 4 点の剥片が出土しており、打面や表面

に礫面を残す。このうち、 2 点が接合（接合資料ー 9)

する。出土点数や分布状況から判断して、調査区内

での条U離地点の特定は困難である。ただ、 No. 3 地

点の石器は他の地点から搬入した剥片を素材に用い

ており、剥離地点とは違う。なおこの種の石材は、

石斧に使用されることが圧倒的であるものの、剥離

の初期段階に作出する象lj片が多く、剥片形状から積

極的に打製石斧の調整剥片ともいいきれない。

粗粒安山岩・石英閃緑岩の分布（第37図） それぞ

れ単独で使用しているため、個数自体少ない。粗粒

安山岩には接合資料 2 個（接合資料ー33 • 34) を含む

6 個体を確認している。東側分布域に多く分布する

傾向を示し、台石や磨石など焼土の周辺に分布する

場合が多い。図示した以外は破損礫や小破片が多い。

その他の石材分布（第38図） このほかにも、単独

に近い状態で黒曜石や黒色安山岩などが出土してい

る。単独に近い状態で出土した石器には、石鏃（第

26図 l ~3 • 5 • 6)が多く、集中地点に分布する

ものより、周辺から出土する傾向が指摘されよう。

1 ~ 3 は黒曜石を、 5 は黒色安山岩を、 6 はチャー

トを素材に用いている。このはかにも加工痕のある

剥片（第26図 9. 第27図 4) や使用痕のある剥片（第

27図 6)がNo. 9 の地点を中心に出土している。以上

は、他の地点から完成した状態で搬入して使用した

石器と判断できよう。一方、これまで数点だが、同

ーの母岩に分類される可能性の強い石材 2 種を確認

している。黒色安山岩でNo. 5 の地点を中心に 2 点

の象lj片が出土しているのに対し、チャートはNo. 1 

や No. 3 の地点に各 1 点が出土し、遺存理由は不明

確である。
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(2) 

分

前
布

期 の土器が分布している。

礫の分布 台地縁辺に近いAy • Ba-18G を中心

遺跡を厚く覆う砂壌土は台地中央にも及んでい

た。その堆積時期は縄文時代早期以降、中期後半以

前の堆積だが、

とを確認した。前期遺構・遺物は、

土器の分布

A 区 •B 区の調査所見から、 この砂

壌土は黒色土を挟み、上下二層に堆積するというこ

この黒色土から

検出出土したのである。 A 区・ B 区の境界付近には

調査段階で旧河川が確認され、旧河川東側に前期後

半の遺物包含層が、西側に中期前半の遺物包含層が

埋没していた。

この前期の遺物包含層は一様に確認されたもので

はなく、基本的に旧河川の東側に分布は限定される

ようである。

台地縁辺に近いAy • By-17 • 18G 、

台地中央に近いBh • Bj -13Gに分布する。台地縁辺

には黒浜式・諸磯式の土器が、台地中央には諸磯式

に分布していた（第40 • 41 図）。 34点（接合資料 3 例

を含む）の礫からなり、一部で土器や石器の分布に

董複している。散漫な分布状態を示す一方、割れ面

も打割した状態にはない。

4mX4m の範囲に散漫な状態に分布している。

黒色土（第圃層、河川性堆積物である砂壌上が上層

と下層に堆積している）から出土しており、土器の

出土状態に一致する。円礫は 5 点で、破損している

礫が多い。 50 g以下の破損礫が圧倒的に多く、 101 g 

~200 g、 201 g~300 g程度の礫や500 g以上の礫が

各 5 例である。完形礫は60 g~80 gが多く、最大で

も 250 gである。粗粒安山岩を素材に用いている。

石器の分布 台地縁辺に近いAy • Ba-17G を中

心に分布しており、諸磯の土器分布に一致する。石

器は 4mX6m の範囲に分布しており、全体に散漫

旧
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第40図礫分布（前期後半）

な分布傾向を示す。上述した礫と同様に、石器は上

層の砂壌土（第 VI層）の下層に出土している。

総計l2点の石器が出土しており、石鏃 1 点（第43

図13) ・削器（同 11) 1 点・石核 1 点の他に、剥片(7

点）や砕片 (2 点）を主体に組成する。

b 出土遺物（第43図 1 ~13 PL 59 • 60) 

l ~6 • 8 • 9 • 11 • 13は包含層出土、 7 • 10 • 

12 は 63号土坑の出土遺物である。

l ~4 は繊維土器で黒浜式期に位置づけられる。

1 は頸部の括れる深鉢で、口縁は水平ではなく不規

則な起伏がある。器面には縄文を全面に施す。 RL 、

LRの原体を用い菱形状構成を示すが施文は不規則

である。 2 • 3 は口縁部片で連続爪形文を 2 条加え、

50 

縄文はLR 13横位が施される。 2 と 3 は同一個体か。

4 は列点剌突文を施すが、文様構成は不明である。

5~7 は浮線文土器で諸磯 b 式土器に位置づけられ

る。いずれも浮線文は偏平で矢羽根状の刻目が加え

られる。 8 は平行線文上にボタン状貼付文を付すも

ので諸磯 c 式土器とみられる。 9 は平行線文が横位

に施される胴部片で、縄文は認められない。

10 • 11 は巾広の横長剥片を用いた削器である。 10

は打面側に、 11 は打面・剥片端部の両端に刃部を作

出している。 12は縦長剥片を用い、左側縁に粗い加

工を施す石器で、右側縁には使用痕がある。 13 は凹

基無茎鏃で、やや深い扶りをもつ。 Ba-17G より出

土した。
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土 坑 片（同 10) 1 点が坑底から40cm浮いて出上している。

出土遺物より判断して、諸磯段階の土器が出土し

た63号土坑 •68号土坑が前期後半の土坑に帰属する

可能性が最も強い。

68号土坑（第45図 PL19) 

63号土坑（第44図 PL16) 

63号土坑は台地縁辺に近いBc-16Gに位置する。

上面での平面形態は楕円形状を呈し、土坑の規模は

推定で長軸2.88m ・短軸1. 77m ・深さ 1.28m を測る。

坑底には 4 ヶ所にピットを検出している。 ピットは

20cm を越す深いものと 10cm程の浅いピットからなり、

その規模から判断して、土坑を継続使用している可

能性も強い。埋没土層は黒色土を主体に自然堆積状

態を示し、上面では砂壌土がレンズ状に堆積してい

る。出土遺物は土器片（第43図 7)や使用痕のある剥

68号土坑は台地縁辺から 20m ほど内側のAh-

14 • 15G に位置する。 63号土坑とは20m ほど離れて

いる。下位の砂壌土を除去した段階で確認したため、

現状では、その平面形態は長方形状だが、 63号土坑

に近い楕円形状の平面形態を示していた可能性が強

い。現状で、土坑の規模は長軸2.90m ·短軸1. 30m • 

深さ 0.70m を測る。坑底には、 2 ヶ所にピットを検

出しており、上面では 15cm前後、深さ40cm~50cm を

測る。埋没土層は自然堆積状態を示し、上面に砂壌

土が堆積していた。埋没土層より諸磯段階の土器が

出土した。小片で図示できない。壁際で礫が多贔に

出土したほか、片刃石器（第43図 12)が出上している。
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VI 層に一致）

暗灰褐色土 パミスを少械混入する。
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第44図 63号土坑

ローム粒子を少益混入。

2 層よりやや暗い色調を呈す。

青味の強い色調を呈す。粘性に乏しく締まり

はある。

ローム粒子を多く混人。

黄色パミスを混入する。締まりあり。

5 層に近い色調を呈す。ローム粒子を少批混

入する。

ローム粒子を多く滉入。締まりが強い。

ロームを混入。締まりは弱い。下分に鉄分の

沈澱が見られるピット境界部。

68号土坑第45図
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(3) 中期前半

a 遺物分布（第46図）

A 区砂壌土層下の黒色土層を文化面とする。土器

の分布範囲はAgラインから Ba ライン付近に存在す

る旧河川西岸におよぶ比較的広範囲に認められる。

標高は90.50m から 9 1. 80m で、旧河川西側の台地縁

辺平坦部に主として分布する。

土器は小片が大半を占めるが、型式の判別できる

資料をみると、ほとんどが中期前半阿玉台 1 b 式土

器に位置づけられる。

分布域は標高91. 70m から 91. 50m の平坦部を集中

域とし、北側未調査区へ広がっている。また、旧河

川西岸部にも分布するが、この部分には焼土痕も l

ヶ所認められている。同時にこの河川に接する部分

には阿玉台式土器の他に加曽利 E 式土器も少数なが

ら混在する状況も認められた。このような混在状況

は、台地部分における土器分布には認められていな

いことから、河川に接する部分の現象といえよう。

土器は小片が大半であり、接合資料も少ない。接

合例をみると 3 グリッドから 5 グリッド程度距離を

もって接合する例が目立つ。器形の復元し得た第54

図 17 についても At~V -lOGの 3 グリッドに散布し

た状態であった。

出土する土器片は前述の通り阿玉台式期に位置づ

けられるもので、ある程度限定された時期の資料と

いえる。これらの土器類は砂壌土層下黒色上層面に

散布しており、特に層位差はもっていない。さらに

この面は砂壌土により一様に埋没され後世の攪乱は

ほとんど受けていないことから、中期前半という特

定できる時期の文化層であると考えられる。

この面で検出されたものは、これら土器類のほか、

石器等の遺物類、集石が数基存在する。また、出土

遺物から土坑（陥穴） 2 基も同時期に推定できる遺

構である。この他、住居等の遺構は確認されていな

い。

このような中期前半の包含層は A 区における本例

のみであり、他の調査区では確認されていない。

54 

礫の分布 砂壌土を除去した段階で検出した旧河

川西側の台地に分布している。 Au· Avｷ Aw-10 • 

11 • 12G付近に多く分布するほか、調査範囲全体に

散漫な状態で分布している。 5 基の集石が確認され、

中期前半の土器の分布と重複している。 5 基の集石

は10個～30個の礫で構成され、欠損礫より完形礫が

多く出土している。

出土した約200点の礫は W層（黒色土）中位に多く

出土しており、路線の北側に近い 1 号・ 2 号・ 5 号

集石は 91. 40-m 付近に、南側の 3 号・ 4 号集石は

91.20 m 付近に、安定した状態で出土している。比

較的小規模な 4 号集石を除き、長径 3 m ・短径 2 m 

の範囲に分布する集石が多い。石材は、遺跡周辺で

採集可能な粗粒安山岩を用い、このほかには 1 点の

珪質変質岩が出土している。やや大形の礫に角礫を

選択する傾向を示す。破損礫が多い割に、接合率が

低く、 3 例の接合資料を確認したのにとどまる。

集石は土器の出土状態に一致しており、ほぼその

分布域も一致する。だが、厳密には土器の分布域と

梨石の分布域は一致せず、相互に分布域を避け分布

しているといえよう。

石器の分布 礫の分布範囲に一致して分布してい

る。総計86点の石器が出土しており、集石の分布範

囲の外側に分布する傾向が指摘されよう。全体に散

漫な分布状態を示し、 3 号集石の南側のAv· Aw-

12G付近に石器が集中（集中地点No. 1 • No. 2) する

のにすぎない。出土した石器には削器や加工痕ある

剥片・使用痕ある条1j片を主体に石鏃(3 点）・打製石

斧 (1 点）．磨石 (1 点）．敲石(2 点）を組成してお

り、ほぼ完全な石器組成を示している。一方、剥片

(26点）や砕片 (21点）は組成率も低い。石器石材は黒

色頁岩を主体に、頁岩・黒曜石・黒色安山岩など多

種多様な石材を使用している。接合資料は 2 例（第

57図 14 ·第58図 13) を確認したのにすぎない。集中

地点には類似する母岩も存在しており、また、削器

や加工痕ある剥片・使用痕ある条1j片は黒色頁岩を多

用し、剥片や砕片の石材に一致することから、一部

では石器を製作している可能性が強い。
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第47区集石の分布

b 集石

1 号集石（第48図）

台地縁辺から 15m ほど内側の地点(Au-lOG) に検

出され、確認した 5 基の集石の中で最も西側に位置

している。

集石は、長径3.3m ・短径2.Zm の範囲に分布して

おり、周辺ではより散漫な分布状態を呈す。総計20

点の礫で構成され、 100 g~300 gの粗粒安山岩を使

用している。このうち、 13点が完形礫． 7 点が破損

礫で、熱で赤化した可能性の強い礫も出上している。

56 

2 号集石（第48図）

1 号集石と 3 号集石に隣接した地点 (Au-10 • 

Av-l1G) に位置する。

集石は、長径2.8m ·短径2.0m の範囲に分布して

おり、明確な集中部を形成することなく散漫な分布

状態を示す。上面と下面の礫には約20cmの高低差が

あり、安定した状態で出土しているとはいえない。

総計12点の礫で構成され、 200 g~400 gの粗粒安山

岩を使用する。 3 点を除き総て完形礫で、このうち 1

点には煤が付着している。礫の接合は確認できない。
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第49図 3 • 4 号集石

3 号集石（第49図）

集石 5 基の中で、最も南側に位置する (Av-llG) 。

石器集中地点No. 1 • No. 2 に隣接している。

集石は、長径3.3m ・短径2.2m の範囲に分布して

いる。 100 g~300 g • 500 g~700 gの礫が集中して

出土しているほか、周辺では散漫な分布状態を示す。

礫は91. 20 m 付近に安定して出土するほか、 50 g以

58 

下の小礫の場合には、これより上層にも出土する傾

向が指摘されよう。集石は総計32点（接合資料 1 例

を含む）の礫で構成され、 100 g~300 gの礫（柑粒安

山岩）を多く選択している。このうち、 19点が完形礫・

12点が破損礫である。完形礫に比較して、破損礫は

大形の礫を選択しており、 500 gを越す破損礫も多

い。熱を受け、ヒビの入る円礫 l 点が出土している。
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第50図 5 号集石

4 号集石（第49図）

台地縁辺に近いAv-11Gに位置している。 3 号集

石の北側に隣接した地点で検出した。

集石は、長径1. 2m ・短径0.9m の範囲に分布して

おり、集石 5 基の中で最も小規模であり、最も礫が

集中している。礫は91. 20m 付近に安定した状態で

出土している。集石は総計15点の礫からなり、この

うち、 9 点が完形礫． 6 点が破損礫である。 100 g 

~200 gの礫（柑粒安山岩）を多く使用している。 4

点の礫が接合しており、割れ面の状態から判断して、

熱で破損した可能性が強い。

5 号集石（第50図）

台地縁辺に最も近いAv· Aw-lOG に位置してい

る。 4 号集石とは約 1 m の距離を隔て隣接している。

集石は、長径3.3m ·短径2.2m の範囲に分布して

おり、明確な集中部を形成することなく、散漫な状

態に分布している。礫は91. 50 m付近に多出する傾

向を示す一方で、上面と下面の礫は約50cmの高低差

があり、安定した状態で出土しているとはいえない。

集石は22点の礫（粗粒安山岩）からなる。このうち、

14点が完形礫． 8 点が破損礫で、 100 g~300 gの礫

を多く使用している。
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c 石器の集中地点

集中地点No. 1 （第51 図）

Av-12Gに位置する。 3 号集石の南側、約 2m の

地点に検出され、長径1.8m ・短径0.9m の範囲に分

布している。石器は密集して分布しており、集石と

同様に、 91. 50m 付近に安定した状態で出土してい

る。

集中地点No. 1 には総計 9 点の石器が出土してお

り、使用痕のある剥片 1 点（第58図 7) ・剥片 1 点・

砕片 7 点が組成する。石器石材は黒色頁岩（剥片 l

点・砕片 1 点）と頁岩（砕片 6 点）を使用しており、

一連の石器製作を示す状況にはない。

集中地点No. 2 （第51 図）

Avｷ Aw-12Gに位置している。集中地点No. 1 に

隣接して検出され、長径1.8m ・短径0.6m の範囲に

分布している。 No. 1 と同様に91. 50m 付近に安定し

た状態で出土している。

集中地点No. 2 点には、総計 6 点の石器が出土し

ており、使用痕のある剥片 2 点（第51図 9 • 13 a) • 

剥片 4 点が組成する。石器石材は総て黒色頁岩を使

用している。接合資料 l 例（第51図13) は、 Av-13G

に出土した剥片と接合する。出土した石器は使用可

能な剥片が主体で、石器製作の場を示す砕片は全く

確認できない。

なお、この周辺には散漫に石器が分布しており、

削器や加工痕のある剥片などが出土している。この

うち、 Av-lZGに出土した削器はAt -lZG に出土し

た石器と接合（第57図14) する。

Aul寸vl2
゜

+ 七xl2
゜
゜ No 1 

゜゜ ゜. 
゜

. 
. . . No 2 

・削器. ・ 加工痕ある剥片

• 使用痕ある剥片

・紺l 片

°砕片. . 
Au 詞12 + Aw 閲12 

Au 13 Aw 13 

• 

’ 
L
9
1
 

• 8 知 0. 。.. • • 

. .. ~ . 
: 

゜ 2m 

第51図石器の分布

60 



d
 

土 坑

この段階の土坑全部の特定は困難だが、出土遺物

より判断して、阿玉台 1 b 段階の土器が出土した61

号土坑および76号土坑が中期前半の土坑に帰属する

可能性が最も強い。

61 号土坑（第52図 PL18) 

台地縁辺から 15m ほど内側の地点(Au-lOG) に位

置している。上面での平面形態は長方形状を呈し、

土坑の規模は長軸2.20m ・短軸1. 20m ·深さ 0.90m

を測る。坑底には 2 ヶ所にピットを検出しており、

規模は直径20cm程で、深さ40cm を越す。 2 甚のピッ

トは、坑底を三分割した位置に構築している。埋没

土層は黒色土を主体に自然堆積状態を示し、上面に

は砂壌土がレンズ状に堆積していた。

61号土坑の埋没土中には、中期前半段階の土器が

多量に出土している。出土状態は土坑の北側に多く、

南側にはほとんど出土せず、北側から流れ込んだか

のようにみえる（第52図参照）。出土した土器は周辺

から出土した土器とも接合しており、 1 個の土器（第

54図17) に復元することができた。

76号土坑（第53図 PL14) 

Bb-16 • 17Gに位置している。旧河川の西側の台

地に61号土坑が位置するのに対し、 76号士坑は東側

の台地斜面に検出され、土坑が群を形成して分布す

ることから想定するなら、東側の台地にもこの段階

の土坑の存在が想定されよう。上面での平面形態は

楕円形状を呈し、その規模は長軸3.30m ・短軸2.20

m· 深さ1.40m を測る。坑底には 2 ヶ所にピットを

検出し、規模は直径10cm~15cm、深さ 30cm~50cm を測

る。埋没土層は、土坑の使用を放棄してから余り埋

没が進行していない段階で砂壌土が堆積している。

出土遺物は、砂壌土中に混入した状態で土器（第56

図 1) ・使用痕ある剥片 2 点（同 2 • 3) がある。
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砂壌土

黒色土

灰褐色砂質土

暗褐色土

暗褐色砂質土

基本土層の VI層に一致する。

砂質土が少焚混在する。粘性に乏しい。

砂壌土（基本土層 VII培）の崩落層。

砂壌土を混入。

早期包含層([X層）に類似している。

粘性に富む。

あるが、 16は整形が良好で 1 もしくは18の胴部とみ

られる。 15は口縁部片であり、沈線文により文様構

成され縄文はRL 、 LR横位による羽状縄文が施され

る。 5 は口縁付近であり、太沈線による区画文内に

縦位の沈線が加えられる。整形は良好だが、内面剥

落している。 6~14は横位の押圧文が連続して加え

られる一群である。この分布域における量的主体を

占める文様である。 17は器形の復元し得た水平口縁

の深鉢形土器である。文様は口縁部に隆線による区

画文が施され、その間には円形貼付文が配される。

この部分から胴部にかけて Y 字状隆線文が垂下し、

他の部分は無文である。 19は水平口縁で 1 列の角押

文と鋸歯状沈線で文様が構成される。

旧河川西岸部出土土器

第55図 1 ~7 は 1 列の角押文を主に文様構成され

る。いずれの資料も類似しているが接合関係はない。

旧河川東岸部出土土器

第55図 8 は眼鏡状突起部。 9 • 10 • 11 は隆帯上に

第53図 76号土坑

刻目を加え両側に 1 列の角押文を施し、沈線文間に

は刺突文を充填する。

76号土坑出土士器（第56図 1)

76号土坑が埋没する過程で流入した上器である。

大型の浅鉢形土器で整形は良好で器内外面とも平滑

面をもつ。無文である。

各種土器は阿玉台 1 b 式期に位置づけられよう。

e
 

土 器（第54 • 55 • 56図 l PL60~62) 

76号土坑から出土した第56図 1 の浅鉢形土器のほ

かはいずれも包含層出土資料である。

旧河川西側台地部出土土器

第54図 l ~4 • 15 • 16 • 18は縄文の施される土器

である。 1 • 2 • 18は同様の器形を示す口縁部片で

頸部が括れ、 口縁はやや内湾ぎみで口唇部は内側に

面をもつ。整形は良好で特に器内面は滑沢な面を形

成する。縄文は細目の原体が用いられ、 RL横位が

施される。 1 • 18には口縁部に突起が付されている。

3 は口唇部に刻目が加えられる口縁部片で、縄文は

不明瞭だがRL横位が施される。

62 

4 • 16 は胴部片で
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f石器

この段階の石器は、 A 区と B 区の境界付近に検出

した旧河道の西側台地に分布していた。石器に伴出

した土器や集石が調査区内の北側に分布するのに対

し、石器は調査区内の中央付近（Av· Aw-12G) や

土器や集石の周辺に分布する。

出土した石器は総計86点で、削器などの加工具を

主体に、打製石斧(1 点） •石鏃(3 点）や磨石・敲石

が出土している。全体の 6 割が象lj片類である一方、

大形の剥片が多く、打製石斧や石鏃の調整剥片は少

量で、石器製作の主体は調査区内にはない。また、

剥片が集中出土したAv· Aw-12Gでも少量の同一

の母岩が検出されただけで、他の地点で剥離してか

ら搬入している可能性が強い。全般に石器製作は低

調で、使用可能な石器も多出していることから、こ

の地点では、若干の剥片石器の製作と石器素材の搬

入を想定することができるだろう。使用している石

材は黒色頁岩が圧倒的に多く、このほかには黒色安

山岩や灰色安山岩、珪質頁岩を使用している。

石鏃（第57図 1 ~3 PL76) 

石鏃は凹基無茎鏃 2 点•平基鏃 1 点の 3 点が出土

している。集石の集中する周辺から出土しており、

3 点とも完形品である。石材は黒曜石・珪質頁岩・

黒色安山岩を使用している。 1 • 2 は「袂り」が浅く、

「返し」が左右対称にはならない。調整加工も粗雑で、

1 の断面形態は厚いレンズ状を呈す。 3 は横長剥片

の周辺を調整して作出しており、平縁な基部形態を

示す。

打製石斧（第57図 4 PL76) 

打製石斧は、集石の周辺から 1 点 (4)が出土して

石器組成 (278点） 石鏃 (3点）

① |ば|りti, 礫．胃片 黒曜石 黒色安山岩 珪質頁岩
69 33.3% 33.3% 33.3% 

② 

①•石 鏃 1.1% 打製石斧 (I点）

・打製石斧 0.4% 

I ・削 器 4.0% 
頁 岩

100% 
•加工痕ある剥片 2.5% 

・使用痕ある剥片 4.0% 

•石 核 0.4% 削器 (l l 点）

②•敲 石 0.7% 

| ① ② | ・磨 石 0.4% 
黒色頁岩
82.0% 

・ムロ 石 0.4% 

①•細粒安山岩 9.0% 

②・変質玄武岩 9.0% 

石材組成

粗粒安山岩
67.3% 

黒色頁岩
20.9% 

①
 

① •頁岩 2.5% 

②•黒色安山岩 1.8% 

•チャート ・軽 石

・珪質頁岩 ・細粒安山岩 ・ホルンフェルス

•黒曜石 ・灰色安山岩 ・変質安山岩

•石 英・紛 岩・珪質変質岩

②
 

加工痕ある剥片 (7点）

黒色頁岩
100% 

各1. 3%

各 0.7%

各 0.4%

使用痕ある剥片

I 黒色頁岩83.4% □
]
 

①•黒色安山岩 8.3% 

②•頁岩 8.3% 

第 7 表石器と石材 第 8 表種別石材構成(1)
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石 核 (1点）

黒色頁岩
100% 

いる。横長剥片を用い、左右の側縁を加工して作出

しており、石器の形状は短冊状を呈す。刃部は摩耗

している。器体の上半を欠損する。

剥 片

黒色頁岩
84.8% 

：
ロ①•黒色安山岩 ・粗粒安山岩

•変質安山岩 ・灰色安山岩 各 3.8%

岩頁
％8
 

色
4
2

黒

片砕 (21 点）

I 頁 23 8％岩 I ① I ② I ③ | 
①•黒色安山岩 9.5% 

②・ホルンフェルス 9.5% 

③•チャート・珪質頁岩•石 英 各 4.8%

石
9

,

 

磨 (2点）

粗粒安山岩
100% 

石ｧ
 

古
日
＇
，

(2点）

粗粒安山岩
100% 

台石 (1点）

粗粒安山岩
100% 

礫（完形礫）

粗粒安 111 岩
97.4% m

]
 

4
 
l
①
 

ー9
9

 

①・軽 石

礫（欠損礫）

I 

2.6% 

(7 8,'h) 

粗粒安山岩
91.0% 口

①•チャート

②•黒色頁岩 ・軽

・珪質変質岩

3.8% 

石•紛岩

第 9 表種別石材構成（ 2)

各1. 3%

削器（第57図 5 ~14 PL76) 

接合資料 1 例（ 14) を含む 11が、 1 点(13) を除き集

石の周辺から出土している。横長の剥片を素材に、

剥片端部に刃部を作出する資料が多い。石器石材は

黒色頁岩を使用する場合が圧倒的に多く、このほか

には細粒安山岩や変質玄武岩を使用している。

5 • 6 は小形の縦長剥片を、 11 • 14は大形の縦長

剥片を用い、左右の側縁に連続する丁寧な調整加工

で刃部を作出している。 7 • 8 は台形に近い形態の

素材剥片の端部に表裏両面から丁寧な調整加工を施

し、刃部を作出している。 9 は横長の象1J片を用い、

剥片端部に浅い調整加工を加え刃部を作出してい

る。打面を調整加工で除去している。 10は横長の剥

片を用い、この剥片の上下両端に刃部を作出してい

る。上端の刃部はノッチ状を、下端は弧状を呈す。

両者とも刃部の作出は明瞭ではない。 12 は横長の象1J

片を用い、剥片端部を除く各辺に刃部を作出してい

る。表裏両面に粗い調整加工を施す。

加工痕ある剥片（第58図 1 ~3 • 11 PL76 • 77) 

5 点が集石の周辺から出土検出している。素材に

使用する条lj片の形状は横長剥片が多く、刃部は縦長

剥片の場合には左右の側縁に、横長剥片の場合には

剥片端部に作出されることが多い。石器石材は黒色

頁岩を使用している。

1 は台形に近い横長の剥片を用い、剥片端部に粗

く加工して刃部を作出している。 2 は遺存する部分

の形状から推定するなら、台形に近い形状の剥片を

用い、側縁に粗く浅い調整加工を施し、刃部を作出

するのではなかろうか。欠損が製作段階なのか使用

段階なのか不明である。 3 も遺存部分から推定する

なら、台形に近い横長の条lj片を使用して側縁に粗い

調整加工を加え、刃部が作出される石器である。器

体の下半を欠損する。11 は大形の剥片を素材に用い、
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第59図 A 区出土の石器 3

側縁に刃部を作出している。刃部の作出は丁寧で、

連続性を有す。器体の長軸方向に直交する剥離面が

裏面側に存在しており、板状石核を転用した可能性

が強い。

使用痕ある剥片（第58図 4~9 PL76 • 77) 

7 点が集石の周辺から多く出土している。縦長の

剥片の場合には側縁を、横長の剥片の場合には剥片

端部を刃部に使用する場合が多い。使用石材は黒色

頁岩が多い。

4 は長方形状の、 5 は三角形状の横長剥片を用い、

それぞれ剥片端部を刃部に使用している。

剥片を用い、左側縁に使用痕が存在する。

6 は横長

7 は礫面

を残す剥離の初期段階の剥片を用いている。左側縁

に使用痕が存在する。剥片端部を欠損している。 8
 

は表面と側縁に礫面を残す大形の縦長剥片を用いて

いる。使用痕は右側縁および剥片端部に存在する。

9 は上半を欠損する縦長剥片を用い、左側の側縁を

刃部に使用している。

（中期前半）

石核（第58図12 PL77) 

1 点が旧河道に近いAx-12Gから出土している。

裏面は礫面からなり、 この礫面を打面に小形横長の

剥片を剥離している。石核の形態は板状を呈す。

他の石器（第58図10 • 13 

以上の他にも、珪質頁岩を使用した左右の側縁が

平行する剥片(lo) や使用痕のある剥片を含む l 例の

接合資科(13)が出土している。

磨石・敲石（第59図 1 ~3 

PL77) 

PL77) 

磨石（ 3 ）は 1 号集石付近から、敲石(1 • 2) は集

石の存在した地点の周辺から出土している。石器に

使用した石材は粗粒安山岩である。

敲石は 2 点が出土している。両者とも礫の側縁や

小口部分に打痕を残している。磨石は 1 点が出土し

ている。小形の礫を用い、石器の表裏両面は顕著に

摩耗している。
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(4) 中期後半以降

a 概要

ここでは中期後半以降の遺物・遺構を主として報

告する。遺跡の概要に示したように本遺跡は砂壌土

性台地およびローム台地上に立地し、さらに砂壌土

は縄文時代早期・前期・中期前半と時間差をもって

堆積していることが認められている。

ここに報告する遺物・遺構は砂壌土最上位面

(A·B·C·D·E 区）およびローム台地ローム層上

面 (B 区）から出土したものを一括しており、その

主体は中期後半が占める。このことは、砂壌土層が

最終的には中期後半にはほぼ堆積が終了していたこ

とを示すものといえる。ただ、砂壌士層の堆積が認

められていない B 区の一部にあたるローム台地面に

は中期後半以降の遺物類が多いものの、撚糸文系土

器、および諸磯式土器などが少数ながら混在してい

る。中期後半以降の土器分布は第61図に示す通りで

ある。

第60図 1 ~ 3 は、 B 区ローム台地上から出土した

草創期後半の撚糸文系土器である。この時期の土器

は計 5 点検出されている。この面（層位）以外では

D 区砂壌土下から口縁部片が 1 点（第19図 l) 出土

している。

1 はBp -22G出土で単軸絡条体第 l 類、 R が密集

して巻かれる。外面は平滑であるが内面はやや荒れ

ている。胎土は緻密で央雑物は少なく赤褐色を示す。

2 はやや肉厚で内外面とも整形は良好である。単軸

絡条体第 I 類で R が丁寧に巻かれ、条間隔は一定し

ている。胎土は緻密で橙色を呈す。 3 は胎土、色調

および施文等が 2 と類似する点が多く、同一個体の

可能性が高い。
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第61 図 縄文時代中期後半（加曽利 E 3 • 4 式）土器分布図
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b 遺構

B 区において中期後半加曽利

E 3 式土器の集中分布および埋

設状の大型破片が存在する地点

が 2 ヶ所認められた。いずれに

ついても住居の可能性が高いも

のと考えられたため壁・床・炉・

柱穴等の確認に努めたが住居施

設としての遺構形態は把握でき

なかった。土層の堆積状態から

みて攪乱によりその形態が失わ
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住居とせず遺物集中域として進

め、 Bd-19G周辺についてを 1

号縄文遺構、 Bi -15G周辺を 2

号縄文遺構と呼称している。

砂壌土層上位面で確認された

縄文時代中期後半に該当する遺

構は、この 2 ヶ所の遺物集中部

1 号縄文遺構（第62図 PL62) 

遺物の羅的分布は少ない。径

40cm前後の小穴が規則的に巡

り、この状態からみると半径

2.2m 程度の円形プランが想定

できる。この想定プラン西側に

加曽利 E 3 式土器の大型破片が

集中して認められる。床面、掘

り込み等は確認できない。炉に

ついても不明であり、大型破片

出土部分に可能性は残すものの

確定できない。土器（第62図 1)

は波状口縁の深鉢で、残存はロ

縁部1/2程度である。

第62図 1 • 2 はいずれも隆帯
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文土器であるが、胎土、色調とも異なり別個体とみ

られる。 1 は 4 単位の波状口縁をなし、口唇部は内

側に傾斜し面をもつ。区画文内には縄文が施される

が口縁付近は RL 横位、以下は縦位施文となる。 2

は胴部片で、縄文は RL 縦位が施される。

2 号縄文遺構（第63図 PLl O • 62 • 63 • 64) 

Bi _,,15G を中心とする半径2.5m 程の範囲に、土

器片の集中分布が認められた。この分布は、未調査

の東側農道下にもおよんでいる。出土する土器は大

形破片が多く、接合率も高い。第63図に示した 4 個

体がその主なものである。出土層位は、第Vil層黒色

土層から第柵層砂壌土層上面に集中して認められ、

4 個体の土器はほぼ同一レベルで検出された。

これらの土器出土レベルから 20cm程下位で、埋設

土器が検出されたため、住居の可能性を考え、炉．

床・柱穴等の検出に努めたが、明瞭な手がかりは得

られなかった。

埋設土器（第67図 l) は 4 単位の波状口縁をもつ

隆帯文土器で、底部を欠く他は完形であり、口縁を

上にし、やや傾斜した状態で出土している。この部

分について平面および半戟し掘り方の検出を試みた

がその形状は把握できていない。砂壌土層中に存在

することから掘り方を不明瞭にしていることが考え

られるが、このような埋設状態の不明瞭さも遺物集

中部である 2 号縄文遺構の性格をより不明確にして

いる。また、埋設土器北東60cmには大型胴部片（第

69図 6) が出土している。遺存は悪いが埋置された

ような状態が看取された。

これらの埋設土器が炉としての機能をもつかどう

かについてはその痕跡が詔められていない。

第67図 1 （第68図）は 4 単位の波状口縁をもつ深

鉢形土器で底部を欠損する。波状口縁下に隆帯によ

る渦巻文が施されるが 3 単位が「の」字状であり、 1

単位のみ「O」形となる。縄文はRLが用いられるが、

口縁付近が横位、以下縦位とし羽状の構成が認めら

れる。第69図 6 は異束状のRL横位が施される。第

69図 1 は甕形土器の口縁部で橋状把手が付される。

72 

ロ縁は無文帯で頸部にRL横位が施され、胴部には

縦位の条線文が加えられる。第69図 3 は深鉢形土器

の胴部で、縄文はRLが用いられるが施文方位は不

規則で条走向が一定しない。第70図 1 • 2 は口径

45cm~50cm （推定）を測る大型の深鉢形土器で、ゆ

るやかな波状口縁をなす。口縁部は楕円区画文が施

され、以下沈線による懸垂文が加えられる。縄文は

いずれも RLが用いられる。

出土土器はここに示した土器をはじめとしてほと

んどが加曽利 E 3 式でも新しい段階に位置づけられ

る。この他に蛇紋岩製の垂飾（第67図 2) が 1 点出

土している。
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土 坑 図化と写真撮影を繰り返した。 33面の土層図が作成

検出状況から判断して、 53号土坑（第64図）は中

期後半の土坑に該当する可能性が強い。土坑検出段

階から、「陥し穴」の可能性が想定され、土坑を縦位

にスライスしていく調査方法を採用した。

ここでは、以下の理由と目的から土坑を解釈する

のに、 より有効だと思う上記の方法を採用して土坑

を調査した。

まず、深さ 30cm を越す細いピットの形状を正確に

把握するには、従来の調査方法では充分に目的を達

成できないこと、また、連続使用の有無を分析する

には埋没土層と下部構造を連読した状態で観察する

必要性があり、 これまた、従来の調査方法では目的

を達成できないこと、など調査の限界に加え、県内

では、村主遺跡や戸神諏訪遺跡などで実践例がある

だけで、データの蓄積は充分と言い難く、同種同様

な資料を蓄積する必要を感じていたからでもある。

そしてさらに、狩猟体系全般を問う中で「陥し穴」を

評価する場合とは違い、「陥し穴」の使用状況や下部

構造（施設）を問う場合には上記二点の観察（分析）

可能なスライス調査の方が、効力を発揮するといえ

るだろう。

調査は、通例に従い「陥し穴」の長軸に平行して

5 cm毎に全体を垂直にスライスしていき、その都度、
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第64図

され、 この土層図を元に平面図を復元した。

53号土坑（第64~66図

検出状況 c 区中央付近を中心に遺存していた中期

後半以後の包含層を調査する過程で検出した。楕円

形を呈す平面形態から、

能性が推定され、調査の方法を検討した。

形状と規模

軸2.00m ·深さ0.80m を測る。壁の崩落で本来の形

状と違い、若干変形している。下面では長方形状を

呈し、長軸1. 80m ・短軸0.80m を測る。

下部構造

20cmの小ピットを検出した。

埋没土層

a
 

W

V

 

砂壌土

黒色土

PL20~23) 

この段階で「陥し穴」の可

上面では円形を呈し、長軸2.20m ·短

坑底を三分割した位置、 2 ヶ所に 10cm~

2 基とも坑底より 30cm

付近でピットの径が半減する。その先端の形状は尖

り、棒状の杭を差し込んだ痕跡が残る。

上層には黒色土をベースに砂壌土を若干

混入する土層が堆積している。その下層では、 より

多く砂壌土を混入し、自然埋没状態を示していた。

これより下層と壁際には、純層に近い砂壌土が堆積

しており、層厚10cm~30cm を測る。壁際で庫く、中

央で薄く堆積しており、崩落土と判断されよう。坑

1 黒褐色土

l' 閣褐色土

2 患褐色土

3 患褐色土

4 灰褐色土

5 灰褐色土

6 灰褐色土

7 灰褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

網点は砂壌土の崩落土。

暗灰褐色の斑点が多い。

l l\'lより暗い色調を星す。

砂壌土を混入。

灰褐色砂壌土を混入。

灰褐色砂壌土を多く混人。

灰褐色砂壌土を 4 培より多く混人。

灰褐色砂壌土を多献に混入。

灰褐色砂壌土を混入。

灰褐色砂壌土を含む。粘性に富み、締まり有り。

基本土層第 5 図参照。

粘性に富む。縄文早期遺物包含層。

53号土坑
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底の直上に堆積している柵層は、 No, 5~20の土層

断面に安定して堆積しており、人為的な堆積状態を

示していた。 2 ヶ所のピットの下部には、棒状の杭

が腐食したボソボソの黒色土が観察され、その上部

には砂壌土を多く含む褐色土が堆積していた。また、

土坑壁面には「木の根」の攪乱が無数に観察され、攪

乱は壁面の上部ほど多い傾向を示していた。土坑を

覆う施設や機能の充実を意図した施設とはいえない

状況を、この土坑は示していた。

なお、 No, 6~10には、坑底よりピット状に落ち

込む黒色土が観察され、下部構造の一部とも推定さ

れよう。調査当時、先入観から意図的に分層してい

る。写真から判断するなら、南側壁面の手前から、

この「落ち込み」は存在しており、坑底のピットとは

違う、と現在判断している。

所見 53号土坑から出土した遺物は皆無だが、以下

の理由から、ある程度正確な土坑の構築時期を推定

することができる。まず、一部の調査地点を除き、

調究区内には黒色土と砂壌土が交互に堆積してお

り、ほぼ同様な堆積状態を示していた。そしてさら

に、 D 区では、下位の砂壌土（渭）の下層に堆積して

いる黒色士（第 IX層）から早期段階の遺物が、 A 区や

B 区では上位の砂壌土(VI)の下層に堆積している黒

色土（第圃層）から前期後半段階と中期前半段階の遺

物が出土したほか、 A 区～ D 区の全域で、砂壌土(VI)

の上位部分には中期後半段階の遺物が出土してお

り、それぞれ黒色土や砂壌土の堆積時期を暗示して

いる。一方、 53号土坑は、上層の砂壌土を掘り込み

構築しており、砂壌土(VI)の堆積以後の所産である

ことが確実で、中期後半以後の包含層を調査する過

程で、土坑が位置する周辺からこの中期後半段階の

遺物が出土していることから、土坑は中期前半から

中期後半に構築され、中期後半の段階には既に埋没

していたものと推定される。

このほかにも、「陥し穴」の使用状況や構築理由な

ど、調査を通じ得た所見を指摘しておきたい。「陥

し穴」には、ピットの掘り込み面の相違を根拠に、

杭の腐食や破損に起因する「差し替え」、「繰り返し

使用」が指摘され（菊地、 1987) 、さらに、黒色土とロー

ムの交互堆積から「陥し穴」の使用期間まで推定され

つつある。調査所見では、そうした「陥し穴」の使用

状況や期間を想定させるようなデータはない。次に、

「陥し穴」を繰り返し使用する場合、坑底から上の杭

は、どの程度まで露出していてその機能を果たすの

か、という問題である。 53号土坑の場合には、崩落

土は中央で薄く、壁際では厚く堆積していた。余り

庫＜崩落土が堆積してしまえば、機能低下を招き、

繰り返し使用する場合、崩落土の除去、面的に均す

作業が必要かと思う。村主遺跡で検出した 8 号土坑

には、黒色土を挟む 3 層のロームの崩落土が堆積し

ていた（菊地、 1987)。最上層の崩落土は中央で薄く、

壁際で厚く堆積する一方、他の 2 層は均質な層厚を

保ち、杭の「差し替え」位置を想定した層位にも一致

する。繰り返し使用を想定する場合にも、崩落土が

面的に均質なのかどうかという点も対象とし、考察

すべきだろう。さて、 53号土坑の立地理由だが、 C

区には同様な形態の土坑は未検出であり、一見、台

地の中央に単独で位置するようにもみえよう。 53号

土坑は、この中期後半以後を対象に調査する過程で

検出した。と同時に、土坑の東側のCn ライン・ Co

ラインには溝状の凹地を検出したのである。この溝

状の凹地は北側で深さ40cm ・南側で深さ 50cm と、南

側に緩く傾斜していた。幅は上端で1. 5m から 2.0m

を測る。底面には凹凸が有り、流痕を示す黄褐色の

砂質土が堆積して蛇行しており、人為的な所産とは

いえない状況を示していた。恒常的に流水していた

とはいえないけれども、雨の多い時期には流水して

いた可能性が強い。 53号土坑は、そうした雨の多い

時期に集まる動物を捕獲するため構築した可能性が

指摘されよう。また、 53号土坑は、上述した特徴を

もつ溝状の凹地の東側に位置しており、土坑の長軸

は等高線に平行して位置する。通常、「陥し穴」は群

在、ないし、列状に配置されることが多い。この土

坑の場合にも単独で構築したとは思われないのであ

る。調査区内の南側に同種同様の「陥し穴」の存在が

予想される所以である。
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以上、調査を通じ得た所見を記述した。その結果、

スライス調査の有効性を再認識したところである。

県内では、「陥し穴」の組織的、体系的な調査事例に

窮している。また、赤城南麓では、埋没土層が地山

に類似しているため、識別困難な場合が多い。その
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口
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ため、資料蓄積も充分ではない。同じ丘陵性の台地

でも、比高差のある台地と比高差のない台地と相違

しており、そうした地形の相違と土坑の構築時期や

形態に差異が指摘されるのかどうか、問題点として

是非とも認識しておくべきだろう。
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No.11 

.. • 
••. 
:....  ｷ :. : 
. ｷ •. ｷ...... 
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: : ｷ • • •. • • 
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冒璽ボソボ‘ノの黒色土
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第65図 土層の堆積状態 1 (53号土坑）
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c 土器（第71~78図 PL64~72) 

ここには、砂壌土層最上位面およびローム台地上

の包含層出土の土器類を一括して報告する。 B 区の

ローム台地部には撚糸文系土器、諸磯式土器等も多

少混在するが、砂壌土層最上位面はすでに報告して

あるように中期前半を埋没し、中期後半以降の生活

面もしくは包含層と考えられる。出土する土器は加

曽利 E 3 式土器を主としている。その出土の概況は

第61図に示してある。調査区のほぼ全域に分布は認

められ、特に B 区およびC 区東側に集中する傾向が

ある。それは両集中部間の希薄となる部分は低位部

にあたる関係とみられる。

第71 因 11 • 72 図． 73図は B 区、第71 図 1 • 3 • 

4 • 8 • 10 • 74 図． 75 図は C 区、第71 図 2 • 5 • 

6 • 7 • 9 • 76図． 77図． 78図は D 区出土である。

口
こ 2

0 3cm 
’’ 

0 1cm 
I I 

• • 

第67図 2 号縄文遺構出土遺物
゜

15cm 
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加曽利 E 3 式土器以外では、加曽利 E 4 式土器（第

72図 10 ·第78図30)および後期加曽利 B 2 式土器（第

71図 11. 第75図14 ·第77図15) が出土しているが、

いずれも少量の出土である。個々については土器観

察表を参照していただきたい。

加曽利 E 3 式土器は大半が新しい段階のもので、

数タイプのものが認められる。主体となるのは口縁

部文様帯をもつ深鉢で、口縁部に隆帯と沈線で渦巻

文と楕円区画文を構成し、胴部には幅広の無文帯を

垂下させている。口縁部の隆帯は低平となり、その

内側をなぞる太沈線が卓越している。渦巻文は楕円

化し、楕円区画文と一体化して描かれるものも多い。

ロ縁部は平縁の他に、山形状の突起が付くものも見

られる。胴部無文帯は幅の狭いものも認められるが、

無文帯の形成はいずれも充填手法によっている。ま

た、縄文施文部に蛇行沈線を垂下させるもの（第71

図 9. 第74図12) や、上端がアーチ状に区画される

もの（第71図 5) も見られる。

次いで隆帯で大柄の渦巻文を施す深鉢があり、第

72図 3 • 4 、第73図 1 • 2 • 10 • 17がそれにあたる。

波状口縁のものが多く、器形は湾曲が強い。口縁部

文様帯は消失し、胴部上半に 1 ~2 本の隆帯で大柄

な渦巻文を構成し、下半には上端がアーチ状に区画

された懸垂文を施す。隆帯の両側は太沈線でなぞら

れ、断面三角形状を呈するものもある。 2 号縄文遺

構の埋設土器（第67図 1) は、このタイプの好例で

ある。なお、第73図 5 は隆帯表現を消失した同タイ

プの土器である。

この他に、口縁部文様帯を消失した新しいタイプ

の一群がある。第73図 4 • 6 • 7 • 9 、第77図 4.

5 がそれで、胴部上半に波状文を描き、下半に上端

がアーチ状に区画された懸垂文を施して文様を構成

する。第73図 4 • 7 では、上半の波状文に懸垂文が

入り込んで一体化している。口唇部下に沈線をめぐ

らすものとないものとがあるが、いずれも縄文施文

は口唇部下一帯のみを横位に、以下を縦位に施文し、

波状を構成する特徴をもっている。

いずれのタイプも地文は単節縄文を主体とする

80 

が、その他に無節・複節． 0 段 3 条・前々段反撚な

どのバラエティも含んでおり、他に条線を施すもの

もある。なお、第71図 8 は浅鉢•第74図 11. 第77図

3 は鉢形の土器であろう。

第72図10. 第78図30は加曽利 E 4 式土器である。

いずれも断面三角形の微隆帯で文様構成される。 10

は平行する 2 本の微隆帯で区画文を構成し、区画内

に縄文を充填している。 30は小さな円文を施してお

り、微隆帯には刻目が付されている。

第71図11. 第75図14 ·第77図 15 は加曽利 B 2 式土

器である。 11 は口縁部が強く内湾する壺状の小型土

器で、胴部上半に扇状の突出部を伴う縄文帯を施し

ている。 14は山形状の突起が付く土器で、口唇部下

に刻み目を伴う 2 条の平行沈線を施している。 15は

角頭状を呈する口唇部の上面と内面に沈線が施さ

れ、無文の口縁部下に円形の刺突を伴う隆帯をめぐ

らし、以下に縄文を施している。

なお、この他に所属時期の不明のものが数点ある。

第74図16 • 17 は木目状の沈線を施す土器で、後期に

含まれる可能性が強い。 18は上器片を楕円形状に加

工した土製品で、一端を欠損している。胎士、器厚

からみて、加曽利 E 式には含まれない。
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d 石器

調査区内には B 区の一部を除き、広範囲に砂壌土

が堆積していた。砂壌土は黒色土を扶んで堆積して

おり、上下 2 層を確認している。上層の砂壌土の上

半は同時に中期後半から後期の包含層であり、この

段階の土器と共に石器も数多く出土したのである。

ここでは、こうした理由から砂壌土の上半部から

出土した石器を中期後半から後期の石器と認定し、

図示した。

なお、 B 区ではBk ラインからBx ライン付近まで、

砂壌土の堆積が不明確であり、この地点には前期の

後半段階の土器や後期の土器も出土しているなど、

各段階の石器群が混在している可能性も強い。

出土した石器は総計878点である。その内訳は A

区で30点• B 区で448点• C 区で330点• D 区で69

点• E 区で 1 点で、 B 区と C 区に多く出土している。

石器の組成は区毎に多少の相違が指摘されるもの

の、打製石斧や石鏃、削器や凹石など加工具が満遍

なく存在する。また、 D 区を除く各区には50％を越

す割合で礫が組成するということも特徴的である。

石器石材は黒色頁岩を多く使用する点では周辺の遺

跡とも類似する。また、磨石などには在地系石材で

ある輝石安山岩を使用する点も類似している。

石器の分布も特徴的であり、石鏃は B 区に、磨石・

凹石・敲石など礫類は C 区に、偏在する傾向を指摘

することができる。一方、打製石斧や削器は B~D

区に満遍なく出土している。 Bi -15Gの埋設士器を

除き、この段階の明確な遺構は未検出である。また、

c 区には調査区内を南北に蛇行して走る溝状の凹地

(PL11) が検出され、こうした地点に多数の土器や

石器、礫が出土する傾向が指摘できよう。

石鏃（第79図1~17 第80図1·2·4~6 PL77ｷ78) 

石鏃は40点が出土している。形態の内訳は、凹基

無茎鏃34点・凸基有茎鏃 5 点・分頷が不能な石鏃 1

点である。このうち、 20点は欠損しており、先端部

分を欠損する事例が11点と多い。石器石材は黒色安

山岩や黒色頁岩、チャートを使用する場合が多く、

全体の 8 割を越す。第79図 1 ~12 • 15、および、第

80図 l は、やや「扶り」の深い凹基無茎鏃であり、第

79図13·14·16·17の 4 点は、「扶り」の浅い平基鏃

に近い形態を示す。第80図 2 • 4~6 は凸基有茎鏃

であり、この形態の石鏃には黒色頁岩を使用してい

る点で特徴を持つ。

石槍（第80図 3 • 7 PL78) 

石槍は 2 点が出上している。 1 点(3) は木葉形状

を呈し、器体の下半を欠損している。調整加工は平

坦な剥離を器体の周辺から施し、部分的に階段状の

剥離が存在する。復元するなら、 10cm を越す草創期

に特徴的な石槍とも推定されよう。 1 点(7) は柳葉

形状を呈し、器体の下半を欠損している。調整加工

は粗雑で、一部には第一次剥離面を残す。 3 は黒色

頁岩を、 7 は珪質頁岩を使用している。

石匙（第80図 8~11 PL78) 

石匙は 4 点が出士している。素材剥片の周辺に粗

く調整を加え機能部を作出する場合が多い。一方、

10の石匙は他の石匙と違い、黒曜石を用い、器体の

全面に調整加工を施し、石器を作出している。他の

3 点は周辺加工の粗製石匙ともいえ、黒色頁岩を多

用する点で、 10の石匙と対象的である。こうした在り

方は赤城西麓の遺跡から出土する石匙と類似する。

楔形石器（第80因 12 PL78) 

楔形石器は 1 点が出土している。素材剥片の形状

は方形に近く、左右の側縁には礫面を残す。剥片の

上下両端の表裏両面には対向する剥離が存在し、上

端の縁辺は潰れている。石器の断面形状は紡錘形状

を呈す。

磨製石斧（第81因 1 PL78) 

磨製石斧は 1 点が出土している。器体の全面がT

寧に研磨され、刃部形態は片刃・円刃を呈す。刃部

の表裏両面とも、器体の長軸に平行する線状痕が顕

著である。石器の断面は四角形状を呈す。刃部破片。
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゜ 10cm 

第82図 包含層出土の石器 4

はんれい岩を使用。

打製石斧（第81図 2~16 第82図 l ~4 PL79) 

打製石斧は44点が出土している。その分布状況は

B 区から 15点• C 区から 15点• D 区から 13点• E 区か

ら 1 点で、 C 区では調査区の東側に、 D 区では調在

区の南側に分布する傾向を指摘することができる。

また、 C·D 区では古墳時代以後の住居や溝の埋没

土層中から出土した打製石斧も多い。石器石材は黒

色頁岩を使用する場合が圧倒的に多く、このほか、

黒色安山岩や細粒安山岩を使用している。出土した

打製石斧を形態の特徴で分類するなら、短冊形が38

点と圧倒的に多く、揆形の石斧（？）は 1 点、分銅形

の石斧は 4 点出土したのにすぎない。

器体の形状が短冊形状を呈す石斧（第81図 3~16 、

第82図 4) には、揆形に近い側縁形状を示す資料（第

81図 4 • 5 ）や側縁が内湾する資料（第81 図 6 • 8 • 

11 • 13 • 15)が存在しており、若干形態が相違する。

刃部形態は円刃が主体で、直刃も少量だが存在する

（第81図 4 • 5)。素材剥片の形状は礫面を刃部付近
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第83図 包含層出土の石器 5

に取り込む横長の剥片を多く使用し、こうした剥片

の周辺を粗く加工して石器を製作している。全般に

欠損する資料が多く、 38点中33点が欠損している。

第81 図 4·6·12·14の刃部は顕著に摩耗している。

器体の形状が揆状を呈す石斧は 1 点（第81 図 2)が

出土しているのにすぎない。この石器は縦長の象1J片

を用い、打面付近の表裏両面に調整加工を施し、石器

を作出している。刃部形態は直刃で、浅く粗い剥離

を表面側から施している。縄文前期の遺跡で良くみ

かける石器で、いわゆる「片刃石斧」の範疇に属す。側

縁の「潰れ」は認定されない。黒色頁岩を使用する。

器体の形状が分銅形状を呈す石斧（第82図 l ~3) 

は 4 点が出土している。素材剥片には横長の剥片を

用い、剥片の周辺に加工を施し、石器を作出する。

3 は、器体の中央で欠損してから加工して、再び、

石器に使用している。石器石材も黒色頁岩を多く使

96 

用しており、石器製作や石材使用の在り方は、他の

打製石斧に一致している。

片刃石器（第82図 5 PL79) 

片刃石器は 1 点が出土している。 5 は大形で偏平

な礫を素材に、小口部分に機能部を作出している。

裏面側から表面側に向け、粗く加工を施す。加工は

左右の側縁に近い部分で深い。黒色頁岩を使用。

削器（第83図 1 ~8 PL80) 

削器は、 B 区から 10点． c 区から 3 点• D 区から

3 点と、総計16点が出土している。素材剥片の形状

は多種多様で、形状の良好な剥片を石器素材に使用

している。刃部の位置は糸ll片形状に規定され、縦長

剥片の場合は側縁に、横長剥片の場合は剥片端部に

作出されることが多い。石器石材は黒色頁岩を使用



する場合が多い。このはか黒色安山岩や細粒安山岩

を使用する場合も多少ある。こうした傾向は石斧の

使用石材と同様で、周辺地域に多出する剥片石器の

製作実態を暗示する可能性があるのかもしれない。

1 ~4 は横長の剥片を石器素材に使用し、剥片の

端部に刃部を作出している。刃部は表面から裏面へ

の加工で作出している。 5 • 7 は礫面を全面に残す

横長の剥片を素材に使用している。刃部を剥片端部

に作出している。 6 は横長の剥片を素材に用い、剥

片の端部に表裏両面から粗い加工で刃部を作出して

いる。 8 は横長の剥片を素材に用い、剥片端部だけ

ではなく、石器の縁辺全体に刃部を作出している。

裏面全般が剥落している。

加工痕ある剥片（第84図 1 ~12 PL80) 

加工痕ある剥片は、 B 区から 13点． c 区から 7

点• D 区から 3 点と、総計23点が出土している。素

材に使用する剥片の形態は横長の剥片が多く、削器

と同様な傾向を示す。また、刃部も削器の場合と同

様に、縦長剥片の場合には側縁に、横長の剥片の場

合には剥片端部に作出されることが多い。石器石材

は黒色頁岩を使用する場合が圧倒的に多く、黒色安

山岩は数点が存在するのにすぎない。加工痕ある象1J

片には、削器に類似する資料や他の器種から転用し

た資料、また、製作の目的や意図の不明な資料も多

い。ここでは、こうした資料を一括して掲載してお

り、特に、削器に類似した機能を持つ資料や他の器

種から転用した石器を中心に説明していきたい。

2 は器体全面に剥離を施す。石器の上下両端（図

示した状態）の形状は石槍の側縁に類似しており、

石器製作段階での欠損と推察されよう。欠損した後

に、右側縁で丁寧に、左側縁で粗く加工している。

3 は横長剥片を素材に、左右の側縁を粗く打ち欠き、

台形に近い形態の石器を作出し、刃部を剥片端部に

設定して使用している。 6 は器体の下半を欠損して

おり、石器の形状は不明確である。ただ、遺存部分

の形状から推定するなら、表面に礫面の一部を残す

打製石斧の頭部破片である可能性が強い。また、同

様に、 12 も打製石斧から転用した石器である可能性

が強い。 12の上端（図示した状態）には、打製石斧に

特有な側縁の「潰れ」が存在しており、最終調整段階

で欠損し、その象lj片の端部に粗く加工して刃部を作

出した可能性が強い。そのほか、 5 • 7 • 9 は長方

形状の剥片や台形に近い形状の象lj片を用い、剥片の

端部に刃部を作出し、削器に類似した機能を持つ石

器とした可能性が強い。

使用痕ある剥片（第84図13~22 PLSO • 81) 

使用痕ある剥片は、 B 区から 14点． c 区から 7

点• D 区から 4 点と、総計25点が出土している。素

材に使用する剥片の形状は、横長の剥片を使用する

もの16点で、縦長剥片の使用頻度の倍に近い。また、

刃部も横長剥片の場合は剥片端部に、縦長剥片の場

合は左右の側縁に設定されることが多い。石器石材

は黒色頁岩を使用する場合が多く、黒色安山岩の使

用頓度は概して少ない。

13~16は、台形に近い横長剥片を用い、剥片端部

を刃部に使用している。 13 • 16の刃部は直線状を、

14の刃部は弧状を呈す。13~15は表面に礫面を残し、

剥離工程の初期段階に作出した糸lj片を石器の素材に

用いている。 17~19 • 22は、縦長剥片の側縁を刃部

に使用している。背面を構成する剥離の方向は剥片

を象lj離する方向に一致する。 20 • 21 は、横長剥片の

剥片端部を刃部とし、形状の整う部分を選択して刃

部に使用している。

石核（第85図 1 PL81) 

石核は 7 点が出土している。全体に大形の条lj片を

石核素材に使用する板状石核や打面を固定すること

なく剥片を剥離していく大形の石核が多い。板状の

石核の場合、剥片の剥離枚数は概して少なく、 2 枚

前後の剥片を剥離した段階で放棄してしまうことが

多い。

l は側面に礫面を残す大形石核で、表面で 4 枚の

剥片を、裏面で 2 枚程度象lj片を剥離している。どの

部分でも連続して剥片は剥離されない。
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第87図 5 に類似する可能性がある。

゜

第85図 包含層出土の石器 7

磨石（第86図 1 • 2 PL81) 

磨石は B 区から 1 点． c 区から 1 点、総計 2 点が

出土している。この段階の石器組成の在り方から推

察するなら、出土量は概して少ない。住居や土坑が

検出されない、ということに関連する可能性がある

のかもしれない。 1 は、大人の掌に入る程度の礫を

使用する。左右の側縁は敲打で扶れ、握り易い。礫

の表裏両面は顆著に摩耗している。また、礫の小口

部分や側縁には打痕が著しい。輝石安山岩製。 2 は、

楕円形に近い礫を用いている。石器の表裏両面とも

顕著に摩耗しているほか、礫の小口部分や礫の表裏

両面には打痕が著しい。欠損部分の観察から、石器

は熱で破損した可能性が強い。

石皿（第86図 3 PL81) 

石皿は、 B 区から 1 点が出土したのにすぎない。

石器は偏平な礫を用い、表裏両面とも摩耗している。

凹部も顕著ではなく、典型的・定形的な石1lll とは違

い、また、重量は別にサイズの面で器種認定の問題

が残り、判断には窮した。ここでは、磨耗している

こと、表面に僅か凹部を形成していることから石1lll

と認定した。なお、側縁には僅かな打痕が確認され、

凹石（第 86 図 4 第 87 図 1 • 2 • 4 

PL81) 

凹石は B 区から 4 点． c 区から 8

点• D 区から 1 点が出土している。

凹部が顕著でV字状を呈す資料 3 点、

凹部が顕著ではなく、打痕が集中す

る資料が10点で、後者が圧倒的に多

い。サイズは掌に入る程度である。

粗粒安山岩を多用する。 4 は表面側

に 1 ヶ所、裏面側に 2 ヶ所の V 字状

の凹部を持つ。第87 図 1 は表裏両面

10cm と左右の側縁に 1 ヶ所の V 字状の凹

部を持つ他、礫の小口部分にも凹部

( 

を持つ。 2 は表裏両面とも石器の上

端に近い位置に巣合打痕が存在している。 4 は表面

に 2 ヶ所と礫の小口部分に集合打痕を持ち、同時に、

表裏両面とも摩耗している。

敲石（第87図 3 • 5 第88図 1 • 3 PL81) 

敲石は、 B 区から 2 点． c 区から 5 点• D 区から

1 点が出土している。 3 は楕円形に近い形状の偏平

礫を用いている。礫の小口および側縁に打痕が観察

され、使用した結果、小口部分は剥離している。ま

た、表裏両面は顕著に摩耗しており、磨石にも使用

している。使用して欠損したのか否か不明だが、器

体の下半を欠損する。閃緑岩。 5 は楕円形に近い形

状の偏平礫を使用しており、その側縁には顕著な集

合打痕が存在している。また、石器表面全体が摩耗

しており、磨石にも使用している。粗粒安山岩。第

88図 l は円礫を用い、礫の表面や側縁に打痕が存在

する。器体の右半を欠損する。 3 は粗粒安山岩を使

用した敲石で、礫の小口部分に打痕が存在するはか、

使用した結果、側縁の一部は剥落している。

多孔石（第88図 2 • 4 PL81) 

多孔石は B 区から 1 点． c 区から 1 点が出土して
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いる。 C 区から出土した 1 点(2) は、掌に入る程度

の小礫を素材に、表面側に 3 ヶ所・裏面側に 5 ヶ

所・左側面に 3 ヶ所の V字状の凹を形成している。

粗粒安山岩。 B 区から出土した 1 点(4) は、大形礫

を素材に、表面側に10 ヶ所・左側面に 8 ヶ所の V字

状の凹を形成している。全体に摩耗しており、欠損

の有無は確定できない。ただ、凹部の位置関係から

推定するなら、右半部、および、下半部には凹部が

存在していないなど不自然であり、この部分を欠損

している可能性もある。粗粒安山岩。

砥石（第88図 5 PL81) 

砥石は、 D 区から 1 点が出土したのにすぎない。

石器表面には広く平坦な研ぎ面が形成され、この部

分は顕著に摩耗しているほか、裏面も若干摩耗して

いる。表面は直線的な、裏面は弧状に近い断面形状

を示す。石器右半を欠損しているため、全体形状は

明確ではない。なお、石器の表裏両面には凹部が存

在しており、意識したものなのかどうか明確ではな

く、また、石器の帰属時期も不明確である。 D 区に

は奈良•平安段階の遺構も多く、この段階の砥石で

ある可能性も否定できない。粗粒安山岩。

口
C 口

゜ 10cm 

第86図 也含層出土の石器 8
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第87図 包含層出土の石器 9
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A区石器組成 (30点） c区石器組成 (330点）

剥片· I尋 礫・礫片 | | ① l1t1 凸に 11 礫・礫片 | 
23.3% 66. 7% 63.3% 

① L③ 

①•石 鏃 3.3% ①•石 鏃 1.5% •石 柏 0.3% 

②•砕 片 6. 7% •石 匙 0.3% ・磨製石斧 0.3% 

・打製石斧 4.5% ・削 器 0.9% 
石材

•加工痕ある剥片 2.2% ・使用痕ある象訊 2.2% 

粗粒安山岩
黙色

① ② 
•石 核 0.6% | 頁岩63 4%  13.4% ②•砕 片 7.3% 

③•敲 石 1.5% ・磨 石 0.3% 
①•細粒安山岩 6.7% 

・凹 石 24% ・多孔石 0.3% 
②・チャート •黒色安 lll岩 •砂 岩

• f分 岩 ・文象斑宕 各 3.3%

石材

B区石器組成 (448点）

(| @) |n,"%|n軋③ 礫・礫片
55.8% 

①•石 鏃 64% 

②•石 槍 0.2% ・伍 匙 0.7% 

・楔形石器 0.2% ・打製石斧 3.3% 

・片刃石器 0.2% ・ijlj 器 2.5% 

•加工痕ある剥片 2 9% ・使用痕ある象lj片 3.1% 

•石 核 0.5% 

③•敲 石 0.5% ・磨 石 0.2% 

•石 皿 0.2% ・凹 石 0 9% 

・多孔石 0.2% 

枡粒安山岩
67.3% 

黒色頁岩 kl
16.4% 

③
 

①・頁 岩 4.9% 

②•黒色安ILI 岩 3.0% 

③・チャート 2.7% 

④・珪質頁岩 ・はんれい岩 ・変質玄武岩

•砂 岩•石英閃緑岩・閃緑岩 各〇． 6%

•黒曜石 ・灰色安iii岩 ・細粒安山岩

・ホルンフェルス ・輝緑凝灰岩

・粉 岩・輝緑岩

D区石器組成

①|オ｛円麿 I ② 

各 0.3%

(69点）

｀｀ャ I げ占 1 ③ | 

石材

粗粒安山名
53.4 % 

②
 ①•黒色安山岩 5.6% 

②•頁 岩 3 1% 

③・チャート 2.2% 

④•細粒安lll 岩 I 3%  

・黙曜石 1.1% 

• It質頁岩 ・はんれい名

•砂 宕•石英閃緑宕・玲 岩

・変質安 l|」岩 ・輝緑岩 ・雲母h・英片岩

・珪質変質岩

・変質玄武岩 ・ホルンフェルス ・文象斑岩

・点紋頁岩 ・流紋岩 ・閃緑岩

・溶結凝灰岩

④
―
③
 

各1.0%

① •石鏃 8.7% 

②・削 器 4.3% 

・使用痕ある糸lj片 5.8% 

③・敲 石 ]. 4% 

・打製石斧調整剥片 5.8%

•加丁一痕ある象1J)-:· 1.3% 

•石核 4.3% 

・凹 石 1.4 % 

・砥 石 1.4% 

石材

閣色頁岩
55.2% 

色
岩
％1

6
 

黒
安
1
1

① I ② 

各 0.7%

各 0.2%

①・灰色安山岩 ・細粒安山岩 ・頁 岩

・粗粒安lU 岩

②•チャート ・砂 岩

・玄武岩

各 5.8%

各 4.3%

1.4% 

第10表 石器の器種・石材組成表（包含層）
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(5) 陥穴

この土坑は楕円形の平面形を示し、坑底部に下部

施設をもつ形態的特徴をもち、陥穴としての機能が

与えられている一群である。

また、調査法についても、土坑の埋没状況、下部

施設の構造等を分析する目的のもとにスライス法も

採用され、その成果も公表されている。

今回の発掘調査によって、計15基の陥穴が確認さ

れたが、調査については次のような方法をとるもの

とした。

遺構平面プランの確認後、単軸方向を半戟し埋没

土層を記録後、全掘する。坑底面の精査を行い、棒

状痕もしくは小穴の存在を確認し、その延長線士坑

長軸方向に沿って陥穴全体を半戟する。この段階で

下部施設の再確認および断面記録を行う。これは、

坑底下における下部施設の調介に主眼をおくもの

で、これまでの調査例や今回の例によっても明らか

なように残される棒状痕、小穴が細く、深いため底

面上での確認、掘り上げという方法では遺構本来の

形態が把らえられないという判断による。

本来的には陥穴の使用状態、構造等を明らかにす

るためには、スライス法による遺構観察を行うべき

と考える。今回の調査に際しても全ての陥穴とみら

れる土坑について実施したかったが、主として調査

工程上の問題からこれを断念せざるを得ず、ここに

示す調査法となった。ただ、 C 区に 1 基確認した53

号土坑のみについてスライスによる調脊を実施して

いる。その目的、方法、得られた成果については74

~77ページに報告している。

陥穴はその使用時期について有効な情報を通常

もっていない。この遺跡の場合は砂壌土性台地に立

地することから、特徴的な埋没状況を示し複数の文

化層を含んでいる。 A·B 区旧流路縁辺に集中する

陥穴群については、この砂壌土層との関係から前期

後半から中期前半にその時期が推定される。

なお、出土土器等により時期が限定できる陥穴に

ついては、それぞれの時期に伴うものとして報告し

てあり重複するが、ここでは陥穴群として一括する。
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67号土坑（第90図 PL13) 

位置 Bf-16G 

規模開口部l.9X0.9m, 底部l. 6X0.6m

深さ 0.7m, 底部面積 0.8m'

埋土 土坑下半は砂壌土、ロームを含む崩落土が認

められ、上半に灰褐色土、砂壌土混入土がレンズ状

堆積する。

下部施設 坑底面には小さな凹みが多数みられる。

一見棒状痕に類似するが、土坑掘削に伴う痕跡であ

り、棒状痕は長軸に沿って 3 ヶ所確認できた。内 2

ヶ所は接した位置にあり、もう 1 ヶ所との間隔は

60cmである。 3 ヶ所とも小穴をもち、径20cm程度、

深さは北側小穴で35cm とやや浅く、他 2 ヶ所は50cm

の規模をもつ。棒状痕はやや不明瞭ながら各小穴に

1 本ずつ観察される。土層断面からは、小穴内に棒

状埋設物が設置され、その周囲にロームを主とした

土を埋め固定した状態が看取された。しかし、棒状

痕とみられる痕跡が不明瞭のため、形状、大きさ等

確定しにくい。ただ、深さ 50cm をもつ小穴 2 ヶ所で

は、小穴底部にまで棒状痕とみられる痕跡が達して

いないように観察されたが、この状態は南側小穴に

おいてより明瞭であった。この部分で観察すると棒

状痕は径10cm、長さ 30cm と計測される。北側の浅い

小穴は断面観察では接する小穴と重複関係をもつと

みられたが、埋土を除去すると両穴壁面が残ってお

り直接切り合うものではないことが確認された。こ

の 2 小穴が同時に存在したものか、時間的前後関係

をもつものかという点は調査所見では検証できてい

ない。
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69号土坑（第91図 PL13) 

位置 Bg • h -15G 

規模開口部l.8X l. Om, 底部l. 6X0.6m

深さ 0.9m, 底部面積 0.9m'

埋土 崩落土、流入土ともローム粒、ロームプロッ

クを含む暗褐色土により埋没する。砂壌土の堆積は

認められない。

下部施設 坑底面の精査により、小穴が 3 ヶ所確認

できた。南側に 1 ヶ所、北側に接して 2 ヶ所存在す

る。最も北側の小穴と南側小穴との間隔は80cm、北

側の 2 穴接する小穴は15cm程度の間隔がある。坑底

部の断面調査により、 3 ヶ所とも小穴を掘った後、

棒状埋設物を設置し、ロームを主とする埋め戻しが

行われ埋設物を固定した状態が観察されている。掘

り方となる小穴は径10cm程度、深さは35cm と 3 ヶ所

ともほぼ同様の規模をもっている。棒状痕はそれぞ

れ小穴中央付近に認められるが、棒状埋設物自体は

残存せず、この部分に土粒の極めて粗い、軟弱な暗

褐色土が明瞭に観察されている。坑底部 1 面のみの

断面観察であるため、棒状埋設物の大きさおよび小

穴内における状態は確定できないが、この面では径

4 cm程度で、埋設深は小穴下部に達するようにみら

れる。先端部の形状は不明である。 3 ヶ所認められ

た各小穴が、この陥穴において同時に使用されてい

たか、もしくは時間的前後関係をもつかについては、

有効な情報が調査所見からは得られていない。ただ、

今回の調査例では、 2 ヶ所が主体であり、 3 ヶ所の

施設をもつ例は確認されず、各陥穴とも一定の規格

性が看取される点からみれば、この陥穴で確認され
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た北側に接して存在する 2 小穴にも前後関係がある

ように考えられる。さらに、小穴規模の類似性は、

連続的に設定、使用されたことを示している可能性

も考えられる。

76号土坑（第92図 PL14) 

位置 Bb-16ｷ17G 

規模開口部 3.4X2.3m, 底部 2 .4 X l. lm

深さ 1 .4 m, 底部面積 2.5m'

埋土 下層には暗褐色粘質土が堆積し、その上層は

砂壌土を主とした崩落土および流入土が埋没する。

浅鉢形土器（第56図ー 1) は、第 VI層の砂壌土の流

入土中に含まれている。

下部施設 坑底面の精査により棒状痕が 2 ヶ所確認

できた。間隔は約100cmである。断面観察により、

両者とも掘り方である小穴は認められず、棒状埋設

物が直接坑底部に打ち込まれたような状態を示して

いた。北側棒状痕は、径10cm前後、坑底下埋設深40cm

で、下部先端が尖っている状態が認められる。南側

棒状痕は、径 5 cm前後、埋設深は55cm と北側部と比

較すると細く、深い。下部先端は細くなり、やはり

尖っている状態がみられる。 2 ヶ所とも棒状埋設物

自体は残存せず、土粒の粗い黒色土もしくは灰黒色
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土が存在し、その形状は明瞭に把らえられる。

52号土坑（第93図 PL14) 

位置 Ak-12G 

規模開口部 3.0X l. 6m, 底部 2.2X0.5m

深さ1. 1 m, 底部面積 l.2m2

埋土 ローム台地上に位置し、砂壌土の堆積は認め

られない。ローム粒、ロームブロソクを含む黒褐色

土、暗褐色土の崩落および流入土が堆積する。

下部施設 坑底面の精査により多数の小穴が認めら

れた。いずれも浅く、形状も不規則なものであり、

下部施設に伴う痕跡とは認められなかった。今回調

査した陥穴のうち、最初に着手した陥穴であり、坑

底部半歓前にこのような小穴を坑底面から調査して

いる。その後、坑底部の半歓を行なった。断面観察

により当初底面として小穴状の凹を調査した面は、

本来の坑底面上に堆積する褐色土（ロームを主とし

て含む）の堆積面であることが確認された。下部施

設は 3 ヶ所存在し、 50~60cmの間隔をもつ。痕跡は、

ローム層中に明瞭に区別できるが、棒状痕とみられ

る部分には灰黒色、灰褐色粘質土が堆積し、一部に

土粒の粗い軟弱な黒褐色土が観察された。小穴は径

15cm、深さ 35cm程度である。
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77号土坑（第94図 PL15) 

位置 Bh-17 • 18G 

規模開口部 2.9X l. 2m, 底部 2.6X l. lm

深さ1. 2m, 底部面積 2.4m2

埋土 陥穴下層には、ロームブロックもしくは砂壌

土を含む崩落土が堆積し、上層にロームを主とする

褐色土が覆っている。

下部施設 坑底面の精査により計 6 ヶ所の下部施設

に伴う棒状痕もしくは小穴を確認した。この痕跡は

径10cm程度で、陥穴長軸に沿って 3 ヶ所ずつ、 2 列

に規則的に並ぶように観察された。両列は極めて接

近した位置にあるが、上面でみる限り菫複はしてお

らず、いずれの痕跡もほぽ円形の平面形を保ってい

る。また、坑底面は凹凸が著しく、一見すると棒状

痕ともみえるような状態を示している。

坑底部の断面調査は、この確認状態に応じて列ご

とに実施している。ここでは、調査手順の関係から

坑底部西側に並ぶ棒状痕を A列とし、その東に接し

て並ぶものを B 列としている。

A 列は、 70~80cmの間隔をもって配置されている。

棒状埋設物自体は残っていない。土粒の粗い軟弱な

土層がほぽ垂直に観察された。ただ、下半部は粘質
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I I 第94図 77号土坑

の黄白色土が連続して認められており、この部分も

含めて棒状痕として理解できるか断定し得ない。調

査所見では、掘り方に伴う埋土として理解していた

が、上半部の棒状痕とみられる部分は、特に掘り方

の痕跡は認められず、棒状埋設物が直接坑底部に埋

置された状態を示している。その場合、下半部のみ

埋土とすることがあるのだろうか。上半部と下半部

の土層差は明瞭であり、自然的要因も関連するかも

しれないが、ここでは確定できない。

B 列も、 70~80cmの間隔をもって配置されている。

やはり棒状埋設物自体は残っていない。 B 列は掘り

方である小穴を伴っている。小穴は径15~20cm、深

さ 60cmの規模をもち、粘質黄白色土が埋土されてい

る。この埋土は、 A列の下半部に認められた土と同

種と観察された。棒状痕は、この小穴中央部に認め

られ、やはり A列上半部の土粒の粗い土と類似する。

棒状痕は、径 5 cm前後、 55cm程度の埋設深をもち、

小穴下部にまで達していない。

棒状埋設物の下端部の形状は明瞭でないものの、

A列南端部については、断面観察により尖ったもの

であることが認められている。

また、 A列• B 列とも小穴下端において地層のず

れによる切断が断面により観察されている。標高で

みると 90.15m付近、暗色帯相当層中に認められる。

B 列では、さらに明瞭に端部が切断され、約10cm程

度ずれを生じている。なお A列北端部小穴について

は深度が達しておらず、ずれは生じていない。

他の陥穴例については認められていない。

72号土坑（第95図 PL19) 

位置 Bj-14G 

規模開口部 2.2X l. Om, 底部 2.0X0.8m

深さ 2.8m, 底部面積 l.Om'

埋土 上坑の下半は、ロームブロック、ローム粒を

含む暗褐色土が堆積し、その土層を砂壌土が覆って

いる。断面観察から、この陥穴の掘り込み面は、上

面を覆う砂壌土下の灰褐色土層中とみられる。

下部施設 陥穴北半部は17号溝により切られ、さら

に東半部は農道下にあたり未調究となっている。陥
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穴のおよそ 4 分の 1 程度を検出したにとどまったこ

とになり、下部施設を含め全容は不明である。坑底

面の精杢により小穴を 2 ヶ所確認した。南側の小穴

は径30X20cm、深さ 8 cmで播鉢状断面を示す。北側

の小穴は径15cm、深さ 20cmで円筒状断面を示す。こ

の陥穴については、農道に接しているため、坑底部

の半戟調査は実施できなかった。そのため、各小穴

は平面確認の後、上面から調査している。両小穴に

は黒褐色土が埋没しており、平面形は明瞭に確認し

得ている。しかし、断面観察を行なっていないため

下部施設に伴う性格のものであるかは確定できな

い。特に南側に位置する楕円形の小穴は深さ 8 cm と

浅く、他例に比べれば極端な相違がある。また、 2

穴の間隔も 40cm と近接し、この位置関係から見る限

り陥穴の規模に比較し両者が下部施設として同時に

存在することは考えにくい。推定の域を出ないもの

の、どちらか］穴が本坑に伴う施設と考えられる。

同様な規模をもつとみられる陥穴と比較すると、北

側の小穴が位置から見て、この陥穴に伴うことが推

定できる。

この陥穴が台地縁辺に集中する陥穴群の東端に位

置する。農道を挟み東側調査区である台地中央部に

は陥穴は存在しない。当然農道下には予想されるが

台地縁辺における分布域は限定されるだろう。

A
 

A' 

17号溝

62号土坑（第96図 PL16) 

位置 Be • f -14 • 15G 

規模開口部 3.0X l. 8m, 底部 2.0X0.8m

深さ1. lm, 底部面積l. 6m2

埋土 最下部はローム粒を含む暗褐色土が堆積し、

その上層に砂壌土崩落土、最上層に砂壌土がレンズ

状堆積する。

下部施設 坑底面の精査により 2 ヶ所棒状痕が確認

できた。両者は100cmの間隔をもつ。南側小穴につ

いては複数の小穴が重複する状態が観察されてい

る。このことは坑底部半戟断面から 2 穴存在するこ

とが認められ、さらに両穴は規模に大小の差がある

と共に、時間差をもつことも把握されている。また、

断面観察により、当初確認できた小穴間にもう 1 ヶ

所棒状痕が存在することも明らかとなり、計 4 ヶ所

存在することになる。南側に存在する下部施設は径

20cm、深さ 50cmの小穴が新しく、これより小規模の

深さ 30cm程度のものが時間的に古い。また、中央部

に存在する径 6 cm、坑底下長35cmの棒状痕について

も、坑底面精査の際確認できなかった点を考えると

より古い可能性もあり得る。このように仮定すると、

径20cm、深さ 50cm程度の小穴がこの陥穴に伴う下部

施設と考えられ、より小さい棒状痕については古い

段階での下部施設とみられる。さらに、小規模の棒

状痕の陥穴内における位置をみると、この陥穴に伴

う施設としては偏在しており、陥穴の形態も小規模

なものが想定できる。陥穴の作り替えであろうか。
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63号土坑（第97図 PL16) 61 号土坑（第98図 PL18) 

位置

規模

埋土

Bc-15 • 16G 

開口部 2.7X l. 8m, 底部 2.2X0.6m

深さ1. 3m, 底部面積 1.5m2

土坑下半は黒色土、砂壌士等の崩落土で埋没

し、上半は流入土のレンズ状堆積がみられ、上部は

砂壌土が堆積する。

下部施設 坑底面の精査により棒状痕が 2 ヶ所確認

位置

規模

埋土

Au-lOG 

開口部 2.2X l. 3m, 底部l. 9X0.5m

深さ 1.om ，底部面積 0.9m'

陥穴下層には、 ローム粒、 ロームブロックを

含む暗褐色土が堆積し、その上位に黒褐色土が流入

された。この土坑については、調査区内に存在する

農道に接しており、すでに掘削深も深くなっていた

ことから坑底部の半戟調査は安全性の面から断念す

るつもりでいた。そのため、棒状痕を確認した段階

で上からその痕跡を調査することにした。その際、

他土坑の状態からみても明らかなように棒状痕およ

び小穴とも深く細いことから、 プラン確認も含めて

坑底面を 10cm程度削り込んでいる。結果としてこの

段階で確認した棒状痕は誤認であった。（第97図

破線部） このことは調査経過時にも認識されつつ

あったため、周辺整備の上、新ためて坑底面を半戟

することにより 2 ヶ所の棒状痕を確認した。断面観

察では掘り方である小穴は認められない。棒状痕と

みられる痕跡は直接ローム層中に存在する。径 8 cm 

前後、坑底下約30cmの長さをもつ。当初下部施設に

伴う小穴としたものは断面観察によっても棒状痕と

の所見は得られていない。検証できていないが、可

能性としては土坑構築時の掘削痕が考えられる。諸

磯 b 式土器片は土坑下半部の流入土中に含まれる。

~/ 
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する。この層の上面に阿玉台式土器片が流人し、

らにその上層を砂壌土が堆積する。

下部施設 陥穴を全掘した段階では湧水が著しく、

坑底面の精査が不能であったため、半歓し下部施設

の存在を確認した。坑底面には白色粘質土が 4 cm程

度の層原をもち面的に認められ、 さらに下部施設に

0 lm 
I I 

伴う小穴内にも充墳しており、人為的なものと考え

られた。小穴は 2 ヶ所存在し、約65cmの間隔をもつ。

北側の小穴は径10cm、深さ 43cm、南側のものは径

15cm、深さ42cmの規模をもつ。坑底部を当初半戟し

た際は、底面の状態が不明確であったため断面が小

穴端部にあたり、棒状痕の存在は確認できなかった。

さらに、底面の確認により、小穴内には先のように

白色粘質土が充填し、その中に径 4 cm前後の棒状痕

とみられる黒色士が複数観察できた。北側小穴で

3 ヶ所、南側小穴で 2 ヶ所存在し、各々半歓し、断

面観察を行ったが、上面で確認できた棒状痕とみら

れる複数の痕跡は、それぞれ断面でも観察され、小

穴中央付近から下部まで棒状痕が認められる。複数

の棒状痕は、極めて接した位置にあるものの、確認

した中では重複していないが、同時に存在したか否

かは断定できない。
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65号土坑（第99図 PL18) 

位置 Beｷ d-14 G 

規模開口部 2.0XO. 7m, 底部l. 9X0.5m

深さ 0.4m, 底部面積l. lm2

埋土 17号溝と重複し、土坑上半部を欠く。土層は

壁に接する部分に暗褐色土が堆積し、大半は砂壌土

により埋没する。

下部施設 坑底面の精査により 2 ヶ所の小穴を確認

した。この平面プラン確認の段階で小穴掘り方およ

び棒状痕とみられる痕跡が識別し得た。両小穴の間

隔は約80cmである。この確認状態に沿って坑底部の

断面調査を実施した。小穴は北側で径15cm、南側の

ものは10cm程度、深さはいずれも 25cmである。この

陥穴の下部施設は平面で確認した通り掘り方をも

ち、その中に棒状埋設物を設置し、小穴内に埋め戻

しを行い固定した状態が断面観察によっても看取で

きた。小穴内の埋め戻し土は、ロームを主体とし、

暗褐色土、砂壌土を混入する土が充填されるが、棒

状痕と推定される部分には、本来棒状埋設物の腐蝕

物もしくはその痕跡が残るものと考えられたが、こ

の部分には砂壌土が堆積していた。埋土中における

棒状埋設物の状態を観察していないため確定できな

いものの、小穴断面をみる限り、陥穴埋没時には棒

状埋設物が無かった状態を示しているように考えら

れる。さらに、細砂壌土の堆積状態からみて、棒状

埋設物が除去された後、あまり時間が経過しない段

階で砂壌土が堆積したものと思われ、小穴内におけ

る棒状痕の形状があまり乱れていないことからうか

がえるが、その理由は不明である。
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64号土坑（第100図 PL17) 

位置 Bd • e-15 G 

規模開口部 2.3X l. Om, 底部 2.1 XO.Sm 

深さ 0.5m, 底部面積 1.6m2

埋土 陥穴上半部は確認時に掘削してしまい失なわ

れている。最下層にしまりの強い灰褐色土が堆積し

その上部に砂壌上崩落土が存在する。

下部施設 棒状痕は 2 ヶ所確認できる。坑底部中央

長軸方向に沿って約90cmの間隔で設置される。断面

調査により、小穴内に棒状埋設物とみられる痕跡が

観察できる。この痕跡からみて埋設物は径 5 cm程

度で、約20~25cmの埋設深をもち、小穴内にはロー

ムを主とする褐色土が埋め戻されている。

南側小穴下にはローム層の標準堆積層とは界なる

ピット状の落ち込み断面が存在する。土層はやや不

安定な白色粘質土を主とし、黒色粘質土も混入して

いる。調査の際も注目したが、この段階では下部施

設に伴うものとの判断は得られなかった。この部分

のみをみると位置、形状等下部施設に伴う掘り込み

とも考えられる。しかし、北側小穴下に存在する円

形のブロック状の展についても同じような白色粘質

土を主とし、暗褐色土も混入し南側小穴下のものと

同種の土層状態が観察され、このブロソク状の存在

が人為的なものとは考えにくく、その性格が確定で

きなかったため、南側小穴下についても積極的に掘

り込みとは判断できなかったことによる。この他に、

坑底面には小穴間に円形の揺鉢状断面をもつ掘り込

みが確認できた。一旦掘られた後埋め戻されている。

下部施設に伴う構造であろうか。
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66号土坑（第101 図 PL17) 

位置 Bd • e -14 • 15 G 

規模開口部 2.5X l. 3m, 底部 2.3X l. lm

深さ 0.7m, 底部面積 2.2m2

埋土 土坑下半は砂壌上を主とする崩落土が認めら

れ、上部には砂壌土、灰褐色土がレンズ状堆積する。

下部施設 坑底部長軸方向に沿って 2 ヶ所棒状痕が

確認できた。坑底部の精査により確認した段階では

暗褐色土の円形オウランが認められたのみで、棒状

痕、小穴の区別はできなかった。両者の間隔は100cm

である。坑底部の断面観察により、この土坑に設け

られる下部施設の棒状埋設物は B 2 類に属すもの

で、小穴をもつものと判断される。小穴は径15cm 、

深さ 35cm程度の規模をもち、ほぽ垂直に掘り込まれ

棒状痕は小穴内に 1 本ずつ認められる。北側小穴内

には径 5 cm程度の棒状痕が観察される。この面で観

察すると棒状痕は小穴底部にまで達しておらず、

10cm程度の間隔をもつ。南側小穴にも棒状痕とみら

れる状態が観察できたが、その形状は北側小穴のも

のと比べると不明瞭である。いずれの小穴内にも

ロームを主とする埋め戻しが認められる。また、北

側小穴下には粘土質であるが、しまりの弱い土層が

7 cm前後の幅で縦位に認められている。明らかに自

然堆積とは異質で、何らかの痕跡とみられた。断面

観察から小穴に伴うものではなく、より古いものと

考えられるが、その性格は不明である。より古い段

階での棒状埋設物の痕跡であるのか、動、植物に起

因するものか、その他の自然的要因によるものか判
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断はついていない。これとはやや異なるが南側小穴

下にも粘土性の異質な士層がブロック状に観察され

た。この部分は漸移的な変化を示し、北側小穴下の

明瞭に分層できる状態とは異なる。やはり性格は不

明であるが、何らかの自然的要因による可能性が強

いようにみられる。

68号土坑（第102図 PL19) 

位置 Bh-14ｷ15G 

規模開口部 3.0X l. 3m, 底部 2.6X0.9m

深さ 0.7m, 底部面積 2.lm'

埋土 ローム粒を含む暗褐色土を主として堆積し、

上部に砂壌土の流入がみられる。礫は西側から埋没

面に沿って流入し、一部坑底面に接するものもある。

下部施設 小穴は 2 ヶ所確認できた。両穴の間隔は

約100cmで長軸に沿って配置される。坑底面は起伏

をもち小さな凹凸が多数あり、この部分に黒色土が

入りあたかも棒状痕のようにみられる。調査に際し

てこれら凹凸について、下部施設に伴う可能性を観

察したが、施設に類するものではなく、陥穴構築に

伴う掘削痕と考えられた。ただ、この面に棒状埋設

物を固定、補強するために埋め戻しが行われ、結果

として構築時には平坦面を形成していたようにみら

れる。このことは、土坑最下層にロームを多く含み

しまりの強い土層が堆積していたことにより、構槃

時の坑底面との分層が不明瞭であったため検証はで

きていない。棒状痕は、平面、断面観察においても

掘り方である小穴は認められない。棒状埋設物は

残っていないものの、直接坑底部に設置された状態
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が認められる。痕跡からみて、棒状埋設物は坑底面

から 40~50cm程度の埋設深をもっている。幅は両者

とも約10cmで、土粒の極めて粗い軟弱な褐色土が堆

積している。下部には、棒状痕に沿って鉄分の沈着

層が認められる。

78号土坑（第103図 PL19) 

位置 Ay-18ｷ19G 

規模開口部 3.1X l. 9m, 底部 2.1X0.8m

深さ 1 .4 m, 底部面積 1.4m2

埋土 陥穴最下部には軟弱な黒色土が堆積し、その

上に砂壌土崩落土が認められる。上層に堆積する砂

壌土の流入は、暗褐色土を間層として 2 層観察され

る。この士層からみて、この陥穴は中期前半には埋

没しており、使用時期は周辺の状況から前期に相当

するように考えられる。

下部施設 調査区南端に位置するため、路線外につ

いては一部未調査となった。また、土坑の半歓調査

も調査区縁辺であることと、掘削深の関係から実施

できなかった。つまり、この陥穴の下部施設は、断

面による観察によらず坑底部の精在の後下部施設の

平面確認を行い、上部からこれを調査している。

下部施設に伴う小穴は 2 ヶ所確認できた。一部未

調査部分があるが、位置からみてさらに増えること

はないだろう。平面確認の状態は径25cm程度の小穴

中央に、径10cmの棒状痕が観察できた。小穴部には

0 lm 
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1 ► |上

ロームを主とした埋め戻しが行なわれ、棒状埋設物

を固定している状態が看取できる。この小穴は、上

部から調査した限り、深さ 20~30cmで漏斗状をなし

ている。断面調査を行っていないため、棒状埋設物

の状態は不明である。また、小穴の規模も断面観察

による検証を必要とするが、調査所見および今回検

出した同様の規模をもつ陥穴の下部施設との比較か

ら、深さについてはここで得られた規模は妥当性が

認められる。断面形状については上部からの調資の

弊害があり調査用具の形態が反映されたものとみら

れる。

53号土坑（第104図 PL20) 

位置 Cgｷ h -01 G 

規模開口部 2.1X l. 9m, 底部l. 9X0.7m

深さ 0.8m, 底部面積 1.4m2

この陥穴については、当初の目的であった長軸断

面のスライス法による調査を実施している。その内

容については74~77 pの報告に拠られたい。

下部施設については、坑底部に 2 ヶ所小穴が確認

され、それぞれ小穴内に棒状痕とみられる腐蝕土を

観察している。この棒状痕は坑底下60cm前後の埋設

深をもつ。小穴は棒状痕の深度と一致せず上半部に

のみ観察される。この状態からみると、深さ 30cm程

度の小穴が掘られた後、棒状埋設物を埋設し、さら

に下部へ打ち込んだものといえる。棒状痕下端部の

尖った状態も観察されている。
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図版番号 出土位置器種 長さ 輻 重さ 石材 資料番号 出土位置器種 長さ 幅 重さ 石材

第26困ー I D f -5 石鏃 1.9 1.4 0.68 黒 7 Dr -5 砕片 1.8 4.4 2.83 黒頁

2 Dr-11 石鏃 (]. 9) (1.4) (0.53) 黒 8a Dr-5 砕片 1.6 2.9 2.27 黒頁

3 D s -12 石鏃 (]. 5) (0.9) (0.17) 黒 8b Dr-5 剥片 2.0 4.6 6.15 黒頁

4 Dw-7 石鏃 2.1 1.4 0.87 チ 9 Dr -4 砕片 2.2 I 8 2.50 黒頁

5 Dm-11 石鏃 2.9 1.7 1.60 黒安 10 Dr-4 剥片 2. 7 1.7 4.17 黒頁

6 D t -14 石鏃 3.3 1. 7 I 67 チ 接合資料ー30 （第32図）

7 Dm-8 石鏃 3.8 2.1 1.88 黒頁 1 Dw-6 剥片 3.0 4.2 11.37 黒頁

8 Dr -5 石槍 7.8 3.4 34 60 黒頁 2 Du -8 剥片 2.3 3.9 4.00 黒頁

9 D1-4 加剥 1.9 1.5 I. 77 珪頁 3 Du-6 剥片 2. 7 3.9 8.32 黒頁

第27図ー 1 D h -9 l 
71.45 黒頁

4 Du -6 剥片 4.3 3.8 19.68 黒頁

Dv-5 削器 7.9 5.1 
5 Du -5 砕片 2.1 2.3 2.95 黒頁

2 Dv-7 削器 6.4 7.9 99.27 黒頁 6 Du -5 剥片 2.6 4.0 6.62 焦頁

3 Dk -5 削器 2.9 4.8 13.08 黒安 7 Du -5 剥片 3.4 4. I 12.02 黒頁

4 De-5 加剥 7.8 8 8 209. 70 粗安 8 Du -6 砕片 2.1 2.0 1.43 黒頁

5 D1-6 削器 4.9 7.8 66. 73 黒頁 9 D t -6 砕片 1.8 2.6 I 63 黒頁

6 DJ -5 使剥 3.6 1.6 2.91 チ 接合貸科ー 10 （第32図）

7 Dr -7 削器 5.4 5.6 59.21 黒頁 I D v -6 射l片 2. 7 4. 7 10.24 黒頁

8 Dx-6 石核 IO.I 6.5 259. 52 黒頁 2 D t -7 砕片 2.9 2.8 4.94 黒頁

9 Dw-10 使剥 3.9 5. 7 26.97 頁 3 D t -7 砕片 1.8 1.8 1.12 黒頁

第28図ー I Dr -4 打斧 14.8 7.9 421. 42 細安 4 D I -6 砕片 1.6 2 7 1.14 里頁

2 Du -13 片刃 JO.I 6.6 431. 20 黒頁 5 Dv-7 砕片 1.6 3.4 3.50 黒頁

3 Dk-3 片刃 7.4 11.0 354. 70 黒頁 6 D t -6 使剥 2.0 4. 7 5.35 黒頁

第29図ー I Dru-7 敲石 10.4 9.5 820.40 粗安 7 D v -6 剥片 2.3 4.8 5.34 黒頁

2 Du-5 敲石 (5. I) (4. I) (92.53) 石閃 接合資科ー 12 （第33図）

3 Ds-6 l I D t -6 砕片 1.8 2.3 1.31 黒頁

D t -6 磨石 13.2 8.4 601. 46 粗安 2 D t -6 剥片 2.6 2.2 1. 94 黒頁

Du-6 3 D t -6 剥片 3.4 5.2 10.69 黒頁

4 D x -6 磨石 (10.9) (10.5) (511.70) 粗安 4 D t -6 鉗l片 2.3 3.6 3.84 黒頁

5 Dv-5 台石 33.2 21.6 6.600.00 粗安 5 D t -6 砕片 2.1 1.8 1.17 黒頁

6 Dv-5 台石 33.2 24.0 12,548.81 枡安 6 Dv-6 剥片 2.2 3.0 3.82 黒頁

7 D t -6 剥片 2.8 4.2 4.46 黒頁

；紆料番号 出土位置器種 長さ 幅 重さ 石材 8 Ds-6 l 
D t -6 剥片 2. 7 6 5 11.07 黒頁

接合脊料ー 2 （第30困） 9 D t -6 剥片 4.0 3.3 10.81 黒頁

I Dr -5 l 剥片 10 D t -6 砕片 3.3 2.2 3. 73 黒頁

D t -6 砕片
3.4 6 I 25.96 細安

11 Dt-6 砕片 1.13 黒頁1.9 I. 9 

2 D t -6 剥片 2. 7 3.9 9. 17 細安 12 D t -6 砕片 2.2 3.0 2 56 黒頁

3 Dt-6 剥片 2. 7 4.3 15.25 細安 13 D t -6 砕片 1.6 1.5 0 60 黒頁

4 D t -6 加剥 2.9 4 4 9.64 細安

5 D t -6 砕片 1.7 2.9 1.95 細安 図版番号 出土位置器種 長さ 稲 重さ 石材

接合資料ー 3 （第30図）

I Dk-8 剥片 4 4 4 3 9.88 細安 第43回ー 10 B63土坑使剥 15.5 6.6 247. 10 黒安

2 Dk -8 砕片 3.4 2 3 3.64 細安 11 Ba -18 削器 7.0 8 6 92.10 黒頁

3 Dk-8 剥片 4. I 4.9 22.47 細安 12 B68土坑片刃 7.2 10.3 215.40 黒頁

4 Dk -9 剥片 3. 7 5.6 28 44 細安 13 Ba-17 石鏃 3.0 1.4 0.94 黒

5 Dl-8 剥片 5.2 4.9 26.96 細安 第56図ー 2 B76土坑使刺 5.8 8.4 79.20 黒頁

接合資料一 11 （第31 図） 3 B76土坑使剥 11.5 9.2 251 20 黒頁

1 Dv-6 剥片 2.5 3.0 4.44 黒頁 第57回ー I B61土坑石鏃 2.4 1.6 1.06 珪頁

2 D s -5 l 2 Ar -12 石鏃 3.3 5.6 1.56 黒安
Dw-6 剥片 5.2 4.1 18.53 黒頁

3 A s -10 石鏃 黒1. 7 1.5 0.40 

3 Dr-4 剥片 3.1 1.9 5.32 黒頁 4 A t -10 打斧 (5.4) (4.3) (41.53) 頁

接合脊科ー］5 （第3] 図） 5 An -12 削器 5. 7 3.6 12.99 黒頁

1 Dr -4 砕片 2.1 4.4 5. 76 黒頁 6 At -15 削器 7.2 1.9 9.68 黒頁

2 Dr-4 剥片 2.8 2. 7 5.60 黒頁 7 Av-]] 削器 5.4 4.5 25.08 黒頁

3 Dv-5 使剥 3.3 4.8 11.46 黒頁 8 A s -14 削器 5.6 8.6 51.65 変玄

4 Dr-4 剥片 1.9 5.1 3.36 黒頁 9 An -14 削器 3 2 9.5 43.42 黒頁

5 Dq-4 砕片 1.4 2. 2 1.00 黒頁 10 Al-9 削器 4. 7 7.6 52.65 黒頁

6 D t -5 剥片 2 9 4.9 13.17 黒頁

第11 表縄文石器計測表(1)
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図版番号出土位置器種 長さ 幅 菫さ 石材 図版番号 出土位置器種 長さ 幅 重さ 石材

11 Aw-12 削器 8. 7 12.0 424.90 黒頁 8 B q -22 打斧 (8.0) (4. 7) (105.90) 細安

12 A t -15 削器 5.3 7.0 70.54 黒頁 9 Dr-II 打斧 (2.5) (3.5) (8.50) 黒頁

13 A u -10 削器 3.5 7.6 21. 72 黒頁 10 D q -13 打斧 (2.6) (3.4) (9.80) 黒頁

14 A t -12 l 削器 12. 7 12.2 269.83 細安
11 Cu-6 打斧 (JI.I) (5.3) (154. 70) 黒頁

Av -12 12 B g -18 打斧 10.8 4.3 84.60 黒頁

第58図ー 1 Av -13 加剥 6.3 7.5 75.39 黒頁 13 D 1 -10 打斧 (5.4) (3.6) (31.70) 黒頁

2 Av-IO 加剥 3. 7 6.5 29.60 黒頁 14 D 区22住打斧 11.8 4. 7 122 60 砂

3 Av -12 加剥 3. 7 4.4 18. 77 黒頁 15 B t -19 打斧 11 7 5.7 86 10 黒頁

4 A s -12 使剥 5. 7 8.8 58.27 黒頁 16 D h -10 打斧 (6 3) (4.3) (28 50) 黒頁

5 A t -13 使剥 3.6 6.8 14.51 黒頁 第82図ー 1 D 区 2 溝打斧 11.1 7.6 188.20 黒頁

6 As-9 使剥 4.2 4.3 7.37 黒安 2 B m -20 打斧 (6.1) (5.4) (83.60) ホ

7 A v -12 使剥 5.2 6.2 41. 74 頁 3 Ea-7 打斧 (12.2) (5.9) (164.80) 細安

8 Au-9 使剥 9. 7 9.2 232.80 黒頁 4 B r -17 打斧 14. 7 6. 7 383. JO 黒頁

9 A w-12 使剥 5.5 4.8 37.17 黒頁 5 ~ p -17 片刃 16.0 14.2 1,391.50 灰安

10 Av -13 剥片 3.2 2.3 3.54 珪頁 第83図一 I Bu -17 削器 3.6 6.9 26.00 黒頁

11 A y -12 加剥 9.2 11.0 412. 30 黒頁 2 CI -3 削器 3.8 5.0 14.00 黒頁

12 Ax -12 石核 4.9 7.0 72.80 黒頁 3 B h -17 削器 4.9 6.6 47.50 黒頁

13a Av-12 使剥 6.4 6.4 57.78 黒頁 4 B 1 -15 削器 3.8 5.3 21.50 黒安

13b A v -13 使剥 5.4 8.0 29.32 黙頁 5 Dr -13 削器 7. 7 9. 5 280.90 黒頁

第59図一 I Ax -12 敲石 ] 4 5 9. 7 1.350.10 粗安 6 DJ -5 削器 7.9 10.5 156.60 黒頁

2 A w-13 敲石 13.0 9.2 856.00 粗安 7 B t -17 削器 6.2 10 3 194.20 黒頁

3 A u -10 磨石 8.2 6.1 196.10 粗安 8 Bd-17 削器 (6.2) (6.3) (31.10) 黒頁

第79図ー 1 Bc-17 石鏃 1.8 1. 5 0.44 チ 第84図一 I Ct -3 加剥 2 8 4.5 8.40 黒頁

2 B t -17 石鏃 2.4 1.4 0.62 珪頁 2 D 1 -10 加剥 2. 7 4 2 12.40 黒安

3 B u -21 石鏃 2.6 1.4 0.86 チ 3 B q -22 加剥 4. 7 6 2 37.50 黒頁

4 B u -18 石鏃 2.3 1.6 0.99 黒 4 B v -18 加剥 4. 2 3 9 23.80 黒頁

5 B q -19 石鏃 2.3 1. 5 0.66 黒頁 5 C 区27溝加剥 4.4 4 5 21.50 黒頁

6 B p -16 石鏃 2.6 1. 7 0.91 黒頁 6 Cm-2 加剥 4.4 4 3 40.60 黒頁

7 Bb-4 石鏃 (2.0) (1.2) (0.77) 黒安 7 B q -15 加刺 (4. 7) (5 6) (30. 10) 黒頁

8 D q ~ 7 石鏃 (2.1) (1.3) (1.46) チ 8 C t -24 加剥 4.6 6. 7 40.20 黒頁

9 C 区30溝石鏃（1.6) 1.8 (0.77) 黒安 9 B h -15 加剥 (5.0) 2.9 (19.20) 黒安

10 C v -5 石鏃 (2.2) 1.8 (1.18) チ 10 B h -18 加剥 (5.0) (4.4) (17.00) 焦頁

II D 区］0溝石鋭（2. 7) 2.0 (0.86) チ 11 B 1 -15 加剥 (5.6) (5 3) (30.20) 黒安

12 D 区24住石鏃（2.3) (2.1) (1.67) 黒頁 12 B p -22 加剥 (6.1) (7.8) (73.90) 黒頁

13 B 区表土石鏃 (2 .4) (1.4) (0.94) チ 13 C n -4 使剥 4. 7 5.3 24.00 黒頁

14 B h -20 石鏃 (2.1) I. 5 (1.85) 黒安 14 D c -2 使剥 4. 7 6.4 32.00 黒頁

15 Be-17 石鏃 3.3 2.2 I 75 黒安 15 Bo -15 使剥 4.4 5.6 13.90 黒頁

16 B d ~15 石鏃 2.8 I. 9 2 05 チ 16 B79土坑使剥 7.3 8. 7 90.10 黒頁

17 Bd~l6 石鏃 (2.3) I. 9 (I 57) 黙 17 Dq-14 使剥 4.1 3.1 8.60 頁

第80図ー 1 B r -20 石鏃 (2.1) (1.9) (I 13) 黒安 18 B f -15 使剥 (5.2) (4.2) (21. 90) 黒頁

2 D 区 61主石鏃 3.6 1.8 1.67 黒頁 19 C u -3 使剥 5.2 4.0 27.20 黒頁

3 B f -16 石槍 (5.8) (3.9) (33.80) 黒頁 20 B ct -18 f吏剥 7.5 9.6 117 30 黙頁

4 B p -19 石鏃 2. 7 1. 5 0.95 黒頁 21 C s -2 使象ij 5.1 4.9 22 10 黒頁

5 C k -25 石鎌 2. 7 l. 7 1.17 黒頁 22 Bo -19 使剥 8.2 5.1 52.20 黒頁

6 A 区覆土石鏃 3.5 1.9 2.04 黒頁 第85図ー I D p -12 石核 10. 7 9.2 864 10 灰安

7 Cg -1 石槍 (5.0) (2.5) (14. 50) 黒頁 第86図ー I Bd-11 磨石 10.8 7.5 437.80 粗安

8 C 区26溝石匙 3.8 4.2 5.90 黒頁 2 Cm-1 磨石 (8.3) (8.2) (322.80) 粗安

9 B d -15 石匙 3.8 (5.9) (12 30) 黒頁 3 B h ~ 18 石Jlil 12.5 14.1 695 30 粗安

10 Bk~l8 石匙 2.8 (4.1) (4.60) 黒 4 Bo -18 凹石 9.4 7.6 374 80 枡安

ll B p -20 石匙 (5.0) (5.3) (26.00) 黒貞 第87図ー］ Cm-I [llj石 10.9 7.2 422 30 粗安

12 Bh-15 ピエス 5.3 4.5 47.80 黒頁 2 B r -23 凹石 11. 9 7.2 402 90 序Jl安

第8] 図一 I CV -I 料斧 (3.4) (5 4) (65.30) はんれい 3 B g -19 敲石 (] 0.6) (9.9) (726.10) 石閃

2 B n -22 打斧 6.8 4 7 41. 90 黒頁 4 Dy -14 凹石 11.0 9.1 505.60 利安

3 C s -23 打斧 (5.3) 3 2 (27.30) 黒頁 5 D 区表採敲石(15.9) 12.4 (I.039.30) 枡安

4 C 区26溝打斧 (7.8) (5.1) (87.40) 頁 第88図一 I Cm-I 敲石 (7.2) (5.5) (166.40) 枡安

5 Cn-3 打斧 9.6 4.6 100.90 粗安 2 Cm ー］ 多孔石 11.2 10.6 1,039.90 枡安

6 Cs-J 打斧 (7.3) (4 5) (67. 70) 粗安 3 Cm-3 敲石 11. 7 8.2 633. 70 粗安

7 D q -IO 打斧 (7.9) (5.5) (141.10) I火安 4 B p -2] 多孔石 19.3 15.4 6.450.00 粗安

5 D 区表採磨石（］7.3) (7.8) (627.60) 粗安

第12表縄文石器計測表（2)
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4. 古墳時代

古墳時代の遺構としては住居一軒 (1 号住居）が

確認されている。その他には古墳を含め遺構は認め

られていない。遺構以外にはグリッド調査時もしく

は他時期の遺構埋土内から古墳時代に相当するとみ

られる遺物が出土している。いずれも断片的な資料

であるが、特徴的な遺物も含まれており注目される。

ここでは、これら遺構に伴なわない遺物をグリッ

ド出土遺物とし、 1 号住居とともに報告する。

(1) グリッド出土遺物（第105図 PL 82 • 83) 

1 は古墳時代初頭のいわゆる「結合器台」の張出

部にあたる。脚部から外反して端部は面取り。内面

ナデ、外面は放射状の箆みがき。胎上に粗粒を含む。

焼成は良好で均質。色調は明赤褐色 (5YR5/6)。時

期は古墳時代初頭。 2 は紡錘車形石製品の欠損品で

直径4.2cm、厚さ 0.9cm を測る。上面は断面孤状の研

磨で 3 段に作り出す。中央孔は直径 4 mmで垂直に穿

ち、回転擦痕を残す。石材は暗緑色の変質玄武岩。

段状の同心円研磨や穿孔の痕跡からロクロ様回転工

具の使用も考えられる。一般的に「碧玉製紡錘車」

と呼称されるが、前期古墳副葬品の例が多く、又奈

良県桜井市メスリ山古墳から鉄製軸芯に管玉状石製

品 2 個と組み合わせた儀器ともみられる例が発見さ

れたことから“紡錘車”としての実用は疑わしい。

3 は頁岩製の臼玉で、直径1.5cm、厚さ 5 mm を測る。

中央孔は直径3.5mmで、上方からの回転穿孔。側面

は擦痕、上面に剥離が見られる。

¥ II 

三／コ
-[\I、/‘/‘‘:0-0 

cこ9ここ＇：］ ［こミ:::, 2 

凸＿＿~ 3 

゜第 105図 グリッド出土遺物（古墳時代）

5cm 

(2) 1 号住居（第106図 PL 25 • 26 • 82) 

位置 Dr-12 • Dt-13G 

D 区砂壌土性台地縁辺にあたり、今回の調

査区内では一軒のみ存在する。

平面形東西5.25m 、南北4.9m の規模をもつ長方

形平面で、各隅は丸末をもつ。

面積 21.0m'

壁 ほぼ垂直に立ち上る。壁高（確認面から床

面までの深さ）は平均25cm程度である。

床 面砂壌土ブロックを含む黒褐色土による貼り

床をもつ。床面は多少の凹凸がみられるが

ほぼ水平であり、全面にわたり良好な面が

認められる。とくに主柱穴 4 本を結ぶ住居

中央付近は硬い面が形成されている。貼り

床は 5 cm前後の層厚をもつ。

柱 穴 4 ヶ所確認された。 4 柱穴とも類似する形

状、規模をもち、径20cm、深さ 50cm程度で

あり、掘り方は明瞭である。柱穴もしくは

柱自体の存在は確認できなかった。柱穴配

置は規格性が認められ、住居対角線上に設

定され、住居平面形に相似した長方形の配

置となる。柱穴間の規模は東西2.6m 、南

北2.2m であり、柱穴と壁の距離は1.0m~

1. 2m 程度の間隔をもつ。

炉 北側柱穴間中央部に設定される。径65cm程

度のやや不整円形をなし、深さは約50cm 、

北側に高杯の杯部（第107図 6) が埋設さ

れる。

周溝幅15cm、深さ 10cmの小溝が壁下に全周する。

埋土土層は浅間 C 軽石を多量に含む黒色土が堆

積し、下部には焼土ブロック、炭化材を多

く含む。

住居の 火災住居である。埋士下部から床面にかけ
特徴

多量の炭化材が認められ、床面には火熱を

受けた痕跡も残っている。炭化材、焼土は

住居北西部に集中する傾向が認められる。

埋土下部から床面にかけ、比較的まとまっ

た遺物が得られている。（第107図）
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(1) 住居

この時期の竪穴住居は23軒が

確認、調査された。これらの住

居は調査区東側、台地縁辺にあ

たる D 区に集中し、表土下砂壌

土層上面を確認面としている。

遺構確認段階で一部床面の露出

する住居も存在しており、当時

の生活面はすでに失なわれてい

る。 23軒の住居のうち、 10軒 5 ¥ 

口 f 20 号住 ゜

例について重複が認められ、他

の13軒は単独に存在している。

各住居は掘り方をもち、貼り床

を構築しているが、 4 軒につい

ては、この貼り床が 2 面にわた

る例が確認されている。この 2

面の貼り床は10cm程度の間層を

もつが、上部貼り床を構築する

際は掘り方をもたず、その結果

下部貼り床が残ったものといえ

る。さらに特徴としてこの 4 軒

のうち 3 軒について主柱穴 (4

本主柱）をもつことがあげられ

る。これ以外の住居については

認められないか不明なものがほ

とんどである。

カマドは全て東壁部に設けら

れ、構築に際し袖部、天井部に

大型礫、粘土塊もしくは瓦類を

用いる例が目立つ。

逍物は、杯・甕など土器類を

主体とし、紡錘車・鉄製品（刀

子、釘等）が出土している。杯

類の中には墨書も目立ち、総数

20点が確認されている。この他

砥石、薦編石とみられる棒状礫
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等も含まれる。土器類は住居下面上にて比較的豊富

に得られており、これらの出土土器から各住居の時

期を見ると 8 世紀後半から 9 世紀後半に存在したも

のと考えられる。これら住居以外の遺構としては、

時期が確定できないものの掘立柱建物とみられる柱

穴のまとまりが 4 棟認められ、位置は D 区、住居群

内に存在する。なお、この 4 棟以外にも柱穴状の小

ピットは多数確認されているが、配置が不規則なた

め、建物跡としてはこの 4 棟にとどまった。土坑に

ついてもそのほとんどが時期不明であるが、 B 区に

位置する 79号土坑については浅間 B 軽石に埋没して

いるため、この項に報告しておくものとしたい。

第13表住居・遺物一覧表

住居番号 位置 面積 時期 主軸方位 出土土器（実測図掲載以外の土器片を集計している。） 胆牢ゴ日 鉄器 挿因 写庚

2 号住居 Du 08 5.5m' 8c後 N-93ー-E 土師杯（口 14 胴56) 須恵売（胴 4) 109 27 

Du 09 83 

3 号住居 Os 08 10.9m' 9c前 N-101ー-E 土師杯（口78 胴349) 土師甕（口 19 胴 131) 1 110 28 

Dt 09 須恵杯（口 7 胴22) 須恵甕（胴 5) 蓋 l 83 

4 号住居 Dq 11 13.6m' 9c前 N-102ー-E 土師杯（口 149 胴389) 土師甕（口39 胴690) 3 lll 29 83 

Dr 11 須恵杯（口25 胴23) 須恵甕（胴15) 瓦片 3 112 84 95 

5 号住居 Do 10 30.2m' 9c 中 N-98ー-E 土師杯（口 196 胴615) 土師甕（口79 胴1218) l 113 30 

Dp 10 須恵杯（口75 胴140) 須恵甕（口 5 胴44) 瓦 3 114 85 95 

6 号住居 Dp 08 16.4m2 8c後 N-83ー-E 土師杯（口 155 胴254) 土師甍（口42 胴713) 115 31 32 

Dq 08 須恵杯（口 11 胴 17) 須恵甕片 5 116 85 86 

7 号住居 Dp 06 10.6m' 9c前 N-86ー-E 土師杯（口78 胴352) 土師甕（口 9 胴242) 1 117 33 86 

Dq 07 須恵杯（口 16 胴 15) 須恵甕片 9 95 

8 号住居 Dm 09 17.2m' 9c 中 N-92ー-E 土師杯（口 150 胴 169) 土師甕（口 36 胴1067) 1 118 34 86 

Do 10 須恵杯（口41 胴63) 須恵甕片17 瓦片 l 119 95 

9 号住居 Dn 07 17.2m2 9c前 N-82ー-E 土師杯（口 155 胴302) 土師甕（口70 胴952) 4 120 35 87 

Do 07 須恵杯（口22 胴37) 須恵甕（口 1 胴l0) 須恵蓋 1 121 95 96 

10号住居 Dy 05 8c後 N-52'-E 土師杯（口22 胴57) 土師甕（口 9 胴406) 122 36 

Ea 05 須恵杯 5 須恵売 l 須恵蓋 l 123 88 

JI号住居 Dn 10 11.5m' 8c後 N-72ー-E 土師杯（口 16 胴52) 土師甕（口22 胴226) 124 37 

Do 10 須恵杯（口 2 胴 5) 125 88 89 

12号住居 Dn 08 9c前 N-84ー-E 土師杯 ([11 胴29) 土師売（口22 胴 17 1) 126 38 

Do 08 須恵杯（口 1 胴 2) 須恵蓋 l 89 

13号住居 DI 08 18.3m' 8c後 N-81ー-E 土師杯（口 194 胴308) 土師甕（口35 胴632) 1 127 39 89 

Dm 08 須恵杯（口 15 胴 8) 須恵甕片 l 須恵椀片 1 128 90 

14号住居 Dk 08 16.2m' 9c 中 N-84ー-E 土師杯（口 31 胴215) 土師売（口 36 胴655) 1 129 40 

Dm 08 須恵杯（胴15) 須恵甕片13 須恵椀片49 須恵蓋 5 130 90 

15号住居 Om 12 20.8m' 9c後 N-99ー-E 土師杯（ロ 104 胴261).t師甕（口 191 胴 1895) 1 131 41 91 

Dn 12 須恵杯（口49 胴94) 須恵甕（日 2 胴61) 須恵蓋 4 132 96 

16号住居 Di 09 15. 7m' 9c 中 土師杯（口 15 胴25) 土師甕（口 12 胴120) 133 41 

Dk 09 須恵杯片 2 須恵甕片 2 91 

17号住居 De 01 14.2m' 18住よ N-90ー-E 土師甍片 11 134 42 

Df 01 り古い

18号住居 Df 01 9.5m' 9c後 N-86ー-E 土師杯（口 1) 土師甕（口 7 胴77) 135 42 

Dg 01 須恵杯片 4 瓦片 l 91 

19号住居 切 09 10. l m2 8c N-89ー-E 土師杯（口47 胴82) 土師甕 (U25 胴381) 136 43 

Dk 09 須恵杯（口 2 胴 I) 137 91 92 

20号住居 Dd 08 15.6m' 9c初 N-98ー-E 土師杯（口42 胴59) 土師甍（口42 胴998) 2 138 44 

De 08 須恵杯（口 5 胴 7) 須恵甕 (LI 2 胴11) 139 92 93 

22号住居 Dd 08 8.lm' 9c 中 N-101ー-E 土師杯（口20 胴48) 土師売（口42 胴64) I 140 45 

須恵杯（口 10 胴 3) 須恵甕（胴17) 93 96 

23号住居 Dn 13 (8.5m') 8c後 N-6!0-E 141 46 

Do 12 93 

24号住居 De 10 32.0m' 9c前 N-94ー-E 土師杯（口 156 胴354) 土師甍（口39 胴1088) 2 4 142 47 93 
I 

Df 10 須恵杯（口25 胴26) 須恵甕（口 3 胴12) 須恵薔 2 144 94 96 

25号住居 Om 12 (14.0m') 9c後 N-104'-E 土師杯（口46 胴64) 土師甍（口38 胴794) I 1 145 48 

Dn 12 須恵杯（口 9 胴25) 須恵売（口 1 胴 5) 146 94 
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2 号住居（第109図 PL27 • 83) 

位置 Du-08 • 09 Dv-08 • 09 

平面形横長長方形

規模 3.3m X2.3m 

床面積 5.5m' 

方位 N -93ー -E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は平均40cm

床 黄褐色砂壌土をブロック状に含む黒褐色に

より層厚 5 cm程度の貼り床を形成する。貼

り床は住居全体におよび、硬く良好な面を

もっている。面は平坦であるが、わずかに

南東側に傾斜する。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。幅50cm 、

奥行き 60cmの規模をもち、天井部に用いら

れたとみられる礫（第109図 5)が出土して

いる。煙道部分は不明。

周溝幅10cm、深さ 5 cmの小溝が壁に沿って全周

する。

貯蔵穴 カマド南側、南東隅に径45cm、深さ 20cmの

小穴が確認された。

掘り方 カマド前、住居北西隅周辺に明瞭な掘り方

が存在し、そのうえに貼り床を形成する。

菫 複 最近の耕作等による攪乱が部分的に認めら

れるが、他遺構との重複関係はない。

土層説明

l 層 白色軽石粒を多く含む黒褐色土

2 培 白色軽石粒、焼土粒、ローム粒を含む褐色土

3 層 ロームプロ・Jク、焼土粒を含む黒褐色土

4 層 ほとんど央雑物を含まない灰褐色土

掘り方 褐色土プロックを含む黒褐色土

I 0:, 

L=91.10m 
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l 陪 焼土、白色軽石粒を含む黄褐色土

2 層 焼土、砂壌土を含む褐色土

3 培 焼土、砂壌土を含む黒褐色土

掘り方 焼土を含む黒褐色砂壌土
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カマド

l 層 焼土、白色粒子、炭化物を含む黒褐色土

2 層 焼土、炭化物を含む黄褐色土

3 層 焼土を多量に含む黄褐色土

掘り方 焼土プロJク、炭化物を含む暗褐色土
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3 号住居（第110図 PL28 • 83) 

位置 Ds-08 • 09 • 10 Dt-08 • 09 • 10 

平面形横長長方形

規模 4.6m X3.3m 

床面積 10.9m' 

方位 N-101°-E

壁 ほぽ垂直に立ち上る。確認壁高は30~40cm

である。

床 黄褐色砂壌士をプロック状に含む暗褐色上

により貼り床を形成するが、部分的に地山

を利用する。床面は住居全域にわたり確認

され、ほぼ水平で硬く良好な状態である。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央南寄りに設置される。幅60cm、奥

行き 80cm程度の規模をもつ。袖部には粘土

塊が配置される。調査時には砂岩かと見ら

れたが、その後砂粒を多最に含む粘土によ

る工作物であることが確認された。

また、掘り方調査に伴い袖部にはこの粘

土塊設置用の小穴も検出され、同時にカマ

ド中央部には支脚設置に設けたとみられる

小穴も存在する。なお、支脚自体は検出さ

れていない。

周溝幅10cm 、深さ 5 cm程度の小溝が壁下に巡る。

カマド付近、南西・北西隅付近に途切れる

部分があるが、使用時には全周していた可

能性も否定できない。

貯蔵穴 カマド南側、南東隅に径35cm、深さ 20cmの

小穴が認められている。周溝と接しており、

貯蔵用施設との調在所見も得られていない

が、位置的関係から推定されるにすぎない。

掘り方 床面下は多少の起伏をもつ程度であり、明

瞭な掘り方形状は認められない。

3 号住居土層説明

1 層 白色軽石粒、焼土粒、炭化物粒を含む黒褐色砂質土
2 層 ,, ,, ,, ,, 黄褐色土

3 層 焼土粒を多最に含む黄褐色土

4 瑶 焼土プロックを含む灰褐色土

掘り方 砂壌士プロックを含む暗褐色土
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4 号住居（第111 • 112図 PL29ｷ83ｷ84ｷ95) 

位置 Dq-11 • 12 Dr-11 • 12 

平面形縦長長方形

規模 3.8m X4.5m 

床面積 13.6m' 

方位 N-102°- E 

壁 ほぱ垂直に立ち上る。確認壁高は45~55cm

程度である。各辺は直線的であるが、各隅

は丸みをもつ。

床 砂壌土ブロック、焼土粒を混入する黒褐色

土による貼り床を形成する。床面は、住居

中央部に主として硬く良好な状態が確認さ

れるが、縁辺部はやや不明瞭となる。面は

小さな起伏をもつが、ほぼ水平に構築され

る。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央部に設置される。幅55cm、奥行き

60cmの規模をもつ。袖部は住居内にはとん

ど張り出さないが、この部分には平瓦（第

112図）が設置され、さらに粘土により固

定されている。

周溝幅20cm、深さ 2 ~5 cmの小溝が南壁および

カマド北側から北陪にかけ巡る。西壁部に

は確認されていない。

貯蔵穴 カマド南側、南東隅に径40cm、深さ 17cmの

小穴が確認されている。この部分には上師

器杯などの土器類が集中する傾向がある。

掘り方 住居中央部に地山が残り、縁辺部がやや深

めに掘り込まれる。中央部の地山が高く残

る部分の床面が硬く良好な面となってい

る。掘り方埋土は砂壌土を混在する暗褐色

土である。

その他 床面近くに炭化材が数点出土しているが、

他に火災住居としての痕跡は認められな

し ‘o

4 号住居土悩説明

1 培 白色粒f、焼土粒を含む暗褐色砂質土

2 培 白色粒子、焼土粒を含む黒掲色土

3 附 炭化物、焼土を含む黒褐色土

掘り方 砂壌土、ローム粒、焼土粒を混在する
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カマド

1 培 焼土、白色粒を含む灰褐色土

2 料 粘土プロ・Jクを多く含む黄褐色土

3 梧 焼土プロ・Jク、灰を含む褐色土

掘り方 焼土、灰、炭化物を含む灰褐色土
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5 号住居（第113 • 114図 PL30 ｷ85 • 95) 

位置 Do-10·11 Dp-10ｷ11ｷ12 

平面形不整方形

規模東辺 6m 西・北辺5.5m 南辺 5m

床面積 30.2m' 

方位 N-98°- E 

壁 ほぽ垂直に立ち上り、確認壁高は30cm程度

である。

床 褐色土を混入する黒褐色土により層厚 5 cm 

程度の貼り床を形成する。貼り床は住居全

面に及ぶが縁辺部ではやや軟弱となる。

柱穴住居対角線上に 4 ヶ所認められる。径30~

40cm、深さ 50~70cmの規模をもつ。各柱穴

間の距離は東西方向で1.8m 、南北方向で

3m を測る。これら柱穴には各部分とも複

数の小穴が認められている。住居には菫複

の痕跡は認められていないため、これら各

小穴が柱穴とすれば継続的使用における建

て直しが行なわれた結果かも知れない。

カマド 東壁中央に設置される。幅70cm、奥行き 50cm

の規模をもつ。

周溝認められない。

貯蔵穴 住居南東隅に径80cm X50cm、深さ 20cm程度

の規模のものが認められ、遺物もこの部分

に集中する傾向がある。また、これに接し

てより古い小穴も存在するが建て直しに伴

うものであろうか。

掘り方 住居縁辺部が凹み、中央部の地山が残る形

状を示す。この部分には褐色土をプロック

状に含む暗褐色土が堆積する。

6 号住居（第115 • 116図 PL31 ｷ32ｷ85ｷ86) 

位置 Dp-07 • 08 • 09 Dq-07 • 08 • 09 

平面形縦長長方形

規模東辺4.7m 西辺 4m 南・北辺4.2m

床面積 l6.4m2 

方位 N -83ー-E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り確認壁高は40cm程度で

ある。各辺は直線的であるが、隅は丸みを

もつ。

床 15cm程度の比高をもって 2 層の床面が確認

されている。上層の床面は白色粒子、焼土

粒を含む黒褐色土による層厚 5 cm程度の貼

り床で、硬く良好な面を形成している。貼

り床は住居全域におよび、ほぼ水平な面を

もっている (6 a 号住居）。下層の床面は

砂壌土プロックを含む黒褐色土による貼り

床であり、上部からの破壊は少なくやはり

住居全域におよぶ (6 b 号住居）。

この 2 層の床面は当然時期を異にして形

成されたものであろう。住居平面形からは

重複の痕跡は認められず、カマドも 1 ヶ所

のみ検出されている。しかし、北側柱穴に

ついては接して 2 穴づつ存在し、時期差を

もって柱穴が掘り込まれたことを物語って

いる。このような点からみれば、平面規模、

カマドの位置等を基本的に移動する事なく

建て替えもしくは床面の貼り替えがこの住

居において行なわれたことが推定できる。

柱穴北側 2柱穴は住居対角線上に位置、南側は

住居南壁部に 150cmの間隔で 2 柱穴並ぶ。

下層の床面に伴う住居(6 b 号住居）につい

ても多少位置がずれるが、ほぼ同様な 4 柱

穴が認められる。各柱穴は径30cm 、深さ 25cm

\ ここ］ー／

゜ 10cm 

第115図 6 号住居出土遺物 127 



|の 0/ 

ヽ
.!_ 3 

゜

゜
ｮ
 

カマド

l 層 白色粒子、焼土を含む褐

色砂質土

2 層 焼土を含む灰褐色粘質土

3 層 焼土、炭化物を多乱に含

む黄褐色土

掘り方 焼土、砂壌土を含む暗

褐色土
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`>

Q

)
 

F
 掘り方

叫／ミ

第116図 6 号住居

L=91.40m 

゜
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程度の規模をもつ。

カマド 幅75cm、奥行き 90cmの規模をもつ。

周 溝 6 a 号住居は幅15cm、深さ 5 cmの小溝が壁

下に全周し、 6 b 号住居は同規模の小溝が

南西隅部に認められる。

貯蔵穴 住居南東壁に接して径65cm、深さ 29cmの規

模の穴が認められる。

掘り方 6 a 号住居には認められない。 6 b 号住居

には浅い掘り方が存在し砂壌士ブロックを

含む黒褐色土が堆積する。この埋土上面が

6 b 号住居の床面を形成する。

6 号住居土層説明

l 層 白色軽石粒、焼土粒を含む黒褐色砂質土

2 培 白色軽石粒、焼土粒を含む黒褐色粘質土

3 培 白色軒石粒、焼土粒、砂壌土を含む灰褐色土

4 層 白色軽石粒、焼土粒、砂壌土を含む里褐色土

7 号住居（第117図 PL33ｷ86 • 95) 

位置 Dp-06 • 07 Dq-06 • 07 

平面形横長長方形

規模 3.7m X3.4m 

床面積 l0.6m2 

方位 N -86ー-E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は平均35cm

である。

床 砂壌土を主体とする貼り床が形成される。

全体的にやや軟弱であるが、ほぼ水平な面

をもつ。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央やや南寄りに設置され、幅55cm 、

奥行き 60cmの規模をもつ。

周溝認められない。

貯蔵穴 住居南東隅に径60cm、深さ 20cmの規模をも

つ穴が認められる。

掘り方 全体的に底面が掘られるが、縁辺部がやや

深い傾向がある。砂壌土を主とする埋土が

堆積し、上面を床面とする。

董複住居南壁部に土坑状の攪乱がある。

8 号住居（第118 • 119図 PL34ｷ86ｷ95) 

位置 Dm • Do-09 • 10 Dn-08 • 09 • 10 

平面形横長長方形

規模 4.9m X4.Zm 

床面積 l7.2m2 

方位 N -92ー-E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は平均25cm

である。

床 褐色粘土粒、焼土粒を含む黒褐色土による

貼り床が形成される。面はほぼ水平で硬く

良好である。

柱穴認められない。

カマド住居東壁中央部に設置される。幅50cm、奥

行き 70cm程度の規模をもち、両袖部には礫

（粗粒安山岩）が配置される。また、焚口

中央部にも支脚として棒状礫（粗粒安山岩）

が設置される。

周溝認められない。

貯蔵穴認められない。

掘り方 この住居は2/3程度 11号住居と重複してい

る。 11号住居を切って構築されているが、

掘り方は浅いものとみられ、 8 号住居床面

下約15cm下位に存在する 11号住居床面を破

壊していない。カマド部についても同様で

ありカマド使用面下には15cm~20cmの間隔

で11号住居の床面が良好な状態で検出され

ている。 11号住居と重複する部分について

は、掘り方の形状は把握されていない。

しかし、 11号住居と重複していない部分

である住居北側から西側にかけては掘り方

形状が把握されている。この掘り方形状は

11丹住居重複部と比較すると明瞭であり、

偶然の結果とはいえず、住居構築に際し何

らかの理由があったのだろうか。
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土層説明

1 培 焼土粒、炭化物粒、白色軽石粒を含む里褐色土

2 培 焼土粒、炭化物粒、白色軽石粒の他、ロームブ

ロJクを含む暗褐色土

掘り h 砂壌土をブロJク状に含む明褐色土

カマド

l 培 焼土粒、白色軽石粒を含む黒褐色土

2 培 焼土粒を少箪含む暗褐色土

3 培 焼土粒を多益に含む暗褐色土

叫 第117図 7 号住居と出土遺物
0 2m 
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9 号住居（第120 • 121 図 PL35ｷ87ｷ95ｷ96) 

位置 Dn-06 • 07 • 08 Do-06 • 07 • 08 

平面形横長長方形

第119図 8 号住居出土遺物

貯蔵穴 認められない。

掘り方 掘り方は全体的に深くないが、住居縁辺部

がより深くなり、中央部を高く残す傾向が

認められる。掘り方内には砂壌土ブロック

を含む黒褐色土が主として堆積し、焼土粒

および褐色粘質土も部分的に混入する。

遺 物 遺物は住居南東部にやや集中する。また住

居南壁寄りに第120図 2 の磨石が置かれた

ような状態で出土している。

菫 複 12号住居を掘り込んで構築している。

規模 5.0m X3.9m 

床面積 l7.2m2 

方位 N -82ー -E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は平均30cm

であり、南西部分は 12号住居埋土を壁面と

する。

床 砂壌土ブロックを含む黒褐色土による貼床

を形成する。床面は多少起伏をもつがほぼ

水平で、住居中央部が特に硬く良好である。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。規模は

幅50cm、奥行き 80cmで袖は張り出さず、こ

の部分には礫（粗粒安山岩）が用いられて

いる。

周溝認められない。
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9 号住居土層説明

l 培 白色軽石粒、焼土粒を含む灰褐色砂質土

2 層 焼土粒を多く含む灰褐色土

3 培 灰褐色砂壌土

4 培 白色軽石粒、焼土粒を含む里褐色土

10号住居（第122 • 123図 PL36ｷ88) 

位置 Dy -04 • 05 Ea-05 

平面形方形（不整）
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カマド

l 培 白色粒子、焼土を含む灰褐色砂質土
2 培 焼土を多祉に含む褐色土

3 培 焼土プロック、炭化物を含む黄褐色土

掘り方 焼土、灰、炭化物等を含む灰褐色土
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土陪説明

1 層 白色粒子、焼土を含む暗褐色土

2 培 褐色土を多く混入する焦褐色土

3 培 白色粒子、焼土を含む黒褐色士

4 培 褐色土、焼土を多く含む患掲色土

カマド

1 培 焼土、白色粒を含む褐色土

2 層 焼土、灰、炭化物を含む黒褐色土

掘り方 焼土、炭化物を含む黄褐色土

一

5
 

第122図 10号住居と出土遺物 ゜ 10cm 
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’’ 

規模 3. 7m X3. 7m 

床面積

方位 N-52°- E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、西壁で45cm、東壁で

15cm程度である。

床 砂壌土ブロックを含む黒褐色土による貼り

床を形成する。貼り床は層厚 5 cm程度で、

住居全面におよぶ。

住居北東部は調査区外にのびており全体

の内容は不明であったが、確認したところ

同部分はすでに最近の攪乱を受け損失して

いることが把握されている。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央付近に設置される。規模は幅50cm 、

奥行き 70cm程度で、袖部はわずかに張り出

す。

カマド焚口部には第122図6 • 7 • 8の甕が

横倒状態で一括出土している。器体は細か

い破片となっているが、ほほ完形を保つ資

料である。

周 溝住居検出部分では、北東隅周辺以外につい

て幅15cm、深さ 5 cmの小溝が壁下に巡って

いる。

゜ 10cm 

第123図 10号住居出土遺物

貯蔵穴認められない。

掘り方 床面下の調査により掘り方をもつことが確

認されたが、極めて浅く床面下 5 cmの深さ

で全体が均ーに掘り下げられている。

その他 住居中央やや南寄り床上に第122図 5 の甕

が一括出土している。攪乱を受けているに

比し、遺物の残存状態は良好である。

11 号住居（第124 • 125図 PL37ｷ88ｷ89) 

Dn-09 • 10 Do-09 • 10 

平面形ほぼ方形

規模 3.7m X3.8m 

床面積 l1.5m2 

方位 N -72ー -E 

壁 壁はほぽ垂直に立ち上り、確認壁高は南壁

側で40cm程度であるが、北側部は 8 号住居
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土培説明

l 培 白色軽石粒、焼土粒、砂壌土

を含む黒褐色土

2 培 白色軽石粒を多磁に含む黙色土
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が掘り込まれていることから 10cm程度が残

るにすぎない。

床 砂壌土、焼土を混在する黒褐色土により貼

り床を形成する。貼り床は全面におよび硬

く良好な水平面をもつ。層原は 5 cm程度で

ある。 8 号住居が上位に構築されるが、こ

の床面には影響はない (11 a 号住居）。

さらにこの貼り床下にはもう一層床面が

存在する (11 b 号住居）。この床は黒褐色

土を主とした貼り床であり、確認状況から

住居全域におよぶ可能性が高いとの調査所

見を得ている。この床面は縁辺部で11 a 号

住居に伴う掘り方により破壊を受けている

が、残存状況は良好である。

この 2 層の床面は時期を異にして使用さ

れたものであろうが、住居壁面には厘複の

痕跡は認められず、カマドも 1 ヶ所のみ存

在する。このことからみると、住居自体は

継続しつつ、床面のみ貼り替えが行なわれ

た結果と考えることができる。このような

状態は 6 号住居における例に類似してい

る。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央に設置される。袖部は張り出しぎ

みで規模は幅50cm、奥行き 100cm程度であ

る。カマドについては 2 層の床面に伴うよ

うな痕跡は認められていない。

周 溝 11 a 号住居では小溝がほぼ全周する。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 掘り方の規模は全般的に小さい。 11 a 号住

居ははとんどみられない。 11 b 号住居につ
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いても掘り方は浅く、この部分に黒褐色土

を埋土し、そのまま床面を構築している。

重 複 8 号住居が掘り込まれ、壁が壊されるが床

面には達していない。

12号住居（第126図 PL38ｷ89) 

位置 Dn-07 • 08 Do-07 • 08 

平面形縦長長方形

規模 3.4m X4.lm 

床面積 9 号住居と重複しており計測できない。

方位 N -84ー -E 

壁 はほ垂直に立ち上り、確認壁高は35cm程度

である。

床 砂壌土ブロックを含む黒褐色土による貼り

床を形成する。貼り床は層厚 5 cm程度であ

り、硬く良好な面をもっている。住居の半

分近くが 9 号住居と重複することにより失

われているため、全域に貼り床がおよぶか

否かは不明である。

柱穴認められない。

カマド 9 号住居により北半部を失っている。奥行

きは60cm程度とみられる。袖部はほとんど

張り出していない。

周溝認められない。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 掘り方をもつが全体的にやや規模は浅い。

埋土は砂壌土ブロックおよび褐色土ブロッ

クを混在する黒褐色土であり、全体的に砂

質の土である。また、部分的に焼土粒を少

最含んでいる。この上に貼り床が形成され

るが、一部では地山を床に併用する所も観

察される。

重複 9 号住居が建築されることにより、 12号住

居は北側部を主として半分近くが失われて

いる。

12号住居土培説明

l 層 白色軽石粒、焼土粒を含む黒褐色砂質土

2 層 白色軽石粒、焼土ブロソクを含む黒褐色土

3 培 白色軽石粒を含む灰褐色砂壌土

140 

13号住居（第127 • 128図 PL39ｷ89ｷ90) 

位置 DI-07 • 08 Dm-07 • 08 • 09 

平面形横長長方形

規模 5.4m X4.lm 

床面積 18.3m' 

方位 N -81ー -E 

壁 ほぽ垂直に立ち上り、確認壁高は平均40cm

である。各壁は直線的に連続し、各隅は丸

みをもっているが、南側壁についてはやや

歪みがみられる。

床 褐色土をブロック状に含む黒褐色土による

貼り床を形成する。層厚は 5 cm程度である

が硬く良好な面をもつ。この貼り床は基本

的に住居全面におよぶが、特にカマドを中

心とした東半中央部に良好な面が詔められ

ている。

貼り床面はほぽ水平面となっているが、

住居周辺部がやや傾斜する傾向がある。こ

れは床面下掘り方に関連するもので、住居

縁辺部がより深く掘り込まれていることに

より低下したものといえる。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央部に設置される。袖部はほとんど

張り出さず幅65cm、奥行き 80cm程度の規模

をもつ。掘り方はさらに規模が大きく、幅

100cm、奥行き 120cmで、中央付近にピット

状の凹みをもつ。掘り方内には焼土粒、灰

等を含む暗褐色土、黄褐色土等が堆積する。

掘り方 中央部がやや高く、縁辺部をより深く掘り

込む。埋土は褐色土、砂壌土および焼土粒

を含む暗褐色土が堆積する。

13号住居土培説明

1 培 白色軽石粒、焼土粒を含む灰褐色土

2 培 焼土粒、黄色粘質土を多く含む褐色土

3 培 焼土粒、炭化物粒を多く含む黄褐色粘竹土

4 培 焼土粒を含む黒褐色粘質土

5 培 砂壌土プロJクを含む黒色士

61凶 焼土粒を含む黒色土

7 培 砂壌土および黒褐色土の混土
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カマド

1 陪 焼土、白色粒を含む暗褐色土
2 培 焼土、白色粒を含む黒褐色砂壌土
3 培 焼土プロックを含む黄褐色土
掘り方 焼土、灰等を含む暗褐色土

C' 

A

l

 

c-

こ2

0
こ 3

• 

図
ロロ (1-4 1/6) 

L=91.50m 

゜
2m 第127図 13号住居と出土遺物
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゜

ヽ 11 I¥ I/) 
F F' 
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ペcol I 
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0| 叫 叫

A 3 1 2 3 A' 土培説明

1 層 白色軽石粒、焼土粒を含む黒恨色土

2 層 白色軽石粒、焼土粒を多く含む暗褐色土

3 層 焼土粒、砂壌土を含む褐色土

カマド

C C' l 培 焼土、白色粒子を含む暗褐色土

2 培 焼土、炭化物を含む黄褐色土

3 培 焼土を多く含む黄褐色土

4 培 焼土プロック、J火を含む暗褐色土

掘り方 焼土、灰、炭化物を含む褐色土

叫
／叫

c
 

A
 

c
 

A' 

掘り方

0| 

゜
L=91.60m 

2m 

叫

第129図 14号住居

143 



: 

こ三ニア 14号住居（第129 • 130図 PL40·90)
L_----------'- 」 位置 Dk-07 • 08 DI-07 • 08 Dm-08 

平面形横長長方形

帽 2
規模 5.0m X3.6m 

床面積 16.2m' 

、一 方位 N-84ー -E 

壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は平均35cm

`4  

程度である。東、西壁は直線的であるが、

南、北壁は湾曲ぎみにやや張り出す。各隅

＼ーご“
は丸みをもち各辺と連続する。

床 褐色土ブロックを含む黒褐色土により貼り

床を形成する。硬く良好な面は部分的に観

察されるが、特に住居中央付近に集中する

5 傾向がある。逆に縁辺部では硬質面は検出

されず、褐色土を混入する軟弱な黒褐色土

が認められている。

また、床面はゆるやかな起伏をもつが、

これは掘り方形状に沿って低下したもので

ある。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央やや南寄りに付設される。袖部張

り出しはほとんど秘められていないが、こ

の部分には礫の埋置が存在する。幅は60cm

奥行き 100cm程度の規模をもつ。カマド周

辺部には灰および焼土の散布が著しい。掘

り方内には焼土、灰を含む黒褐色土、暗褐

色土が堆積する。

周溝認められない。

貯蔵穴 住居南東隅に径60cm、深さ 25cmの小穴が認

められた。

掘り方 住居中央付近は浅く、縁辺部がより深く掘

こ V10 (1/3) 
II (1/6) 

゜ lOcm 第130図 14号住居出土遺物
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叫

2 A' 

A
 

A' 

土培説明

1 培 白色軽石粒、焼土粒を含む暗褐色土

2 培 白色軽石粒、焼土粒および炭化物粒を含

む黒褐色土

3 層 焼土粒、炭化物および褐色土を多く含む

黒褐色土

4 層 白色軽石粒を含む軟弱な褐色土

5 層 焼土粒、白色軽石粒を少是含む黙褐色土

掘り方 焼土粒、白色軽石粒を含む暗褐色土

カマド

1 層 白色粒、焼土粒を含む黒褐色土

2 層 焼土粒を多く含む黒褐色土

3 層 焼土ブロックを多く含む黒褐色土

4 暦 焼土、炭化物、粘土を含む黒色土

掘り方 焼土、白色粒、粘土等を混入する暗

褐色土

L=91.30m 叫
゜ 2m 第131 図 15号住居
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り込まれる。埋土は、砂壌土、焼土等を含

む黒褐色土、暗褐色土が堆積する。掘り方

は不整形の浅い土坑状をなし、最も深いも

のでも 30cm程度である。

15号住居（第131 • 132図 PL41 ｷ91 ｷ96) 

位置 Dm-11 • 12 Dn-11 • 12 

平而形縦長長方形

規模 5.4mX4.4m

床面積 20.8m' 

方位 N -99ー -E 

壁 ほぱ垂直に立ち上り、確認岐高は平均25cm

程度である。東、西壁は直線的であるが、

南、北壁側は森みが認められる。南壁側は

25号住居埋土中に存在するためやや不明瞭

であるが、北壁側は歪みが著しい。

床 褐色土ブロックの他焼土粒も混入する黒褐

色土により貼り床が形成される。この貼り

床は極めて硬質で良好な面をもっている。

一部溝状遺構により樅乱を受けているが、

硬く良好な貼り床は住居全域におよぶもの

とみられる。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央部に確詑された。検出状態は良好

ではなく、カマド主体部の大半は失なわれ

ており、下半部のみの確認であった。この

ためカマド形状は不明瞭な部分が多い。

周溝認められない。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 掘り方の規模は浅い。住届全体を 10cm程度

平均的に掘り下げるもので、掘削に伴う小

さな起伏は認められるものの、特に小穴状

の掘り込みは存在しない。この掘り方内に

褐色土プロックの他、焼土粒、炭化物粒を

含む暗褐色土が埋土され、その上位に貼り

床が形成されている。

限複南側で25号住居と訳複する。床血レベルが

類似しており、新旧閲係が判断しにくかっ

たが、断面からみて 15号住居が新しい。

16号住居（第133図 PL41ｷ91) 

位置 Dj -08 • 09 Dk-08 • 09 

平面形横長長方形

規模 4.9m X3.8m 

床面積 15. 7m' 

方位不明

壁 壁はほぱ垂直に立ち上り、確認壁高は平均

25cm程度である。各壁は直線的に連続する

が、やや不安定であり歪みも認められる。

床 基本的に貼り床が形成されるが、全体的に

軟弱であり、硬質面は昭められない。貼り

床層は褐色土ブロックを含む黒褐色土によ

り構成され、住居埋土とは明瞭に区別され

る。

柱穴認められない。

カマド 認められないが、遺構構築時から存在しな

いのか、もしくは攪乱等により失なわれた

ものであるか確認できない。壁部の確認調

査によっても存否についての所見は得られ

ていないため、不明としておかなければな

らない。

周溝認められない。

貯蔵穴詔められない。

掘り方 掘り方の規模は浅いが、住居全面におよん

でいる。住居南壁付近および北東隅にやや

深い不整形の掘り込みがみられ、この部分

以外は平均 5 cm程度掘り下げられている。

この部分に褐色土ブロックを含む黒褐色土

を埋土し、上面を床としている。

17号住居（第134図 PL42) 

位．置 De-01 Df-01 

平而形横長長方形

規模 3.5m X4.2m 

床面積 l4.2m2 

方位 N-90°- E 

壁 壁部は大半が失なわれており、平面形の検

出にとどまる程度である。確認壁高は最大

でも 10cm程度であり、北、東壁部がやや残
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゜
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2m 

土培説明

1 培 白色軽石粒を多植に含む他、焼土も少孤混入する

黒褐色土

2 培 褐色土プロノク、白色軽石粒、焼土粒を含む黒褐

色士

3 層 焼土粒を含む黒色土

10cm 

第133図 16号住居と出土遺物

--= 
存が良い。

床 カマド周辺および南東部で硬く良好な床面

が認められた。床は砂壌土を含む暗褐色土

による貼り床であり、層厚は 5 cm程度であ

18号住

る。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央南寄りに付設される。幅50cm、奥

行き 50cmであるが、カマド部は一部東接す

る 18号住居と重複する。

周溝幅15cm、深さ 5 cmの小溝が壁下に認められ

る。確認されたのは東壁から北壁および南

西隅部である。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 浅く不規則な凹みが床面下に認められる。

重複一部18号住居と菫複する。遺構が浅く不明

瞭だが17号住屈が古い。
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カマド

1 層 焼土を少祉含む黒褐色土

2 層 焼土、炭化物を含む暗褐色土

3 層 焼土、粘土を含む黄褐色土

第134図 17号住居
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18号住居（第135図 PL42ｷ91) 

位置 Df-01 • 02 Dg-01 • 02 

/ 叫
平面形縦長長方形

規模 3.2m X3.4m I 
II 

床面積 9.5m' ¥¥ 

/ u 
¥¥ 
¥¥ 方位 N-86ー -E 

/ , r-い！
壁 耕作による攪乱を受け、全体的に残存状態

、l

＼シ：］ふマは悪い。確認壁高は最大で20cmである。 A ｧ 

床 カマドを中心とした住居東側で硬く良好な \\ 

\\ 

面を確認した。床は砂壌土ブロックを含む
¥¥ 

゜黒褐色土による貼り床を形成する。

柱穴認められない。 V ¥) 17号住 \ 叫 叫

カマド 東壁中央部に設置される。袖部はほとんど
A A' 6 5 

張り出さないがこの部分には礫が設置され

ている。

周溝認められない。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 中央部が高く、周辺部がやや深く掘り込ま

れる。この部分に砂壌土を含む暗褐色士が

埋土される。

土層説明

1 層 軽石粒を含む黒褐色土

2 層 黄褐色砂壌土をプロック状に含む茶褐色土

3 屑 黄褐色砂壌土、軽石を含む褐色土

4 層 黄褐色砂壌土、軽石粒、焼土粒、炭化物粒を含む褐色土

5 居 黄褐色砂壌土、軽石粒を含む褐色土

6 培 黄褐色砂壌土をプロック状に含む茶褐色土

7 層 焼土粒を多く含む茶褐色土

掘り力 砂壌土プロJク、焼土粒を含む黒褐色土

C 1 2 3 C' 
カマド

1 層 白色粒、焼土を含む黒褐色粘質土

2 層 焼土プロックを含む黄褐色粘質土

3 層 焼土粒、粘土粒を多く含む灰褐色土

掘り方 焼土粒を含む灰褐色砂壌土

こ
A
 、エ9,

゜□ 〖口〔4
ロニ〖

〇

叫
L=92.00m 

A' 

掘り方

2m 

゜ (I~5) 
lpcm 
□口6(l/6)

第135図 18号住居と出土遺物
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19a号住居床面

-19b号住居床面

0 50cm 
I I 

A
 

叫
B
 

B' 

c
 

C' 

土培説明

l 培 白色軽石粒、焼土粒を含む他、 12cm前後の礫を混

入する暗糾色土

2 料 褐色土をプロック状に含む他、白色軽石粒、焼土

粒を混入する砂竹の煤褐色土

3 培 砂壌土を含む暗褐色土

4 培 白色軽石粒、焼土粒を含む軟弱な II紆褐色土

5 培 褐色土を多兄に含む黒褐色土

掘り方 褐色土をプロック状に含む果褐色土

A' 

カマド

l 培 焼土粒、白色粒子を含む1火樹色土

2 培 焼土プロック、粘土プロノクを含む黄褐色土

3 陪 焼土粒、粘土を多址に含む糾樹色土

掘り方 焼土、白色粒子を含む黙褐色土

19号住居（第136 • 137図 PL43 • 91 • 92) 
叫

叫 位置 Dj -08·09 Dk-08ｷ09 

平而形横長長方形

゜
L=91. 70m 

釘1 規模 4.2m X3.4m 

床i(ri桔 lO. 1 m2 

第136図 19号住居 方位 N -89ー -E 
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壁 ほぼ垂直に立ち上り、確認壁高は45cm程度

である。

床 褐色土および黒褐色土の混入による層原

4 cm前後の貼り床を形成する。床面は硬く

良好で全域におよぶ(lg a 号住居）。

この貼り床直下にさらにもう一層床面が

存在する。褐色土プロックを含む黒褐色土

による貼り床を形成し、住居中央付近に硬

く良好な面が検出されている(19 b 号住居）。

この 2 層の床面は使用時期を異にするも

のであろうが、壁、カマド等の調査からは

重複の痕跡は認められていない。これらの

点は 6 号住居および11号住居における事例

と類似しており、本住居についても同一住

居における床の貼り替えの可能性が高い。

柱 穴 床面上では確認できていないが、掘り方調

査時に住居対角線上に小穴が 3 ヶ所、大き

な凹みが 1 ヶ所懃められ、位置からみて柱

穴の可能性がある。

カマド 東壁中央に設置される。幅60cm 、奥行き 70cm

で、袖部はほとんど張り出さない。

周溝幅20cm、深さ 8 cmの小溝が壁下に巡る。

掘り方 全体的に掘り方は浅く、平均10~15cm程度

で、砂壌土を含む黒褐色土を埋土する。

20号住居（第138 • 139図 PL44 • 92 • 93) 

位置 Dd-07 • 08 De-07 • 08 

平面形横長長方形

規模 4.9m X4.lm 

床面積 15.6m' 

方位 N -98ー-E 

壁 ほほ垂直に立ち上り、確認壁高は平均40cm

程度である。

床 暗褐色土による貼り床を形成する。貼り床

は住居全体におよび、硬く良好で水平な面

をもつ。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。幅60cm 、

奥行き 90cmの規模をもち、袖部には構造物

こ之）

91 
\-」/

こ

\ 

6
 

ここ二

¥-

゜
(1~8) 

0 9 (1/6) 

第137図 19号住居出土遺物
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A' 

4 A' 

D D' 

冨
E E' 

叫

土層説明

l 層 白色軽石粒、焼土粒を含む灰黒褐色土

2 培 白色軽石粒、焼土粒を含む暗褐色土

3 培 褐色土をプロソク状に含む黒褐色土

4 培 黒褐色土を多く含む軟弱な褐色土

5 培 褐色土、白色軽石粒、焼土粒を含む黒掲色土

掘り方 褐色砂壌土をプロJク状に含む黒褐色土

カマド

l 層 白色軽石粒を少砒含む黒掲色土

2 層 焼土プロックを含む粘質の暗褐色土

3 培 焼土粒を少批含む粘性の強い暗褐色土

掘り方 焼土、炭化物、灰を含む暗褐色土を主とし

て埋土し、基礎を形成する

A
 

A' 

吋

が残存する。当初砂岩が設置されているも

のとみられたが、調査により粘土塊である

ことが確認された。
叫 掘り方

周 溝幅15cm、深さ 10cmの小溝がカマド南側以外
F
 

F' 

゜
L=91.90m 

2m 

第138図 20号住居

の壁下に巡る。

貯蔵穴認められない。

掘り方 掘り方はカマド部がやや深いが、床面下に

ついては浅く、地山に接して貼り床する部

分もみられる。
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22号住居（第140図 PL45 • 93 • 96) 
叫

位置 Dd-08 • 09 

平面形横長長方形

規模 3.0m X3.4m 

床面積 8.lm2 

方位 N-101ー -E 
.!:.... II \\ •' 

壁 ほぽ垂直に立ち上り、確認壁高は20cm程度

である。

床 褐色砂壌土および暗褐色土の混入により貼

り床を形成する。貼り床はほぼ全面におよ --ー/---- ') A' A 

び極めて硬く良好な面をもっている。

柱穴認められない。

カマド 東壁中央部に設置される。幅70cm、奥行き

95cm程度の規模をもち、両袖部は40~50cm

張り出す。袖部張り出しは暗褐色士を再積

土したものである。

周溝認められない。

貯蔵穴 南東隅に接して径50cm、深さ 30cmの小穴が

認められた。
AIIII \ \ ) ¥¥ A' 

掘り方住居南側に径170cm、深さ 50cm の土坑状の

掘り方が認められ、褐色砂壌土、里褐色土

および褐色粘質土が埋土される。

忌妄：ぐ冬 B 2 3 B' C C' 

口

口゚
l_Ocm 

し
土培説明

1 培 白色軽石粒を含む暗褐色土

2 彬 焼土粒を含む暗褐色土

3 料 砂壌土を含む褐色土

4 培 白色軽石粒を含む里褐色土

掘り）j 砂壌土を多く含む暗褐色

L=91.80m 
2m 

土

カマド

゜
l 培 白色軽石粒、焼土を

含む暗褐色土

2 培 焼土、炭化物を含む

暗褐色土

3 屑 炭化物を含む褐色粘

竹士

こ7
掘り方焼土、炭化物を含

む茶褐色粘質土

6 (1/6) (1/6) 

第140図 22号住居と出土遺物
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叫

23号住居（第141 図 PL46ｷ93) \ 
位置 Dn-13 Do-12 • 13 

『 叫

平面形横長長方形 --7/ \ \ ／—-＝、ヽ 6

規模 3.5m X3.0m 

床面積 8.5m' （推定値）

方位 N -61ー-E ~\\ ul 

壁 ほぱ垂直に立ち上り、確認壁高は40cm程度

である。南西隅部が調査区域外となるため

一部未調査となっている。

床 褐色砂壌土および暗褐色土の混入により貼

り床を形成する。貼り床は全域におよぶが し＝＝—-ーニ こl

カマドを中心とした住居中央部が特に硬く A 3 
A' 

L 

良好な面が認められる。層厚は 5 cm~10cm 

であるが、住居掘り方に直接貼り床層が坪

土されている。

柱穴認められない。

カマド 東陸中央部に設置される。幅50cm、奥行き

90cmの規模をもち、両袖はわずかに張り出

しぎみとなる。

周溝認められない。

c
 

旦． D
 

3 2 I 
D' 

貯蔵穴 床面調査時には認められていないが、掘り

方調査において住居南東隅部分に土坑状の

凹みが確認されている。規模は90cmX70cm 

の楕円形で、深さは20cmである。位置から • 

みて貯蔵穴の可能性がある。

掘り方 掘り方の規模は全体的に浅い。 5 cm~10cm 

前後掘り下げられ、カマド前および周辺に

土坑状の掘り込みが認められる。砂壌土を

含む暗褐色土が埋土され上面は床となる。

口／ ＼二／

喜 0啜＼□t（（3
ーここ

l()cm 

2m 

土培説明

l 培 白色軽石粒、焼土粒、砂壌士を含む暗褐色土

2 層 焼土粒を多く含む暗褐色土

3 層 砂壌土プロJクを含む暗褐色土

掘り方 砂壌土を多く含む暗褐色土

ーーロ 4
 第 141図 23号住居と出土遺物

カマド

］層 白色軽石粒、焼土粒を含む賠褐色土

2 層 焼土を多く含む暗黄褐色粘質土

3 層 焼土、炭化物、灰を含む褐色土

掘り方 焼土を含む黄褐色粘質土を主として埋士さ

れ砂壌土も一部混入する
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叫 叫

゜ ヽツ，＇叫\~ ~ ~ ~ ~ ~ ジ \\\ I I 
CJ 

炉

゜
琴＼＼＼＼ IIJ ul 
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゜ 口
A I 111 
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C) A' 

｢ 

゜
(J 

゜ `)  
• 

(J) 

゜゜
゜ ー［ジ

乙

5 

―ー

—``· 

叫 I f I 
24a号住居 叫

土培説明

l 培 白色軽石粒、焼土粒を含む暗褐色土

2 層 焼土粒を多く含む暗褐色土

3 層 砂壌土、焼土粒を含む暗褐色土

4 層 白色軽石粒、焼土粒を少虻含む黒褐色土

5 培 砂壌土プロノクを含む暗褐色土

掘り方 砂壌土をプロック状に含む暗褐色土

A' ゜

カマド

l 培 焼土を少虻含む暗褐色土

2 培 焼土プロJクを含む褐色粘質土

31¥il 焼土プロJクを含む明褐色粘質土

4 培 焼土、粘質土、暗褐色土の混在培

掘り方 焼土、灰、炭化物を含む褐色砂

壌土により埋土される

゜ L=91.80m 
第142図 24号住居
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24号住居（第142~144図 PL47ｷ93ｷ94ｷ96) 

位置 De-09 • 10 Df-09 • 10 

平面形横長長方形

規模 6.5m X6.0m 

床面積 32.0m' 

方位 N-94°- E 

壁 はほ垂直に立ち上り、確認壁高は平均40cm

である。

床 褐色砂壌土ブロックを含む暗褐色土により

貼り床が形成される。層厚 4 cm程度で住居

全域におよび、中央部が特に硬く良好な面

となっている (24 a 号住居）。

この貼り床層の直下にさらにもう一面床

が存在する。褐色砂壌土ブロックを含む暗

褐色土による貼り床を形成する。縁辺部は

やや軟弱となるが中央部は硬く良好な面が

存在する (24 b 号住居）。

柱 穴 床面調査時には部分的確認にとどまったが

掘り方調査により存在が把握された。各柱

穴は住居対角線上に位置し、 2 穴ずつ重複

した状態で観察される。このことは、 2 層

存在する床面とも一致し、住居の建て直し

を示すものとみられる。

カマド 東壁中央部に設岡される。幅70cm、奥行き

100cmの規模をもち、袖部および主体部に

は粘土塊を配置し、その間に粘土をつめ構

成している。

周 溝 24 a 号住居に周溝が全周する。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 中央が浅く、縁辺がより深い形態をもつ。

こI l 1 | [ 
三D2 ゜ ゜ｰ 3 

゜D 4 

0 93,  cm 

第144図 24号住居出土遺物

158 

25号住居（第145 • 146図 PL48ｷ94) 

位置 Dm-11 • 12 Dn-11 • 12 

平面形横長長方形

規模 4.0m X (4.5m) 

床面積 l4.0m2 （推定値）

方位 N-104°- E 

壁 15号住居と重複し、北壁部は失われている。

確訟壁高は南壁部で30cmである。

床 黒褐色上を主とした貼り床が形成される。

硬く良好な面は、 15号住居による影響もあ

り部分的に認められるのみで全体的にはや

や軟弱な面となっている。

柱穴認められない。

カマド 東壁に設置される。幅70cm 、奥行き 80cmの

規模で、袖部はわずかに張り出しぎみであ

る。また袖部分には掘り方調査時に小穴も

詔められ、礫等の使用も考えられる。

周溝認められない。

貯蔵穴 認められない。

掘り方 本住居は、 15号住届調査時に確認された住

居で土層観察から 25号住届が古いものとみ

られる。そのため、重複部分である住居北

半部については既、床等はすでに失われて

いる。掘り方は、住居中央付近にやや大き

めの土坑状の凹みが存在し、その他は不規

則な凹凸が認められる。褐色砂壌土を含む

暗褐色土が埋土される。

25号住居土培説明

1 培 白色軽石粒、焼土粒を含む樹色土

2 培 白色軽石粒、焼土粒を含む暗褐色土

3 培黒褐色土

4 培 白色軽石粒、焼土粒を含む阻褐色土

, 
-0 

Cニコ：

/,  
゜I 

第145図 25号住居出土遺物
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カマド

l 培 白色粒子、焼土、褐色

土プロJクを含む暗褐

色土

2 層 焼土を多屈に含む暗褐

色土

掘り方焼土、灰、白色粒子

を含む明褐色土
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(2) 掘立柱建物

掘立柱建物は計 4 棟確認されている。いずれも D

区に存在し、古代住居域内に位置している。このう

ち 2 棟についてはそれぞれ住居と重複しているが、

新旧関係を判断できる所見は得られていない。

柱穴内には土師器片、須恵器片が多く含まれてい

るが、縄文土器片も少量ながら出土している。追物

により掘立柱建物の時期は確定できず、また遺構自

体にも時期を特定する情報が乏しい。ただ住居群と

の位置関係からみて、古代集落に伴う可能性が高い

と考えられ、仕居域内に設けられる施設と理解して

おきたい。
s -

2 号掘立柱建物（第148図 PL49) 

位置 Dg • h -07 • 08 

規模東西4.2m (3 間）、南北4.5m (3 間）

平面形長方形

面積 18.9m'

柱穴計17穴を示して

あるが基本的に

はp 1~p 12で

構成されるとみ

られる。柱穴は

ほぼ均ーである

が各隅部の柱穴

がより深い。

Pit計測表 (cm)

径深

Pit 1 93X84 54 

2 42X44 34 

3 46X40 46 

4 48X45 68 

5 58X42 60 

6 73X58 48 

7 60X52 52 

8 70X66 54 

9 68X60 42 

10 64X60 74 

11 70X64 62 

12 70X66 54 

13 86X86 

14 63X50 30 

15 74X65 -

16 68X64 -

17 82X75 28 
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1 号掘立柱建物（第149図 PL49) 

位置 Df-04 Dg-04 • 05 • 06 PII 計測表 (cm)

規模東西6.0m (3 間）、南北7.0m (3 間）
径 深 P,t 8 97X90 30 

P,t I 86X84 54 , 80X72 60 

平面形長方形 2 82X78 68 JO 102X94 54 

3 50X84 70 11 70X- 50 
面積 39.6m' 4 106 X 100 45 12 64X58 68 

柱穴 計13 ヶ所認められた。柱穴配置にやや不規
5 82X82 50 13 94X84 52 

6 34X34 38 14 102X98 80 

則な部分もあるが、総柱の掘立柱建物とみ 7 60X52 68 15 96X86 58 

られる。
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3 号掘立柱建物（第150図 PL49) 

位置 Dh-06 Di • j -06 • 07 • 08 

規模東西4.5m (3 間）、南北7.8m (3 間）

平面形長方形

面積 35.0m'

柱穴計16 ヶ所認められた。 3 間 X3 間の建物に

庇を付設するのか、総柱の建物であるのか

確定できない。

PIt計測表 (cm)

径 深

P,t 1 70X64 50 P,t 9 92X86 50 

2 92X86 40 10 94X76 50 

3 70X62 42 11 94X72 58 

4 92X90 68 12 84X72 67 

5 80X70 54 13 82X80 50 

6 86X75 43 14 102X95 50 

7 106X92 57 15 67X50 60 

8 76X75 60 16 76X66 34 
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4 号掘立柱建物（第151図 PL49) 

位置 Dq • r -09 • 10 

規模東西3 .4 m (2 間）、南北5.6m (3 間）

平面形長方形

面積 19.0m'

柱穴 計10 ヶ所認められた。柱穴掘り方は円形で

径50cm、深さ40~60cmの規模をもつ。柱痕

は確認できていない。

PIt計測表 (cm)

径 深

PIt l 82X72 54 

2 70X68 55 

3 78X62 52 

4 70X58 36 

5 58X48 40 

Pit 6 65X60 90 

7 80X64 80 

8 74 X 70 44 

9 67X65 62 

10 68X66 48 
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万ロ

゜
□)マ

Pl P2 P3 

゜
p
l
O

□
》
四

゜pg 〇
P5 

|o 且◎lQ 98 (] 
(Q)p; 

o| 

8 B' 

L=91.30m 

第151 図 4 号掘立柱建物
゜ 2m 

163 



(3) 土坑

調査により土坑は多数検出されたが、縄文時代の

陥穴以外時期が確定できるものはほとんど認められ

ない。その中で、この79号土坑については埋土中に

浅間 B 軽石の堆積が確認され、時期は限定できない

ものの奈良•平安時代に属する可能性は高いものと A 

考えられる。

79号土坑（第152 • 153図）

位置 Bw-17 • 18 

規模径3.6m X3.0m 、深さ 40cm

特徴 隅丸長方形を呈する。壁はなだらかに立ち

上り、底面は鍋底状となる。その他この遺

構の性格を示すような構造は認められな

い。出土遺物は、埋土中から縄文土器（中

期）小片、剥片が 1 点づつ出土している。

遺構はローム層上で確認されたが、この

段階で堆積する軽石層が露出する。また埋

土下部にば焼上粒が含まれている。

叫

1 2 4
 

3 6 

A' 

叫

第152図 79号土坑

土培説明

l 附浅間 B 軽石

2 培 軽石粒を多く含む黒色土

3 培 軽石粒、褐色土プロJクを含む里褐色土

4 培 褐色土プロJクを多く含む暗褐色土

5 培 褐色土を少抽含む黒褐色土

6 培 褐色土、焼土粒を少益含む暗褐色土

第153図 79号土坑

2m 
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方形区画溝（第154図 PL50 • 94) 

q-

s

一

A 区で検出された東西方向にのびる 17号溝と B 区

で検出された南北方向にのびる41号溝はそれぞれ延

長部を調査区外とするが、両者の位置関係から方形

に連続するものと考えられる（第154図破線部）。

17号溝は、幅 4m で調査区内 A 区から B 区にかけ

て直線的に掘り込まれている。出土遺物ははとんど

なく、溝の時期については確定し得ないでいた。 し
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vi 
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かし、 Biライン付近に存在する農道下断面の観察か

ら、浅間 B 軽石層を切って掘り込まれていることが

確認されている。この溝の年代については、軽石層

との関係しか発掘調査では把握されていない。

41号溝はBu ラインに沿って、ほぼ南北方向に検

出された。幅は3.5m~4 m 程度であり、断面形は

いわゆる箱薬研を呈し、底面中央の通水部には砂が

堆積している。溝の走向は、やはり 17号溝と類似し、

直線的である。

深さは両溝とも確認面から1.6m 程度である。埋

没状態は土層断面から観察すると壁部崩落土および

流入土が埋没しており、自然堆積とみられる。なお、

溝に伴う盛土の存在は面的には認められておらず、

土層断面においても盛土とみられる崩落上は確認さ

れていないため、その存在は不明である。

調査区内では溝は貰通しており、溝としての形状

以外の構造物はない。 17号溝および41号溝を延長す

ると調査区外で交差するものとみられる。推定交差

部は直角に交わらず80゜の角度で連続するが、方形

を構成する可能性が高いように考えられる。しかし、

この部分以外の形態については不明であり、全体と

して方形区画を示すか否かは確証がない。

遺物は41号溝底部付近から第155図 1 • 2 が出土

している。

46土

゜
\ 

21 

, ¥

l

 

1 は瓦質土器底部片。 2 は瓦片である。

溝の全体図には、各土坑、井戸も位置を示してあ

るが、特に溝との関係は確認されていない。

第154図 方形区画溝（ 17 • 41号溝）
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17号溝土層説明

1 層 表土（現水田耕土）

2 展 砂壌土を含む茶褐色土

3 層 砂壌土を多最に含む軟弱な褐色土

4 培 砂壌土を含む褐色土

5 層 砂壌土を多屈に含む黒褐色土

6 培 砂壌土をプロ／ク状に含む灰褐色土

7 培 砂壌土を多祉に含む黄灰褐色土

8 層 砂壌土を含む暗褐色土

9 培 砂壌土、砂礫を含む灰褐色土

10層 灰色砂壌土プロ／クを含む灰褐色土

II 培 細砂を含む黒灰色シルト

12培 黒灰色シルトと砂壌土の混土彬

13培 黄灰色砂壌土を含む灰褐色土

14培 毘灰色細砂層

15培 灰色砂壌土と褐色土の混土培

16培 黄褐色細砂培

17培黒灰色シルト

18培 黄灰色砂質土

19培灰色シルト

41号溝土培説明

l 培 表土（現水田耕土）

2 培 砂壌土を少孤含む黄褐色土

3 培 砂壌土を含む暗褐色土

4 培 砂壌土をプロック状に含む暗褐色土

5 培 砂壌土、細砂を含む褐色土

6 培暗褐色土

7 培砂培

8 培 暗褐色粘性土

9 培 ロームプロJクを含む暗褐色土

10彬 ロームプロノクを多孤に含む暗褐色土

ll 卜苫 黒褐色粘性土

¥ |こジ’,

夢
0 10cm 

第155図 41号溝出土遺物
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(2) 土 坑 才 09 20 

11, \ I ¥ 9, " 

22 \ 

調査によって土坑と認めら 13 I 24 \ 

15 ¥ I 19土

れた遺構は計65基である。こ
¥ 

＼箇◎59土
1_e 

~ 20土

のうち 15基については形態的
-¥  ?A • ◎ 21土

特徴、確認状況から縄文時代

の陥穴として ID-(5) として報
—\ ¥ ◎ 23土

告している。ここに示す土坑

は陥穴以外のものを一括して ¥-S -1 1-v. 
いる。いずれもローム層もし

-U  
1-"' 

くは砂壌土層上面で確認さ @ 
ヽ 44土 • 

ね埋土中からは縄文土器片、 -W  
45土

1-o 

石器片、土師・須恵器片など 37土 38土
• • 39土伽 40土 :3土多時期の遺物を出土する例も 24土 -Y I-Cl 

@ ｮ 

多く、各土坑の時期を限定す
-Ba 41土 42土

る情報に乏しい。 \ \ | _ c 
-1 | -s 

¥ 
これらの土坑は、調査区全 75土

1-" \ \ [e 
-1 

域に分布するが、そのあり方 ｮ 
74土

をみるとやや散漫ながらも、
\ \ I-g 

-1 @,ごN
51土

ある程度のまとまりをもって

いるようにも認められる。ま

ーし.. ヤ + \ ~\ ヽ
ヤ ---• -oa 

たこのような分布状態とは別 キ
キ

に、 D 区には方形土坑が多く / /_c 
+ '  

A·B·C 区には円形土坑が多
+ + 

-「 起 ＼いいという傾向も認められる。
56土 -I 1-e 

なお、 D 区に存在する土坑 -I 58土 \ _o ー」
◎ 8土

a 6土 ,_g 

は、奈良•平安時代住居群と

分布域が共通するが、住居と -1 I-q -1 
ｩll 7土

◎ ]0土

の重複例についてはいずれも
.. 

土坑が時期的に新しい。 @57土 ◎ 9土

―冨 17土
これらの土坑は形態上から 41号溝 - 18土

-u II土

次のように分類できる。
1-"' 

I 円形土坑
®50土

1-W 

ｮ 
• -I ,F:;,が＿1 /_o 

（第158図 PL51~54)
55土

46土

ー Y
平面形が円形を示す土坑で \ I丸17 

断面形状の差から次の a ~ C \ ◎ l 土 \ 
24 \ I 04 

が認められる。
\ 06 

19 12土
\ 

\ 08 

a 鍋底状断面を示すもの 。 20m \ ¥ 10 

\ ¥ ] 2 

b 円筒形断面を示すもの 第157図土坑位置図
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c 播鉢状断面を示すもの 示す。

II 方形土坑（第159図 PL54) 

平面形、規模から次の a ~ d が認められる。

c 長方形で長軸：単軸が 2 : 1 程度の比率を示

す。

a ほぼ正方形を示す。 d 長方形を示す。

b 長方形で長軸：単軸が 2 : 1. 5程度の比率を m 楕円形土坑（第159図 PL54) 

第14表土坑一覧表

土坑番号分類 位 閉口部

12号土坑 I a I Dp 13 I 106 X 97 

19号土坑 I a I Am 10 I 154 X 134 

20号土坑 I a I An 10 I 134 X 126 

21号土坑 I a I Am 09 I 116Xll5 

22号土坑 I a I An 09 I 148 X 137 

23号土坑 la IAolO l137Xl35 

25号土坑 la 1Asl2 ll35Xl24 

27号土坑 la 18h15 l113Xl02 

28号土坑 IalBgl6 l137Xll4 

29号土坑 lalBgl6 ll68Xl34 

30号土坑 I a I Bg 16 I 98 X 92 

31号土坑 IalBgl6 ll20Xll6 

36号土坑 I a I Dm 12 I 114 X 94 

37号土坑 I a I Dn 03 I 175 X 170 

38号土坑 I a I Cn 01 I 176Xl56 

40号土坑 I a I CoOl I 112X92 

41号土坑 I a ICoOl I 92X 74 

42号土坑 I a I Co 24 I 126 x 94 
44号土坑 I a I Ch 02 I 100 X 95 

48号土坑 I a I Bv 24 I 150 X 130 

49号土坑 I a I Bw 24 I 124Xll5 

50号土坑 la 1Bu21 ll40Xl34 

55号土坑 la 1Bvl7 ll58Xl44 

58号土坑 Ia IBI20 lll2Xll0 

59号土坑 I a I Al 10 I 158Xl50 

73号土坑 lb 18h17 l138Xll8 

深 土層説明

97 I I 白色軽石焼土粒を含む黒褐色土 2 砂壌土を少最含む黒褐色土 3 砂壌土を含む褐色土

22 I 1 砂粒を含む灰褐色土 2 白色軽石を含む暗褐色土 3 ロームを含む褐色土

23 ]白色軽石粒、砂壌土を含む暗褐色土

31 ]砂壌土、ロームブロックを含む褐色土

24 I I 砂壌土、ローム粒を含む褐色土 2 ロームを多く含む暗褐色土 3 砂壌土を含む褐色士

58 ]砂壌土、ローム粒を含む褐色土 2 砂壌土、暗褐色上を混在する

26 I 1 砂壌土を多く含む暗褐色土
20 I 1 砂壌土ブロJクを含む暗褐色土
32 ]砂壌土ブロックを含む暗褐色土

26 I 1 砂壌土プロックを含む暗褐色士
9 I 1 砂壌土ブロックを含む暗褐色土
10 I 1 砂壌土ブロックを含む暗褐色土
16 I I 砂壌土ブロックを含む黒褐色土
64 I I 砂壌土プロックを含む黒褐色土 2 砂壌土プロックを含む褐色土

34 ]軽石粒、砂壌土プロJクを含む黒褐色土

24 ]白色軽石粒を含む黒褐色士

10 I I 白色軽石粒を含む黒褐色土
13 I 1 白色軽石粒を含む褐色士 2 白色軽石粒、砂壌土を含む茶褐色上

54 I 1 黒褐色土 2 砂壌土を含む黒褐色土 3 軽石、砂壌土を含む黒褐色土 4 砂壌土を多く含

34 I I 軽石を含む暗褐色砂質土 2 軽石を含む暗掲色土 3 軽石を含む黒褐色土

20 I I 砂壌土を含む暗褐色土
16 I I ローム粒を含む暗褐色土
50 ]軽石、砂壌上を含む褐色土 2 軽石を含む暗褐色土 3 ロームブロJクを含む暗褐色土

58 ]砂壌土を含む褐色土 2 砂壌土を多く含む 3 暗褐色土 4 黙褐色土 5 暗茶褐色土

46 ]白色軽石、砂壌土を含む）火褐色土 2 軽石、ロームを含む暗褐色土 3 ロームを多く含む

140 ]砂壌土プロJクを含む褐色土 2 砂壌士を含む褐色土 3 砂壌土を多拭に含む褐色土

8 号土坑 I I b I De 06 I 122 X 96 132 

74号土坑 lb I Be 16 I 133Xl20 176 ]砂壌土ブロJク 2 砂壌土を含む暗褐色土 3 砂壌土を多く含む 4 黒褐色土 5 褐色土

46号土坑 I b I Bv 20 I 220Xl90 147 ]砂壌土ブロJク 2 砂壌土を含む暗褐色土 3 砂壌土を多く含む 4 患褐色土 5 褐色土

51号土坑 I c I Cv 23 I 200 X 182 110 ]暗褐色土 2 褐色土 3 茶褐色土 4 砂質土 5 褐色砂壌土 6 砂壌土粒 7 砂プロJク

9号土坑 [la1Dh09ll92Xl83 36 ]白色軽石、炭化物を含む褐色土 2 砂壌土ブロノクを含む暗褐色土

10号土坑 I] b I Df08 I 188X]23 50 ]砂壌土プロ・Jクを含む褐色土

15号土坑 [lb 1Dml2 l224Xl40 17 

45号土坑 I] b I Cl 22 I 220 X 176 58 ]砂壌土プロJクを含む黒褐色土

60号土坑 I] b I DI 11 I 216 X 150 32 I I 白色軽石粒、砂壌土を含む暗褐色土 2 砂壌土を少弧含む暗褐色土

6 号土坑 I] c I Dd 06 I 286Xl60 48 ]暗褐色土 2 褐色砂壌土 3 黒褐色土 4 暗褐色土 511糾褐色砂壌土
16号土坑 [lc I Dk 12 I 226 14 

7 号土坑 I] d I Of 06 I 280 X 106 42 ]暗褐色土 2 暗褐色砂質土 3 褐色砂壌土 4 砂壌土プロJクを含む暗褐色土

17号土坑 [Id IDhlO l220Xll4 24 

18号土坑 [Ict I Oh 10 I 240 X 88 34 

75号土坑 [Id I Ba 17 I 400XIOO 86 ]砂壌土プロJクを多く含む褐色土 2 砂壌土を少益含む褐色土

57号土坑 [Ic I Br I 9 I 170 X 96 24 

34号土坑 1l I Ak 14 I 192 X 128 52 I 1 ローム粒を含む褐色土 2 ロームブロJクを含む暗褐色土 3 ロームプロJクを含む褐色土

1 号土坑 N I Oq 07 I 250 X 170 36 ]暗褐色砂質土 2 褐色砂質土 3 白色軽石粒、焼土粒を含む患褐色土

11サ•土坑 N IDh!O l196Xl20 2411 白色軽石粒、砂壌土を含む暗褐色土 2 砂壌土、暗褐色土の混在土

24号土坑 N I Ax 10 I 168 X 95 52 I 1 砂壌土を含む褐色土 2 砂壌土プロJクを多く含む褐色土 3 砂壌土を含む褐色土

39号土坑 N ICoOl ll62Xl04 18 ]白色軽石粒を含む里褐色土

43号土坑 N I Co 23 I 107 X 52 32 I 1 白色軽石粒、砂壌士を含む黒褐色土

47号土坑 N 1Bv23 l214Xll8 30 ]白色軽石和を含む黒褐色土 2 白色軽石粒を含む暗褐色土

56号土坑 N I Bk 16 I 220 X 1 72 62 I 1 灰褐色砂質土 2 ロームを含む暗黄褐色土 3 砂壌土を多く含む灰黄褐色土
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(3) 井戸（第160図 PL55)

井戸は計 7 基確認された。 A 区に 1 基、 B 区に 3

基、 D 区に 3 基存在し、いずれも表土下砂壌土上面

およびローム層上面において検出している。

各井戸の時期については、確定できる調査所見が

得られておらず不明となっている。

1 号井戸

径70cm、深さ 150cmで円筒形断面を示す。

2 号井戸

径50cm、深さ 150cmで円筒形断面を示す。

3 号井戸

径60cm、深さ 150cmで円筒形断面を示す。

4 号井戸

径150cm、深さ 180cmで底面から60cm上位に湧水点

がある。埋土中に河原石が数個混入する。

5 号井戸

径90cm、深さ 180cmで円筒形断面を示す。

6 号井戸

径140cm、深さ 200cmで底面から 70cm上位に湧水点

がある。

7 号井戸

径130cm、深さ 280cmで底面から 70cm上位に湧水点

がある。

4 号井戸土］醤説明

1 層 褐色土を多く含む黒褐色土

2 層 指頭大の褐色土プロJクを含むやや砂質の黒褐色土

3 培 水分を多屈に含む軟弱な黒色土

4 層 褐色土プロノクを含む黒褐色土

5 層 褐色土を少饉含む。水分が多く軟弱な黒色土

5 号井戸土層説明

1 培 褐色土プロ・Jクを含む軟弱な黒褐色土

2 層 褐色土を少品含む砂質の黒褐色土

3 培 褐色土プロJクを多く含む軟弱な黒褐色土

4 層 砂質の黒色土

6 号井戸土層説明

l 層 ローム粒、黒褐色土プロックを含む砂質の褐色土

2 層 粗い砂質の明褐色土

3 層 黒褐色土プロノクを含む砂質の暗褐色土

4 層 ロームプロノクを含むやや粘質の暗褐色土

5 層 泥炭質の黒色土

6 培 ロームプロノクを含む粘質の暗褐色土

7 号井戸土層説明

1 層 褐色土を多く含む砂質の黒褐色土

2 層 褐色士を多く含む黒色土

3 培 褐色土を少横含む砂質の黒色土

4 層 褐色士プロ・Jクを含む砂質の果色土

91. 70m 

ーロー
91.50m 

゜
4号井戸

5号井戸

ーロ
92.00m 

第160図井戸

92.00m 2
 

-0-
91.30m 

2号井戸

-O-
91.20m 

ーロ〉―
91.40m 

゜ 2m 

171 



22 24 
\ \ \ \ 

竺 才

ー

シ

———• 

___.e ,A, 
39号溝

A
 g

/

 

----

ン

¥

/

 

ク

翌

——-• 

0

/

 

。

C'• IUI• C 

\ 0

¥

 

2
 

8

¥

 

ー

\ 

ク

----

一゜ 10m 

疇ご

`o  A' 34号溝

(4) 溝

溝状の遺構は C 区・ D 区• E 区に特に認められ

る。全ての溝は遺構確認最上位面で検出されており、

各溝の時期は確定できない。出土遺物も縄文土器、

/ 石器および土師器、須恵器等が混入しており、溝に

゜〇°゜

33号湘 A 

要A.  

ーミ
A' 32号溝

゜

伴出するとみられる遺物は確認されていない。

--- c 区 •D 区• E 区においてそれぞれ検出された溝

状遺構については各調査区毎に溝群として一括して

報告しておきたい。また時期については所属する時

期を調査所見では得られておらず、確定する材料に

乏しいがここでは中・近世にその時期を求めておき

たい。

ク

---
a C 区溝群（第161 • 162図 PL56) 

c 区は、全体的に低地状となっているため、当初

は埋没水田の存在も考えられたが調査の結果確認さ
---
れなかった。

.-- C 区では計16条の溝が検出されている。 25号溝、

26号溝は底面に砂が堆積しており流水の痕跡が明瞭

一 に認められる。流水は一定しておらず、複数回流路

が観察され流水がある時期とほとんど流れのない時

一
C) 

• B 

>

A
 

ク

----

\ 

期があったものとみられる。そのため、全体として

／やや幅の広い溝となったものとみられる。 27~31号

および40号溝も流水痕が認められ相互に重複して存

在する。溝走向も一定せず、基本的には地形に沿っ

ているもので自然の流水路と考えられる。これら溝

— 

群とやや間隔をおいて西側には32~39号溝が存在す

/ る。この溝群は東側の溝群と比べると走向および溝

幅も一定しており、ほぼ南北方向に平行して並んで

——— いる。一部流水の痕跡も認められるが明瞭ではなく、

境界もしくは区割りに伴う溝の可能性もある。

— 

第161図 c 区溝群
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土層説明

1 層表土 10培 黒褐色粘質士

2 培 軽石を含む硬くしまった暗褐色土 11培砂を多く含む

3 培 暗褐色砂質土 12培 褐色砂壌土を含む暗褐色土

4 培 暗褐色砂質土 13培 砂粒を含む暗褐色土

5 培 4 梧と類似するが鉄分沈祐がみられる 14培 軽石、砂を含む暗褐色土

6 屑茶褐色土 15培 砂壌土を含む茶褐色土

7 培 砂礫を含む暗褐色土 16培 砂壌土、暗褐色粘質土が混在

8 培黒色粘質土 17培 軽石粒を含む黒褐色土

9 培砂を多く含む 18培 暗褐色砂壌士を多く含む褐色土

第162図 c 区溝土層図
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b D 区溝群（第163 • 164図 PL56) 

D 区では溝状遺構として記録したものは計14条で

ある。

調査区内を東西方向に延びる溝群ー 1 号・ 2 号・

4 号・ 7 号・ 10号・ 24号溝と、南北方向に延びる溝

群ー 3 号・ 5 号・ 6 号・ 12号溝が認められる。

東西方向に延びる溝群はいずれも時期的には新し

い溝とみられ、埋土内からはコンクリートプロック

やビニール片が出土しており、最近の掘削溝も含ま

れている。

南北方向に走行する溝群 3 号・ 5 号• 6 号はほぱ

平行して存在する。土層断面からは流水の痕跡は確

認されておらず、水路というより区画に用いられた

溝の可能性もある。

23溝は調査時は確認できなかったが、その走向を

みると東西方向に延びDg-12G付近で南方向へ走向

を変えている。一部であるため全体の形状は不明で

あるが、やはり区画に用いられた溝であろうか。

8 号• 9 号には流水の痕跡が認められており、地

形に沿って存在することから自然流路の痕跡とみら

れる。

D 区溝群土層説明

l 層 砂壌土を含む褐色土

2 層 軽石粒を含む茶褐色土

3 層 軽石、砂壌土を多く含む茶褐色土

4 層 黄褐色砂壌土をプロック状に含む茶褐色土

5 層 黒褐色砂質土を含む褐色土

6 層 黒褐色砂質土と黄褐色土の混土層

7 層 軽石粒を含む暗褐色土

8 層 褐色土を多く含む軟弱な暗褐色土

9 層 褐色土プロソクを含む黒褐色土

10層 暗褐色土を混在する黒褐色土

11層 黄褐色砂壌土を多く含む暗褐色土

12層 黄褐色砂壌土、暗褐色土の混土層

13層 黄褐色砂壌土、暗褐色砂壌土の混土層

14層 砂質の暗褐色土（表土を攪乱する）

15層 礫を含む黒褐色砂質土

16層 礫を含む青灰色砂質土

17層 礫を含む赤褐色砂質土

18層 礫を含む褐色砂質土

19層 礫を含む茶褐色砂質土

20層 ~ 3 cm前後の礫を多く含む砂礫層

21層褐色砂礫

22層 粘性をもつ暗褐色土

23層 黄褐色砂壌土を含む暗褐色土

24層 やや砂質で粘性の乏しい暗褐色土
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E 区溝群土培説明

1 層表土

」 \ \ 
2 陪 浅間C軽石、砂粒を含む里色土

\ 

21 

I 3 層 砂礫を含む灰色シルト質土
; 

B 
4 層 砂礫を多く含む灰色シルト質土

90.20m 
5 培 砂礫、黒色土を含む灰色シルト

質土

6 層灰色砂質土

7 層浅間C軽石

8 培 l穴色シルト質土

第165図 E 区溝群と土層図
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7. まとめ

飯土井二本松遺跡の調査によって、これまで報告

したように多岐にわたる時期の遺物、遺構を確認し

得た。

各遺構・遺物とも輿味ある内容をもっており、

個々について分析、検討を加えなければならない必

要性を痛感するが、この報告ではそのうちいくつか

の点の指摘に止めなければならない。ここでは遺跡

の特徴および縄文時代の遺構・遺物に関して調査の

まとめとしておきたい。

なお、今回の調査成果については引続き実施され

るであろう上武道路関連の調査報告に何らかの形で

活用できればと考えている。

a 遺構の特徴

この遺跡が砂壌士性の微高地に立地することは、

すでに行われていた荒砥二之堰遺跡をはじめ周辺遺

跡の調査成果により当初から把握されていた。さら

に試掘調査によっても遺跡の大部分に砂壌土の存在

を確認し得ている。

表土下には遺跡西端部にローム層が認められたの

みで、この東から神沢川にいたるまで砂壌土に覆わ

れている。なお、この遺跡に西接する飯土井中央遺

跡についても調査が行われているが、この地区では

砂壌土の堆積は認められず、飯土井二本松遺跡西端

部に連続してローム層が広がっている。

さらに、周辺遺跡の調査によりこの砂壌土上には

縄文時代中期後半以降の遺構類が検出されているこ

とから、同期以前の堆積であることは判明していた

が、その堆積時期がいつであるかは不明であった。

このようなことから今回の調査では、この砂壌土

の堆積時期を明らかにすることが目的の一つとして

設定されるものとなった。

表土下の砂壌土は遺跡の大部分を覆っているが、

さらにこの砂壌土（上位砂壌土層）の下層にも間層

を挟んで複数の砂壌土層が存在することを確認し得

た。この間層はいずれも遺物包含層を形成し、時期

的には縄文時代各期にもとめられ、同時に砂壌土層

の堆積時期も確定できることになる。

その結果、早期・前期・中期前半の各期を覆う砂

壌土層が確認され、上位砂壌土層を含む計 4 層にお

よぶ堆積が縄文時代に推移したことがあきらかと

なった。

その堆積状態をみると、上位砂壌土層はほぱ遺跡

全域に広がりをもつものの、以下の砂壌土層および

これに伴う各期包含層については地点を異にして存

在が認められている。

早期包含層は遺跡東部にあたる D 区に、前期包含

層、中期前半包含層は A·B 区間に位置する埋没河

川の両岸部にそれぞれ存在が認められ、各々砂壌土

により覆われている。この分布域の相違は明瞭であ

り、各包含層が同一地点において連続的に確認され

ることはない。

このことは当時の分布域（居住域）をそのまま反

映したものととらえることが、遺物のあり方からも

考えられる。早期包含層についてみると、遺物は比

較的高位部に主として分布し、低位部にはほとんど

認められていない。また、その中においても集中分

布域もみられることから、砂壌土が堆積する段階に

おいてもそれほど大きな移動は行われなかったよう

に判断され、遺物の流出により分布域が形成された

ものとは考えにくい。さらに、不明瞭ながらも炉状

遺構が存在する点からみればこの部分が早期におい

て居住域として利用されていたものといえよう。こ

の砂壌土は山体崩落に伴う河川性の堆積物と考えら

れているが、具体的な堆積状況は不明ながら早期面

を埋没する時点では一気に流入したものではなく、

比較的ゆるやかに第一次的堆積が進行しているとみ

られる。このことが早期包含層の保持に要因してい

るといえるが、同時にこの地域における地表面での

早期遺物の確認を困難にもしているのである。

早期包含層を形成する黒色土層中には、縄文時代

早期後半以降と推定されるアカホヤ火山灰 (Ah)

の存在は不明であり、同火山灰降下前の包含層であ

るとの可能性も指摘されている。

なお、堆積する砂壌土層中には遺物・遺構とも認
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められておらず、今回の調査では無遺物層との判断

がなされている。

このような調査所見は A 区・ B 区に確認された前

期、中期前半の包含層および砂壌土層においても基

本的に同様であると考えられる。ただし両分布域が

旧河川を挟んでそれぞれ形成されることから、河川

縁辺付近については浸蝕、再堆積の影響もあり一部

では時期的な混在状況も観察されており、早期面を

覆う砂壌土層に比較すればやや複雑な様相も看取さ

れる。しかし、時期を異にした砂壌土の堆積は事実

として認識され得るものであり、周辺地域の調査に

よりさらに実体があきらかとなっていくものと期待

したい。

また、各期を埋没するそれぞれの砂壌土について

は極めて類似した土壌であり、時期毎に性格を異に

しているか否かについては調査の中では認識できて

いない。このことも今後の調査の課題として残され

るものとなろう。

b 縄文時代の遺物・遺構

縄文時代については早期から後期にわたる遺物類

が得られ、遺構は陥穴群および住居状遺構が確認さ

れた。

特に注目されるものは早期の遺物群であろう。検

出状況から一括資料として認識されるものと考えら

れたが、出土土器からみると複数の時期にわたるも

のとみられる。小破片が大半をしめるとともに、関

連資料の分析が不十分であるため編年的位置につい

ては今後の課題としなければならない。ここでは、

概括的な特徴についてのみみるものとしたい。

器形復元できた土器は尖底土器のみである。この

土器はやや肉庫で、口縁下にわずかに段が認められ

砲弾状の尖底部をもち、器形からみると三戸式土器

段階の特徴が観察される。整形は雑であり、器面に

も起伏が認められるとともに、剥落も目立つことか

ら加えられる文様も判読しにくい。文様は縄文およ

び絡条体が用いられ、帯状に交互施文されている。

両原体ともやや太めであり、施文はあまり丁寧では

ない。施文は口唇部および尖底部付近の一部を残し
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器全面にわたり横位施文は 5 帯が観察される。縄文

は LR 横位、絡条体は単軸絡条体第 I 類と観察され

たが、絡条体に使用される 1 段縄の撚方向について

は不明である。

このような文様構成について、今回の出土例につ

いてみると押型文土器の帯状施文に比較することも

可能である。両種は胎土、整形等土器自体は全く異

なるものであるが、文様表出技法、構成には類似す

る点も認められる。原体は異種であるものの横位回

転手法が用いられ、帯状の交互施文により器面を覆

うという特徴は、文様構成上の共通性として理解し

得るものである。このことから推定すると、類例が

乏しく積極的な根拠を欠いているが、両種は編年的

には近しい関係にあると考えておきたい。

押型文土器は複数原体による横位密接施文という

特徴からみて細久保式土器に位置付けられる資料と

考えられ、検出例のなかでは大形の破片が得られて

いる。点数は 5 片であるが、個体数でみれば 2 個体

分に相当する。

早期包含層出土土器の主体を占めるものは各種条

痕文土器である。いずれも小破片であり接合資料は

ほとんどなく器形、文様構成等不明な点が多い。分

類に際しては報告にあるように器厚、胎土および文

様の比較から頬似する破片毎に行っており、碁本的

に個体別を意識したものである。これら条痕文土器

とした一群に関して編年的にどの段階に位置付けら

れるかについては、ここでは留保しておきたい。ま

た、器壁の厚いものには胎土中に繊維を含む可能性

のある資料も存在し、各種条痕文土器間にも時間差

を考慮しなければならない点もある。このように早

期包含層の量的主体をしめる条痕文土器には今後の

課題とすべき内容が多く、問題もあるが出土状況を

考えあわせ沈線文系土器に伴う可能性も想定させ

る。

ここ数年、早期土器とりわけ沈線文系土器に関す

る形式学的再検討が行われているが、現在も流動的

な内容ももっている。これらの動向をふまえ今回の

出土資料については、改めて分析する機会を設ける

ものとしたい。
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ー 発掘調査の経過

1. 発掘調査の経過

"
u
 

発掘調査の成果

1. 調査の概要

調査は地権者金子規矩雄氏の全面的な協力を得て

昭和49年 3 月 4 日から 3 月 15 日まで実施された。調

査はトレンチ法によることを原則とし、路線中心坑

を中心に10m 毎に方形のグリ、Jドを設定、各直行方

向に1. 5m 巾、長さ 9m のトレンチを入れ、 トレン

チに遺構の確認された部分の拡張を行なった。

2. 遺跡の位置

本遺跡は県道境・太田線と東部伊勢崎線にはさま

れた地域で、西南に世良田部落、東北に新田町下江

田部落が接している。地形は両部落が台地上にあり、

その間を世良田駅東から南南東方向に走る石田川が

形成した沖積低地が分け、広い水田地帯が開ける中

にある。

特に石田川は遺跡地点まで耕地整理により改修さ

れて直流しているが、以前は遺跡から東方のような

蛇行した状態を呈していた。

付近には北300m の下江田部落西南端の矢抜神社

境内に角閃石安山岩使用の石室をもつ前方後円墳が

あり、その南から西にかけての台地縁辺には縄文

早•前期、奈良時代の遺物が散布している。また世

良田駅の周辺には古墳時代中期前半の散布地、そこ

から南にかけての微高地には小円墳が続き、遺跡南

西の世良田部落までのびている。

本遺跡はこうした中にあって石田川右岸に接して

わずかの遺物を散布していた。

(1) 遺構

トレンチの所見による標準層序は下のようであっ

た。

上記のうち、 2 ~ 5 層までは上面における水田耕

作によりかなり各層が圧縮されたものとみられ、そ

の厚さも 20cm内外にすぎない。

6 ~8 層は主として二次堆積によるものであると

考えられ、特に 6 層より上の堆積は何度かにわたる

水積の繰り返しにより形成された可能性がつよい。

このことはマンガン、鉄分の凝集によっても裏づけ

られ、更に、すぐ東を流れる石田川の流れと関連す

るものとみられる。即ち、現在の石田川は耕地整理

により改修されているが、それ以前の耕地図をみる

とかなり蛇行しており、未整理の本遺構のすぐ東か

ら下流ではかなり蛇行し、往時をしのばせている。

これらから、この地域は石田川流域の氾濫源にあり、

古くから冠水を何度も繰り返したにちがいない。こ

のことは後述する遺跡の状態からも裏づけられてい

る。

遺構は 6 層を中心に掘り込まれており、南北方向

に 5 本の溝が認められたほか、隅丸長方形の土坑が

6 基認められた。溝は前述の冠水に対する配慮によ

る排水溝とみられ、時期的にも数次に及ぶものとみ

られる。土坑はその性格を裏づけるものは全くなく、

掘り込み面から時期を推定するにとどまる。

溝状遺構

7 条の溝は大きく分けて排水溝と田の区画を示す

ものの二通りがあるとみられる。このうち、前者は

6 層から掘り込んだA·B の二溝であり、 C·D は

掘り込み面も 4 層からとみられ、現在の田の畦畔と

ほぼ合致するところから後者のものとみられる。

その他、 E • F • G 溝は途中で立ち消えになるも

のも多く、方向性、規格性を欠くところからその性
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第 1 図 下江田前遺跡全体図

層序 層 名 色 調 組 成 等

1 層 耕 作 土 黒 色 粘性有機物を含む

2 層 浮 石 層 灰茶褐色 浮石を含む (A スコリア？）

3 層 粘質士層（1) 暗灰白色 粘土と黒色士の混じり、鉄分を含む

4 層 粘質土層（2) 灰黄褐色 マンガン、鉄の凝集層だが鉄分多し

5 層 粘質土層（3) 暗灰白色 同上、マンガン多し

6 層 砂質土層 明黄褐色 ロームの二次堆積

7 層 粘土層（1) 灰 白 色 粒子の荒い粘土

8 層 粘土層 (2) 暗灰白色 “高師小僧’'が多い粘土
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格は不明である。そこで、以下A·B溝について主

として述べることにする。

A 溝

本調介中、最もしっかりした溝で、しかもはぽ東

西方向に直にのびている。規模は上巾40cm 、深さ 30cm

内外で部分的に片・両の段を有する U字溝である。

掘り込み面は 6 層上面からで遺物はこれに確実につ

くものは発見されなかった。

B 溝

南北方向に蛇行して走る溝で A溝と交わるが、そ

の部分の所見では明らかに A 溝に後行するもので

あった。上巾は40cm 内外で A溝と等しいが深さは

10cm内外A溝より深い。

レベルからみると、 A溝は西から東へ、 B 溝は南

から北方向に水が流れたとみられる。この二方向の

溝は推定の域を出ないが石田川の流路の変更によっ

て掘りかえられたことも考えられる。即ち、蛇行す

る石田川がA溝が掘られた時点では東を流れ、 B 溝

の時点で北側を東西方向に流路を変更したために掘

りかえられたものかも知れない。このことを裏書き

するように、遺跡の北側部分は中央部分より 40cm内

外低く、東方向に続いている。

その他の溝

規模は巾20cm内外、深さ 5 cm内外と小さく、掘り

かたも不明瞭である。前述の北側の低い部分に向

かって集まる傾向をみせており、途中で立ち消えに

なるものもあり、不明確である。掘り込み面も 5 層

上面からのものが多いことから A·B溝の後に掘ら

れたものであることは明らかである。遺物ははとん

どない。

土坑状遺構

すべてがほぽ同一の規模をみせ、巾0.5m 、長さ

1.1 m 内外の隅丸長方形である。深さは概ね 6 層か

ら 20cmはどである。時期的には 5 層下面からの掘り

こみとみられ、 B 溝と交わる 3 基の土坑はその切り

合い関係から B 溝に先行することは明らかであり、

ほぼ各土坑とも同一時期のものとみられることか

ら、 A溝が掘られた後やや間をおいて B 溝開掘以前

に掘られたものとみられる。遺物は全くない。

(2) 遺物

遺物はほとんどなく、わずかに北側落ちこみ部分

に埴輪片が十数片、板碑一片が認められたほか、 4

層以下で灯明皿片、鉄残片が認められたにすぎない。

落ちこみ部分のものは水により流されてきたものと

みられ、下面にノロ状の泥が密着していた。灯明皿

は砂を多量に含んだ胎土で焼成整形技法からみて鎌

倉期以後のものと思われる。

2. まとめ

以上、下江田地区77~79地点の調査結果の所見に

ついて概要をのべてきたが、結論的には、溝の走行

を認めたが、その時期的なもの、性格については不

明な点が多い。

こうした中で推察の域を出ないが、まとめをのベ

る。

(1) 溝は時期的にも性格的にも一様でなく、排水、

田の畦畔に沿った溝等であろう。

(2) 土坑は時期、性格とも不明だが、中世の墓坑的

な様相が認められる。

(3) 時期的には確実な資料を欠くが、 6 層は、北 1

km地点での古墳時代中期の住居跡掘りこみ面で

もあるので、それと余りへだたない時期のもので

あろう。

(4) 灯明皿、板碑等の様相からみると室町～南北朝

期のものであろう。

以上の所見から溝が最初に掘られたのは、掘り方

からみると古代的様相をみることができる。その意

味から時期を限定するとすれば、平安期ごろから南

北朝期ごろまで本遺跡面は地表を出し、度々の冠水

に洗われていたものとみることが妥当ではないかと

考える。
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縄文時代早期 (PL58)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

18図一 l ロ径 20.0 D,~04 水平口縁の尖底深鉢。口縁付近と底部 ①輝石粒を含む。

尖底深鉢 高さ 26.5 に無文帯をもつ。縄文と絡条体による ②橙褐色。

交互横位施文で 5 段構成をもつ。 ③器形から判断して三戸式段階に位置づけられる。

18図ー 2 口縁部 Du-07 楕円押型文は横位、縦位に加えられる。 ①砂礫、輝石粒を含む。

深鉢 口唇部は平坦面をもち内面ザラつく。 ②橙褐色。

③楕円押型文。

18図ー 3 胴部 Dr-05 楕円押型文が横位に加えられる。押型 ①砂粒、輝石粒を含み胎土は緻密。

深鉢 文は精緻で施文は良好。 ②橙褐色。

③楕円押型文。

18因ー 4 胴部 Dx-05 楕円押塑文。杉綾状押型文を交互に帯 ①砂粒、輝石粒を含み胎土は緻密。

深鉢 06 状施文する。押型文は粕緻で施文良好。 ②橙褐色。

③押型文。

18図ー 5 胴部 Dx-05 4 と同一個体。

深鉢

18図ー 6 胴部 Dx-05 4 と同一個体。

深鉢

19図一 l 口縁部 D1-04 撚糸文土器。単軸絡条体第 I 類で R を ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 巻く。条間隔、節ともやや開きぎみ。 ②橙褐色。

③稲荷原式段階。

19図ー 2 口縁部 De-05 ロ唇部外削ぎ状。等間隔の横位沈線を ①砂粒を多く含む。

深鉢 施す。 ②黄褐色。

③田戸下培式段階。

19図ー 3 口縁部 Dr-05 口縁は内湾し、口唇は尖りぎみ。幅 Imm ①含有物の粒子細かく胎土は緻密。

深鉢 の沈線は明瞭で格子目構成をもつ。 ②赤褐色。

③沈線文系土器。

19図ー 4 口縁部 Dh-02 沈線は不明瞭ながら横位に認められる。 ①輝石粒を多く含む。胎土は緻密。

深鉢 整形は良好で、器庫は 7 mm程度である。 ②橙褐色。

③第 3 類 d 種。

19図ー 5 口縁部 Dh-02 ロ唇上は平坦。沈線は不明瞭であり、 ①輝石粒を多く含み、胎土は緻密。

深鉢 4 に類似する。 ②橙褐色。

③第 3 類 d 種。

19図ー 6 胴部 Dv-06 沈線は輻広 (4 mm程度）だが施文は浅 ①粒子細かく胎土は緻密。繊維を含む可能性がある。

深鉢 し ‘o ②暗褐色。

③第 3 類 e 種。

19図ー 7 胴部 Dw-06 沈線は幅 3 mm程度で格子状の構成をも ①含有物の粒子細かく、胎土は緻密。絨維が含ま

深鉢 つ。 れる可能性がある。②暗褐色。

③第 3 類 e 種。

19区I- 8 胴部 Du-04 格子状構成の沈線文間に拍合条線文が ①砂粒含む。焼成良好。

深鉢 05 加えられる。 ②暗褐色。

③第 3 類。

19図ー 9 胴部 Df-03 縦走する沈線は施文其を器面に対し斜 ①砂礫を多く含み H 立つが整形は良好。

深鉢 位に施す。 ②橙褐色。

③第 3 類。
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縄文時代早期 (PL58 • 59) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

19図ー 10 胴部 Dw-07 器厄が厚く、沈線は太く浅い。器面に ①砂粒を多く含み器内面はザラつく。

深鉢 は不規則な擦痕が認められる。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図一 11 口縁部 Dt-07 口唇上にも条痕が加えられ上端部は面 ①胎土は緻密で焼成は良好。

深鉢 をもつ。内面は横位の整形痕がある。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー］2 胴部 Dr-05 条痕はあまり密渠せず、施文毎の間隔 ①砂粒多く、焼成は良好であり器外面は平滑とな

深鉢 が認められる。器内面はザラつく。 る。

②橙褐色。

19図ー 13 胴部 Dr-04 条痕の加えられる器面は平滑であるが ①砂粒を多く含み、焼成は良好。

深鉢 内面はザラつく。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 14 胴部 Dt-07 条痕はやや浅いが密に加えられる。器 ①砂粒多く含むが焼成は良好。

深鉢 面は平滑であるが、内面はザラつく。 ②橙掲色。

③第 3 類。

19艮1-15 胴部 Dr-04 条痕は密に加えられ、細く明瞭。器面 ①砂粒を含み焼成は良好で胎土は緻密。

深鉢 は平滑であるが、内面はサラつく。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー］6 胴部 Dr-04 条痕は密に加えられる。器面は平滑で ①砂粒多く含み焼成は良好で器原は薄手。

深鉢 あるが内面はザラつく。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 17 胴部 Dr-07 条痕はやや戊いが器面は平滑である。 ①砂粒、輝石粒を含み焼成は良好。

深鉢 内面は荒れてザラつく。器原は薄い。 ②橙褐色。

③第 3 類。

191及1-18 底部 Ds-07 尖底部近くの破片と見られる。条痕は ①砂粒、輝石粒を含み焼成は良好。内面は剥落が

尖底深鉢 施文がやや粗であるが器面は平滑。 多い。②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 19 胴部 Dp-06 不明瞭だが斜位の条痕が認められる。 ①砂粒、輝石粒を含み器面に多く露出する。

深鉢 器内外面とも荒れてザラつく。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー20 胴部 Dq-04 不明瞭だが細い条痕が施される。器内 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 外面とも荒れてザラつく。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 21 胴部 Ec-08 細い条痕が施される。器内外面とも整 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 形は良好。内面に炭化物が付着する。 ②褐色。

③第 3 類。

19図ー 22 胴部 Dt-07 条痕は密接し施文は明瞭。器面は平滑 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 であるが内面は凹凸する。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー23 胴部 Dv-06 条痕は密接し施文は良好。器面は平滑 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 だが内面は凹凸し炭化物付着する。 ②橙褐色。

③第 3 類。
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縄文時代早期 (PL59)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

19図ー24 胴部 Do-07 条痕は密で施文はやや不規則。器面は ①小さな空洞がみられ繊維の混入する可能性有。

深鉢 平滑であるが内面は凹凸する。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 25 胴部 Dt-05 条痕は密接し施文は明瞭。器面は平滑 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 であるが内面は凹凸する。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 26 胴部 Dq-04 浅い条痕が横位、縦位に認められる。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 器面は平滑であるが内面は凹凸する。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 27 胴部 Do-07 不明瞭だが不規則な条痕が認められる。 ①胎土中に小さな空洞が認められ繊維を含む可能

深鉢 器面は平滑であるが内面は凹凸する。 性がある。

②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー 28 胴部 Dw-05 条痕は太めで間隔もややあきぎみ。器 ①胎土中に小さな空洞があり繊維が混入された可

深鉢 面は平滑だが内面は凹凸する。 能性がある。

②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー29 胴部 DI-02 条痕は浅く太めで施文は不規則。内面 ①胎土中に空洞が認められ繊維を混入している可

深鉢 の整形やや雑だが外面は平滑である。 能性がある。

②明褐色。

③第 3 類。

19図ー 30 胴部 Df-05 器内外面とも整形やや雑で凹凸する。 ①胎土中に空洞が認められ繊維が含まれる可能性

深鉢 擦痕が認められる他、無文である。 がある。

②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー31 胴部 Dt-09 器面には不明瞭な擦痕が認められる。 ①砂粒を含み焼成良好。

深鉢 内面は凹凸するが外面は平滑である。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー32 胴部 Dk-02 器内外面とも平滑であり無文。 ①砂粒、輝石粒を含み胎土は緻密。

深鉢 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー33 胴部 Dh-02 横走する浅い沈線が施される。器内外 ①砂粒、輝石粒を含み胎土は緻密。

深鉢 面とも整形は良好で、外面は平滑。 ②橙褐色。

③第 3 類。

19図ー34 胴部 Dg-02 横位の浅い沈線が認められる。 33 と類 ①砂粒、輝石粒を含み胎土は緻密。

深鉢 似する資料。 ②橙褐色。

③第 3 類。
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縄文時代前期 (PL59 • 60) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

43図一 l ロ径 25.0 Ay-18 口縁の整形は粗雑でゆるやかな起伏を ①含繊維、内外面に繊維痕やや残る。

深鉢 高さ [34.0] Ba-18 もつ水平口縁。 R L 、 LR 横位を同一 ②にぶい赤褐色。

底部欠損 縄文帯に加え、菱形状構成をもつ。原 ③黒浜式。

体回転に伴う粘士の盛り上がりも部分

的に認められる。

43図ー 2 口縁部 Ba-17 口縁に沿って連続爪形文が 2 条巡り、 ①含繊維。

深鉢 以下 0 段 3 条 LR 横位が施される。整 ②黒褐色。

形は良好で、内面は平滑である。 ③黒浜式。

43図ー 3 口縁部 Be-19 口縁部はやや内湾ぎみに立ち上る。器 ①含繊維。

深鉢 内外面とも整形は良好で繊維は器外へ ②にぶい赤褐色。

露出しない。口縁に沿って 2 条連続爪 ③黒浜式。
形文が巡り以下 LR 横位が施される。

43図ー 4 胴部 Bd-14 列点状刺突文により文様構成する。縄 ①繊維が少屈混入される他、細砂やや多い。

深鉢 文は施されない。 ②黄褐色。

③有尾系。

43図ー 5 胴部 Ba-17 浮線文は偏平でヘラ状工具により細く ①白色粒王の他、輝石粒が認められる。

深鉢 鋭い刻目が加えられる。縄文は R L 横 ②にぶい褐色。

位が観察される。内外面とも整形は良 ③諸磯 b 式。

好である。

43図ー 6 胴部 Ba-17 浮線文は偏平で、ヘラ状工具による細 ①白色粒子の他、輝石粒が認められる。焼成良好。

深鉢 ＜鋭い刻目が加えられる。縄文は R L ②明褐色。

横位が施される。整形は内外面とも良 ③諸磯 b 式。

好。一部に結節回転も観察される。

43図ー 7 胴部 63土坑 浮線文は偏平でヘラ状工具による刻目 ①白色粒子の他、輝石粒が目立つ。焼成良好。

深鉢 が加えられる。縄文は R L 横位が認め ②明褐色。

られる。内外面とも整形は良好。 ③諸磯 b 式。

43図ー 8 胴部 BK-16 平行線文により矢羽根状構成の文様が ①白色粒子がやや目立つ。焼成良好。

深鉢 施され、その上に粘土粒の貼付文が付 ②橙色。

される。整形は外面は平滑で良好だが ③諸磯 c 式。

内面はやや粗い。

43図ー 9 胴部 Ay-17 平行線による横位文様が施される。縄 ①白色粒、輝石粒を含む。

深鉢 文は加えられない。内面にスス付着。 ②にぶい褐色。

③諸磯 b 式？

縄文時代中期前半（PL60)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

54図一 l 口縁部 At-09 口縁部に把手の剥落痕が認められる。 ①細砂、輝石粒が含まれる。

深鉢 縄文は不明瞭だが R L 横位が観察され ②黄褐色。

る。口縁は内湾ぎみで、口唇部は内側 ③阿玉台 lb 式。 54図ー 2 と類似個体。

に面をもつ。内面平滑。

54図ー 2 口縁部 Ba-12 口縁部は内消し、口唇部は内側に面を ①細砂、輝石粒が含まれる。

深鉢 もつ。不明瞭な縄文が認められるが R ②赤褐色。

L 横位と観察される。内面は平滑な面 ③阿玉台 lb 式。

を形成する。
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縄文時代中期前半 (PL60)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

54回ー 3 口縁部 Aw-14 ロ唇部は内側に面をもち、口縁端部に ①細砂、輝石粒が含まれる。

深鉢 刻 H を加える。縄文は不明瞭ながら R ②赤褐色。

L 横位が観察される。 ③阿玉台 I b 式。

54図ー 4 頸部 As-14 器面は剥落が著しい。縄文は LR 横位 ①細砂を含む。

深鉢 が施される。 ②赤褐色。

③阿玉台 lb 式。

54図ー 5 頸部 As-10 太目の鋸歯状沈線により区画文および ①細砂を含み焼成良好。

深鉢 充培文が加えられる。 ②赤褐色。

③阿玉台 lb 式。

54図ー6 胴部 Av-ll 横位の押圧文が連続して加えられる。 ①細砂、輝石粒を含み、焼成良好。

深鉢 ②にぶい褐色。

③阿［台 I b 式。

54図ー 7 胴部 Au-JI 横位の押圧文が連続して加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③阿王台 Ib 式。

54図ー 8 胴部 Au-10 横位の押圧文が連続して加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にふい赤褐色。

③阿玉台 I b式。

54図ー 9 胴部 As-11 横位の押圧文が連続して加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③阿玉台 lb 式。

54図ー］0 胴部 Aw-II 横位の押圧文が連続して加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄褐色。

③阿玉台 I b 式。

54[叉1-11 胴部 Aw-10 横位の押圧文が加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③阿王台 lb 式。

54図ー 12 胴部 Au-l1 横位の押圧文が 3~4 cmの間隔で加え ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 られる。 ②にぶい赤褐色。

③阿五台 Ib 式。

54図ー 13 底部 Au-10 横位の押圧文が底部付近にまで及ぶ。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②黄褐色。

③阿玉台 I b 式。

54図ー 14 底部 Au-10 横位の押圧文が加えられる。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい褐色。

③阿玉台 lb 式。

54 図ー 15 口縁部 Au-13 ロ縁はやや内湾し、 II 唇上に凹面をも ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 つ。鋸歯状沈線により文様構成し、縄 ②にぶい赤褐色。

文は R L が施される。 ③阿王台 I b 式。

54図ー 16 胴部 Av-13 縄文は R L 横位が施される。原体は柔 ①砂粒の他、輝石粒が目立つ。

深鉢 軟なものとみられ、節の形状がやや不 ②にぶい赤褐色。

明瞭となる。 ③阿王台 Ib 式。
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縄文時代中期前半 (PL61 • 62) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

54 図ー］7 口径 28.6 Aoｷ Atｷ Au 胴部は筒状で、口縁部が開く深鉢。ロ ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 器高 35.7 Av-10ｷ11 縁部には隆帯による区画文を施し、ボ ②にぶい赤褐色。

底径 17.0 タン状貼付文を加える。胴部には Y 字 ③阿玉台 lb 式。

状隆帯を垂下させる。

54[叉[-18 口縁部 Aoｷ As-09 口唇部は内外に面をもち、内側に稜が ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 Ax-10 みられる。整形は良好で平滑。 LR 縦 ②明褐色。

Av-11 位。 ③阿玉台 lb 式。

54図ー 19 口縁部 As-10 口縁部はやや湾曲した水平n縁をなす。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 Au-10ｷ11 1 列の角押文および鋸歯状沈線文によ ②にぶい赤褐色。

Avｷ Aw-11 り文様を構成する。 ③阿玉台 lb 式。

55図一 l 口縁部 Ba-12 口唇は尖りぎみで1呵側に面をもつ。文 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 様帯は降線文、 1 列の角押文により構 ②黒褐色。

成される。 ③阿玉台 Ib 式。

55図ー 2 u縁部 Ba-12 口縁は内湾し、口唇部には凹面をもつ。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 1 列の角押文により、区両文が加えら ②黒褐色。

れる。 ③阿玉台 I b 式。

55収I- 3 口縁部 Ba-10 波状n縁をなす。口縁は内湾ぎみで、 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 n唇部は内側に面をもつ。 1 列の角押 ②黒褐色。

文が施され、波頂部下にはホタン状貼 ③阿玉台 I b 式。

付文が付される。

55[叉I- 4 頸部 Ba-11 ］列の角押文により文様構成される。 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 ②閣褐色。

③阿玉台 I b 式。

55図ー 5 頸部 Ay-13 ］列の角押文および押圧文により文様 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 構成される。 ②開褐色。

③|!ii/五台 lb 式。

55図ー 6 頸部 Ay-12 横位の押圧文が加えられ、その上に 1 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 列の角押文が施される。 ②黒褐色。

③阿玉台 lb 式。

55図ー 7 胴部 Ba-12 ］列の角押文が 2 条横走する。 ①細砂、輝石粒を含む。

深卦 ②黒褐色。

③阿玉台 lb 式。

55図ー 8 口縁部 Be-15 口縁部に付される眼鋭状突起部分。ロ ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 唇部に刻 H をもつ。 ②にぶい赤掲色。

③阿玉台 lb式。

55図ー 9 底部 Be-15 降帯文上には刻目を加え、区画内に 1 ①細砂、輝石粒を含む。

• 10 • 11 列の角押文を施し、その間に刺突文を ②赤褐色。

深鉢 充填する。 ③|1iiJ玉台 I b 式。

56図一 l 口縁部 B 区76土坑 無文の浅鉢。器内外面とも整形は良好 ①砂粒を多く含む。

浅鉢 で、横位の調整痕が認められる。口縁 ②褐灰、にぶい黄橙色。

下に一段凹面をもつ。 ③阿王台 lb 式？
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縄文時代中期後半 (PL62 • 63) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

60図一 l 胴部 Bp-22 条は密某して巻かれる。単軸絡条体第 ①緻密で央雑物少ない。

深鉢 I 類 YR 。外面は整形良好であるが ②赤褐色。

内面はやや粗い。 麟糸文系。

60図ー 2 胴部 Bm-20 やや肉原で内外面とも整形は良好であ ①緻密で央雑物は少ない。

深鉢 る。条間隔は一定しており原体はT寧 ②橙色。

に巻かれている。 ③柩糸文系。

単軸絡条体第 I 類 YR 。

60図ー 3 胴部 Bn-22 60図ー 2 と類似しており同一個体の可 ①緻密で央雑物少ない。焼成良好。

深鉢 能性が高い。単軸絡条体第 I 類 YR 。 ②明赤褐色。

③糸文系。

62図ー 1 口径 27.0 1号縄文遺構 波状口縁は 4 単位。文様は隆帯により ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 口縁～胴部 構成され、縄文は R L 、方位は縦位が ②灰黄褐色。

1/2 主であるが、口縁付近には横位が認め ③加曽利 E 3 式。

られる。整形は良好で器面平滑。

62図ー 2 胴部 1 号縄文遺構 隆帯文により文様構成。縄文は R L 縦 ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 位。整形は良好で、外面は平滑、内面 ②明黄褐色。

はやや荒れている。 ③加曽利 E 3 式。

67図一 l 口径（23.6) Bh-15 波状口縁、文様構成とも 4 単位。口縁 ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 高さ [29.3) Bh-16 部の渦巻文は 3 単位が左巻で、 1 単位 ②灰黄褐色。

底部欠損 のみ右巻構成となる。縄文は口縁付近 ③加曽利 E 3 式。

R L 横位、以下 R L 縦位となる。

67図ー 2 長さ 2.0 巾0.8 厚み04 孔穴0.2 厘益1. 9 g 81-15 ①蛇紋岩。

唾飾 完形

69図ー］ 口縁～胴部 B1-20 口縁部に幅広の艇文帯を持ち、その下 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 B,-15 位に楕円形区画文及び把手を加える。 ②浅黄橙色。

区画文内には R L 横位が施され、胴部 ③加曽利 E 3 式。

には条線文が配される。

69因ー 2 胴部 B,-15 口縁部は隆帯文により区画文が加えら ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Bh-15 れ、縄文は R L 横位が施される。胴部 ②にぶい黄橙色。

は斜位に近く、条が縦走している。 ③加曽利 E 3 式。

69図ー 3 胴部 B1-15 縄文は R L であるが、施文方位は縦位 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 斜位と不規則である。 ②橙色。

③加営利 E 3 式。

69図ー 4 口縁部 B1-16 口縁部区画文内は R L 斜位、胴部は R ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 L 縦位が施される。 ②浅黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

69図ー 5 胴部 Bh~l5 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深絆 Bk-21 ②明黄褐色。

B1-!6 ③加曽利 E 3 式。

69図ー 6 胴部 B,-15 大型の浅鉢と見られる。縄文は異束の ①砂粒、輝石粒を含む。

浅鉢 R L 縦位が器全面に施される。 ②樗色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL63 • 64 • 65) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

70図ー 1 ロ径(56.0) 2 号縄文遺構 単位のゆるやかな波状口縁を持つ大型 ①砂粒を多く含む。焼成良好。

深鉢 高さ [32.0] 土器。楕円形区画文下から懸垂文を垂 ②浅黄橙色。

口縁～胴部 下させる。縄文は区画文内に R L 横位 ③加曽利 E 3 式。

胴部は R L 縦位が施される。

70図ー 2 口径(43.0) 2 号縄文遺構 単位のゆるやかな波状口縁を持つ大型 ①砂粒を多く含む。焼成良好。

深鉢 高さ [32.7] 土器。楕円区画文下から懸垂文を加え ②浅黄橙色。

口縁～胴部 る。縄文は R L を用いるが、施文方位 ③加曽利 E3 式。

はやや不規則。

71図一 l ロ径（35.3) Cm~Ol 波状口縁のキャリパー形深鉢。楕円区 ①砂粒を含む。焼成良好。

深鉢 高さ [31. 9] 画文下から懸垂文を加える。区画文内 ②にぶい褐色。

口縁～胴部 には条線文が施される。 ③加曽利 E 3 式。

71 図ー 2 波状口縁部 Dk-11 楕円形区画文内には 0 段 3 条 R L 横位 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 が施される。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

71図ー 3 胴部 Cw-03 懸垂文間は磨消縄文。縄文は R L 縦位 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Cw-02 が施される。 ②橙色。

Cs-03 ③加曽利 E.3 式。

71 図ー 4 波状口縁部 Cp-22 口縁部には隆線による円文が加えられ ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 胴部にはワラピ手状沈線文が認められ ②浅黄橙色。

る。縄文は R L が用いられる。 ③加曽利 E3 式。

71 図ー 5 胴部 Dc-03 区画文内には R L 縦位の縄文が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 その間にワラピ手状沈線文が加えられ ②にぶい橙色。

る。 ③加曽利 E 3 式。

71図ー 6 口縁部 Dk-11 口縁部は内湾ぎみ。楕円形区画文内に ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 は R L 横位、胴部には R L 縦位が施さ ②橙色。

れる。 ③加曽利 E 3 式。

71図ー 7 胴部 Dc-02 懸垂文間に R L 縦位の縄文が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

71 図ー 8 胴部 Cu-05 隆線による区画文が加えられ、部分的 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Cu-06 には突起状の構成も見られる。縄文は ②にぶい黄橙色。

Ct-06 R L 、区画文内は横位、胴部は縦位に ③加曽利 E 3 式。

施す。

71図ー 9 胴部 Dj-10 懸垂文帯間に直前段反撚 LL R 縦位が ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 施され、さらに曲線文が垂下する。 ②にぶい褐色。

③加曽利 E 3 式。

71図ー 10 胴部 Ct-01 CI-04 口縁部は太隆線により文様帯が構成さ ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Cw-24 Cv-23 れ R L 横位が施される。胴部には懸垂 ②橙色。

Cr-23 Cr-24 文および R L 縦位が加えられる。 ③加曽利 E 3 式。

71図一 11 口径（ 10.8) Bo-17 沈線により文様構成し、区画文内には ①砂粒を多く含む。

鉢形土器 高さ[1s.1 l Bo-16 R L 横位が施される。縄文は細く、整 ②橙色。

日緑～底蔀破片 形は内外面とも丁寧。 ③加曽利 B 2 式。

72図一 l 口縁部 B1 ー 14 口縁下に太く浅い沈線が一条巡り、以 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 下 LR 縦位が施される。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E4 式。
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縄文時代中期後半（PL65 • 66) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

72図ー 2 波状口秘部 B,-15 波状部は外反ぎみに開く。楕円形区画 ①砂粒、栢石粒を含む。

深鉢 文内には R L の縄文が施される。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

72図ー 3 波状口縁部 Bv-19 口唇部は肥厚し、上端に面をもつ。曲 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 B1-12 線状区画文内に R L 縦位が施される。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 4 式。

72図ー 4 波状口稼部 Bh-15 口縁部は強く内湾する。曲線状区画文 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 内には R L 縦位が施されるが、口縁付 ②にぶい橙色。

近には横位も認められる。 ③加酋利 E 4 式。

72図ー 5 把手部分 81-15 橋状把手部。ワラビ手状太沈線および ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 R L 縄文が施される。 ②にぶい褐色。

③加曽利 E 3 式。

72悩I- 6 胴部 B1-14 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 B,-15 ②にぶい褐色。

Bh-15 ③加曽利 E 3 式。

72図ー 7 胴部 B,-15 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

72因ー 8 波状口縁部 B,-16 口縁部は隆線により楕円形区画文が加 ①砂粒を多く含む。

深鉢 えられる。縄文は直前段反撚 R LL 横 ②にぶい橙色。

位。器面に細かな亀裂が認められる。 ③加曽利 E 3 式。

72図ー 9 胴部 B1-15 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

72図ー］0 胴部 Be-13 胴部隆帝文土器の胴部片。縄文は R L ①砂粒、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 縦位。器内外面とも整形は良奸である。 ②淡黄色。

③加曽利 E 3 式。

72図ー 11 波状口縁部 An-10 口唇部を欠く。口縁に沿って隆線文が ①砂粒多く含む。

深鉢 Be-13 巡り、以下曲線文が認められる。不叩 ②明黄褐色。

瞭だが縄文も観察される。 ③加曽利 E 3 式。

73図一 l 口縁部 Bh-18 隆線文により文様を構成する。区画内 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 には R L 縦位が施される。器内外面と ②にぶい褐色。

も整形は丁寧。 ③加酋利 E 3 式。

73図ー 2 波状口松部 Bj-20 口縁部区両文内には R 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 器内外面とも整形は丁寧。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

73図ー 3 口縁部 Bf-15 口縁部は内湾し、日唇部やや肥原ぎみ ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 Bm-14 で、上端に面をもつ。区画文は太く浅 ②淡黄、黄灰色。

B1-15 い。縄文は直前段反撚 R LL 横位であ ③加曽利 E 3 式。

る。整形は内外面とも良好。

73図ー 4 口縁部 Bl-19 ロ縁下に太沈線が巡り、以下 0 段 3 条 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 R L 横位が施され、胴部は縦位となる。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半（PL66 • 67) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

73図ー 5 波状口縁部 Bk-18 口縁波状部は外反ぎみに開く。縄文は ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 R L 横位が施される。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 4 式。

73図ー 6 波状口縁部 Bk-19 縄文は 0 段 3 条 R L が用いられ、口縁 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 付近は横位、以下縦位に施される。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 4 式。

73図ー 7 口縁部 Bo-17 曲線文間は磨消縄文とする。縄文は R ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 L で、口縁付近は横位、以下縦位に施 ②浅黄橙色。

す。 ③加曽利 E 4 式。

73図ー 8 口縁部 Bw-19 口縁下に沈線が一条巡り、以下 R L 縦 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 位が施される。 ②橙色。

③加曽利 E4 式。

73図ー 9 口縁部 81-14 縄文は R L で、口縁付近は横位、以下 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 縦位に施す。 ②洩黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

73図ー 10 波状口縁部 Bn-18 隆線による区画文内に R L 横位が施さ ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 れる。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

73図一 11 胴部 B 区 縄文は前々段反撚 R LL 横位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 式。

73図ー 12 胴部 Bw-19 縄文は 0 段 3 条 R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

73図ー 13 胴部 Bt-20 懸垂文幣は幅広く、整形はT寧。縄文 ①細砂、輝石が含まれる。

深鉢 は 0 段 3 条 R L 縦位で、施文は良好で ②にぶい黄橙色。

ある。 ③加曽利 E 3 式。

73図ー］4 胴部 Br-21 縄文部片。縄文は R L 、施文方位は斜 ①細砂、輝石粒を含む。

深鉢 位に近い横位で、条が縦走する。整形 ②橙色。

は器内外面とも良好。 ③加曽利 E 式。

73図ー 15 口縁部 Bt-19 楕円形区画文内に R L 横位が施文され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。器面は摩耗が著しい。 ②浅黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

731図1-16 胴部 Bh-18 曲線状の懸垂文が認められる。沈線は ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 太く明瞭。縄文は直前段反撚 R LL 縦 ②内一にぶい赤褐色。外一灰白色。

位で施文は良好である。 ③加曽利 E 3 式。

73図ー 17 胴部 Bn-17 胴部隆帯文土器胴部片。縄文は R L 縦 ①砂粒多く含む他、輝石粒も見られる。

深鉢 位。器内外面ともややザラつく。 ②にふい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

73図ー 18 胴部 Bo-15 懸垂する沈線は幅広く浅い。縄文は R ⑬少粒、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 L 縦位。器内外面とも整形は良好であ ②にぶい橙色。

るが、やや剥落が目立つ。 ③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL67 • 68) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

74図一 l 口縁部 C 区25溝 楕円形区画文内に LR 縦位を施す。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②褐灰、褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 2 口縁部 Cm-OJ 隆線により楕円形区画文が加えられ、 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 器面摩耗著しい。 ②にぶい黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 3 口縁部 Cm-04 口縁を欠く。楕円形区画文内に R L 横 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 位が施される。 ②にぶい黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 4 波状口縁部 Cs-02 太く浅い渦状沈線が加えられる。縄文 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 は R L 横位である。 ②黄灰色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 5 波状口縁部 CI-04 口縁下に隆起線文が巡り、以下 R L 横 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 位が施される。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 4 式。

74図ー 6 胴部 Cv-24 口縁部の区画文は隆線により加えられ ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。胴部の縄文は R L で異束と見られ ②にぶい橙色。

る。 ③加曽利 E 3 式。

74図ー 7 口縁部 Cm-03 口唇部を欠く。隆線により文様帯が構 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 成される。区画文内には縄文が見られ ②橙色。

るが、不明瞭。 ③加曽利 E 3 式。

74図ー 8 胴部 Cu-03 縄文は R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②灰黄色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 9 胴部 Cv-00 縄文は R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②黒褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 10 波状口縁部 Cv-05 口縁にワラビ状、弧状沈線および L 横 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 位が施される。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 11 口縁部 C 区表採 口縁下に沈線が一条巡り、以下は無文 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 である。 ②橙色。

③加曽利 E 4 式？

74図ー 12 胴部 Crn-04 口縁部は隆線による円文、楕円形区画 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 文が構成される。縄文は R L 横位が施 ②にぶい黄橙色。

される。 ③加曽利 E 3 式。

74図ー 13 胴部 Cp-22 梨合条線は半歓竹管により加えられる。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②褐色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー］4 胴部 Ce-23 条線文が密梨して加えられる。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙～灰黄褐色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL68 • 69) 

No· 器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

74図ー 15 底部 Ck-03 小型土器の底部。不規則な条線文が施 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Co-23 される。底面の整形はやや雑。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

74図ー 16 胴部 Ct-01 深く力強い集合沈線文により文様構成 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 される。 ②灰黄褐色。

③74図一 17 と類似個体。

74図ー 17 胴部 Cv-01 深く力強い集合沈線文が施され、区画 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 文の一部も認められる。 ②にぶい黄橙～褐灰色。

③74図ー 16 と類似個体。

74図ー］8 Ce-01 土器片を再利用したものとみられ、縁 ①砂粒、輝石粒を含む。

土製品 辺部に整形痕が残る。器面には R L 縦 ②にぶい黄橙色。

位が施される。 ③前期諸磯式？

75図ー］ 胴部 Cv-24 縄文は L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石が含まれる。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 2 胴部 Cl-02 縄文は R L 縦位が施される。器面は磨 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 耗が著しい。 ②内一暗褐色。外ーにぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 3 胴部 Ct-04 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 4 胴部 c 区表採 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②浅黄橙色。

③加曽利 E 式。

75図ー 5 胴部 Cn-04 懸垂文は深く明瞭。縄文は LR 縦位が ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 Cm-04 施される。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 6 胴部 Cd-18 隆帯文により文様構成し、縄文は 0 段 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 3 条 R L 縦位が施される。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 7 胴部 Ct-OJ 縄文は前々段反撚 R LL 縦位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 8 胴部 Ct-02 縄文は前々段反撚 R LL 縦位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②灰褐色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 9 胴部 Cu-05 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②内一）火黄褐色。外ーにぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー］0 胴部 Cv-05 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL68 • 69 • 70) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

75図ー］ 1 胴部 Cn-24 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②褐灰色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー 12 胴部 Cr-05 縄文は R LR 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E3 式。

75図ー 13 胴部 Ct-06 縄文は R LR 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

75図ー］4 波状口縁部 c 区26溝 外反ぎみの波状口縁。刺突文帯が 1 条 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 横走する。 ②にぶい橙色。

③加曽利 B 2 式。

75図ー］ 5 胴部 Cv-05 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

76図一 l 波状口縁部 D 区］］溝 口縁部は楕円形区画文が沈線により施 ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 される。区画文内には R L 横位が加え ②にぶい褐色。

られる。器内外面とも整形は良好。 ③加曽利 E 3 式。

76図ー 2 口縁部 D 区表採 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、難石粒を含む。

深鉢 ②黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 3 波状口縁部 Dk-02 口縁部には楕円形区画文が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 縄文は L 縦位で、施文は良好である。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 4 波状口縁部 Dp-12 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 整形は良好である。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 5 口縁部 Dk-11 口縁部に渦巻文の一部が認められる。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 縄文は不明瞭であるが、 R L 横位が施 ②にぶい黄褐色。

される。器内外面とも整形は良好であ ③加曽利 E 3 式。

る。

76図ー 6 口縁部 D 区 7 溝 口縁部は楕円形区画文が施される。縄 ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 文は区画文内に直前段反撚 LR R横位 ②暗赤褐色。

下位に直前段反撚 LL 縦位が加えられ ③加曽利 E 3 式。

る。内外面とも整形は良好。

76図ー 7 波状口縁部 Dc-03 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 8 波状口縁部 D,-02 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 施文はやや粗く不明瞭。 ②暗赤灰色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 9 波状口縁部 DI-11 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 縄文は施文が粗く、不明瞭。器厚はや ②橙色。

や薄手。 ③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL70 • 71) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

76図ー 10 胴部 Dk-11 口縁部区画文内は R L 横位。胴部は R ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 L 縦位が施される。懸垂する沈線はや ②にぶい黄橙色。

や不明瞭。 ③加曽利 E 3 式。

76図ー 11 波状口縁部 Dk-11 楕円形区画文内に R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー］2 口縁部 Dw-11 口唇部を欠く。楕円形区画文内の縄文 ⑬少粒、輝石粒を含む。

深鉢 は不明瞭であり原体判別できない。 ②褐灰色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー］ 3 胴部 Dk-12 R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②灰黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー 14 胴部 DI-10 楕円形区画文の一部が認められる。縄 0網砂、輝石粒を含む。

深鉢 文は R L 縦位で施文は明瞭。器内外面 ②暗赤褐色。

とも整形は良好。 ③加曽利 E 3 式。

76図ー 15 胴部 D 区 縄文は R L 、 LR の 2 種が認められ、 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 それそれ横位に施される。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

76図ー］6 胴部 D 区11溝 懸垂文は戊く不明瞭。縄文は R L 縦位 ①細砂、輝石粒を含む。焼成良好。

深鉢 で施文はやや粗い。 ②内一褐灰色。外ーにぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図一 l 波状口縁部 Dk-10 口縁波状部は外反ぎみに開く。楕円形 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 区画文内には R L 横位が加えられる。 ②橙色。

器内外面とも整形は良好。 ③加曽利 E 3 式。 77図ー 2 と類似個体。

77図ー 2 波状口縁部 Dk-11 口縁波状部は外反ぎみに開く。楕円形 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 の区画文は施文がやや雑で、区画内に ②にぶい橙色。

は R L 横位が加えられる。器内外面と ③加曽利 E 3 式。 77図ー］と類似個体。

も整形は良好。

77図ー 3 口縁部 Dh-10 口縁はやや内湾ぎみ。沈線文下に条線 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 文が施される。 ②里褐色。

③加曽利 E 3 式？

77図ー 4 口縁部 DI-02 口縁は内湾し、口唇部やや肥厚ぎみ。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 曲線状の区画文が沈線により施される。 ②灰黄褐色。

縄文は 0 段 3 条 R L が用いられ、口緑 ③加曽利 E 4 式。

部は横位、以下縦位となる。

77図ー 5 口縁部 24住 口縁下に沈線が一条巡り、下位に曲線 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 文が配される。縄文は口縁付近が 0 段 ②暗灰色。

3 条 R L 横位、以下縦位に施される。 ③加曽利 E 4 式。

77図ー 6 口縁部 D 区 8 溝 口縁部は強く内湾する。区画文は太く ①細砂、輝―石粒を含む。焼成良好。

深鉢 明瞭。縄文は R LR 。 ②にぶい黄褐色。

整形は内外面とも良好である。 ③加曽利 E 3 式。

77図ー 7 波状口縁部 Dk-11 縄文は R L 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL70 • 71 • 72) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

77図ー 8 胴部 Dc-02 縄文は直前段多条 R L 縦位。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい褐色。

③加曽利 E3 式。

77図ー 9 胴部 15溝 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図ー 10 胴部 Dk-11 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図一 11 胴部 Db-13 底部近く。縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図ー］2 胴部 D1-0l 懸垂文間に縄文が施される。縄文帯の ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 幅は狭く約 I.5cm程度である。縄文は ②浅黄橙色。

R L 縦位が用いられる。器内外面とも ③加曽利 E 3 式。

整形は良好である。

77図ー］3 胴部 Dk-11 縄文は R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図ー 14 胴部 DI-10 縄文は R L 縦位が施される。内面には ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 横位の整形痕が明瞭に残る。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

77図ー］ 5 口縁部 D 区 ロ唇上端および内側に沈線が加えられ ①細砂が含まれ、胎土緻密である。

深鉢 る。口縁無文部下には刻目をもつ隆線 ②にぶい黄橙色。

が巡り、以下 LR 横位が施される。 ③加曽利 B 1 式？

78図ー 1 胴部 Dk-11 条線文が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 2 胴部 Dc-02 懸垂文間に条線文が施される。縄文は ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 用いられない。 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 3 胴部 Du-10 縄文は L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 4 胴部 Dn-10 縄文は不明瞭であるが R 縦位が施され ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 る。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 5 胴部 D 区 縄文は L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 6 胴部 Dr-09 懸垂文間に L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL71 • 72) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

78図ー 7 胴部 Dk-11 縄文はやや不明瞭であるが、直前段反 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 撚LR R 縦位と観察される。 ②褐灰色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 8 胴部 Dk-11 縄文は直前段多条 R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 9 胴部 Dj-11 縄文は 0 段 4 条 LR 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 原体とすれば前々段反撚 LR R の可能 ②にぶい黄橙色。

性もある。 ③加曽利 E 3 式。

78図ー］0 胴部 Dj-10 縄文は 0 段 3 条 R L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②灰黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図一 11 胴部 D,-03 縄文は前々段反撚 R LL 横位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 12 胴部 Dj-04 縄文は反撚 L L 縦位が施される。 ①砂礫を多く含む他、輝石粒も認められる。

深鉢 ②にぶい赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 13 胴部 Dh-10 縄文は反撚 RR 横位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー］4 胴部 Dj-10 縄文は前々段反撚 LRR 縦位が施され ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 る。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー］ 5 胴部 DI-10 前々段反撚 LR R 縦位を施した後に沈 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 線文が加えられる。 ②橙色。

③加曽利 E3 式。

78図ー］6 胴部 Dj-10 縄文は反撚 RR 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 17 胴部 Dn-10 縄文は前々段反撚 LR R 縦位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー］8 胴部 Dj-11 縄文は前々段反撚 LR R 縦位が施され ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 る。 ②にぶい橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 19 胴部 Dk-09 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー20 胴部 Dn-10 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②明褐色。

③加曽利 E 3 式。
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縄文時代中期後半 (PL72)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 ①胎土②色調③備考

78図ー 21 胴部 D1-10 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②黒褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー22 胴部 Dj-10 縄文は R LR 縦位が施される。施文は ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 やや粗く、節、条がまばら。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー23 胴部 Dk-09 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②淡黄色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 24 胴部 Dj-10 縄文は LR L 縦位が施される。器内外 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 面とも整形は良好である。 ②灰色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー25 胴部 Dk-11 縄文は LR L 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②黄灰色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー26 胴部 Dk-11 縄文は R LR 縦位である。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②灰黄褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 27 胴部 D「 10 縄文は R LR 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 ②橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 28 胴部 D,-01 縄文は 0 段 3 条 R LR 縦位が施される。 ①砂粒、輝石粒が含まれる。

深鉢 ②にぶい黄橙色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー 29 波状口縁部 D,-10 突起状の波状口縁をもつ。縄文は R L ①砂粒、輝石粒を含む。

深鉢 を横位、斜位に施す。 ②明赤褐色。

③加曽利 E 3 式。

78図ー30 胴部 Dk-03 降線文上に刻目が加えられる。隆線文 ①砂礫が含まれる。

深鉢 は円形の構成が見られ、刻 H は深く明 ②にぶい赤褐色。

瞭。 ③加曽利 E 4 式。
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1 号住居踪（ PL82)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

105図ー 1 最大(IJ. 8) 埋土 上器面布状工具の擦痕が残り平滑であ ①砂粒、石英粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師器台 高さ[ 2.5] 小片 る。下部は涸らして丁寧にナデ器面平 ②酸化。

形土器？ 滑で整形痕を残さない。小片のため径 ③橙色。

不明確。

105図ー 2 径 (4.2) 5 住埋土 平面形はほぼ円形。断面形は段を持つ ①変玄武岩。

紡錘車形 原み 0.9 1/5 台形。 ③暗緑灰色。

石製品 孔穴 0 4 

重益 5 1 g 

105図ー 3 径I.5 庫み0.6 孔穴0.35 重埜I 3 g 3 号井戸 ①頁岩。

臼玉 完形 ③灰色。

107図一 l 口径(17.0) No.14 外面は面らして先の尖ったヘラ状工具 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

弥生 頸部(13.9) 口縁部小片 で扇状に下ー上方向へと削るようにj察 ②酸化。

壺 高さ[ 5.1] 痕が入る。内面研磨を施す。エ具痕残。 ③内一明赤褐色。外ー黒褐色。スス付着？

107図ー 2 口径(1 5.5) No. 4 埋土 外面斜位のヘラ削り。口縁部に粘土帯 ①砂粒、石英、白色鉱物粒子含む。

弥生 高さ[ 8 5] 口縁部1/3欠損 を張り付け、指頭痕残す。内而のナデ ②酸化。

甑 底径 4.7 はヘラ状エ其で施し下半に鋭いi察痕残 ③赤褐色。

穿孔 I 8 す。

107図ー 3 口径 20.8 No.20 No.26 外面丁寧な削り。口縁部に粘土帯を貼 ①石英、砂粒、白色鉱物粒子含む。

弥生 高さ 13l 埋土 り付け指頭痕残す。内面は櫛状工具で ②酸化。

甑 底径 4.6 1/2強 丁寧にナデる。のち内外面共に研磨。 ③明赤褐色。赤色塗彩しているか。

穿孔 I. 7 

107図ー 4 ロ径 13.2 No. 8 No. 9 杯部と脚部の付け部乾燥のしない内に ①白色、黒色鉱物粒子含む。

小型高杯 高さ[11.1 J 埋土 研磨のため削り状の研ぎ痕残す。脚部 ②酸化。

脚部少し欠損 内面ハケ状工具ナデ。脚に 4 つの穿孔。 ③杯部一明褐色。脚部一明褐色、明赤褐色。

107図ー 5 ロ径(10.8) No.22 埋土 内外面共に塗彩後横方向への丁寧な研 ②酸化。

弥生 高さ[ 4.9] 炉掘り方 磨を施す。 ③赤色。
高杯 杯部のみ1/2

107図ー 6 ロ径（ 22.0) No. 7 埋土 外面は口縁部に横方向の丁寧な削りを ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

高杯杯部 高さ[ 9.3] 口縁部少し欠損 施す。内面は丁寧にナデる。のち内外 ②酸化。

面共に放射状の研磨を施す。 ③橙色。

107図ー 7 口径(25.9) No. 7 埋土 内外面に塗彩後体部に放射状、口縁部 ①砂礫含む。

弥生 高さ[ 6.0] 杯部のみ1/2 に横方向に研磨を施す。口縁端部に 2 ②酸化。

高杯杯部 個一対の瘤状突起を 4 ヶ所に張付け。 ③赤褐色。

107図ー 8 口径(25.4) No. 7 内外面に塗彩後口紺部に横方向への丁 ①白色鉱物粒子含む。

弥生 高さ[ 2.3] 杯部口縁小片 寧な研磨を施す。体部は放射状に施す。 ②酸化。

高杯杯部 ③明赤褐色。

107図ー 9 口径 6.9 No 13 内外面共にやや乾燥の進んだ状態で研 ①石英、石礫、白色、里色鉱物粒子含む。
小型器台 頸部 3.0 略完形 磨を施す。脚内血上半否回転のヘラナ ②酸化。

高さ 9.3 デ。下半櫛状ナデ。脚部に 4 つ穿孔。 ③橙色。

底径 10 .4

107図ー 10 口径 6.7 No. I 杯部と脚部の付け部乾燥のしない内に ①石英、砂礫含む。

小型器台 頸部 2. 7 脚部少し欠損 研磨のため削り状の研ぎ痕残す。下半 ②酸化。

高さ 7.8 斜め方向の細かい研磨。脚部に 3 つ穿 ③明赤褐色。

底径 9.9 孔。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

—~ 

107回ー 11 口径 6.8 No.25 内外面共乾燥の進んだ状態で研磨を施 ①石英、砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

小型器台 頸部 2.5 略完形 す。脚内面丁寧なナデである。脚部に ②酸化。

高さ 7. I~7. 7 3 つ穿孔。 ③内一明赤褐～灰褐色。外一明赤褐～暗灰黄色。

底径 8.9 

107図ー 12 最大 (17.0) 埋土 外面の胴部横方向のヘラ削り後、ハケ ①石英、白色鉱物粒子含む。

弥生 高さ (12.6] 胴部片 目。肩部に帯状縄文 (LR R) 施文。 ②酸化。

壺 ③内一灰黄褐色。外一褐灰色。

107図ー 13 口縁部 埋土 口唇部は平坦面をもつ。縄文は口唇部 ①石英、白色鉱物粒子含む。

弥生 直下から加えられ、 LR L 横位である。 ②酸化。
g _• 原体は糸状の細いものが用いられ、細 ③黒褐色。

緻な複節縄文が施される。

107図ー 14 口縁部 埋土 ロ唇部は丸みをもち、縄文は LR L 横 ①石英粒、白色鉱物粒子含む。

弥生 位を施す。 ②酸化。
宮士 ③黒褐色。

107図ー 15 口縁部 埋土 有段口縁をもち、縄文が口唇部、口縁 ①石英粒、白色鉱物粒子含む。

弥生 部に加えられる。 LR L 横位である。 ②酸化。
盆ギ ③黒褐色。

107図ー 16 口縁部 埋土 口縁部は粘土帯貼付により有段口縁と ①石英、白色鉱物粒子含む。

弥生 し、この部分に LR L 横位が加えられ ②隙化。
盆ギ る。 ③黒褐色。

107図ー］ 7 頸部 埋土 LR L 横位が施される。 ①石英粒、白色鉱物粒子含む。

弥生 ②酸化。
g ギ ③橙色。

107図ー］8 頸部 埋土 LR L 横位を施す。原体は糸状のもの ①石英粒、白色鉱物粒子含む。

弥生 が用いられ、細緻な複節縄文となる。 ②酸化。
盆士 ③にふい赤褐色。

107図ー 19 頸部 埋土 LR L 横位が施される。 ①石英粒、白色鉱物粒子を含む。

弥生 ②酸化。
g 一 ③橙色。

107図ー20 頸部 埋土 LR L 横位が施される。縄文は細緻な ①石英粒、白色鉱物粒子を含む。

弥生 複節縄文となる。 ②酸化。
盆士 ③黒褐色。

107図ー21 胴部 埋土 LR L 横位が施される。 ①石英粒、白色鉱物粒子を含む。

弥生 ②酸化。
g 士 ③暗褐色。

2 号住居跡（PL83)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

109図一 l ロ径(13.6) 掘り方 外底の削り強く、砂粒の動き残す。「l ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 3.1 l 1/4 縁丁寧なナデ、下半は無調整。内面は ②酸化。

同心1月状のナデ残す。 ③鈍い褐色。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

109図ー 2 口径（ 13.8) 埋土 外底は削り調整。不規則な削り痕を残 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2.9 1/5 す。内底は中央部でやや凹凸し、口縁 ②醗化。

部辺は濡らしてナデを施す。 ③橙色。

109図ー 3 ロ径(13.0) 埋土 外底の削り幅細く、砂粒の流れ残す。 ①石英粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 2.8] 小片 口縁丁寧なナデ、下半は無調整内面丁 ②酸化。

寧なナデだがやや凹凸し平滑さ欠く。 ③橙色。

109図ー 4 ロ径（ 14.0) No. 1 外底の削り不鮮明で、砂粒の動き僅か ①石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 2.9] 1/4弱 に残す。内面の口縁部強いナデ、内底 ②酸化。 ③鈍い橙色。

凹凸で平滑さ欠く。 ④全体に摩滅している。

109図ー 5 長さ 55.4 幅20.8 原み］7.3 重屈28.500 g カマド袖石 ①粗粒安山岩。

109図ー 6 長さ 20.1 幅7.6 厚み7.0 重星1, 450 g 棒状礫 ①粗粒安山岩。

3 号住居跡（PL83)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

110図ー 1 ロ径（ 13.0) 埋土 外底の削りやや強く丁寧。砂粒の流れ ①細礫、石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 口縁部4/5欠損 残す。内面のナデは平滑に仕上げてい ②酸化。

る。 ③褐色。

110図ー 2 ロ径 13.5~14.0 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。外面ロク ①砂粒、石英粒、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 2.9 略完形 口痕僅かに残す。内底部中心が凹凸。 ②中性烙。

底径 7.1 平面形は楕円形に歪む。 ③にぶい橙色。底部に黒斑有り。

110図ー 3 口径(13.6) No. 5 埋士 右回転ロクロ→回糸無調整。体部内外 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.8 1/3 面共に弱い不明瞭なロクロ痕残す。ロ ②還元。

底径(8.5) 縁部強いナデ。 ③灰色。口縁部に黒斑有。重ね焼き残す。

110図ー 4 口径(22.0) No. 6 口縁部は折り返し口縁で強い横ナデを ①小石、砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵甕 高さ[ 3.0] ロ録部小片 施し稜を残す。口唇部に自然釉付着。 ②還元。

小片で歪みがひどく径は明確でない。 ③灰色。断面セピア色。

110図-5 胴部(22.0) No. I 埋土 外面は細かい削りで、砂粒の流れを残 ①砂粒、石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ [14.5] 胴部小片 す。内面府部は削りに近いやや強いナ ②酸化。

デ。胴下部器面に凹凸有り。接合痕残 ③橙色。

す。

110図ー 6 胴部(24.0) 4 溝 胴部外面削り痕残す。内面ヘラ状工具 ①砂粒、石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師売 高さ [1 1.5] 胴部小片 のナデで平滑さ欠く。胴下半に接合痕 ②酸化。

残す。 ③にぶい橙色。

④二次加熱受ける。

110回ー 7 高さ [10.5] 埋土 4 溝 外面は細かく丁寧な削りで、底部辺は ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 底径 7.4 胴部小片 強い削り痕残す。内底は削りに近い強 ②酸化。

いナデ。胴部辺に接合痕残す。 ③橙色。底部に黒斑有り。

④二次加熱受ける。

110図ー 8 (7.0) XO. 55 XO. 4 埋土 刀子のナカゴ？先端部分欠損。

鉄器 重量4.0 g 

110図ー 9 長さ（ 7.6) 幅（ 13.6) 原み（ 2.5) 重晟500 g 磨石 ①粗粒安山岩。
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4 号住居踪（PL83 • 84) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

11]図一 l ロ径 12.0 No.35 外底は強い削り。外面に指頭痕状の窪 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 口縁部1/3欠損 み有り。口縁工具のナデ平滑さ欠く。 ②酸化。

般底 9.3 下半無調整。内底同心円状のナデが残 ③にぶい赤褐色。口縁部に黒斑有り。

る。

11] 図ー 2 ロ径 12.3 No.30 11]図ー］と同巧。 ①II] 図ー］と同じ。

土師杯 高さ 3.2~35 略完形 ②酸化。

般底 9.0 ③にぶい赤褐色。

④少しいびつである。口縁端部スス状の付舒物。

lll 図ー 3 ロ径 12.6 No. 2 No.28 外底の削りはやや雑。口縁部幅狭くナ ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 埋土 デ、下半は無調整。内底のナデ中心部 ②酸化。

船底 9.0 約 1/2残存 平滑さ欠く。口縁部平面は波状に歪む。 ③にぶい橙色。

④口縁部少しいびつである。

111図ー 4 ロ径 12.0 No.17 外底の削り細かく丁寧。口縁ヘラ状工 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.6 略完形 具のナデ。内面同心円状の強いナデ。 ②酸化。

船底 9.0 中心部平滑さ欠く。体部に接合痕残す。 ③灰褐色。にぶい橙色のプチ状。

④口縁内端部席滅する。

111図ー 5 ロ径 18.7 No.22 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施し ①褐色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.6 完形 平滑さ欠く。内面は同心円状のナデで ②酸化。硬調。

船底 8.8 工具痕残し、中心部は凹凸し肥厚。 ③底部辺橙色。

④底部辺スス状付沼。

111図ー 6 ロ径 12.5 No.34 外底は丁寧な削り。砂粒の流れ残る。 ①砂粒少し、石英粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.7 1/3欠損 口縁のナデ丁寧。内面同心円状のナデ ②酸化。

船底 9.2 体～底部僅かに接合痕有り。平面楕円 ③明赤褐色。

形。

II]図ー 7 ロ径 12.6 No.24 外底の削り強く、砂粒の流れ残す。ロ ①I]]図ー 3 と同じ。

土師杯 高さ 3.5 略完形 縁部幅狭くナデ。下半は指頭痕で平滑 ②酸化。

船底 9.2 さ欠く。内面ナデ、内底平滑さ欠く。 ③外面底部に黒斑有り。

l]] 図ー 8 口径 12.5 カマド 外底やや強く幅広い削り。口縁工具ナ ①白色鉱物粒子含む。
土師杯 高さ 3.1 1/3欠損 デ平滑欠く。下半無調整。内底部辺に ②酸化。

船底 9.6 工具のナデ痕有り。中心部器面薄い。 ③にぶい褐色。

④器面にタール状の不明瞭な物付滸。

]1 2図ー］ 口径 13.5 No.25 埋土 外底面T寧な削り。砂粒の流れ残す。 ①砂粒、石英粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 4.3 口縁部1/3欠損 口縁部油らしてナデ、内面丁寧なナデ ②酸化。

船底 9.0 で体部に放射状の細目な暗文を施す。 ③橙色。底部辺に少し薄い黒斑有り。

112図ー 2 口径（ 14.0) カマド埋土 外底の削りは幅広く長い。外面の削り ①砂粒、石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 嵩さ 4 6 1/5 は細かく鋭い。内面は同心円状のナデ ②醒化。

船底（ 10 .4) で平滑に仕上げている。 ③にぶい褐色。

112図ー 3 ロ径(12.3) No.31 埋土 外底の削り強く、砂粒の流れ残す。ロ ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2.8 1/3 縁はエ具ナデ、内面同心円状の丁寧な ②酸化。

ナデで平滑。平面は楕円状に歪む。 ③にぶい褐色。

112図ー 4 ロ径(1 2.7) 埋土 外底削り。口縁下半は、指頭状の圧痕 ①石英粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 小片 か？器面が凹凸している。内面ナデは ②酸化。

船底(8.0) 溢らして施し、エ具痕残す。 ③にぶい褐色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎士・材質②焼成③色調④その他

112図ー 5 高さ［1. 8] 埋土 外底の削りやや強く、砂粒の流れ残る。 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底部小片 内面ナデ丁寧で平滑である。 ②酸化。

③明赤褐色。

④底部に墨書が有るが小片のため不明確。

112図ー 6 ロ径（ 12.0) 埋土 外面削り。口縁部ナデ。内面ナデ調整。 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 2.5] 口縁部小片 径は小破片のため不明確である。 ②酸化。

③にぶい橙色。

④体部に畏書有り。

112図ー 7 埋土 外底削りやや雑である。内面ナデ平滑 ①白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 底部のみ小片 さ欠く。 ②酸化。

③にぶい橙色。

④底部外面に墨書有り。

112図ー 8 口径(20.6) カマド埋土 輪積みか。外面の削り細く丁寧。砂粒 ①砂粒、白色、里色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(19.0) 口緑～胴部小片 の流れ残る。内面ナデ。胴部に接合痕 ②酸化。

最大(22.0) 残す。口径小片のため不明確。 ③橙色。

高さ［ 19.0] ④二次加熱受ける。

112図ー 9 口径(20.0) カマド埋土 輪積みか。外面の削りは鋭く、砂粒の ①砂粒、小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(17.0) 口縁～胴部小片 動き多い。口～頸部辺強いナデ。内面 ②酸化。

最大(20.0) 丁寧なナデ。胴下部に明瞭な接合痕有 ③にぶい橙色。黒斑有り。

高さ [18.0] り。 ④二次加熱受ける。

112回ー 10 口径 (2 1. 0) No.16 埋土 外面の削りは鋭く、砂粒の流れ残る。 ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(18.6) 口縁～肩部小片 口縁頸部辺ナデ。内面ヘラ状工具のナ ②酸化。

高さ[ 8.3] デ。小破片のため径、傾き不明確。 ③赤褐色。にぶい赤褐色。

112図ー 11 ロ径(22.0) No.15 No.20 輪積みか。外面の削りはやや鋭く、ロ ⑬少粒、石英粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ[ 7. 7] 埋土 縁頸部強く T寧なナデ。内面口縁～肩 ②酸化。

口縁部小片 部ナデ平滑である。 ③にぶい赤褐色。

112図ー］ 2 口径(18.0) No.23 外面の削り鋭く、砂粒の流れ残る。ロ ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甍 頸部(15.4) 小片 縁～頸部辺強いナデ、内面の肩部ヘラ ②酸化。

高さ[ 5. 7) 状工具のナデと、指頭痕状のナデで平 ③橙色。

滑さ欠く。

112I忍1-13 口径 21.0 No.12 No.13 外底面の器面摩滅のため削り不鮮明。 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師鉢 高さ 11.0 カマド 口縁部強いナデ。内面底部辺丁寧なナ ②酸化。

底径 12.4 完形 プ一］さ。 ③にぶい橙色。

④口縁部に炎？スス付着。外底剥落進む。

112図ー 14 高さ[ 3.4] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵鉢？ 胴一高台付部 底部小片 貼付け。体部の横ナデ間隔狭く、砂粒 ②還元。

径 (9.4) の移動少ない。 ③灰色。

④高台部欠損。

112図ー 15 高さ［ 2.4] 埋土 回転ロクロ→回転ヘラ切り。雑で不規 ①砂粒、小石粒、白色鉱物粒子含む。

須恵椀 底径 3.2 底部のみ 則な削り調整、平滑さ欠く。内底面に ②還元。

回転の凹凸有り。 ③灰色。

112図ー 16 高さ[ 2.6] No.32 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、小石粒、白色鉱物粒子含む。

須恵 底径 1 1. 4 底部のみ 取付け後T寧なナデ。内面T寧なナデ ②還元。

高台付椀 調整。内底中心部凹有り。 ③灰色。一部黒色。

④破損後に二次加熱受ける。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

112図一 17 高さ[ 8.5] 埋土 外面平行叩きめ痕。内面押圧痕有り。 ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵甕 破片 小破片のため角度不明確。 ②還元。

③灰色。

112図ー 18 巾 (14.0) No. 7 カマド 表布目痕。櫛状工具の擦痕残し、不規 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

平瓦 長さ (24.8) 破片 則な指頭ナデ施す。裏は削り痕残し平 ③灰黄色。

厚み 1.8 滑さ欠く。周縁部面取の削りを施す。

112図ー 19 巾 28.4 No. 2 表布 H痕。櫛状工具の擦痕有り。裏正 ③黄灰色。

平瓦 長さ (28.2) No. 3 カマド 格子押圧痕、櫛状工具の擦痕残る。周

厚み1.4~2.5 縁部に面取の不規則な削りを施す。

5 号住居跡（PL85)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

114図ー 1 ロ径 10.5 No. 9 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂礫、雲母、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2.8 完形 口縁のナデ工具痕残し、下半に指頭巡 ②酸化。

底径 7.8 る。内底のナデ雑で凹凸し、平滑さ欠 ③橙色。体部～口縁かけて黒斑有り。

く。 ④灯芯痕有り。

114図ー 2 埋土 外底削りやや強く、器面に小さな凹凸 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 底部小片 有り。内底ナデ丁寧である。 ②酸化。 ③にぶい赤褐色。

④外面底部墨書小片で不明確。

114図ー 3 ロ径（］4.8) No.13 No.14 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5. 7 口縁部3/4欠損 取付け。外面に回転時の布状痕明瞭に ②いぶし。

高台付椀 底径 7.0 残る。内底僅かに凹凸有り。 ③灰黄褐色。黒色。

114図ー 4 ロ径 156 No. 7 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.2 口縁部2/3欠損 取付け。取付け時の粘土バリ付着。内 ②還元。

高台付椀 底径 7.3 底回転時の凹凸で平滑さ欠く。 ③灰色。

114図ー 5 ロ径 15.6 No. 16 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.8 1/2強 取り付け。外底は取り付け時のナデ雑 ②中性焔。

高台付椀 底径 7.4 で凹凸し平滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

114 図ー 6 口径(15.0) 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.3 ロー底部小片 取付け。ロクロ間隔狭く、砂粒の流れ ②還元。

高台付椀 底径 7.6 少ない。内底凹凸し平滑さ欠く。 ③灰色。

114図ー 7 口径 (13.6) カマド埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。口縁部横 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3. 7 カマド掘り方 ナデ強く端部外反する。内底のナデT ②遠元。

底径 6.6 1/3 寧で平滑である。 ③灰黄色。

114図ー 8 ロ径 14.0 No.31 右回転ロクロ→回糸無調整。切り離し ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 4.0 カマド埋土 時外底粘土付着。内外面共にロクロ痕 ②還元。

底径（ 6.7) 1/2弱 やや強く平滑さ欠く。 ③灰白色。

114図ー 9 高さ［ 3. 7) No.17 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。切り離し ①砂礫、砂粒、白色鉱物粒子多屈に含む。

須恵椀 底径 9.0 底部小片 時外底に粘土付着。外面ロクロ痕残り ②還元。

平滑さ欠く。内底凹凸僅かに残る。 ③灰色。内面灰褐色。

114図ー 10 ロ径（ 13.0) 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①細砂粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 2.1 口～底部小片 取り付け。内底回転時の凹凸を残し平 ②還元。

（皿） 底径（ 6.6) 滑さ欠く。 ③灰黄色。

204 



No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

114図ー 11 ロ径 20 .4 カマド 外面削り細かく、 T寧で器面平滑であ ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18.2 口～胴部1/3 る。口縁丁寧なナデ、頸部のみやや肉 ②酸化。

最大(22.2) 厚。内面に接合痕残す。 ③にぶい橙色。にぶい赤褐色。黒斑有り。

高さ [22.2)

114図ー 12 ロ径(20.4) 埋土 外面削りは乾燥の進んだ状態で施す。 ⑬少粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

士師甕 頸部(18.8) 口縁部小片 頸部外面に指頭痕状の歪み有り。口縁 ②酸化。

島さ［ 6.3] 上、下にエ具状のナデ痕明瞭に残す。 ③橙色。

114図ー 13 ロ径(22.0) No.11 外面頸部に削り時のエ具痕残る。口縁 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(20.2) 口縁部小片 ～頸部上、下にエ具状のナデ痕明瞭に ②酸化。

高さ[ 5.5] 残る。小片のため径は明確でない。 ③にぶい橙色。

114図ー］4 口径(2 1. 0) No.36 外面削り T寧。口縁上半T寧なナデ、 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(18.5) 小片 頸部辺に接合痕残る。内面頸部指頭状 ②酸化。

高さ［ 6.3] の痕僅かに残し、平滑さ欠く。 ③橙色。

114図ー 15 口径(18.0) No.33 口縁上半強いナデ。接合痕僅かに残す。 ①白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(16.6) 口縁部小片 内面ナデ丁寧で平滑である。 ②酸化。

高さ[ 4.4) ③にぶい赤褐色。

④外面にタール状の不明瞭な物付着。

114図ー 16 ロ径（42.4) No. 8 埋土 口縁部は折り返し口縁で強い横ナデを ①細砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵大甕 高さ[ 9.5] 口縁部小片 施し稜を残す。内外面共にナデが強く ②還元。

平滑さ欠く。 ③灰色。

114図一 17 高さ[ 6.4) No.18 埋土 回転ロクロ→回転ヘラ切り→回転使用 ①細砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵 底部(14. 0) 1/5 高台取付け。内外自然釉付沼。ナデ強 ②遠元。

高台付壺 ＜砂粒移動。高台部棒状圧痕で凹凸著 ③内一灰色。外一褐色。

しい。 ④断面セピア色混ざる。

114図ー 18 口径(17.0) カマド掘り方 右回転ロクロ→外面ロクロ痕やや強く ①密である。

灰釉陶器 高さ[ 3.7] 埋土 布状の拭くような擦痕が残る。内面や ②還元。

椀 口縁部小片 や原＜丁寧なナデ。釉は漬掛けか。 ③灰白色。釉は灰黄色。

114図ー 19 ロ径(18.0) 埋土 114 図ー 18 と同巧。口縁端部やや外反 ①114図ー 18 と同じ。

灰釉陶器 高さ[ 3.6] 口縁部小片 が弱い。 ② ケ

椀 ③ ,, 

114図ー20 口径（ 1 1. 0) 埋土 右回転ロクロ。口縁端部尖る。ロクロ ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

灰釉土器 高さ［ 5.4] 口縁部小片 痕細かい。残存部分全体に釉がかかる。 ②還元。
g 一 口縁部内面に自然釉厚くかかる。 ③灰色。釉は透明。自然釉部分は緑色が濃い。

114図ー 21 高さ[ 4.3] 埋土 右回転ロクロ→回糸→弱いナデ。内外 ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵壺 底径（ 10.8) 底部小片 面共にエ具状擦痕残る。内面平滑さ欠 ②還元。

く。外面自然釉付着。 ③オリープ灰色。

④外面自然釉付着。

114図ー 22 No.19 ③灰黄褐色。にぶい黄橙色。

瓦 小片

114図ー 23 埋土 削り痕僅かに残る。？炎がかかり、使 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

羽口 小片 用した感有り。小片のため径、長さ不 ③橙色。褐灰色。

明確。

114図ー 24 長さ 13.0 幅3.95 厚み3.8 菫祉350 g I 棒状礫 ①粗粒安山岩。
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6 号住居跡（PL85 • 86) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

115図ー 1 ロ径 13.2 No. 2 カマド 外底削り細かく T寧。口縁下半無調整。 ①砂粒、雲母、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 1/3 内面同心円状ナデ。中央部僅かに凹凸 ②酸化。

残り平滑さ欠く。 ③橙色。

115図ー 2 ロ径（ 15.8) 埋土 外底削り T寧。器面磨滅のためやや不 ①砂粒、砂礫含む。

土師杯 高さ[ 3.5] 1/3弱 鮮明。口縁内外面共にT寧なナデ、内 ②酸化。

底凹凸し平滑さ欠く。 ③橙色。

115図ー 3 ロ径（ 25.5) 埋土 外面削りはやや鋭い。口縁丁寧なナデ。 ①白色鉱物粒、砂粒多絨、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(2 1. 0) 口縁1/8 頸部のみ肉原である。内面ナデ丁寧。 ②酸化。

高さ [23.0] 器面摩滅している。 ③明褐色。

④二次加熱受ける。

7 号住居跡（ PL86)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

117図一 l ロ径 13.I No. 4 内外面に墨書有り、又体部～底部にか ②遠元。

須恵杯 高さ 3.8 口縁部少し欠損 けて黒斑有り。

底径 6.2 

117図ー 2 ロ径(1 6.6) No. 13 輪栢みか。外面の削り細かく丁寧。ロ ①砂粒、褐色粘土粒。

土師党 高さ［ 7.9] カマド埋土 縁のナデやや雑で平滑さ欠く。内面ナ ②酸化。

口縁部片 デ丁寧。接合痕残す。 ③橙色。

117図ー 3 高さ[ 6.8] No. 2 輪積みか。外面削りは乾燥の進んだ状 ①砂粒。

土師甕 底径 3.8 底部片 態で鋭く削る。内底にナデ工具による ②酸化。

強いナデ。接合痕残る。 ③にぶい橙色。

117図ー 4 高さ (13.8] No. 1 ①小石、白色鉱物粒子含む。

須恵甕 底径(15.0) 胴部少破片 ②還元。

③灰色。

117図ー 5 長さ 8.9 幅12.4 I厚み2.9 重贔450 g 敲石 ①粗粒安山岩。

8 号住居跡（PL86)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

118図一 l 径5.4 厚み1. 8 孔穴1. 0 重最68.4 g No. 8 ①砥沢石。

紡錘車 完形

118図ー 2 長さ (22.4) 幅17.0 I厚み 1 1. 3 重星7,300 g カマド袖石 ①粗粒安山岩。

118図ー 3 長さ(10.8) 幅6.4 厚み5.4 直紐550 g 敲石 ①枡粒安山岩。

119図ー 1 ロ径 12.4 No.14 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ痕 ①小石、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.8 完形 細かく、内面工具ナデ掠痕残す。内底 ②還元。

底径 6.2 凹凸で平滑さ欠く。 ③灰黄色。

119図ー 2 口径(14.6) No.13 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①小石、砂粒。

須恵 高さ 5.1 カマド埋土 取付け。布状工具で水引き擦痕残す。 ②還元。

高台付椀 底径 6.1 I /3 内底回転痕を残し平滑さ欠く。 ③灰黄褐色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

119図ー 3 口径 15.5 No.45 掘り方 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、砂粒。

須恵 高さ 4.8 口縁一部欠損 取付。口縁部丁寧なナデ。内面ロクロ ②還元。
高台付椀 底径 6.6 痕残さず平滑。内底僅かに凹凸有り。 ③灰白色。

119図ー 4 口径（ 15.3) No.26 No.28 右回転ロクロ→回糸無調整。外面ロク ①砂礫、砂粒、雲母。

須恵椀 高さ 4.8 埋土 ロ痕強く残る。口縁部幅太く水引調整。 ②中性烙。

（土師質） 底径 5.2 内面ロクロ痕残さず平滑に仕上げる。 ③にぶい黄橙色。

④外底に墨書有り。（南）

119図ー 5 ロ径 14.6 No.24 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①小石、砂粒、雲母。

須恵 高さ 5.9 カマド左袖裏 取付け。外面水引で再調整しロクロ痕 ②中性焔。

高台付椀 底径 7.4 カマド埋土 をナデ消す。内面ロクロ痕残す。 ③灰黄褐色。底部に黒斑有り。

1/2 

119図ー 6 高さ［ 3.2] No. 4 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫。
須恵 底径 6.6 底部のみ 取付け。外器面の平滑さ欠く。内底回 ②還元。
高台付椀 転痕残し平滑でない。菫焼き痕有り。 ③浅黄橙色。

119図ー 7 ロ径(12.9) No.16 外底の削り鋭く、砂粒の動き鮮明に残 ①小石、雲母。
土師杯 高さ[ 4.6] 小片 る。口縁部ナデ丁寧。内面同心円状の ②酸化。

ナデ丁京で平滑である。暗文僅かに残 ③橙色。

る。

119図ー 8 口径(1 1. 8) No.19 口縁部ナデ工具の擦痕明瞭に残る。下 ①雲母、砂礫、白色、褐色鉱物粒子含む。
土師杯 高さ[ 3.7] 小片 半の無調整間隔の幅広く、指頭痕残す。 ②酸化。

内面同心円状のナデでT寧である。 ③橙色。

119図ー 9 口径（ 11.5) 埋土 右回転ロクロ。布状工具で水引き擦痕 ①雲母、砂粒含む。

須恵椀 高さ[ 4.9] 口縁部小片 残す。内面ナデ痕僅かに残す。 ②還元。

③にぶい黄橙色。

④墨書、小片のため不鮮明。

119図ー 10 ロ径 14.1 No.35 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①小石、褐色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 2.9 口縁部一部欠損 取付け。内外面共に丁寧なナデ平滑で ②還元。
高台付杯 底径 6. 7 ある。内底回転時の凹凸で平滑さ欠く。 ③にぶい黄橙色。

119図ー］ l 高さ[ 9.1) No.29 No.32 外底削り細かく丁寧。内底ナデ雑で凹 ①砂粒、雲母、白色、褐色鉱物粒子含む。
土師台付 底径 6.3 埋土 凸著しい。接合痕明瞭に残す。脚部内 ②酸化。
小型甕 胴～底部 面強い布状の擦痕残る。胴部歪み。 ③明赤褐色。

119図ー 12 口径(18.9) カマド左袖裏 外面削りは乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂粒。
土師甕 高さ [16.7] カマド埋土 口縁上下にエ具状のナデ痕残す。内面 ②酸化。

口縁～胴部片 ナデやや平滑さ欠く。接合痕僅か残す。 ③橙色。

119図ー 13 口径(22.0) No.12 埋土 外面削りやや鋭く、砂粒の流れ多い。 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(20.0) 口縁部小片 頸部上半にエ具状のナデ時の沈線残る。 ②酸化。
高さ[ 5.5) 中間ナデ弱く接合痕残る。内面工具ナ ③橙色。

ァ--*。

119図ー 14 ロ径（ 19.0) No.17 埋土 外面削り幅太。頸部中間ナデ弱く削り ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(17.4) 11住No. 2 時のエ具擦痕残る。内面口頸部櫛状工 ②酸化。

高さ[ 9.3] 口縁部小片 具の擦痕残し、平滑に仕上げている。 ③にぶい橙色。褐灰色。

④小片のため径は不明確。

119図ー 15 ロ径(1 1. 2) No.40 埋土 外面削りやや雑で、器面平滑さ欠く。 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師小型 頸部(10.0) 口縁部小片 口縁～頸部涸らしてナデを施す。内面 ②酸化。
甕 高さ[ 7.3) 工具によるナデ。指頭状掠痕残る。 ③褐色。にぶい橙色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

119回ー 16 ロ径（ 12.1) No.18 埋土 外面削りやや鋭い。頸部に削り時のエ ①雲母、砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師 高さ[ 5.5] 口縁部小片 具痕残る。内面丁宰なナデで平滑であ ②酸化。

小型甕 る。接合痕残る。 ③橙色。外面黒斑有り？

④二次加熱受ける。

9 号住居跡 (PL87)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

120図一 l 長さ 18.1 幅6.5 厚み2.9 重屈740 g 棒状礫 ①米Jl粒安山岩。

120図ー 2 長さ 39.0 幅 19.4 厚み］5.4 重最2,850 g 磨石 ①粗粒安山岩。

121図一 l ロ径 13.6 No.32 掘り方 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ痕 ①白色、褐色鉱物粒子、小石含む。

須恵杯 高さ 3.8 1/3 細かくやや強い渦巻状を呈す。内底に ②還元。

底径 6.4 回転痕残し平滑さ欠く。 ③にぶい黄橙一灰色。

12]図ー 2 口径 I I.7 No.21 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ強 ①砂礫 (1 cmの石含む）、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.6~3.8 1/2残存 ＜渦巻状を呈す。外底上に糸切時の切 ②還元。

底径 5.4 損痕有り。内面ロクロ痕弱く平滑。 ③灰色。

121図ー 3 口径 14.4 No.26 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①褐色、白色鉱物粒子含む。砂礫。

須恵 高さ 6.6~6.7 1/2強 取付け。内面ロクロ痕残さず平滑に仕 ②還元。

高台付椀 底径 8.2 上げる。接合痕残す。 ③灰黄色。

121 図ー 4 口径 15.9 No. 9 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①白色、褐色鉱物粒子含む。砂礫。

須恵 高さ 7.1 1/2 取付け。内外面共にロクロ痕細かく明 ②還元。

高台付椀 底径 8.6 瞭に残す。内底回転痕で平滑さ欠く。 ③灰色～にぶい褐色（底部）。

121図ー 5 ロ径 146~14.8 No 8 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①褐色鉱物粒子、砂礫含む。

須恵 高さ 6.5~6.6 1/2強 取付け。外面ロクロ痕僅かに残す。内 ②還元。

高台付椀 底径 7.8 面平滑に仕上げる。平面楕円形に歪む。 ③灰黄色。

121 図ー 6 ロ径 12.0 No.38 外底は乾燥の進んだ状態で雑に鋭く削 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.3 完形 り平滑さ欠く。口縁下半無調整で指頭 ②酸化。

底径 8.0 痕が巡る。内面同心円状のナデで平滑 ③橙色。

さ欠く。 ④内底に墨書有り。

121図ー 7 口径 12.6 埋土 外底の削り丁亨で平滑である。口縁丁 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.3~35 1/2強 寧なナデ。内面同心状ナデ丁寧。内底 ②酸化。

底径 7 9 凹凸し平滑さ欠く。 ③明赤褐色。黒斑有り。

12] 図ー 8 口径（ 6.3) No.34 埋土 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施し、 ①小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.8 小片 口縁のナデ平滑さ欠く。下半無調整。 ②酸化。

底径 4.7 内底中心部肥厚し平滑でない。 ③明赤褐色。

④内外面底部に墨書（ P ）。

121図ー 9 高さ[ 2.0] 埋土 外底の削りやや強く、砂粒動き多い。 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底径 8.2 底部 内底ナデ時の擦痕残して凹凸し平滑さ ②酸化。

欠く。 ③橙色。

④底部内外面に墨書有り（八） ? 

121 図ー］0 底面幅4.4~6.1 埋土 外面乾燥した状態で削り、砂粒の動き ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底部のみ 残す。内面凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

③明赤褐色。

④スス付着。内外面墨書有り（八） ? 
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

121 図一 11 口径 12.3 No.48 掘り方 外底の削り鋭く、砂粒の動き多い。ロ ①石英、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.3 掘り方埋土 縁ナデ強く下半は無調整。内面沿らし ②酸化。

底径(8.6) 1/3 てナデ工具痕残す。平面形は歪む。 ③にぶい褐色。スス付着。

121因ー 12 ロ径（ 6.0) No.14 埋土 外面の削りは乾燥の進んだ状態で施す。 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.8 小片 口縁下半無調整。内面丁寧なナデで平 ②酸化。

底径 4.7 滑である。 ③橙色。

121 図ー］ 3 口径 1 1. 8~12.0 No.IO 外底の削りやや強く、器面凹凸有り。 ①雲母、小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3 6 カマド埋土 口縁下半無調整。口縁～内面丁寧なナ ②酸化。

底径 8.0~8.2 完形 デ、布目状の擦痕残る。口縁波状に歪 ③にぶい橙色。外面スス付着。

む。

121 図ー 14 口径 13.5 No. 5 外底の削り鋭く、砂粒の流れ残る。内 ①黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 4.4 略完形 面ナデは凹凸し平滑さ欠く。体部全体 ②酸化。

底径 9.0 に放射状、中心部に十文字状に研磨。 ③橙色。

④暗文。

12]図ー］ 5 ロ径 15.6 No. 7 埋土 右回転ロクロ→回糸。リング状つまみ ①砂礫、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

須恵蓋？ 高さ 2.6 1/2強 剥落か？内外面丁寧にナデ平滑。内面 ②還元。

皿？ 底径 7.6 天井部回転痕残す。外底棒状／王痕有り。 ③灰色。

12]図ー］ 6 口径 16.0 No. 4 No. 6 右回転ロクロ→回糸。リング状つまみ ①砂礫、褐色鉱物粒子含む。

蓋か皿 高さ 2. 7 埋土 剥落か？口縁部辺丁寧なナデ。内面天 ②還元。

1/2強 井部回転痕残し平滑さ欠く。 ③外一灰オリーブ色。内一暗灰黄色。

④重焼き痕残す？

12] 図一 17 口径 17.5 No 24 右回転ロクロ→ロクロ使用つまみ取付 ①砂礫、白色、褐色鉱物粒子含む。

蓋 高さ[ 3.3] 1/2強 け。内外面僅かにロクロ痕残す。内面 ②中性焔。

つまみ3.1 天井部回転痕残す。 ③にぶい赤褐色。］火黄褐色。重焼き痕残る？

121図ー 18 ロ径］32~13.6 No. JO、 16 、]8 輪積みか。外面削り強く細かい。肩～ ①砂粒、小石。

土師 高さ 13.9~1 4.3 埋土 頸部のナデ強く丁寧。内面のナデ丁寧 ②酸化。

小型甕 底径 4 .4 ~5.0 口縁～底部1/2 で平滑に仕上げる。頸部に接合痕残す。 ③にぶい赤掲～黒褐色。

12] 図ー］9 口径 21. 0 No. 4 、] 5 、 20 、 45 輪積みか。外面削りやや丁寧で平滑に ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18.7 カマド埋土 仕上げる。内面工具ナデの擦痕僅かに ②酸化。

胴部 23.5 略完形 残す。底部辺に板状工具の強い圧痕有 ③橙色。

高さ 29.6 り。

底径 3.2 

121回ー20 ロ径 20.4 カマドNo. 3 、 4 、 輪積みか。外面の削りは乾燥の進んだ ①裳母、小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18.0 23 カマド埋土 状態で施す。口頸部のナデ強く凹凸し ②酸化。

胴部 22.5 埋土 平滑さ欠く。内面ナデj・寧。口縁歪む。 ③橙色。外面炭化有機物、スス付着。

高さ 28.1~28.7 略完形

底径 5.1 

12] 図ー21 口径（ 14.0) 埋土 外面の削り強く、砂粒の流れ残る。ロ ①褐色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ［ 7.5] 口縁部小片 縁～頸部ナデT寧である。内面板状工 ②酸化。

具痕残す。 ③にぶい赤褐色。

121図ー22 高さ［ 7.8] No.27 埋土 外面の削り鋭く器面に凹凸有り。脚は ①金霙母、砂粒。

土師 底径 9.1 胴～脚部 内外面共、工具によるナデの擦痕残す。 ②酸化。

高台付甕 内底板状のエ具痕有り。 ③明褐色。外面スス付着。
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10号住居跡（PL88)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

122図ー 1 ロ径 15.8 No. 2 外底の削り強く、砂粒の流れ残る。ロ ①雲母、砂礫、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 謁さ 3.2 1/2弱 縁部丁寧なナデ。内面丁寧なナデで平 ②酸化。

底径（ 10 .4) 滑に仕上げる。 ③明褐色。

122図ー 2 ロ径(14.4) 埋土 外底の削り強く、砂粒の流れ残る。ロ ①砂粒、雲母。

土師杯 高さ[ 2.4] 1/4 縁下半涸らしてナデ調整。内底僅かに ②酸化。

凹凸し平滑さ欠く。 ③橙色。

122図ー 3 ロ径 20.3~21.3 埋土 左回転ロクロ→ロクロ使用の天井部回 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵蓋 高さ[ 4.1] つまみ部欠損 転ヘラ削。ロクロ痕は全体で細かく渦 ②還元。

巻状を呈す。平面形は楕円形に歪む。 ③灰～灰白色。

122図ー 4 ロ径 14.3 カマド埋土 外底の削りやや強く、砂粒の流れ残る。 ①黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.0 1/3 口縁部のナデ強く平滑である。内器面 ②酸化。

（皿） 底径（ 8.6) 磨滅し荒れている。 ③橙色。

122図ー 5 ロ径 230~24.2 No. 1 埋土 輪積みか。外面の削りは鋭＜、頸部の ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 19.0 略完形 み肉厚で粘土を削り落としている。ロ ②酸化。

胴部 20.6 縁内外面共に強いナデ。内面板状擦痕 ③橙色。

高さ 31. 8 有り。

底径 4.4 

122図ー 6 ロ径(2 1. 0) カマド埋土 輪積みか。外面の削りは鋭く長い。頸 ①砂粒、石英、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 17.0 埋土 部のナデ弱く工具痕残す。口縁部ナデ ②酸化。

最大 20.2 1/2 丁寧。内面ナデ丁寧。内底器面摩滅し ③にぶい橙色。

高さ 31.7 ている。

底径(5.6)

122図ー 7 ロ径 22.0 埋土 輪積みか。外面削りはやや鋭い。口縁 ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部］8.3 略完形 ～頸部に指頭痕巡り平滑さ欠く。内面 ②酸化。

胴部 20.6 のナデ丁寧である。 ③橙色。

高さ 29.6

底径 6.3 

122図ー 8 口径 24.0 カマド埋土 輪積みか。外面の削りは上半で長く、 ①雲母、砂粒含む。

土師甕 頸部 19.0 3/5位 下半は細か＜ T寧。頸部のみ肉庫で粘 ②酸化。

胴部 21. 6 土を削り落している？内面ナデ丁寧。 ③橙色。

高さ 30.4

底径 5.1 

123図一 l 口径 23.0 カマド埋土 外面の削り鋭い。削りは細かく砂粒の ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 17.4 口縁～胴部］／2 移動多い。頸部に削り時の擦痕残る。 ②酸化。

胴部 20.8 内面のナデT寧。 ③明赤褐色。外面有機物付滸。

高さ (2 1.7] 

123図ー 2 ロ径 24.0 カマド埋土 輪桔みか。外面の削り鋭く、砂粒の移 ②酸化。

土師党 頸部 21. 0 2/5位 動多い。頸部に削り時の擦痕残る。内 ③にぶい褐色。

最大 20.8 面ナデ丁寧である。接合痕残る。

高さ [26.5]

123図ー 3 高さ[ 9.6] No. 4 外面平行叩き H 痕。内面同心円文明瞭 ①砂礫含む。

須恵甕 小破片 に残す。小片のため径は不明瞭。 ②還元。

③内一黄灰色。外一灰黄色。

123図ー 4 高さ［ 12.1l No. 5 外面平行叩き H痕。内面同心円文残す。 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵甕 小破片 小片のため径は不明瞭。 ②還元。

③灰色。
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11 号住居跡（PLSS • 89) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

125図ー 1 ロ径 13.9 埋土 外底の削り強い。口縁下半無調整だが ①砂粒。

土師杯 高さ[ 3.4] 1/2 不明瞭なナデを施す。内面ナデ丁寧。 ②酸化。

③にぶい橙色。

125図ー 2 ロ径 13.7 No. 5 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切り→ロクロ ①砂礫、砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 4.6 カマド埋土 使用高台取付け。内外面共にロクロ痕 ②中性烙。

高台付椀 底径 9.0 1/2 残さず平滑。器面象lj落、小さな凹凸有 ③灰褐色。

り。

125図ー 3 ロ径 16.0 埋土 8 住埋土 右回転ロクロ→ロクロ使用鉦取付け。 ①砂粒。

須恵蓋 高さ 2.6 1/5 内外面共にナデ丁寧で平滑である。内 ②還元。

つまみ3.6 面天井部回転痕残す。図上復元図る。 ③灰色。

125図ー 4 口径(20.0) 埋土 8 住埋土 右回転ロクロ。内外面共にナデ調整が ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵蓋 高さ[ 2.3] 口縁部小片 丁寧である。 ②還元。

③灰褐色。断面はセピア色。

125図ー 5 ロ径（30.0) No. 2 埋土 外面の削りは鋭く、砂粒の移動多い。 ①小石、砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甑 高さ [16.0] カマド埋土 頸部のみ肉原で粘土を削り落した感有 ②酸化。

口縁部破片 り。内器面摩滅しナデ不鮮明である。 ③にぶい橙色。

125図ー 6 口径 26.0 No. 2 埋土 外面削りは乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

土師甑 頸部 22.0 カマド埋土 口縁～頸部のみ肉原で上～下半へ粘土 ②酸化。

高さ [22.3] 口縁～胴部下位 を削り落としている感有り。全体に摩 ③にぶい橙色。

滅している。

125図ー 7 高さ [15.9] No. 2 乾燥の進んだ状態で削りを施すが全体 ①砂礫、白色鉱物粒子多く含む。

土師売 底径 5.5 カマド埋土 に器面が磨滅のため不鮮明で内外面共 ②酸化。

胴部～底部片 に凹凸し平滑さ欠く。 ③黄褐色。

125図ー 8 径3.3 I厚み1. 8 孔穴0.8 重屈20.8 g No. 1 ①砥沢石。

紡錘車 完形

125図ー 9 長さ 1 1. 7 幅12.5 厚み4.2 重屈1,050 g 磨石 ①枡粒安山岩。

125図ー］0 長さ 15.0 幅6.2 I互み4.1 重屈610 g 棒状礫 ①粗粒安ii」岩。

125図一 11 長さ 12.5 幅5.8 原み3.8 重横470 g 棒状礫 ①粗粒安山岩。

12号住居跡 (PL89)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

126図ー 1 ロ径 12.0 No. 4 右回転ロクロ→ヘラ切り→手持ちヘラ ①砂粒。

須恵杯 高さ 3.5 完形 削り。内外面共にロクロ痕残さず平滑 ②還元。

底径 7.8 である。内底僅かに回転痕残す。 ③内一灰白色。外一灰色。

126図ー 2 口径 12.7 No. 3 右回転ロクロ→回糸→手持ちヘラ削り。 ①砂粒、砂礫。

須恵杯 高さ 4.0 完形 内外面共ロクロ痕残さず平滑である。 ②還元。

底径 3.8 内底僅かに回転痕残している。 ③灰白色。

126図ー 3 口径 15.9 No. I 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒。

須恵 高さ 6.2 1/2 取付け。ロクロ間閉狭く明瞭に残す。 ②遠元。

高台付椀 底径 8.6 内底僅かロクロ痕残すが平滑である。 ③灰色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

126図ー 4 口径(18.1) No. 6 埋土 外面の削りは上半でやや鋭く、下半は ①砂粒含む。

上師甕 頸部(16.0) 1/5 細かく丁寧。内面ナデ丁寧で平滑に仕 ②酸化。

胴部(19.5) 上げる。 ③橙色。

高さ［ 19.8] ④二次加熱受ける。

126図ー 5 高さ[ 8.8] 埋土 外面の削りやや強く、砂粒の移動残る。 ①砂粒。

土師甕 底径 5.0 底部 底部は粘土を削り落としていることが ②酸化。

判る。内面のナデ丁寧で平滑に仕上げ ③明赤褐色。

ている。

126図ー 6 ロ径 1 1. 4 No. 2 、 5 外面削り鋭く、砂粒の移動多い。口縁 ①砂礫、砂粒。

土師甕 頸部 10.3 カマド埋土 ～頸部工具ナデ強く擦痕残す。内面ナ ②酸化。

高さ[ 6.0] 口縁1/2 デ丁寧で平滑に仕上げている。 ③にぶい橙色。

126図ー 7 高さ[ 6.9] カマド掘り方 輪積みか。胴部下端に粘土塊を取付け ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

置き寵 厚み 3.9 脚部小片 底部のみ肉厚で安定を図る。外器面剥 ②酸化。

手ずくね 落。内面ナデ雑で凹凸し平滑さ欠く。 ③外ーにぶい赤褐ー暗赤灰色。内ーにぶい橙色。

13号住居跡（ PL89 • 90) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

127図一 l 長さ (19.8) 幅 1 1. 8 原み57 重麓2,860 g カマド袖石 ①粗粒安山岩。

127図ー 2 長さ (1 1.1) 幅154 原み3.5 厘批1,030 g 敲石 ①石英閃緑岩。

127図ー 3 長さ IO.I 幅8.2 厚み2.9 重屈400 g 磨石 ①粗粒安山岩。

127図ー 4 長さ 8.9 幅8.1 庫み3.5 重屈350 g 砥石 ①砥沢石。

128図ー 1 口径 13.7 No. 18 右回転ロクロ→回転ヘラ切り→ロクロ ①砂礫、砂粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 8.9 口縁部1/4欠損 使用高台取付け。ロクロ痕幅広く残す。 ②還元。

高台付椀 底径 8.9 底部凹凸し平滑さ欠く。 ③灰白色。

128図ー 2 口径 (6.3) No. 6 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ[ 4.5] ロ縁部小片 取付けの可能性あり（剥落のため不明 ②還元。

高台付？ 確である）。高台取付け時の粘土付着。 ③灰色。

128図ー 3 高さ[ 3.0) 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切り→ロクロ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 底径(9.0) 底部のみ 使用高台削り出した可能性。高台周辺 ②還元。

丁寧に削り調整。内器面磨滅し凹凸し ③灰色。内面のみセピア色。

ている。

128図ー 4 高さ[ 1.8] 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切り→手持ち ①白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 底径（ 8.0) 底部片 ヘラ削り。切り離し時の粘土痕付着。内 ②還元。

底中心部回転時の凹凸有り平滑さ欠く。 ③灰色。

128図ー 5 高さ［ 1.5] 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切り。外底に ①砂粒。

須恵杯 底径(8.0) 底部のみ 棒状圧狼僅かに残る。内面回転痕で平 ②還元。

滑さやや欠ける。 ③灰色。

128図ー 6 口径 12.0~128 No.21 No.22 外底の削り鋭く、砂粒の流れ残る。ロ ①石英、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.4 埋土 縁下半無調整。内面は同心円状。中央 ②酸化。

略完形 部門凸し平滑さ欠く。楕円形に歪む。 ③橙色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

128図ー 7 口径 125~12.8 No.11 No.12 外面の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①石英、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.4 略完形 底部内外面に指頭圧痕残り、やや平滑 ②酸化。

さ欠く。 ③橙色。口縁部スス付着（黒斑）。

128図ー 8 口径 12.2 埋土 外面の削りやや乾燥した状態で施す。 ①雲母、黒色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.0 口縁部少し欠損 内面は沿らして同心円状にナデ中心部 ②酸化。

は凹凸し平滑さ欠く。平面少し歪む。 ③にぶい橙色。口縁部黒斑。

128図ー 9 口径 6.5 No. 7 No.13 外底の削り丁寧。口縁下半不明瞭なナ ①雲母、黒色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 嵩さ 3. 7 埋土 デで指頭圧痕巡る。内面同心円状ナデ。 ②酸化。

口縁部少し欠損 中央部不規則なナデで平滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

128図― 10 ロ径 12.8 No.23 、 24 、 25 外面の削りやや強く、砂粒の流れ残る。 ①雲母、黒色鉱物粒子·含む。

土師杯 高さ 3.2 口縁部欠損 口縁下半無調整。内面同心円状のナデ、 ②禁化。

中央で一方向のナデ平滑に仕上げる。 ③橙色。

128図 -ll 口径 12.4 No.12 外面の削りは強く、砂粒の流れ残る。 ①砂礫、里色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.3 1/2 口縁部工具によるナデ擦痕僅か残る。 ②酸化。

内面同心円状。中央部凹凸し平滑欠く。 ③橙色。

128図ー 12 口径(13.4) 埋土 外面の削り細かく丁寧である。内面ナ ①輝石。

土師杯 高さ[ 3. 7] 1/5 デ丁寧。放射状の暗文施す。内外面共 ②酸化。

に平滑に仕上げている。 ③橙色。

128図ー 13 ロ径（ 12.5) No 9 外底の削りやや強い。口縁部のナデ丁 ①雲母、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.2 1/5 寧。内面のナデ丁寧だが指頭痕残り平 ②酸化。

滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

128図ー 14 口径（ 12. 7) No.19 外面の削り丁寧。砂粒の動き少ない。 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ［ 3.0] 1/5 口縁～内面ナデ丁寧で平滑に仕上げて ②酸化。

いる。 ③にぶい橙色。

128図ー］5 口径(16.2) 埋土 外底の削り強い。口縁下半不明瞭なナ ①雲母、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.4 1/4 デで指頭圧痕残す。内面ナデ丁寧で平 ②酸化。

滑に仕上げる。 ③にぶい黄橙色。

128図ー 16 ロ径 12.3 No. 3 外底の削り鋭く、口縁下半無調整だが ①雲母、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 嵩さ 3.2 1/3 指頭痕巡る。内面は同心円状ナデ凹凸 ②酸化。

し平滑さ欠く。 ③橙色。内外面スス？付着。

128図ー 17 ロ径 14.0 No.29 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ②酸化。

土師杯 高さ［ 3.3] 1/4 削り幅太い。器面凹凸し平滑さ欠く。

内面上半工具状擦痕残す。内底平滑。

128図ー］ 8 口径（］ 2.4) No. 5 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂粒。

土師杯 高さ[ 3.1 l 口縁～底部1/5 口縁下半無調整。口縁内外面共にナデ ②酸化。

丁寧で平滑である。内底僅かに凹凸有。 ③橙色。

128図 -19 ロ径（ 12.0) 埋土 外底の削りやや強い。口縁下半無調整。 ①雲母、石英、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2. 7 1/4 内面ナデ丁寧で平滑である。 ②酸化。

③橙色～にぶい橙色。口縁部黒斑有り。

128図ー 20 口径（ 14.5) No. 8 外底の削り鋭く長い。砂粒の流れ残る。 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 3.2] 1/4 内面同心円状。平滑に仕上げている。 ②酸化。

③橙色。
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No· 器種 計測値(cm) 出上・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

128図ー 21 口径 17.6 No.20 輪栢みか。外面肩部平行叩き目残し、 ①石英、砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵甕 頸部 13.7 口縁～屑部2/3 口縁部は折り返し口縁で端部強く摘み ②還元。

高さ［ 9.3] 出す。内面輪積み痕明瞭に残す。 ③灰色。

128図ー 22 ロ径 20.6 No.22 輪積みか。外面の削りは上半で長い。 ①砂礫、砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師売 胴部(21.7) 口縁～胴部1/3 頸部ナデ弱く指頭痕残し平滑さ欠く。 ②酸化。

高さ (18.7] 内面ナデ丁寧。接合痕残す。 ③明赤褐色。

128図ー23 ロ径(21 .4) No. I カマド 輪栢みか。外面の削りは乾燥の進んだ ①黒色、白色鉱物粒子含む。

土師売 頸部(18.5) 口縁～胴部1/5 状態で施す。頸部油らしてナデている。 ②酸化。

胴部 20.2 内面ナデ丁寧。僅かに櫛状工具痕残す。 ③橙色。

高さ [14.2]

128図ー24 口径 21. 4 No.28 外面の削りは上半で長く幅太。頸部に ①雲母、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(18.1) カマド掘り方 削り時のエ具掠痕残すが丁寧にナデ調 ②酸化。

胴部(20.3) 口縁～胴部1/3 整。内面T寧なナデ平滑に仕上げる。 ③橙色。

高さ (15.6]

128図ー25 ロ径(5.0) 埋土 外面の削り鋭く、砂粒の移動多い。頸 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師 高さ[ 6.0] 口縁部小片 部工具による強いナデ。内面板状工具 ②酸化。

小型甕 ナデ痕残し平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

128図ー 26 脚付部38 埋土 外底部鋭く削り上げている。脚部は器 ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師 高さ[ 4.8] 脚部のみ 面を沿らしてナデ付け、内面は板状工 ②酸化。

脚付甕 具でナデ調整。 ③にぶい橙色。

128図ー27 (7.8) XO. 7X0.4 埋土 刀子のナカゴ？先端部欠損。

鉄製品 重量4.6 g 

14号住居跡（PL90)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

130図ー］ 口径 12.0 掘り方 右回転ロクロ→回糸無調整。外面ロク ③灰色。

須恵杯 高さ 3. 7 1/3 口痕弱い。内面平滑であるが中心部に

回転時の凸残る。

130図ー 2 口径(14.0) 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①褐色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 3.8 1/2 取付け？高台部剥落か。外面ロクロ痕 ②中性焔。

高台付椀 底径 3.5 高台部欠損 強。内底平滑に仕上げる。接合痕残る。 ③にぶい黄橙色。

130図ー 3 ロ径 14.0 No.20 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ[ 5.4] 埋土貯穴 取付け。高台部象11落。外面ロクロ痕強 ③褐灰色。

高台付杯 底径 6.5 1/3高台部欠損 く残し砂粒の流れ有り。内器面平滑。

130図ー 4 高さ[ 2.8] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①密である。

須恵 1/4 取付け。内底布状で拭くようなj察痕残 ②還元。

灰釉椀 る。釉は漬掛けか。外面やや厚く施釉。 ③灰白色。釉は灰黄色。

130図ー 5 高さ[ 1.7] カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵 底径（ 7.0) 底部のみ 取付け。内底回転痕残し平滑さ欠く。 ②還元。

高台付椀 高台部多く象lj落している。 ③黄灰色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎士・材質®焼成③色調④その他

130図ー 6 口径 20.3 No. 2 、 3 カマド 輪積みか。乾燥の進んだ状態で施す削 ①雲母、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18.5 No.17 、] 8 、 ]9 、 21 りは鋭い。幅は細く長い。器面凹凸し ②酸化。

胴部 22.6 、 22 カマド掘方 平滑さ欠く。内面肩部櫛状工具ナデ。 ③橙色。外面黒斑。

高さ 266 貯穴埋土 ④二次加熱受ける。

底径 3.6~4.2 略完形

130図ー 7 ロ径 19.2 No.15 掘り方 外面の削りは鋭く、肩部辺で粘土を削 ①褐色鉱物粒子含む。

土師売 頸部(17.0) 埋土 り落としていることが判る。内面ナデ ②酸化。

高さ [13.7] 口縁部小片 丁寧で平滑である。接合痕残る。 ③橙色。

④二次加熱受ける。

130図ー 8 口径（ 19.0) No.14 埋土 外面の削りやや鋭い。砂粒の移動残る。 ①褐色、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(16.8) 口縁部小片 口縁部指頭痕か、僅かに窪み有り。内 ②酸化。

高さ[ 6.5) 面櫛状工具ナデの掠痕明瞭に残る。 ③にぶい橙色。

④二次加熱受ける。

130図ー 9 底径(2 1. 8) No. 1 輪積みか。外面ロクロ痕残さず平滑で ①白色針状鉱物含む。

須恵甕 高さ [14.5] 底部1/5 ある。底部辺の削り摩滅し不鮮明。内 ②還元。

面指頭でナデ付け凹凸し平滑さ欠く。 ③灰色。外面にヒダスキ状の変色部分あり。

130図ー 10 (5.1) X l.OX0.35 No. 5 刀子のナカゴ。中心部残存。

鉄器 重批6.5 g 

130図ー］ 1 長さ 18.8 幅 15.4 厚み6.9 重拭2.900 g 凹石 ①粗粒安山岩。

15号住居跡 (PL91)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

132図ー 1 ロ径(12.2) No.15 カマド 右回転ロクロ→回糸餌調整。砂粒の流 ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.0 小片 れ僅かに残す。器面内外共にロクロ痕 ②還元。

底径（ 4.8) 残さず平滑に仕上げる。 ③黄灰色。

132図ー 2 高さ[ 3.4] 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切りか。外面 ⑰泌；粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 底径(10.0) 1/4 ロクロ痕残さず平滑である。内面工具 ②還元。

痕僅かに残すが平滑に仕上げている。 ③灰色。

132図ー 3 ロ径（］4.4) 埋土 25住 右回転ロクロ→回転ヘラ切り→削り調 ①小石。

須恵杯 高さ 3.4 1/4 整。内外面共にロクロ痕残さず平滑に ②還元。

底径（ 9.6) 仕上げる。内底に直焼きの色斑あり。 ③灰色。

132図ー 4 ロ径 15.5 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、褐色、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.1 1/3 取付け。ロクロ細かく残し砂粒の流れ ②還元。中性烙。

高台付椀 底径 7.I 僅かに残す。内面ナデ丁寧に仕上げる。 ③にぶい橙～にぶい黄橙色。

132図ー 5 ロ径（ 1 1. 2) No.13 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.6 1/5 取付け。乾燥の進んだ状態で施す。外 ②酸化（中性焙）。

高台付椀 底径（ 9.1) 器面荒れ平滑さ欠く。 ③橙色。

132図ー 6 ロ径 14.9 No.15 埋士 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①小石、 7 mm大の石、黒色、白色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 4.6~52 1/2 取付け。器面回転ナデ雑で平滑さ欠く。 ②還元。

高台付椀 底径 7.0 内底回転痕残し凹凸吊す。平面形否む。 ③灰黄～浅黄色。

132図ー 7 高さ[ 3.5] No. I 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切→ロクロ使 ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵 底径 9.3 底部のみ 用高台取付け。釉の付け技法不明。内 ②遥元。

灰釉椀 底に釉が厚く残る。直焼き痕明瞭に残。 ③灰白色。
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No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

132図ー 8 口径 12.4~126 No.15 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、白色、褐色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 4.8~5.1 埋土 取付け。外面ロクロ痕少し残す。内面 ②中性焔。

高台付椀 底径 5.2~5.4 2/3 ナデ丁寧であるが中心部に凹凸ある。 ③内一浅黄色。外＿浅黄～黄灰色。

132図ー 9 高さ[ 1.5] No.12 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、雲母。

須恵 底径 3.3 底部のみ 取付け。高台取付け時の粘土バリ付着。 ②遠元。

高台付椀 内底器面凹凸し平滑さ欠く。 ③灰色。

132図ー 10 高さ[ 2.8] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵 底径（ 7.4) 底部小片 取付け。内外面共にロクロ痕残さずや ②還元。

高台付椀 や平滑である。内底に色斑有り。 ③灰白色。

132図一 11 高さ［1. 8] No.17 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、砂礫。

須恵 底径 7.8 底部のみ 取付け。内底部中心に回転時の凹残り ②中性焔。

高台付椀 平滑さ欠く。 ③にぶい黄橙色。

132図ー 12 ロ径（ 6.8) 掘り方埋土 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂礫、石英粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.1 1/5 口縁下半無調整。内面同心円状ナデ。 ②酸化。

底径(10.6) 口縁に弱い波状の歪み。 ③明赤褐色。

④内外面スス付着。

132図ー 13 ロ径(11 8) カマド埋士 外底の削り強い。口縁下半無調整。内 ①砂粒、雲母、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底径（ 9.2) 1/5 面ナデ雑で底部凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

③にぶい橙色。

132図ー 14 口径 12.0 No. 3 埋土 外底の削りは口縁下半まで施す。器面 ①砂粒。

土師杯 高さ 2.9 2/3 凹凸し平滑さ欠く。内面同心円状、底 ②俄化。

部不規則なナデ。 ③橙色。

④底部墨書（中） ? 

132図ー 15 口径 17.9 埋土 輪積みか。外面の削りは鋭く、砂粒の ①石英、小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部］5.9 口縁～胴部小片 移動多い。口縁～頸部のナデ丁寧で平 ②酸化。

胴部 20.9 滑である。内面ナデ丁寧。 ③にぶい赤褐色。

高さ [22.0] ④内外面スス付着。

132図ー 16 ロ径（ 21. 0) カマド 外面の削り細かく施す。頸部内外面共 ①石英、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ[11. 3] 口縁部小片 に指頭痕巡る。内面櫛状工具でナデ。 ②酸化。

器面が凹凸し平滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

④二次加熱受ける。

132図― 17 口径 19.6 No.22 カマド 輪積みか。外面の削り鋭く砂粒の移動 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(18.0) 口縁部小片 多い。頸部の上～下半のナデ強い。中 ②酸化。

高さ [1 1.7] 間のナデ弱く接合痕残る。内面指頭痕 ③橙色。黒色。

有り。 ④二次加熱受ける。

132図ー］8 口径(2 1. 0) No.23 外面の削りやや強い。口縁端部にエ具 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(20.0) 口縁部 状による弱い沈線巡る。内面板状工具 ②酸化。

高さ[ 7.3] によるナデ痕残すが平滑である。 ③橙色。

132図ー 19 口径(20.0) No.11 埋土 外面の削りやや強い。日縁端部にエ具 ①砂粒、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 17.0 口縁部1/2 状による強い沈線巡る。内面丁寧なナ ②醗化。

高さ［ 7.7] デで平滑に仕上げる。 ③橙色。

132回ー20 口径(19.4) No.19 輪積みか。外面の削りやや強い。頸部 q泣b粒、白色鉱物粒子含む。

土師甍 頸部(18.0) 口縁部 上～下半強いナデ。中間ナデが弱く接 ②酸化。

高さ[ 5. 7] 合痕残す。内面板状工具痕残す。 ③橙色。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

132図ー21 口径 18.0 No.14 、 17 、 19 、 20 外面の削り鋭く、砂粒の移動多い。頸 ①褐色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ［ 7.6] カマド埋土 部のナデやや弱く平滑さ欠く。内面櫛 ②酸化。

口縁部1/2 状工具の擦痕残す。平面形はやや歪む。 ③にぶい赤褐色。

132図ー 22 口径 19.5 No. 9 外面の削り強く、砂粒の移動多い。ロ ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部(15.4) 口縁部小片 縁部ナデT寧で平滑である。内面板状 ②酸化。

高さ［ 7.7] 工具の擦痕残すが平滑に仕上げる。 ③橙色。

132図ー23 高さ［ 3.9) No. 4 胴～脚部の取付け部強い削りを施す。 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

土師 底径(8.0) 脚部のみ 脚部内面ナデのエ具擦痕残す。 ②酸化。

台付甕 ③明赤褐色。

④スス付着。

132図ー24 口径（30.0) No. 2 右回転ロクロ→ロクロ痕弱い。口縁端 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵鉢 胴部(29.8) 口縁部小片 部摩滅している。 ②還元。

高さ[ 9.9] ③灰色。

132図ー25 縦 6.3 掘り方 小片のため技巧不明確。表格子叩き目 ①白色鉱物粒子含む。

瓦 横 6.0 小片 痕。 ③黄灰色。

厚み 1.4 ④表ースス状の付着物。裏ーカマド粘土付着。

132図ー 26 厚み 1.5 埋土 桶巻作りか？端を丁寧に面取りの削り ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

瓦 小片 調整。表格子叩き目痕。 ②酸化。

③灰黄褐色。

132図ー27 幅 3.9~4. I 掘り方 桶巻作りか？端をT寧に面取りの削り ①白色鉱物粒子含む。

瓦 厚み I. 7 小片 調整。表格子叩き目痕。 ③灰黄色。

16号住居跡（PL91)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

133図ー 1 ロ径(12.8) No. 1 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂礫、砂粒。

土師杯 高さ[ 3.2] 1/5 口縁下半無調整。内面ナデ丁寧。 ②禁化。

③内一橙色。外ーにぶい橙色。底部黒斑有り。

133図ー 2 ロ径(16.8) 埋土 口頸部のエ具ナデ弱く平滑さ欠く。ロ ①石英含む。

土師甕 高さ[ 4.9] 口縁部小片 縁端部に沈線巡る。口縁部僅かに歪む。 ②酸化。

③にぶい橙色。

133因ー 3 口径 1 1. 0 埋土 外面の削りやや強く、砂粒の移動残す。 ②酸化。

土師甕 高さ[ 4.1) 口縁部小片 口頸部櫛状工具ナデの擦痕残す。内面 ③にぶい赤褐色。

ナデやや平滑さ欠く。

18号住居跡（ PL91)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎士・材質②焼成③色調④その他

135図ー］ 口径 1 1. 3 No.10 右回転ロクロ→回糸無調整。外面水引 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.8 1/3 きでロクロ痕細かく残す。内底に回転 ②還元。

底径(6.0) 痕残し僅かに凹凸有り。 ③灰色。

④口縁部重焼き痕残る。

135図ー 2 高さ[ 2.6] No.12 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

須恵 底径 6.8 底部のみ 取付け。内底回転痕残し平滑さ欠く。 ②還元。

高台付椀 ③灰黄色。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

135図ー 3 口径(19.0) カマド 輪積みか。外面の削り鋭く、砂粒の移 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ[ 7.5] 口縁部小片 動多い。口縁部のナデ丁寧である。内 ②酸化。

面ナデ丁寧で平滑に仕上げる。 ③橙色。

135図ー 4 ロ径(17.4) No.13 埋土 外面やや乾燥した状態で削りを施す。 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ (5.2] ロ縁部小片 口縁部のナデ曲らして調整し指頭痕僅 ②酸化。

かに残す。内面にナデのエ具痕擦痕有。 ③明赤褐色。内外面にスス状の色斑有り。

135図ー 5 口径（ 19.5) No 2 外面の削りやや乾燥した状態で施す。 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ［ 6.3] 口縁部小片 口縁部のナデ丁寧である。内面工具に ②酸化。

よるナデ痕僅かに残す。 ③明赤褐色。内外面にスス状の色斑有り。

135図ー 6 長さ（ 6.9) 幅（ 9.4) 厚み（ 4. 1) 重屈310 g 磨石 ①粗粒安山岩

19号住居跡（PL91 • 92) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

137図一 l 口径02.8) No. 2 外底の削り口縁下半まで丁寧に施す。 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ［ 2.7] 1/5 内面同心円状で平滑に仕上げる。 ②酸化。

③にぶい橙色。

137図ー 2 口径 13.6 No. 3 外底の削りやや乾燥した状態で施す。 ①雲母、石英、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.6 1/2強 口縁下半無調整。内面同心円状。中央 ②酸化。

底径 12.0船底 部不規則だが丁寧なナデ。 ③にぶい橙色。黒斑あり。

137図ー 3 口径 13.6 埋土 削りは乾燥の進んだ状態で施す。器面 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 3.3] 口縁のみ1/2 に小さな凹凸あり平滑さ欠く。内面同 ②酸化。

心円状ナデ。 ③にぶい橙色。

137図ー 4 口径 14.4 No. 1 、 7 外底の削りはやや乾燥の進んだ状態で ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.6 略完形 施す。口縁下半無調整。内底のナデ不 ②酸化。

規則で凹凸し平滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

137図ー 5 口径 14.8 No.17 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2. 7 略完形 n縁部工具ナデの擦痕残す。内面同心 ②酸化。

円状。底部不規則なナデで平滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

137図ー 6 ロ径 9.8 No. 4 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切→ロクロ使 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 2.5 口縁一部欠損 用削り（底部端～体部下端）。中心僅 ②還元。

底径 6.0 か粘土残。内底回転痕残し平滑さ欠く。 ③灰色。

137図ー 7 口径 23.0 No. 4 、 5 外面の削り鋭く、幅狭く長い。頸部に ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18.0 カマド埋土 削り時の工具状擦痕残す。内面ナデ丁 ②酸化。

胴部 12.0 底部欠損 寧。接合痕残る。 ③明褐色。

高さ [24.5]

137図ー 8 ロ径(26.0) No. 8 、 11 、 13 、 14 外器面摩滅のため削りやや不鮮明。頸 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ [29.3] カマド埋土 部辺の削り強く擦痕残す。内面．丁．具ナ ②酸化。

1/3 デ平滑さ欠く。全体に摩滅している。 ③にぶい橙色。

137図ー 9 長さ 13.7 幅5.5 厚み4.2 重量550 g 棒状裸 ①粗粒安山岩。
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20号住居跡 (PL92 • 93) 

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

139図ー 1 ロ径(16.3) 埋土 外面の削りやや強く、砂粒の流れ残る。 ①砂粒、石英、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 4.8] 小片 [1縁櫛状工具ナデの擦痕残す。内面ナ ②酸化。

底径(12.0) デ丁寧。放射状の暗文施す。 ③にぶい褐色。

139因ー 2 口径 14.1 No. 4 、 5 、 8 右回転ロクロ→回転ヘラ切→不明瞭な ②還元。

須恵椀 高さ 8.0 埋土 手持ちヘラ削り。外面ロクロ痕細かく ③にぶい橙色。

底径 6.1 口縁部少し欠損 渦巻状を呈す。内面全体に研磨を施し ④内黒。

平滑である。

139図ー 3 ロ径 13 .4 No.26 、 27 外底の削りはやや弱い。口縁下半不明 ②酸化。

土師杯 高さ[ 3.7] 1/4 瞭なナデを施す。内面同心円状の丁寧 ③にぶい褐色。

なナデで平滑。

139図ー 4 ロ径 12.0 埋土 外底の削り強い。口縁下半無調整。内 ①砂粒。

土師杯 高さ 3.0 1/2 面ナデ丁寧。内底やや凹凸し平滑欠く。 ②酸化。③にふい橙色。

139図ー 5 口径 20.4 No.14 、 17 カマド 輪積みか。外面の削り鋭く、砂粒の移 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 17.7 カマド 動多い。内面頸部辺に板状工具ナデ痕 ②酸化。

胴部 20.9 口緑～胴部 を残すが平滑に仕上げている。 ③明赤褐色～にぶい黄橙色。

高さ [16.6] ④外面スス付着。

139図ー 6 口径 17.5 No.14 No.14 カ 輪積みか。削りは細かく丁寧に施す。 ①砂粒。

土師甍 頸部 15.1 マドカマド 内面ナデ丁寧。僅かに板状工具痕残す。 ②酸化。

胴部 21.7 埋土 口縁部磨滅か波状に歪む。 ③にぶい橙色。

高さ 21.7 略完形 ④胴部外面に環状にスス付消。

底径 6.2 

139図ー 7 口径 19.5 No.12 、 ]4 カマド 外面の削りはやや強い。口縁～頸部ナ ①砂礫、褐色鉱物粒子·含む。

土師甍 頸部（ 17.3) カマド埋土 デ丁寧。内面板状工具の擦痕明瞭に残 ②酸化。

胴部(20.2) 口縁～胴部1/3 す。口縁部僅かに波状に歪む。 ③明赤褐色。

高さ [20.6]

139図ー 8 高さ [15.0] No.12 、 No.12 カ 外面の削り細かく、砂粒の流れ僅かに ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 マドカマド 残す。内面ナデ丁寧である。 ②酸化。

胴部小片 ③にぶい橙色。④二次加熱受ける。

139図ー 9 高さ [20.6] 埋土 胴部外面に平行叩き H 痕残し、最大径 ①白色鉱物粒子含む。

須恵甕 胴部小片 付近で叩き H をナデ消している。内面 ②還元。

青海波の圧痕あり。 ③内ーセピア色。外一灰色。

139図ー 10 高さ [2 1. 0] No. 9 、 10 、 12 、]4 外面の削りは鋭い。砂粒の移動多い。 ②酸化。

士師甕 底径 5.0 カマド埋土 底部周辺は粘土を削り落し調整。内面 ③明赤褐色。黒褐色。

胴～底部1/3 ナデ不規則で平滑さ欠く。接合痕残す。 ④スス付着。

139図ー］］ 径4.8~5.3 孔穴0.8 原みI.3 重最28.7 g No. I ①流紋岩質凝灰岩。

紡錘車 完形

139図ー 12 径4.0 原み1. 5 孔穴0.7 重祉24.0 g No.25 ①砥沢石。

紡錘車 完形

139図ー］3 長さ 40.0 幅2 1. 6 厚み19.6 重最22,900 g カマド袖石 ①粗粒安山岩。

139図ー 14 (3.8) X 1.1 X0.3 刀子の切っ先。断面は三角状に尖る。

刀子 重量2.2 g 

139図ー 15 (6.5)X0.8X0.4 刀子のナカゴ。先端部分欠損。

刀子 重抵2.9 g 
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22号住居跡（PL93)

No· 器種 計測値（ cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎士・材質②焼成③色調④その他

140図一 l ロ径 7.6 No. 7 掘り方 右回転ロクロ→回糸。外面ロクロ間隔 ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.8~4.0 No.19 埋土 狭く、砂粒の流れ少ない。内面ロクロ ②還元。

底径 5.6 口縁部少し欠損 痕残し平滑さ欠く。 ③灰白色。

④内外面スス付着。内外面に墨書（矢西） ? 

140図ー 2 口径 15.0~15.5 No. 7 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用裔台 ①小石、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 5.2 No. 7 取付け。ロクロ痕はやや強く渦巻状を ②還元。

高台付椀 底径 8.0 口縁部少し欠損 呈す。内面ロクロ痕残し平滑さ欠く。 ③灰白色。重焼きの色斑？

④内外面スス付着？

140図ー 3 口径（ 14.8) No 3 カマド 140図ー 2 と同巧。 ①雲母、砂礫、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

須恵椀 嵩さ 5.6 口縁部3/4欠損 ②中性焔。

底径 6.5~6.7 ③にぶい黄橙色。

④内外面スス付着？

140因ー 4 口径 8.2 カマド掘り方 右回転ロクロ。外面のロクロ痕間隔狭 ( 4 mm大砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵椀 高さ［ 4.7] 底部欠損 く、明瞭に渦巻状を呈す。内面ロクロ ②還元。

痕残さず平滑。底部・高台部剥離か。 ③灰白色。

140図ー 5 高さ[ 9. I) No. I 、 2 カマド 輪積みか。外面の削りは細かくやや鋭 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師売 底径（ 4.6) カマド堀り方 い。内面のナデ板状工具でナデ擦痕残 ②酸化。

カマド埋土 すがやや平滑である。，接合痕残す。 ③にぶい褐色。

底部1/4 ④外面スス付着。

140図ー 6 長さ 18.9 幅 13.3 I厚み10.6 童量2,740 g I No. 5 凹石 ①粗粒安山岩。

140図ー 7 長さ 10.8 幅4 5 厚み2.7 重屈220 g I No.20カマド内 棒状礫 ①ひん岩。

23号住居跡（ PL93)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

141 図一 l ロ径(17.0) No 4 、 5 外底面削りを施しているが器面摩滅の ①雲母、砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ［ 3.8] 1/4 ため不鮮明である。口緑下半無調整。 ②酸化。

内面は同心状、中央部不規則ナデ施す。 ③明褐色。

141 図ー 2 高さ[ 4.2] No. I 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①小石、白色鉱物粒子含む。

須恵 底径（ 7.2) 小片 取付け。外面ロクロ痕残さないが平滑 ②酸化。

高台付椀 さ欠く。高台部大半が剥落。 ③暗灰黄色。

④鉄分少し付布。

141図ー 3 ロ径(7.2) 埋土 右回転ロクロ。内外面共にロクロ痕明 ①密である。

灰釉壺 高さ[ 4.1 l 口縁部小片 瞭に残る。施釉方法不明だが存在部分 ②還元。

全体に釉原くかかる。 ③灰色。釉は透明。緑色が濃い。

141 図ー 4 厚み 2.0~2.2 埋土 112図ー 19 と似ている。小破片のため ①素地粗＜、雰母、砂礫、褐色鉱物粒子含む。

平瓦 小破片 技法不明確。表布 H 痕・櫛状工具痕残 ②酸化烙。

す。 ③橙色。

141 図ー 5 原み 1.4 埋土 小片のため技法不明確。表布目痕有。 ①白色鉱物粒子含む。

平瓦 小片 裏正格子の叩き痕残す。 ③灰色。断面セピア色。
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24号住居踪（PL93 • 94) 

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

143図ー 1 ロ径 13.0 No.42 右回転ロクロ→回転ヘラ切。ロクロ痕 ①小石。

須恵杯 高さ 3.6 完形 幅広く、砂粒の流れ少ない。内面ロク ②遠元。

底径 7.0 口痕残さず平滑である。 ③内一淡黄色。外一灰．灰白色。

143図ー 2 口径 13.0 No.43 、 44 143図一 l と同巧。内底に重焼き痕残 ①小石。

須恵杯 高さ 3.5 完形 る。 ②還元。

底径 7.6 ③灰白色。内外面にヒダスキ状の色斑あり。

143図ー 3 ロ径 13.7 No.45 143図ー 1 • 2 • 4 と同巧。外底に櫛 ①砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ[ 3.9] 略完形 状擦痕残す。平面形は楕円形に歪む。 ②還元。

底径 7.3 ③灰色。

143図ー 4 口径 13.0 No.46 143図ー 1 ~3 と同巧。内底凹凸し平 ①砂礫、黒色、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 4.1 略完形 滑さ欠く。 ②還元。

底径 7.0 ③灰白色。灰色。

143図ー 5 ロ径 13.5 No.24 埋土 143図ー 1 ~ 4 と同巧か。内底僅かに ②還元。

須恵杯 高さ[ 3.5] ロ縁部1/2欠損 回転痕残す。 ③灰色。内面セビア色の斑あり。

底径 7.4 

143図ー 6 口径 12.6 No.18 埋土 右回転ロクロ→回糸。手持ちヘラ削り。 ①砂礫、黒色、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ[ 3.3] 1/2 内外面共にロクロ痕残さず平滑に仕上 ②還元。

底径 7.6 げている。 ③灰色。

143図ー 7 ロ径 13.0 No.22 、 25 右回転ロクロ→回転ヘラ切→手持ヘラ ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ[ 3.5) 1/2 削り。外面ロクロ痕狭く渦巻状に残す。 ②還元。

底径 8.0 内面ロクロ痕残さず平滑に仕上げる。 ③外面灰色。灰白の色斑あり。

143図ー 8 ロ径 13.9 No.35 埋土 外面の削り強い。砂粒の流れ残る。内 ①砂粒含む。

土師杯 高さ 3.5 1/4 面ナデ凹凸し平滑さ欠く。体部放射状 ②酸化。

底径（ 9.9) 底部にラセン状の暗文を施す。 ③にぶい橙色。

④内面暗文。

143図ー 9 口径 1 1. 9 No.27 外底の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①雲母、砂礫、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.0 1/2 口縁下半無調整だが指頭状のナデを行 ②酸化。

う。内面海らしてナデやや平滑さ欠く。 ③橙色。

④スス付着。

143図ーJO ロ径 12 .4 No.12 、 40 右回転ロクロ→回糸→手持ちヘラ削。 ①石英、砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.9 略完形 外面ロクロ痕僅かに残す。内面ナデ丁 ②還元。

底径 6.7 寧で平滑。内底に重ね焼き痕有り。 ③内一淡黄・灰白色。外一灰色。

④内面に墨書有り（尺） ? 

143図一 11 口径 15.0 No.39 埋土 右回転ロクロ→回転ヘラ切→ロクロ使 ①砂礫、雲母、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 5.5 1/3 用削り（底部端～体部下端）。内面丁 ②中性烙。

底径(7.0) 寧なナデで全体に研磨を施す。 ③にぶい黄橙色。内面黒色。

143図ー］ 2 口径 13.0 No.34 、 37 、 38 右回転ロクロ→回転ヘラ切。外底中心 ①砂礫含む。

須恵杯 高さ 3.7 1/2 粘土を少し残す。内外面共に平滑。内 ②還元。

底径 7.0 底部少し回転痕残す。僅かに歪む。 ③灰色。底部にヒダスキ状の色斑有り。

④口縁部に重ね焼き痕。

143図ー 13 厚み025~0 55 埋土 外底に削り鋭く、砂粒の流れ残る。内 ①黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底部のみ 底ナデ不規則で平滑さ欠く。 ②酸化。

③明赤褐色。

④内底に島書有り。小破片のため字不鮮明。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

143図ー 14 口径 20.4~21. 0 No 43 埋土 輪積みか。外面の削り強く細かく施す。 ①白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 18. 7 胴部下位～底部 口頸部海らしてナデ、平滑さ欠く。内 ②酸化。

胴部 21. 4 欠損 面胴部下半で板状・指頭ナデ痕残す。 ③橙色。

高さ［ 18.4] ④内外面スス付充i。

143図ー］5 口径 16.8 No.41 外面のナデ細かく丁寧で器面平滑に仕 ①砂粒、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頸部 14.8 略完形 上げる。内面ナデ丁寧。器面全体に薄 ②酸化。

胴部 25.1 手。接合痕残す。 ③橙～にぶい橙色。

闇さ 23.7 ④外面スス付府。二次加熱受ける。

底径 6.8 

143図ー 16 高さ [12.4) No.28 肩部か。同転の掠痕残し、平行叩き目 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵売 小片 を施す。内面は青海波の押圧痕僅かで ②還元。

不規則なナデ調整を残す。 ③褐灰色。断面セピア色。

144図ー 1 (3.6)Xl.8X0.3 蜂部分やや湾曲。小片のため不明確。

鉄鎌？ 重競4.6 g 

144 図ー 2 (6.8) X l.8X 1.0 先端部分欠損。頭部は鉤手状に曲がる。

鉄製品 霞量16. 7 g 

144図ー 3 (2.7)X0.6XO 4 (2.2)X0.6X0.6 刀子のナカゴか。先端部欠損。

鉄製品 重銚 2.9 g 

144図ー 4 (5.2)Xl.OX0.8 頭部に打撃痕残る。先端部僅かに欠損。

鉄釘 厭益10.6 g 

25号住居跡（ PL94)

No· 器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

145図ー］ 長さ l60Xl59 No.43 表不規則な削りで凹凸し平滑さ欠く。 ①白色鉱物粒子含む。

須恵瓦 厚み ]. l カマド掘り方 裏は布目痕鮮明に残す。周縁部を面取 ②還元。

小片 りの削りを施す。 ③灰色。断面はセピア色。

145図ー 2 長さ 8OX6 2 埋土 表布目痕の上櫛状工具でナデている。 ②酸化。

瓦 原み 2.0 小片 裏は不規則な削り後櫛状工具でナデ。 ③にぶい黄橙色。

周縁部を面取りの削りを施す。

146図一 l 高さ[ 2.1] No. 7 掘り方 右回転ロクロ→回糸無調整。外底摩滅 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 底径 7.5 し、内底は凹凸し平滑さ欠く。 ②遠元。

③灰白色。

146図ー 2 口径 13.8 No.16 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。内外面共 ①砂粒、砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.5 口縁部1/2欠損 にロクロ痕残さず平滑である。内底に ②遠元。

底径 7. 7 明瞭な回転痕残す。 ③灰白色。

146図ー 3 ロ径(1 3.1) 埋土 外底の削り強く、砂粒の流れ残る。ロ ①石英、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2. 7 1/3 縁下半は無調整。内面雑なナデで凹凸 ②酸化。

底径 1 1. 3 し平滑さ欠く。 ③橙ーにぶい橙色。

146図ー 4 口径(13.0) No. I 掘り方 外底削り。口縁下半無調整。内面ナデ ①雲母、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.2 1/3 は僅かに凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

底径 9.3 ③にぶい橙色。
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No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

146図ー 5 口径 12.4 No. 2 外底の削りはやや強く、口縁下半は不 ①砂粒。

土師杯 高さ［ 3.6] 口縁部1/2欠損 規則なナデを施す。内面丁寧なナデだ ②還元。

が僅かに平滑さ欠く。 ③橙色。④外面体部に墨書あり。

146図ー 6 口径 12.2 No.33 外底の削り強く器面に凹凸残す。口縁 ①黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.7 1/2 下半無調整だが指頭状の弱い圧痕残。 ②酸化。

底径(8.8) 内面同心円状、内底凹凸し平滑さ欠く。 ③橙色。

146図ー 7 高さ[ 2.3] 埋土 外面削り。内面T寧にナデ調整。小破 ①砂粒。②酸化。

土師杯 小片 片のため径不明瞭。 ③にぶい橙色。④墨書？小破片のため不鮮明。

146図ー 8 口径 13.0 埋土 外底削り鋭く、砂粒の流れ残る。口縁 ①砂粒、輝石、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ［ 3.1] 口縁部小片 部のナデ強い。内面のナデ丁寧平滑に ②酸化。

底径（ 9.8) 仕上げる。 ③橙色。

146図ー 9 口径（ 12.0) No.27 外底削り乾燥の進んだ状態で施す。ロ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2.7 口縁部小片 縁下半無調整。内面のナデ平滑さ欠く。 ②酸化。

底径（ 8.0) 器面剥落している。 ③にぶい橙色。④器面タール状付着。

146図ー 10 口径（ 23.0) 埋土 ロクロ成形か？外面摩滅のため不明確 ①砂粒。②酸化。

士師杯 高さ[ 7.4] 口縁～胴部小片 内面平滑で全体に研磨を施す。 ③にぶい黄橙色。褐灰色。黒色。④内黒。

146図ー II 口径(19.2) 埋土 外面の削り鋭く、砂粒の動き多い。ロ ①砂粒、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ[ 5.3) 口縁部小片 縁～頸部のナデ丁寧。内面板状工具の ②酸化。

ナデ痕残す。 ③明赤褐色。

146図ー 12 口径(19,0) No.14 掘り方 外面の削り乾燥の進んだ状態で施す。 ①砂粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ[ 6.6] 口縁部小片 内面の口縁部濡らして丁寧にナデる。 ②酸化。

屑部に指頭痕残す。 ③にぶい橙色。二次加熱受ける。

146図ー］ 3 口径 19.0 No. 8 外面の削り鋭く、砂粒の動き多い。ロ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師売 高さ[ 7.8] 口縁部小片 縁～頸部ナデ丁寧。内面ナデ丁寧で平 ②酸化。

滑。 ③にぶい橙色。

146図ー］4 口径 10.6 No. 8 、 9 輪積みか。外面の削り鋭く器面平滑さ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師 頸部 9 7 埋土 欠く。内面頸部工具状ナデの擦痕残す。 ②酸化。

小型甕 胴部 13.1 1/3欠損 胴部ナデ丁寧。接合痕残す。 ③橙色。

高さ 16.3 ④内外面にスス付着。

底径 6.9 

146図ー 15 (5.6)Xl.0X0.3 刀子で中心部残存。

刀子 重量 2.8 g 

25 • 41 号溝跡（ PL94)

No ・器種 計測値(cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考 ①胎土・材質②焼成③色調④その他

162図一 l 口径 12.0 25溝 右回転ロクロ→回糸→手持ちヘラ削り ①砂礫、砂粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ[ 3. 7] 完形 ロクロ痕細かく残る。口縁部～内外器 ②還元。

底径 7.6 面平滑に仕上げる。 ③灰色。

155図一 l 高さ[ 1.8] 41溝埋土最下陪 右回転ロクロ→回糸。土器全体に厚手 ①白色鉱物粒子含む。

皿 底径(9.8) 底部片 で大型になるか？小破片のため不明確 ②酸化。

③橙色。

155図ー 2 Bs-22 No. 2 外面格子叩き目痕残し、内面指頭によ ①常滑か。白色鉱物粒子含む。

陶器甕 41溝 る圧痕を残し、平滑さ欠く。 ②焼締め。③内ーにぶい黄褐色。

小片 外ー自然釉降灰釉霜降状に付着。
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1 77号土坑土層 2 全景

3 坑底部断面 (A 列） 4 坑底部下部施設 (A 列）

5 坑底部断面 (B 列） 6 坑底部下部施設 (B 列）

7 棒状痕 (A 列） 8 小穴掘り方 (B 列）
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4 坑底部下部施設 8 坑底部下部施設
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1 68号士坑土層 5 78号上坑土層

2 全景 6 坑底部確認状態

3 坑底部断面 7 坑底部下部施設

4 坑底部下部施設 8 72号土坑 土層および検出状態
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1 53号士坑土層No. 1 5 土層 No. 5 

2 士層No. 2 6 土層 No. 6 

3 土層No. 3 7 土層 No. 7 

4 土層No. 4 8 土層 No. 8 
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1 53号上坑土層No. 9 5 士層No.12 a 

2 土層No.10 6 土層No.12b

3 土層No.11 7 土層No.13 a 

4 土層No.11 （棒状痕） 8 土層 No.13 b 
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1 53号士坑土層No.13a （棒状痕）
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2 土層No.18 6 上層No.22

3 土層 No.19 7 土層No.23

4 士層No.20 8 土層 No.24
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1 1 号住居

2 1 号住居 逍物および炭化材出土状態
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3 カマド 4 カマド掘り方
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4 カマド土層 5 掘り方
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4 カマド掘り方 5 掘り方
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4 遺物出土状態 5 遺物出土状態
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2 3 号掘立柱建物

3 4 号掘立柱建物
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1 17号溝（東から） 4 41号溝（北から）

41号溝土層 6 17号溝調査状況
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